





4 Oracle JDeveloperでのアプリケーションの開発のスタート・ガイド


JDeveloperでは、アプリケーションを開発するために複数のツールおよび機能を提供しています。これらの機能を使用して、アプリケーションを効率的に構築、テスト、実行およびデプロイできます。この章では、JDeveloperで使用可能なアプリケーションを開発するための機能の概要について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
アプリケーションの開発について


	
アプリケーションおよびプロジェクトの作成


	
アプリケーションおよびプロジェクトの管理








4.1 Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発について


JDeveloperでアプリケーションを開発する機能には、次が含まれます。

	
アプリケーション、プロジェクトおよびファイルに関連付けられた様々なオブジェクト・タイプおよびリソースを管理および操作するための各種ウィンドウ。


	
様々なタイプのソース・ドキュメントの作成作業を簡略化するための複数のビジュアル編集およびコード編集用ツール。これらのエディタはIDE内の他のウィンドウと統合されているため、ドラッグ・アンド・ドロップ操作や、統合された様々なツール間での同時更新、自動更新がサポートされています。


	
ソース・コード、プロセス、およびアプリケーション・モジュールまたはパッケージのテストおよび分析作業を簡略化するための複数のツール。










4.2 アプリケーションおよびプロジェクトの作成


アプリケーションは、制御構造における最上位レベルです。作業中に必要なすべてのオブジェクトが表示されます。アプリケーションは、プログラム開発中のすべてのプロジェクトを追跡します。プロジェクトは、JDeveloperのプログラムまたはプログラムの一部を定義する一連のファイルの論理コンテナです。プロジェクトには、たとえば、複数層アプリケーションの様々な層、あるいは複合アプリケーションの様々なサブシステムなどを表すファイルが含まれます。これらのファイルは任意のディレクトリに配置でき、かつ、単一のプロジェクトに含めることができます。

アプリケーション内のすべてのプロジェクトは、通常そのアプリケーションの下に表示されます。ワーキング・セットを使用してプロジェクトをフィルタした場合、プロジェクトはアプリケーションの下に表示されません。アプリケーションまたはプロジェクトを閉じると、そのアプリケーションまたはプロジェクト内のファイルに対して開いているすべてのエディタまたはビューアが閉じられ、ファイルがメモリーからアンロードされます。

アプリケーションおよびプロジェクトのコントロール・ファイルを、ディスクから削除せずにIDEから削除できます。(これは他のタイプのファイルには当てはまりません。他のタイプのファイルは、IDEから削除された時点でディスクから削除されます)。JDeveloperでは、様々なファイル・タイプを認識でき、ファイルをダブルクリックした場合、各ファイル・タイプが適切なビューアまたはエディタで表示されます。

プロジェクトをアプリケーションに追加する際には、次の処理を選択できます。

	
新規プロジェクトを作成し、特定のオブジェクトおよび属性を定義します。


	
デフォルトのプロジェクト・プロパティを継承する新規の空プロジェクトを作成します。


	
新規プロジェクト内に、JDeveloper以外の既存のファイル・セットを開きます。




プロジェクトは、ディレクトリから直接ファイル・リストを制御します。アプリケーションおよびパッケージは、プロジェクト内のファイルの格納場所および格納方法も定義します。


注意:

同一オブジェクト(物理ファイル)が複数のプロジェクトに表示される場合があります。これは、あるプロジェクト内のオブジェクトについて実行されるすべてのアクションが他のプロジェクトで実行されることを意味します(ただし、プロジェクトがコンパイルされて初めて同じ効果が表れます)。パッケージの場合、2つ以上のプロジェクトでパッケージを共有できません。ただし、パッケージの生成に使用されたソースパスも共有しており、パッケージがすでにコンパイル済で変更の予定がない場合を除きます。







4.2.1 アプリケーションの作成方法



アプリケーションは、制御構造における最上位レベルです。作業中に必要なすべてのオブジェクトが表示されます。アプリケーションは、プログラム開発中のすべてのプロジェクトを追跡します。

特定の機能範囲を持つアプリケーションを新規作成するには、次のようにします。




	「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「新規ギャラリ」の「カテゴリ」ツリーで、「一般」の「アプリケーション」を選択します。
	「項目」リストで、作成するアプリケーションのタイプをダブルクリックします。
	「アプリケーションの作成」ダイアログで、名前やディレクトリなど、アプリケーションの詳細を入力します。ウィザードに関するヘルプを表示するには、[F1]を押します。
	「次へ」をクリックして「プロジェクト名」ページを開き、オプションでプロジェクトの詳細を入力します。
	作業が完了したら、「終了」をクリックします。








4.2.2 カスタム・アプリケーションを作成する方法



特定の機能範囲を持つアプリケーションを作成するか、任意の機能を持つようにカスタマイズできる1つのプロジェクトが含まれるカスタム・アプリケーションを作成できます。

カスタム・アプリケーションを新規作成するには、次のようにします。




	「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「新規ギャラリ」の「カテゴリ」ツリーで、「一般」の「アプリケーション」を選択します。
	「項目」リストで、「カスタム・アプリケーション」をダブルクリックします。カスタム・アプリケーションの作成・ウィザードが開きます。
	「カスタム・アプリケーションの作成」ダイアログで、名前やディレクトリなど、アプリケーションの詳細を入力します。ウィザードに関するヘルプを表示するには、[F1]を押します。
	「次へ」をクリックして「プロジェクト名」ページを開き、オプションでプロジェクトの詳細を入力します。
	作業が完了したら、「終了」をクリックします。








4.2.3 プロジェクトの作成方法



プロジェクトは、JDeveloperのプログラムまたはプログラムの一部を定義する一連のファイルの論理コンテナです。特定の機能セットで構成されているアプリケーションを作成することもできます。

特定の機能範囲を持つプロジェクトを新規作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、プロジェクトを含むアプリケーションを選択します。
	「アプリケーション・メニュー」アイコンをクリックして「新規プロジェクト」を選択し、「新規ギャラリ」の「プロジェクト」ページを開きます。
	「項目」リストで、作成するプロジェクトのタイプをダブルクリックします。
	「プロジェクトの作成」ウィザードを完了して「終了」をクリックします。ウィザードに関するヘルプを表示するには、[F1]を押します。



「アプリケーション」ウィンドウに新しいプロジェクトが表示されます。このプロジェクトは、あらかじめ設定されているデフォルト・プロパティをすべて継承します。プロジェクトのプロパティを変更する場合は、ファイル名をダブルクリックするか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。









4.2.4 新規カスタム・プロジェクトの作成



カスタム・プロジェクトを新規作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新しいプロジェクトを含むアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション・メニュー」アイコンをクリックして「新規プロジェクト」を選択し、「新規ギャラリ」の「プロジェクト」ページを開きます。
	「項目」で、「カスタム・プロジェクト」を選択します。
	「OK」をクリックします。










4.3 アプリケーションおよびプロジェクトの管理


「アプリケーション」ウィンドウを使用すれば、アプリケーションとプロジェクトを効果的に管理できます。「アプリケーション」ウィンドウは、プロジェクトを高レベルな論理コンポーネントという形で構成し、アプリケーションとそこに含まれるデータの論理的なビューを示します。このウィンドウは、様々な拡張機能をプラグインしてデータの編成に使用できるインフラストラクチャと、一貫性のある抽象的な形式のメニューを備えています。「アプリケーション」ウィンドウには個々のファイル(Javaソース・ファイルなど)を含めることができますが、複雑なデータを統合するようにも設計されています。エンティティ・オブジェクト、UMLダイアグラム、EJB、Webサービスなどの複雑なデータ型は、このウィンドウに単一ノードとして表示されます。これらの抽象ノードを構成する生のファイルは、構造ウィンドウに表示されます。

「アプリケーション」ウィンドウに表示されるアプリケーションには、1つ以上のプロジェクトが含まれます。プロジェクト内には、そのプロジェクトのパスのルート・フォルダがあります。プロジェクト内容をディレクトリ・ツリーまたはファイル・リストとして表示し、パッケージをツリーまたはリストとして表示することを選択できます。また、パッケージとディレクトリ内のノードはタイプでソートできます。





4.3.1 既存アプリケーションを開く方法



最初から新規アプリケーションを作成するか既存のアプリケーションを開くかの選択肢があります。作成またはインポートしたアプリケーションは、すぐに「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション」ノードに追加されます。

既存のアプリケーションを開き、「アプリケーション」ウィンドウに追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウのドロップダウン・リストから「アプリケーションを開く」を選択します。
	アプリケーション・ファイルの場所まで移動し、ファイルを選択します。

「ファイル・タイプ」フィールドには、.jwsファイルを指定するか、すべてのタイプを表示するようにしてください。




	「開く」をクリックします。

アプリケーションは「アプリケーション」ウィンドウのアプリケーション・リストに追加されます。












4.3.2 既存プロジェクトを開く方法



作成またはインポートしたプロジェクトは、すぐに選択したアプリケーションに追加されます。

既存のプロジェクトを開き、アプリケーションに追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、プロジェクトを追加するアプリケーションを選択します。
	メイン・メニューから、「ファイル」→「開く」を選択します。
	プロジェクト・ファイルの場所まで移動し、ファイルを選択します。

「ファイル・タイプ」フィールドには、.jprファイルを指定するか、すべてのタイプを表示するようにしてください。




	「開く」をクリックします。

プロジェクトがアクティブなアプリケーションに追加されます。












4.3.3 新規メニューを使用してプロジェクトに項目を簡単に追加する方法



プロジェクトを作成した後、プロジェクト・ポップアップ・メニューを使用して、プロジェクトの機能に関連するコンポーネントを直接作成できます。

プロジェクト・ポップアップ・メニューを使用して項目を追加するには、次のようにします。




	項目を追加するプロジェクトを右クリックして、「新規」をクリックします。また、「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択した後、ツールバーの「新規」ボタンをクリックする方法もあります。


注意:

「ファイル」→「新規」メニューには、プロジェクト・ポップアップ・メニューと同じ項目が表示され、アプリケーションレベルの追加項目も含まれます。






	「新規」メニューで、追加する項目をクリックします。新規ギャラリから項目を選択する場合、「ギャラリから」をクリックします。ポップアップ・メニューの2つ目のセクションには、現在のプロジェクト・タイプに対して最近作成された項目のリストが含まれます。「新規」メニューの3つ目のセクションには、最近作成された項目のリストが含まれます。








4.3.4 JDeveloperに既存のソース・ファイルをインポートする方法


様々なタイプの新規ファイルを最初から作成したり、既存のファイルを開くことができます。既存のファイルを開く場合、ファイルをファイル構造とともに既存のプロジェクトにインポートするか、このファイルを使用して完全に新規のプロジェクトを作成します。

あるいは、既存のプロジェクトにソース・ファイルを追加できます。





4.3.4.1 新規JDeveloperプロジェクトへの既存ファイルのインポート方法



新規プロジェクトを作成しながら、既存のファイルをJDeveloperにインポートできます。

既存のファイルを開き、新規JDeveloperプロジェクトにインポートするには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新しいプロジェクトを追加するアプリケーションを作成または選択します。
	アプリケーションを選択した状態で「ファイル」→「新規」を選択し、「新規ギャラリ」を開きます。
	「カテゴリ」ツリーで、「一般」を開いて「プロジェクト」を選択します。
	「項目」リストで「既存のソースからのプロジェクト」をダブルクリックします。
	「既存のソースからのプロジェクト」ウィザードの「場所」ページで、新規.jprファイルの名前を入力するか、デフォルトを受け入れます。

ウィザードのこのページまたは後続のページの詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。

あるいは、「ファイル」→「インポート」を選択し、「Javaソース」または「ソースを新規プロジェクトへ」を選択する方法もあります。




	デフォルトのディレクトリ・パスを受け入れるか、新規パスを入力するか、または「参照」をクリックしてパスまで移動します。
	「次へ」をクリックします。
	「Javaコンテンツ」領域の「ソースの指定」ページで、「追加」をクリックして「ディレクトリの選択」ダイアログを開きます。
	このダイアログで、追加するファイルを含むディレクトリまで移動します。「選択」をクリックしてダイアログを閉じ、ウィザードにディレクトリを表示します。
	ディレクトリの追加後、ファイル・フィルタまたはディレクトリ・フィルタを適用できます。フィルタを適用するには、「対象」タブの横にある「追加」をクリックします。
	インポート・リストの完了後、オプションで「プロジェクト・ディレクトリにファイルをコピー」をクリックし、元のソースを指定するかわりに、選択したファイルをプロジェクトにコピーします。
	デフォルトの出力ディレクトリとデフォルトのパッケージを定義します。
	「終了」をクリックします。

新規プロジェクトが選択したアプリケーション・ノードの下に表示され、インポートされたファイルが移入されます。







「プロジェクト・プロパティ」ダイアログで、プロジェクト・ディレクトリ構造を調整できます(リソース・ディレクトリを指すようにするなど)。









4.3.4.2 新規JDeveloperプロジェクトにWARファイルをインポートする方法



WARファイルから抽出したコンテンツを含む新規プロジェクトを作成しながら、JDeveloperにWARファイルをインポートできます。

WARファイルを開き、新規JDeveloperプロジェクトにインポートするには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新しいプロジェクトを追加するアプリケーションを作成または選択します。
	アプリケーションを選択した状態で「ファイル」→「新規」を選択し、「新規ギャラリ」を開きます。
	「カテゴリ」ツリーで、「一般」を開いて「プロジェクト」を選択します。
	「項目」リストで、「WARファイルからのプロジェクト」をダブルクリックします。
	「WARファイルからのプロジェクト作成」ウィザードを終了します。

このウィザードを使用する際の詳細は、[F1]を押します。







このウィザードでWARファイルを分析し、そのコンテンツを抽出します。

新規プロジェクトが選択したアプリケーション・ノードの下に表示され、インポートされたファイルが移入されます。









4.3.4.3 新規JDeveloperアプリケーションへのEARファイルのインポート方法



EARファイルをインポートすると、JDeveloperでは新規アプリケーションを作成し、抽出したEARモジュールに基づいたプロジェクトを移入します。EARファイルのコンテンツは、既存のアプリケーションやプロジェクトに追加できません。

JDeveloperを使用して単に配布するEARファイルをインポートする場合には、この手順を使用しないでください。これを行うには、新しいアプリケーションとプロジェクトを作成し、プロジェクト・ディレクトリにEARファイルをコピーします(またはプロジェクトのコンテンツにそのファイルの場所を追加します)。EARファイルは、「アプリケーション」ウィンドウ内のプロジェクトの「アプリケーション・ソース」ノードの下に表示されます。ここからファイルを配布するには、ファイルを右クリックして「配布先」を選択します。

EARファイルを開き、新規JDeveloperアプリケーションにインポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「ファイル」→「インポート」を選択し、「EARファイル」をダブルクリックします。

EARファイルのインポート・ウィザードはコンテキストに依存しないため、最初に「アプリケーション」ウィンドウで固有の選択をする必要はありません。




	「EARファイルのインポート」ウィザードを終了します。

「終了」ページに最後のアプリケーションのコンテンツが表示されます。




	「終了」をクリックしてリストを受け入れ、アプリケーションを作成します。

「アプリケーション」ウィンドウに新規アプリケーションが表示されます。アプリケーションには、インポートされたモジュールに基づいたプロジェクトが移入されています。














4.3.5 プロジェクトにファイルをインポートする方法



様々なタイプの新規ファイルを最初から作成したり、既存のファイルを開くことができます。既存のファイルを開く場合、ファイルをファイル構造とともに既存のプロジェクトにインポートするか、このファイルを使用して完全に新規のプロジェクトを作成します。

既存のソースから新規プロジェクトを作成することもできます。


注意:

「既存ソースのインポート」ウィザードを使用して、プロジェクトに.zipファイルまたは.jarファイルを追加できます。これを使用して.warファイルや.earファイルを追加することはできません。.warファイルの場合、そのコンテンツをプロジェクトへ適切に抽出するには、「WARファイルのインポート」ウィザードを使用する必要があります。EARファイルの場合、そのコンテンツを新規アプリケーションへ抽出するには、「EARファイルのインポート」ウィザードを使用する必要があります。



「既存ソースのインポート」ウィザードを使用して既存のファイルを開き、プロジェクトに追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、ファイルを追加するプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「ファイル」→「インポート」を選択します。
	「インポート」ダイアログで「既存ソース」をダブルクリックします。
	「既存ソースのインポート」ウィザードの「ソース・ファイルとディレクトリの追加」ページで「追加」をクリックして「ファイルまたはディレクトリを選択」ダイアログを開きます。

ウィザードのこのページまたは後続のページの詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	このダイアログで、追加するファイルを含むディレクトリに移動するか、または個々のファイルに移動し、「開く」をクリックしてダイアログを閉じ、ウィザードにファイルを表示します。

このダイアログには必要があるたびに戻ることができます。ウィザードに戻るたびに「追加」をクリックし、必要なだけ個々のファイルまたはディレクトリを追加します。




	ファイルまたはディレクトリの追加が完了し、ウィザードに戻った後は、個々のファイルの選択または選択解除を行うか、フィルタを適用することによって、リストを修正できます。フィルタを適用するには、「ファイル・フィルタ」または「ディレクトリ・フィルタ」をクリックします。
	インポート・リストの完了後、オプションで「プロジェクト・ディレクトリにファイルをコピー」をクリックし、元のソースを指定するかわりに、選択したファイルをプロジェクトにコピーします。このオプションを選択する場合、デフォルトのsrcディレクトリをそのまま使用するか、新しいディレクトリを入力する、または「参照」をクリックしてディレクトリに移動します。
	「次へ」をクリックします。
	「終了」ページで、新規プロジェクト・ファイルのリストを確認します。このリストを受け入れるには、「終了」をクリックします。

選択したプロジェクトにファイルが追加されます。












4.3.6 プロジェクトでのフォルダとJavaパッケージの管理


JDeveloperでは、プロジェクト・ファイルを編成しやすいように、プロジェクト内にカスタム・フォルダまたはJavaパッケージを作成できます。





4.3.6.1 フォルダまたはJavaパッケージの作成方法



フォルダまたはJavaパッケージを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、カスタム・フォルダを作成するプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「ファイル」メニューで「新規」を選択します。
	「新規ギャラリ」の「カテゴリ」で、「一般」を選択します。
	「項目」で「フォルダ」を選択し、新規フォルダを作成します。Javaパッケージを作成するには、「項目」で「Javaパッケージ」を選択します。
	「フォルダの作成」ダイアログまたは「Javaパッケージの作成」ダイアログで、フォルダまたはJavaパッケージの名前と、それを作成するディレクトリを指定します。








4.3.6.2 フォルダまたはJavaパッケージの削除方法



フォルダまたはJavaパッケージを削除するには、次のようにします。




	削除するフォルダまたはJavaパッケージを選択します。
	「ファイル」メニューで「削除」を選択します。
	「フォルダの削除の確認」ダイアログで、フォルダまたはJavaパッケージの削除を確認します。フォルダのファイルを表示をクリックすると、フォルダまたはJavaパッケージに含まれるファイルが表示されます。










4.3.7 ワーキング・セットの管理方法


ワーキング・セットによって、プロジェクトでファイルのサブセットを表示するように「アプリケーション」ウィンドウを構成できます。これは特に、大規模なプロジェクトを操作する際に便利です。ワーキング・セットを作成するまで、デフォルトのワーキング・セットはありません。ワーキング・セットを作成すると、「すべてのファイル」オプションにより、デフォルト・ビューに戻ることができます。





4.3.7.1 オブジェクトをワーキング・セットにグループ化する方法



プロジェクトの実行およびデバッグを、アプリケーション全体の実行およびデバッグと同じ方法で行えます。これにより、アプリケーション全体に影響を及ぼしたり、余分な負荷をかけたりすることなく、Java EEアプリケーションなどの大規模アプリケーションのサブセットのみで作業できます。

「アプリケーション」ウィンドウ内のオブジェクトをワーキング・セットにグループ化するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新規のワーキング・セットに含めるオブジェクトを選択します。
	「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコンをクリックし、「選択から新規」をクリックします。

これにより「別名保存」ダイアログが開きます。詳細は、[F1]を押すか、「別名保存」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックします。




	ワーキング・セットの名前を入力し、「OK」をクリックします。








4.3.7.2 ファイル・フィルタとディレクトリ・フィルタを定義してワーキング・セットを作成する方法



ワーキング・セットを定義するには、「アプリケーション」ウィンドウのファイルまたはコンテナから選択するか、「ワーキング・セットの管理」ダイアログで対象とするフィルタ・パターンと対象外とするフィルタ・パターンを指定します。

ファイル・フィルタとディレクトリ・フィルタを定義してワーキング・セットを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコンをクリックし、「ワーキング・セットの管理」を選択します。

この操作により、「ワーキング・セット」ダイアログが開きます。左側のツリーを使用して、含めるプロジェクトを選択します。右側のパネルで、現在のプロジェクトに含めるファイルを選択します。詳細は、[F1]を押すか、「ワーキング・セット」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックします。




	「別名保存」をクリックして、ワーキング・セットを保存します。








4.3.7.3 「ログ」ウィンドウの検索結果からワーキング・セットを作成する方法



プロジェクトでの作業用に1つ以上のファイル・セットを作成する際に使用できます。検索範囲に基づいて、検索結果をワーキング・セットとして保存することができます。

「ログ」ウィンドウの検索結果からワーキング・セットを作成するには、次のようにします。




	「ログ」ウィンドウで右クリックし、コンテキスト・メニューから「ワーキング・セットとして保存」を選択します。
	「ワーキング・セットの作成」ダイアログで、ワーキング・セットの名前を入力します。








4.3.7.4 現在のワーキング・セットを特定する方法



JDeveloperのツールチップは使用中のワーキング・セットを識別します。





	
「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコン上にマウスを置きます。現在のワーキング・セットの名前がツールチップとして表示されます。または、「ワーキング・セット」アイコンをクリックして、アクティブ・ワーキング・セットがチェックされているメニューを表示します。












4.3.7.5 アクティブ・ワーキング・セットを変更する方法



アクティブ・ワーキング・セットを変更するには、次のようにします。





	
「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコンをクリックし、開くワーキング・セットを選択します。

このワーキング・セットに含まれていないファイルは「アプリケーション」ウィンドウから削除されますが、エディタは閉じません。












4.3.7.6 ワーキング・セットのファイルおよびプロジェクトを編集する方法



ワーキング・セットのファイルおよびプロジェクトを編集するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコンをクリックし、「ワーキング・セットの管理」を選択します。

この操作により、「ワーキング・セット」ダイアログが開きます。詳細は、[F1]を押すか、「ワーキング・セット」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックします。




	「ワーキング・セット」ドロップダウン・リストから、変更するワーキング・セットを選択します。
	必要に応じて変更を行います。








4.3.7.7 「アプリケーション」ウィンドウにすべてのファイルを表示する方法



「アプリケーション」ウィンドウですべてのファイルを表示するビューに戻るには、次のようにします。





	
「アプリケーション」ウィンドウで、「ワーキング・セット」アイコンをクリックし、(すべてのファイル)を選択します。












4.3.7.8 ワーキング・セットを実行およびデバッグする方法



始める前に、実行するまたはデバッグするワーキング・セットを使用していることを確認します。これは、Java EEモジュール(Webアプリケーション、EJBモジュール)を使用しているとみられるプロジェクトおよびすべての依存性を含みます。

(「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「依存性」ページで)依存性が明確なプロジェクトはすべて、ワーキング・セットから対象外とされても、含まれることに注意してください。

ワーキング・セットを実行およびデバッグするには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」→「実行」を選択してから、「常に現在のワーキング・セットおよびその依存性を実行またはデバッグします」オプションを選択します。


注意:

このオプションは、データベース開発者またはJava開発者のロールの場合は利用できません。






	「OK」をクリックします。

次回の実行またはデバッグの際に、JDeveloperは現在のワーキング・セットを使用します。アプリケーション全体を実行してデバッグするように変更するには、「ツール」→「プリファレンス」→「実行」を選択してから、「常にアプリケーション全体を実行またはデバッグします」オプションを選択します。














4.3.8 JDeveloperでファイルをプロジェクトに追加せずに参照する方法



場合によっては、プロジェクトに直接追加することなくファイルを参照することが必要になります。ファイルは、プロジェクトに追加せずにJDeveloper IDEに取り込むことができます。

JDeveloperでファイルをプロジェクトに追加せずに参照するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「ファイル」→「開く」を選択します。

ファイルの参照のみを行う場合は、「アプリケーション」ウィンドウで現在どのノードが選択されていてもかまいません。




	開くファイルまで移動します。ファイル・タイプ・フィールドでは、適切なファイル・タイプを指定するか、すべてのファイル・タイプを表示するよう指定してください。
	ファイルを選択します。ファイルまたはディレクトリは、必要な数だけリストから選択できます。

アーカイブ・ファイルは1個につき2個表示され、一方は仮想ディレクトリ、もう一方はファイルとして表示されます。アーカイブ・ファイルを開く場合、リストではディレクトリとして選択します。




	選択を行い、「開く」をクリックします。








4.3.9 アーカイブの表示方法



JDeveloperで任意のアーカイブ・ファイルを開くことにより、そのアーカイブの内容を簡単にインスペクトできます。アーカイブの内容を既存のプロジェクトまたは新規JDeveloperプロジェクトに追加できます。

JDeveloperでアーカイブを開き、その内容を表示するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「ファイル」→「開く」を選択します。

アーカイブ内容の参照のみを行う場合は、「アプリケーション」ウィンドウで現在どのノードが選択されていてもかまいません。




	アーカイブを含むディレクトリまで移動します。アーカイブ・ファイルは1個につき2個表示され、一方は仮想ディレクトリ、もう一方はファイルとして表示されます。

アーカイブ・ファイルが表示されない場合、すべてのファイル・タイプが表示されていることを再確認してください。




	アーカイブの2回目の表示(ファイルとしてのアーカイブ)を選択し、「開く」をクリックします。








4.3.10 JDeveloperでイメージ・ファイルを表示する方法



.gif、.jpg、.jpegまたは.pngファイルは、JDeveloper内から簡単に表示できるようになります。

JDeveloperでイメージを開いて表示するには、次のようにします。

	
メイン・メニューから、「ファイル」→「開く」を選択します。

イメージの参照のみを行う場合は、「アプリケーション」ウィンドウで現在どのノードが選択されていてもかまいません。


	
開くイメージまで移動します。ファイル・タイプ・フィールドでは、すべてのファイル・タイプまたはイメージ・タイプを指定してください。


	
イメージを選択します。


	
選択を行い、「開く」をクリックします。

イメージがJDeveloperのメインの作業領域に表示されます。




JDeveloperにすでにインポートされているイメージを表示するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、イメージ・ファイルを選択します。
	ファイルをダブルクリックするか、右クリックして「開く」を選択します。








4.3.11 デフォルトのプロジェクト・プロパティの設定


「デフォルト・プロジェクト・プロパティ」ダイアログで指定するプロジェクト・プロパティは、その後作成するすべてのプロジェクトに対し、アプリケーションに関係なく適用されます。「プロジェクト・プロパティ」ダイアログで指定するプロジェクト設定は、現在のプロジェクトにのみ適用されます。カスタム・プロパティを設定し、現在のプロジェクトで設定されたプロパティをオーバーライドできます。これは、マルチユーザー開発環境で特に役立ちます。カスタム・プロパティは.jprファイルには格納されません。







4.3.12 デフォルトのプロジェクト・プロパティを設定する方法



個々のプロジェクトに対してプロジェクト・プロパティを設定した場合、そのプロジェクトについてのみデフォルト値がオーバーライドされます。

デフォルトのプロジェクト・プロパティの設定手順は、各プロジェクトのプロパティ設定の手順と同じです。ただしデフォルトのプロパティは、最初に各プロジェクトを選択する必要がありません。「デフォルト・プロジェクト・プロパティ」ダイアログからは設定できないプロジェクト・プロジェクトもあるので注意してください。

プロジェクトのデフォルト設定を表示または変更するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「デフォルト・プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「デフォルトのプロジェクト・プロパティ」ダイアログで、適切なカテゴリを選択します。
	必要に応じて、各プロパティを表示または設定します。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.13 個々のプロジェクトのプロパティを設定する方法


今後作成するすべてのプロジェクトに共通のプロジェクト・プロパティを設定することも、個々のプロジェクトのプロパティを微調整することもできます。

コンパイルまたはデバッグなどの特定のタスクに基づいて、追加のプロジェクト・プロパティも使用可能です。





4.3.13.1 個々のプロジェクトの現在の出力パスを表示または変更する方法



個々のプロジェクトに対してプロジェクト・プロパティを設定した場合、そのプロジェクトについてのみデフォルト値がオーバーライドされます。

個々のプロジェクトについて、現在の出力パスを表示または変更するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。

「プロジェクト・プロパティ」ダイアログが開き、最後のページに入力パスが表示されます。




	「プロジェクトのソースパス」ページで、新規の値を入力するか、「参照」をクリックして、出力ディレクトリに必要な変更を加えます。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.13.2 プロジェクトのターゲットJava SEを設定する方法



ターゲットJava SEの設定では、プロジェクトのコンパイル時および実行時にJDeveloperが使用するJava SEを指定します。

個々のプロジェクトについて、現在のJava SEを表示または変更するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。

「プロジェクト・プロパティ」ダイアログが開き、共通の入力パスが表示されるか、最後に表示していたページが表示されます。




	「ライブラリとクラスパス」ページに、プロジェクトに使用される「Java SEバージョン」が表示されます。新規のJava SEを定義するには、「変更」をクリックします。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.13.3 プロジェクトの依存性の管理方法



一般に、複合アプリケーションは複数のプロジェクトで構成されており、これらのプロジェクトは依存性によって関連している可能性があります。つまり、プロジェクトAがプロジェクトBのクラスまたはリソースを使用する場合、プロジェクトAはプロジェクトBに依存している必要があります。この依存性が設定されている場合、プロジェクトAをコンパイルすると、プロジェクトBが自動的にコンパイルされます。

デプロイメント・プロファイルの依存性は、「ツール」メニューから使用可能な「プロジェクト・プロパティ」ダイアログで作成および編集します。

個々のプロジェクトの依存性を管理するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「依存性」ノードを選択します。
	「依存性」ページで、プロジェクトの現在の依存階層を表示します。
	必要に応じて、プロジェクトを選択または選択を解除します。
	現在の依存順序を変更するには、「順序付け」をクリックします。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.13.4 テンプレートを通じてプロジェクトに機能を関連付ける方法



テンプレートから作成されたプロジェクトは、そのテンプレートで使用できるすべての機能を継承します。さらに、プロジェクト内にコンテンツを作成すると、プロジェクトに機能が動的に追加されます。「プロジェクト・プロパティ」→「機能」→「調整」に移動して、プロジェクトで実際に使用する機能のリストをフィルタします。

プロジェクト・テンプレートを使用して、プロジェクトに機能を関連付けるには、次のようにします。


注意:

この手順は、テンプレートから作成した新しいプロジェクトにのみ適用できます。






	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。
	「アプリケーション・テンプレートの管理」ダイアログで、機能を関連付けるプロジェクト・テンプレートをクリックします。

アプリケーション・テンプレートは、「アプリケーション・テンプレート」の下に、第1レベル・ノードとしてリストされます。プロジェクト・テンプレートは、アプリケーション・テンプレートの下に表示されます。




	右側のパネルで、「使用可能なプロジェクト・テンプレート」リストから適切な機能を選択し、シャトル・ボタンを使用して「選択したプロジェクト・テンプレート」リストに移動します。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.13.5 個々のプロジェクトに機能を関連付ける方法



プロジェクトに機能が関連付けられると、JDeveloperの設計時に、このタイプのプロジェクトに対して最も必要性が高いと思われるものに基づいて選択肢がフィルタされます。

個々のプロジェクトに機能を関連付けるには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「機能」ノードを選択します。
	「機能」ページで、「機能の追加」ボタンをクリックします。
	「機能の追加」ダイアログで、プロジェクトに関連付ける機能を「プロジェクトの機能」リストで選択します。
	シャトル・ボタンをクリックして、選択内容を「選択済」リストに移動します。
	「OK」をクリックします。








4.3.13.6 プロジェクトにJavadocプロパティを設定する方法



作成するすべてのプロジェクトは、JDeveloperプロジェクトのデフォルト設定か、またはすべてのプロジェクトに対してユーザーが指定した設定になります。これらのデフォルト設定は、プロジェクトごとに置き換えることもできます。これらのプロパティの設定方法はどちらの場合でも同じであり、情報の場所および適用対象のみが異なります。

個々のプロジェクトのJavadocプロパティを設定するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、プロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「プロファイル」の下の、アクティブなプロファイル・ノードを選択します。
	「アクティブ・プロファイル」ノードの下にある「Javadoc」ノードを選択します。
	完了後、「OK」をクリックして「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを閉じます。










4.3.14 ライブラリの管理方法


ライブラリには、内部および外部の2つのカテゴリがあります。内部ライブラリ定義はプロジェクト・ファイル内(.jprファイル内)で永続化されるため、このプロジェクトを開いたすべてのユーザーがいつでも利用できます。ただし、内部ライブラリ定義は他のプロジェクトでは共有できません。内部ライブラリをプロジェクトに追加するには、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「ライブラリとクラスパス」ページに移動して、「JAR/ディレクトリの追加」をクリックします。

外部ライブラリ定義は、独自のスタンドアロン・ライブラリ定義ファイル(.libraryファイル)内で永続化されています。そのため、外部ライブラリは、ソース・コントロールまでチェックし、任意の数のプロジェクトから参照し、さらにJavaソース・ファイルと同様にチーム環境内のすべてのユーザー間で共有できます。外部ライブラリには独自の一意のURLがあるため、プロジェクトに外部ライブラリを追加すると、そのURLがプロジェクトに追加されます。





4.3.14.1 アプリケーション・レベルのライブラリとクラスパスの追加方法



ライブラリは、アプリケーション内の多くのまたはすべてのプロジェクト間で必要になる場合がよくあります。アプリケーション・レベルで追加したすべてのライブラリは、アプリケーション内の全プロジェクトのライブラリとクラスパスに暗黙的に追加され、設計時とコンパイル時にすぐに利用できます。

デプロイメント時に使用する目的でアプリケーション・レベルで追加されたライブラリまたはクラスパスは、パッケージ化されたEAR libディレクトリに含まれ、デフォルトでデプロイメント用に選択されます。

アプリケーション・レベルのライブラリを追加するには:




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを右クリックします。
	コンテキスト・メニューから「アプリケーション・プロパティ」を選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。
	「ライブラリの追加」をクリックします。
	選択ツリーから必要なライブラリを検索し、「OK」をクリックします。



アプリケーション・レベルで追加されたライブラリは、「プロジェクト・プロパティ」の「ライブラリとクラスパス」ページにはデフォルトでは表示されません。アプリケーション・レベルのライブラリをすべて表示するには、「プロジェクト・プロパティ」の「ライブラリとクラスパス」ページで「アプリケーション・ライブラリの表示」を選択します(アプリケーション・レベルのライブラリが存在しない場合、このオプションは無効になります)。アプリケーション・レベルのライブラリのリストを、「最上位に移動」矢印または「最下位に移動」矢印を使用して、クラスパス・エントリの上部または下部にブロックとして移動できます。アプリケーション・レベルの個々のライブラリは移動できません。

「新規ライブラリを作成し、新規プロジェクトに追加する方法」と同様の方法で、アプリケーション・レベルのライブラリを作成および追加できます。









4.3.14.2 プロジェクト内の現在のライブラリを表示する方法



プロジェクトにライブラリを組み込む場合は、これらのライブラリに対して定義されているソースパスが自動的にプロジェクトのクラスパスの一部になります。

個々のプロジェクトについて、現在のライブラリを表示するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	ポップアップ・メニューから「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。

プロジェクトに現在含まれているライブラリが「クラスパス・エントリ」リストに表示されます。












4.3.14.3 既存のライブラリをプロジェクトに追加する方法



既存のライブラリをプロジェクトに追加できます。

既存のライブラリをプロジェクトに追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択した状態で、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを開きます。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ページで「ライブラリの追加」をクリックします。
	選択ツリーから必要なライブラリを検索し、「OK」をクリックします。








4.3.14.4 新規ライブラリを作成し、新規プロジェクトに追加する方法



新規ライブラリを作成し、新規プロジェクトに追加することができます。

新規ライブラリを作成し、プロジェクトに追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択した状態で、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを開きます。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ページで「ライブラリの追加」をクリックします。
	「ライブラリの追加」ダイアログで、「新規」をクリックします。
	「ライブラリの作成」ダイアログで、新規ライブラリの名前を入力してから、その場所を選択します。
	パス・タイプごとに、「エントリの追加」または「URLの追加」の該当する方をクリックします。パスを削除するか、または追加内容を修正するには、「削除」をクリックします。エントリを並び替えるには、表示領域の右にある並び替えボタンを使用します。
	「エントリの追加」または「URLの追加」をクリックした後、表示される選択ダイアログでファイル名を入力するか、リストを参照してファイル名を選択します。入力の完了後、「選択」をクリックします。
	「ライブラリの作成」ダイアログで、「OK」をクリックします。
	「ライブラリとクラスパス」ページで作業が完了した後、「OK」をクリックします。








4.3.14.5 プロジェクト内の既存のライブラリを編集する方法



プロジェクト内の既存のライブラリを編集できます。

プロジェクト内の既存のライブラリを編集するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択した状態で、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを開きます。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ページで、「クラスパス・エントリ」リストから変更するライブラリを選択します。
	「編集」をクリックします。(ライブラリが編集可能でない場合、このボタンは「表示」ボタンのままです。)
	「ライブラリ定義の編集」ダイアログで、最初のフィールドに変更対象のライブラリの名前が表示されます。ライブラリ名を変更する場合には、このフィールドに直接入力します。
	「パスの編集」ダイアログで、「エントリの追加」または「URLの追加」の該当する方をクリックします。パスを削除する、または追加内容を修正するには、「削除」をクリックします。エントリを並び替えるには、表示領域の右にある並び替えボタンを使用します。
	「エントリの追加」または「URLの追加」をクリックした後、表示される選択ダイアログでディレクトリ名を入力するか、リストを参照してディレクトリ名を選択します。入力の完了後、「選択」をクリックします。
	「ライブラリの編集」ダイアログで、「OK」をクリックします。
	「ライブラリとクラスパス」ページで作業が完了した後、「OK」をクリックします。








4.3.14.6 プロジェクトからライブラリを削除する方法



プロジェクトからライブラリを削除した場合は、これらのライブラリに対して定義されているソースパスがプロジェクトのクラスパスの一部ではなくなります。

プロジェクトからライブラリを削除するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、適切なプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択するか、右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「ライブラリとクラスパス」ノードを選択します。
	「ライブラリ」ページで、「ライブラリ」リストから目的のライブラリを選択し、「削除」をクリックします。
	完了後、「OK」をクリックします。








4.3.14.7 プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEをインポートする方法



JDeveloperプロジェクト・スコープの完全に外部にあるライブラリを、ユーザー自身またはJDeveloperのユーザー・グループがプロジェクトで使用できるように設定して、このライブラリを使用できます。

プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを使用するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「ライブラリの管理」を選択します。
	「ライブラリの管理」ダイアログで、「ライブラリ」タブまたは「Java SE定義」タブのどちらかを選択します。
	ユーザー自身が使用するライブラリをインポートする場合は、「ユーザー」ノードを選択します。グループで使用するライブラリをインポートする場合は、「拡張」ノードを選択します。
	「ディレクトリ」をクリックします。
	「ディレクトリのロード」ダイアログで、インポートするライブラリに移動し、「選択」をクリックします。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.14.8 プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを作成する方法



JDeveloperプロジェクト・スコープの完全に外部にあるライブラリを、ユーザー自身またはJDeveloperのユーザー・グループがプロジェクトで使用できるように設定して、このライブラリを使用できます。

プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを作成するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「ライブラリの管理」を選択します。
	「ライブラリの管理」ダイアログで、「ライブラリ」タブまたは「Java SE定義」タブのどちらかを選択します。
	ユーザー自身が使用するライブラリを作成する場合は、「ユーザー」ノードを選択します。グループで使用するライブラリを作成する場合は、「拡張」ノードを選択します。
	「新規」をクリックします。
	「ライブラリの作成」ダイアログまたは「Java SEの作成」ダイアログで、新規ライブラリまたはJava SEの詳細を終了します。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.14.9 プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを編集する方法



JDeveloperプロジェクト構造の完全に外部にあるライブラリを、どのプロジェクトにおいてもユーザー自身が使用できるように、またはJDeveloper全体でユーザーのグループが使用できるように設定して、このライブラリを使用することができます。

プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを編集するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「ライブラリの管理」を選択します。
	「ライブラリの管理」ダイアログで、「ライブラリ」タブまたは「Java SE定義」タブのどちらかを選択します。
	タブ・リストで、編集するライブラリを選択します。そのライブラリの属性が右側のフィールドに表示されます。
	Java SE実行可能ファイルを変更するには、「参照」をクリックします。
	クラスパス、ソースパスまたはドキュメント・パスを変更するには、変更するパスを選択し、「パス」パネルの下にあるボタン(「エントリの追加」、「URLの追加」または「削除」)のいずれかをクリックします。

右マージンの「上へ」ボタンと「下へ」ボタンをクリックしてエントリを並び替えることもできます。




	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.14.10 プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを削除する方法



JDeveloperプロジェクト・スコープの完全に外部にあるライブラリを、ユーザー自身またはJDeveloperのユーザー・グループがプロジェクトで使用できるように設定して、このライブラリを使用できます。

プロジェクト・スコープの外部のライブラリまたはJava SEを削除するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「ライブラリの管理」を選択します。
	「ライブラリの管理」ダイアログで、「ライブラリ」タブまたは「Java SE定義」タブのどちらかを選択します。
	タブ・リストで、削除するライブラリを選択します。削除できるのは、自分で作成したライブラリのみです。
	「削除」をクリックし、確認ダイアログに応答します。

ライブラリがただちに削除されます。




	「ライブラリの管理」ダイアログを閉じるには、「OK」をクリックします。










4.3.15 アプリケーションおよびプロジェクトのテンプレートを管理する方法


アプリケーション・テンプレートおよびプロジェクト・テンプレートは、すでに指定された機能の適切な組合せで標準アプリケーションのプロジェクト構造をすばやく作成する方法を提供します。テンプレートから作成された新規アプリケーションは、階層化プロジェクトにすでにパーティション化され、関連する機能セットとともに「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。

選択するアプリケーション・テンプレートにより、初期プロジェクト構造(アプリケーション内の指定されたプロジェクト・フォルダ)が決まります。プロジェクト・テンプレートは関連機能を定義します。また、使用可能な選択が、作業中の機能に絞り込まれるように、JDeveloperで行う作業をフィルタ処理できます。





4.3.15.1 新規アプリケーション・テンプレートの定義方法



アプリケーション・テンプレートは、アプリケーションで必要なプロジェクト・タイプを指定する1つ以上のプロジェクト・テンプレートをまとめたものです。こうしたテンプレートを使用することで、アプリケーションの開発方法を標準化できます。

新規アプリケーション・テンプレートを定義するには、次のようにします。




	新規アプリケーションの作成プロセスを開始します。
	「アプリケーションの作成」ダイアログで、「テンプレートの管理」をクリックします。また、このダイアログが開いていない場合は、「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。

詳細は、[F1]を押すか、該当するダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	「テンプレートの管理」ダイアログで、「アプリケーション・テンプレート」ノードを選択し、クリックして「アプリケーション・テンプレートの作成」ダイアログを開きます。
	新しいテンプレートの名前を入力し、「OK」をクリックします。

新規テンプレートが、「テンプレートの管理」ダイアログのテンプレート・リストに表示されます。すべてのアプリケーション・テンプレートは、「アプリケーション・テンプレート」の下に、第1レベル・ノードとしてリストされます。




	「アプリケーション・テンプレート」の定義を完了します。詳細は、[F1]を押すか、「テンプレートの管理」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。



アプリケーション・テンプレートは、「ビジネス層」の「アプリケーション」カテゴリ内の「新規ギャラリ」に表示されます。









4.3.15.2 新規プロジェクト・テンプレートの定義方法



プロジェクト・テンプレートは、指定のアプリケーションで必要な各種プロジェクトを指定します。プロジェクト・テンプレートは、アプリケーション・テンプレート内に含まれます。

新規プロジェクト・テンプレートを定義するには、次のようにします。




	新規アプリケーション・テンプレートを定義します。

あるいは、テンプレートがすでに定義されている場合、「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。




	「テンプレートの管理」ダイアログで、「プロジェクト・テンプレート」ノードを選択し、「追加」アイコンをクリックして「プロジェクト・テンプレートの作成」ダイアログを開きます。
	新しいテンプレートの名前を入力し、「OK」をクリックします。

新規テンプレートが、「テンプレートの管理」ダイアログのテンプレート・リストに表示されます。すべてのプロジェクト・テンプレートは、「プロジェクト・テンプレート」の下に、第1レベル・ノードとしてリストされます。




	「プロジェクト・テンプレート」の定義を完了します。詳細は、[F1]を押すか、「テンプレートの管理」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。



プロジェクト・テンプレートが、「新規ギャラリ」の「プロジェクト」カテゴリに表示されます。









4.3.15.3 アプリケーションおよびプロジェクトのテンプレートを共有する方法



共有の場所でアプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを作成できます。その他のユーザーは共有の場所からテンプレートを読み取り、使用するアプリケーションおよびプロジェクトについて同じテンプレートを使用できます。

共有テンプレートを作成する手順は次のとおりです。




	「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。
	「テンプレートの管理」ダイアログで、「アプリケーション・テンプレート」ノードまたは「プロジェクト・テンプレート」ノードを選択し、「共有場所の追加」アイコンをクリックします。
	「テンプレート・ディレクトリの追加」ダイアログで、共有テンプレートを格納する場所を入力するか、参照します。



共有テンプレート・フォルダは、「アプリケーション・テンプレート」および「プロジェクト・テンプレート」の両ノードの下にリストされます。









4.3.15.4 既存のアプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを編集する方法



既存のユーザー定義アプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを編集できます。

既存のアプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを編集するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。
	「テンプレートの管理」ダイアログで、編集するテンプレートを選択します。

詳細は、[F1]を押すか、「テンプレートの管理」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	右側のパネルで、テンプレートの属性を必要に応じて編集します。
	入力後、「OK」をクリックします。








4.3.15.5 既存のアプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを削除する方法



既存のユーザー定義アプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを削除できます。

既存のアプリケーション・テンプレートまたはプロジェクト・テンプレートを削除するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「アプリケーション」→「テンプレートの管理」を選択します。
	「テンプレートの管理」ダイアログで、削除するテンプレートの名前を選択します。

アプリケーション・テンプレートは、「アプリケーション・テンプレート」の下に、第1レベル・ノードとしてリストされます。プロジェクト・テンプレートは、「プロジェクト・テンプレート」の下に、第1レベル・ノードとしてリストされます。

詳細は、[F1]を押すか、「テンプレートの管理」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	「削除」をクリックします。
	「OK」をクリックします。










4.3.16 ファイル・テンプレートの管理方法



JDeveloperでは、事前に入力されたカスタム・データでファイル・テンプレートを作成し、アプリケーションで使用できます。たとえば、基本ヘッダー・タギングを含むJavaクラス・ファイル・テンプレートを作成できます。これにより、アプリケーションにJavaクラスを追加する必要がある場合、作成したテンプレートから開始するため、単一Javaクラスごとに基本ヘッダー・データを手動で入力する必要がなくなります。

Java、html、xmlなど、JDeveloperでサポートしているすべてのファイル・タイプのテンプレートを作成できます。

ファイル・テンプレートを管理するワークフローは2つあります。既存テンプレートを編集することもできますし、新規テンプレートを作成することもできます。ワークフローについて次に説明します。

既存のテンプレートを編集するには、次のようにします。

	
JDeveloperでアプリケーションを開き、「ツール」→「プリファレンス」→「ファイル・テンプレート」の順にナビゲートします。JDeveloperはデフォルトのJavaクラス・テンプレートを提供します。


	
「ファイル・テンプレート」ダイアログで、フォルダ・ディレクトリに進み、「一般」→「Java」の順にナビゲートします。


	
指定したテンプレート「コピーライト付きのクラス」をクリックします。右側のペインにテンプレート詳細およびテンプレート・コンテンツが表示されます。

デフォルトでは、ビルトイン・テンプレートは編集できません。テンプレートのコンテンツを変更し始めると、ビルトイン・テンプレートを変更するかを確認するプロンプトが表示されます。


	
@author行の上に簡単なテキスト行を追加してテンプレートを変更します。次に例を示します

* このクラスの説明を入力します。


注意:

JDeveloperでは、テンプレートで使用するデフォルトの変数が提供されます。それらの変数を理解するには、「使用可能なファイル・テンプレート変数」を参照してください。



ページの右上端にある「リセット」ボタンを使用して、テンプレートを元のテキストに戻します。


	
「OK」をクリックして「プリファレンス」ダイアログを閉じます。


	
アプリケーションでテンプレートを使用するには、「新規」→「ギャラリ」→「一般」→Javaにナビゲートすると、右ペインに「コピーライト付きのクラス」テンプレートが表示されます。


	
テンプレートを選択して、「OK」をクリックします。

ファイル名を定義すると、作成されたテンプレートのテキストを使用する新規クラスが作成されます。


図4-1 ファイル・テンプレートの編集

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


行28にはステップ4でテンプレートに追加したテキストが表示されます。




新規テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。




	JDeveloperでアプリケーションを開き、「ツール」→「プリファレンス」→「ファイル・テンプレート」の順にナビゲートします。JDeveloperではデフォルトのJavaクラス・テンプレートが提供されます。
	「ファイル・テンプレート」ダイアログで、フォルダ・ディレクトリに進み、「一般」→「Java」の順にナビゲートします。
	指定したテンプレート「コピーライト付きのクラス」をクリックします。右側のペインにテンプレート詳細およびテンプレート・コンテンツが表示されます。新規テンプレートの開発の開始ポイントとしてこのJavaクラス・テンプレートを使用します。
	ページの右上の角にある「コピー」アイコンをクリックします。

「テンプレートのコピー - Copyrightクラス」ダイアログが表示されます


図4-2 新規「ファイル・テンプレート」ダイアログ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]




	JDeveloperには新規テンプレート詳細がありますが、次のフィールドは変更できます。

	
ID—この新規テンプレートのID


	
名前—テンプレートの名前(「ギャラリ」に表示されます)


	
ファイル名—この新規テンプレートのパスおよびファイル名。場所を含め、ファイル名どの部分でも変更できます。


	
カテゴリ—「ギャラリ」のメイン・カテゴリ


	
フォルダ—この新規テンプレートのID


	
説明—ファイルの説明(「ギャラリ」に表示されるため)


	
メッセージ—テンプレート定義のあらゆるエラーが説明される場所(重複するテンプレートIDを入力した場合など)。エラーがない場合には、メッセージ・エリアは空です。このフィールドは変更できません。




次の例では、新規テンプレートをMy Copyrighted Java Classに名前変更するのみです




	「OK」をクリックします。

既存テンプレートのコピーが作成されます。




	すべての既存テンプレート・テキストを削除し、次を入力します。


/**
* Enter a description of this class. 
 */

public class ${name} {

  public ${name}(){
    super();
  }
}



注意:

JDeveloperでは、テンプレートで使用するデフォルトの変数が提供されます。それらの変数を理解するには、「使用可能なファイル・テンプレート変数」を参照してください。






	「OK」をクリックします。新規テンプレートが作成されます。
	アプリケーションで新規テンプレートを使用するには、「新規」→「ギャラリ」→「一般」→Javaにナビゲートすると、右ペインにMy Copyrighted Java Classテンプレートが表示されます。


図4-3 新規ファイル・テンプレート - 「ギャラリ」から選択

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]




	新規テンプレートを選択して「OK」をクリックします。ファイル名を定義すると、作成されたテンプレートのテキストを使用する新規クラスが作成されます。


図4-4 新規「ファイル・テンプレート」 - 「エディタ」ビュー

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]










4.3.16.1 使用可能なファイル・テンプレート変数



JDeveloperでは、デフォルトで次のファイル・テンプレート変数が提供されます。

	
name—作成されるファイルの名前(拡張子なし)


	
nameAndExt—作成されるファイルの名前(拡張子なし)


	
date—テンプレート処理におけるDateFormat.getDateInstance()からのFeb 16, 2008形式の現在の時間


	
package—現在のパッケージが指定されます


	
time—テンプレート処理におけるDateFormat.getTimeInstance()からの7:37:58 PM形式の現在の時間。


	
dateTime—テンプレート処理におけるDateFormat.getDateTimeInstance()からの現在の時間


	
user—System.getProperty("user.name")から戻される現在のユーザー名














4.3.17 アプリケーションまたはプロジェクトの保存方法



アプリケーションまたはプロジェクトは複数の方法で保存できます。

全アプリケーション内の、すべてのプロジェクトを含むすべてのコンポーネントを保存するには、次のようにします。





	
メイン・メニューから、「ファイル」→「すべて保存」を選択するか、「すべて保存」アイコンをクリックします。




または、「ファイル」→「保存」を選択して、コンポーネントを個別に保存することもできます。

アプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ・ファイル(.jws、.jpr)のみを保存しても、そのアプリケーションまたはプロジェクトによって管理されている個別のファイルは保存されないことに注意してください。また、コンテナに含まれている個別のファイルを保存しても、コンテナ・ノードは保存されません。

各ノードは独立したエンティティであり、別々に保存する必要があります。「すべて保存」を使用することにより、これらのコンテナ・ファイルと、それに含まれるすべてのファイルを同時に保存できます。

選択したアプリケーション・ノードやプロジェクト・ノードに対して「保存」または「別名保存」を実行すると、.jwsファイルや.jprファイルのみが保存または複製されます。ノードに含まれているファイルは保存も複製もされません。

また、アプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ・ファイルに対して「別名保存」を実行すると、コンテナは置き換えられますが、コンテナに含まれているファイルは変更されません。個々のファイルに対して「別名保存」を実行した場合は、そのファイルが複製されます。ただし、ファイルの名前を変更する場合は「ファイル」→「名前の変更」を使用してください。









4.3.18 個々のコンポーネントまたはファイルを保存する方法



アプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ・ファイル(.jws、.jpr)のみを保存しても、そのアプリケーションまたはプロジェクトによって管理されている個別のファイルは保存されません。また、コンテナに含まれている個別のファイルを保存しても、コンテナ・ノードは保存されません。

各ノードは独立したエンティティであり、別々に保存する必要があります。「すべて保存」を使用することにより、これらのコンテナ・ファイルと、それに含まれるすべてのファイルを同時に保存できます。

選択したアプリケーション・ノードやプロジェクト・ノードに対して「保存」または「別名保存」を実行すると、.jwsファイルや.jprファイルのみが保存または複製されます。ノードに含まれているファイルは保存も複製もされません。

個々のファイルまたはコンポーネントは、「ファイル」→「名前の変更」を選択して変更することもできます。

また、アプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ・ファイルに対して「別名保存」を実行すると、コンテナは置き換えられますが、コンテナに含まれているファイルは変更されません。個々のファイルに対して「別名保存」を実行した場合は、そのファイルが複製されます。

個々のコンポーネントまたはファイルを保存するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、保存するコンポーネントまたはファイルを選択します。
	メイン・メニューから、「ファイル」→「保存」を選択するか、ツールバーの「保存」アイコンをクリックします。

ファイルはただちに保存され、ファイル名がイタリック体からローマン体のフォントに変わります。












4.3.19 アプリケーション、プロジェクトまたは個々のコンポーネントの名前を変更する方法



アプリケーション制御ファイル、プロジェクト制御ファイルおよび個々のファイルの名前を変更できます。Javaクラスの名前変更の正しい方法は、リファクタを使用する方法です。

アプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ、あるいは個々のソース・ファイルの名前を変更するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、保存するノードを選択します。
	メイン・メニューから、「ファイル」→「名前の変更」を選択します。

シンプル・ファイルの場合は「名前の変更」ダイアログが開きます。シンプル・ファイルの場合は「名前の変更」ダイアログが開き、Javaファイルの場合は「ファイルの名前変更」ダイアログが開きます。




	「ファイルの名前変更」ダイアログが開いた場合、選択したファイルのみの名前を変更するか、あるいは、選択したファイル、そのファイルで定義されたクラス、およびそのクラスの参照すべての名前を変更するかを選択します。

クラスの名前を変更し参照を更新するように選択した場合は、「Object_Nameの名前の変更」ダイアログが開きます。




	「Object_Nameの名前の変更」ダイアログが開いた場合、必要に応じて名前を変更しオプションを選択後、「OK」をクリックします。
	「名前の変更」ダイアログが開いた場合、必要に応じて名前を変更して「保存」をクリックします。

これで、新しい名前のノードが「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。







また、「ファイル」→「別名保存」を選択することもできます。「名前の変更」では常にターゲット・ファイルが置換されます。「別名保存」ではアプリケーションまたはプロジェクトのコンテナ・ファイル(.jws、.jpr)が置換され、ソース・ファイルが複製されます。

ファイルを保存する際には、コンテナ・ファイルのみを保存してもアプリケーションやプロジェクト全体の内容は保存されないことに注意してください。全体の内容を保存するには、「すべて保存」を使用する必要があります。









4.3.20 アプリケーション、プロジェクトまたはプロジェクト内容の場所を移動する方法



「アプリケーション」ウィンドウは、アプリケーションおよびプロジェクトの論理構造を視覚的に表示します。これは、ファイル・ディレクトリではありません。また、必ずしもファイルの物理的な場所を表しているわけではありません。

個々のファイルの物理的な場所は、JDeveloperで変更できます。ファイルのグループの物理的な場所を変更する場合は、オペレーティング・システムのファイル・マネージャを使用する方が簡単です。

ファイルとプロジェクトのアソシエーションやプロジェクトとアプリケーションのアソシエーションを変更するには、「アプリケーション」ウィンドウで適宜追加または削除します。


注意:

Javaクラスの移動には、「リファクタ」メニューのオプションを使用することをお薦めします。



プロジェクトまたはコンテナ・ファイル(.jwsや.jpr)のいずれかにある、個々のファイルの物理的な場所を変更するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウで、移動するファイルを選択します。


	
メイン・メニューから、「ファイル」→「名前の変更」を選択します。Javaファイルを選択した場合は、「ファイルの名前変更」ダイアログが開きます。ファイルを移動できるのは、「ファイルの名前変更のみ行います。参照は更新しません。」オプションを選択した場合のみです。


	
「名前の変更」ダイアログで、ファイルの新しい場所に移動し、必要な場合はファイル名を変更します。


	
「保存」をクリックします。

ファイルが新しいディレクトリに物理的に格納されます。「アプリケーション」ウィンドウでの論理表示は、明示的に変更しないかぎり変わりません。




アプリケーション全体またはディレクトリの物理的な場所を変更するには、次のようにします。

	
オペレーティング・システムのファイル・マネージャで、ファイルが現在配置されているディレクトリに移動します。JDeveloperのデフォルト・ディレクトリに格納されるファイルは、myworkフォルダにあります。


	
移動するディレクトリ全体(アプリケーション、プロジェクト、またはプロジェクト内のファイル)を選択し、新しい場所に移動します。

ファイルが移動されています。ただし、JDeveloperではそのファイルの場所を認識しません。


	
JDeveloperに戻ったら、「アプリケーション」ウィンドウで、ドロップダウン・リストから「アプリケーションを開く」を選択します。


	
アプリケーションまたはプロジェクトの新しい物理的な場所に移動し、「開く」をクリックします。




あるプロジェクトから別のプロジェクトにファイルのグループの物理的な場所を変更するには、次のようにします。




	オペレーティング・システムのファイル・マネージャで、ファイルが現在配置されているディレクトリに移動します。
	移動するファイルを選択し、新しい場所に移動します。
	JDeveloperに戻ったら、「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択し、ポップアップ・メニューから「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「プロジェクトのソース・パス」ページで「追加」ボタンを使用し、追加するファイルの場所まで移動します。

ファイルは、ステップ2で配置された場所に物理的に移動し、「アプリケーション」ウィンドウではステップ4で選択された場所に論理的に関連付けられます。












4.3.21 アプリケーション、プロジェクトまたはその他のファイルを閉じる方法



「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーション、プロジェクトまたはファイルを閉じると、アプリケーションまたはプロジェクトがメモリーからアンロードされます。閉じたアプリケーションまたはプロジェクトは、ノードを閉じた状態で「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。

また、アプリケーション、プロジェクトまたはファイルは、「アプリケーション」ウィンドウのリストからのみ削除することも、その格納場所にかかわらずJDeveloper内から完全に削除することもできます。

アプリケーションまたはプロジェクトを閉じるには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、閉じるアプリケーションまたはプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「ファイル」→「閉じる」を選択します。

閉じるアプリケーションまたはプロジェクト内のファイルが変更済かつ未保存の場合は、保存を求めるプロンプトが表示されます。

アプリケーションまたはプロジェクトのノードが閉じられ、展開可能であることを示すプラス記号付きで「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。







「エディタ」ウィンドウの上にある、対応する「ドキュメント」タブの「閉じる」ボックスをクリックし、ビューアまたはエディタで開かれているファイルを閉じることもできます。









4.3.22 プロジェクトからファイルを削除する方法



プロジェクトからファイルを削除すると、そのファイルは「アプリケーション」ウィンドウのリストからのみ削除されます。あるいは、ファイルの格納場所にかかわらず、JDeveloperから永久的に削除することもできます。

プロジェクトからファイルを削除するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、削除するファイルを選択します。
	「ファイル」→「削除」を選択します。
	「削除の確認」ダイアログが表示されます。ファイルを削除する場合は、「はい」をクリックします。








4.3.23 アプリケーションからプロジェクトを削除する方法



JDeveloper内からプロジェクト制御ファイル(.jpr)を削除して、アプリケーションからプロジェクトを削除できます。

アプリケーションからプロジェクトを削除するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、削除するプロジェクトを選択します。
	「ファイル」→「プロジェクトの削除」を選択します。
	「プロジェクトの削除の確認」ダイアログが表示されます。削除を確認するには「はい」をクリックします。








4.3.24 アプリケーションの削除方法



アプリケーションを閉じて、「アプリケーション」ウィンドウから削除できます。アプリケーションを削除する場合

IDEからアプリケーションを削除するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、「アプリケーション・メニュー」をクリックします。
	「アプリケーションを閉じる」を選択します。
	「アプリケーションのクローズの確認」ダイアログが表示されます。設定に基づきオプションを選択します。
	「アプリケーション」→「削除」を選択して、アプリケーションとその内容を削除します。













15 Java EEアプリケーションの開発のスタート・ガイド


この章では、アプリケーションの開発に使用できるJava EEの各種ツールとテクノロジの概要を示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Java EEアプリケーションの開発について。


	
Webページの各種ツールの使用。


	
Enterprise JavaBeansおよびJava永続性コンポーネントの使用。


	
Oracle TopLinkの使用。


	
セキュアなアプリケーションの理解。


	
XMLを使用するアプリケーションの使用。


	
Webサービスを使用するアプリケーションの使用。








15.1 Java EEアプリケーションの開発について


JDeveloperには、Java EE 6アプリケーション・コンポーネントを作成および編集するためのツールと機能の完全なパッケージが用意されています。ウィザード、組込みソースおよびビジュアル・エディタ、「コンポーネント」ウィンドウおよび「プロパティ」ウィンドウ、その他の機能を使用して、Web層とビジネス・コンポーネントの作成、アセンブル、および再使用を実行します。様々なプラットフォーム上で効率的に動作し、簡単に維持できる強力な多層形式のインタラクティブ・アプリケーションを構築、テストおよびデプロイできます。

Java EEの詳細は、次のOracle Technology Network (OTN)のJava EEドキュメントを参照してください。http://www.oracle.com/technetwork/java/javaee/overview/ index.html





15.1.1 Java EEおよびOracle Application Developer Framework


Java EEアプリケーションのWeb層部分については、JavaServer Faces (JSF)で構築されたWebアプリケーションにAJAX対応UIコンポーネントのリッチ・ライブラリを提供するADF Facesリッチ・クライアント・フレームワーク(RCF)を利用します。

ADFレイヤーにより、統一化されたアプローチを使用して、任意のユーザー・インタフェースを、最小限のコードで任意のビジネス・サービスにバインドできます。Java EEアプリケーションまたはEJBプロジェクト(あるいはその両方)を構築する場合、個々のセッションBeanにADFデータ・コントロールを割り当てることができます。これにより、Beanと同じ名前のデータ・コントロール・ファイルが追加されます。

データ・コントロールには、アプリケーション・モジュールのすべての機能が含まれます。JDeveloperの「データ・コントロール」パネルに表示されたデータ・コントロールの表現を使用して、アプリケーション・モジュールに自動的にバインドされるUIコンポーネントを作成できます。

ADFデータ・コントロールのビジネス層レイヤーを使用してEJBプロジェクトに対するビジネス・サービス・アクセスを実行することにより、ビューとビジネス・サービスの同期を維持できます。たとえば、データ・コントロール参照をアプリケーション・モジュール・インスタンスにクラス・キャストして、メソッドを直接コールすることにより、モデル・レイヤーをバイパスし、アプリケーション・モジュール上でメソッドをコールできますが、この方法では、ビジネス・サービスでは変更が認識されなくなります。

詳細は、『Oracle Application Development Frameworkの理解』を参照してください。









15.2 Webページの各種ツールの使用


JDeveloperには、Java EEアプリケーションのWeb層またはフロントエンドを開発するための各種ツールが用意されています。すべてのHTMLページ、JSPページ、JavaServer Faces (JSF)/Faceletページおよび関連ファイルを作成するためのウィザードを使用できます。

また、JDeveloperには、Webページの開発に使用する多数のタスクに関して、Webページのツールや手順を追った説明が用意されています。JSF/Facelets、JavaServer Pages (JSP)、Javaサーブレット、HyperText Markup Language (HTML)およびCascading Style Sheets (CSS)などの、サポートされているすべてのJava EEのWebアプリケーション・テクノロジを使用してWeb層コンポーネントをビルドできます。Java EEアプリケーションのWebコンポーネントにはプレゼンテーション・ロジックが含まれており、統合サーバー上で実行されます。

詳細は、「Webページ・ツールを使用したアプリケーションの開発」を参照してください。







15.3 Enterprise JavaBeansおよびJava永続性コンポーネントの使用


新規ギャラリのウィザードを使用して、EJBプロジェクト、エンティティ、Java永続性ユニット、セッションBeanおよびメッセージドリブンBeanを作成できます。エンティティは、オンラインまたはオフラインのデータベース表定義から、およびアプリケーション・サーバーのデータソース接続から構築できます。

EJBの詳細は、「EJBおよびJPAコンポーネントを使用した開発」を参照してください。







15.4 Oracle TopLinkの使用


Oracle TopLinkは、オブジェクト永続性およびオブジェクト変換フレームワークであり、開発とメンテナンスの作業を削減し、エンタープライズ・アプリケーションの機能性を高める開発ツールおよびランタイム機能を提供します。

TopLinkを使用して、TopLinkディスクリプタを構成し、Javaクラス、EJBおよびJPAエンティティをリレーショナル・データベース、企業情報システム(EIS)およびXMLスキーマなど別のデータソースにマップします。TopLinkエディタを使用すると、Javaコードを作成せずにこの情報を作成できます。TopLinkエディタでは、JPA、JAXBおよびJava EEなど複数の標準がサポートされています。

詳細は、「Oracleを使用したアプリケーションでの永続性の開発」を参照してください。







15.5 セキュアなアプリケーションの理解


Java EEアプリケーションは、コンテナ管理セキュリティのみを使用して保護できます。Fusion Webアプリケーションの場合は、Oracle ADFセキュリティを使用します。Fusion Webアプリケーションは、Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)を使用して開発するJava EEアプリケーションです。

Oracle ADFセキュリティ・フレームワークは、認証および認可サービスをFusion Webアプリケーションに提供するための推奨テクノロジです。Oracle ADFセキュリティはOracle Platform Security Services (OPSS)アーキテクチャの上に構築されます。このアーキテクチャは、重要なセキュリティ・フレームワークを提供するだけでなく、それ自体もOracle WebLogic Serverと十分に統合されています。

詳細は、「セキュアなアプリケーションの開発」を参照してください。







15.6 XMLを使用するアプリケーションの使用


JDeveloperには、アプリケーション内でXMLファイルを使用するために必要なツールが用意されています。XMLソース・エディタ、XMLバリデータ、およびXMLスキーマを使用するためのツールがあります。また、JDeveloperを使用してXSQLファイルを作成および編集することもできます。

JDeveloperでは、スキーマ・ドキュメントを最初から作成したり、スキーマをXMLドキュメントから(またはこの逆に)生成できます。スキーマが作成されたら、XSDビジュアル・エディタと「コンポーネント」ウィンドウを使用して要素を管理します。

詳細は、「XMLを使用したアプリケーションの開発」を参照してください。







15.7 Webサービスを使用するアプリケーションの使用


Webサービスは、一連のメッセージ・プロトコルおよびプログラミング規格であり、オープン・スタンダードを使用してインターネット上でビジネス機能を公開します。Webサービスは、プログラムによってアクセスされ、レスポンスを戻す、再利用可能な独立したソフトウェア・コンポーネントです。JDeveloperには、既存のWebサービスの管理、および新規Webサービスの開発とデプロイを行うツールが用意されています。

Webサービスは、Javaクラス、EJBのリモート・インタフェース、およびEJBとしてラップされたADF Business Componentsサービス・セッションBeanから作成できます。Webサービスの各種ウィザードによって、アプリケーション・サーバー用のデプロイメント・ファイルが作成されます。詳細は、「JAX-WS Webサービスの作成方法(ボトムアップ)」を参照してください。

JDeveloperは、一連の標準的なJava-to-XMLタイプのマッピングもサポートしています。また、一意のオブジェクト・タイプに対してカスタム・シリアライザを作成することもできます。詳細は、「Webサービスの作成および使用」を参照してください。










22 アプリケーションのデプロイ


この章では、JDeveloperのアプリケーションをJDeveloperの統合アプリケーション・サーバー、またはOracle WebLogic Serverやサード・パーティのサーバーのようなターゲット・アプリケーション・サーバーにデプロイする方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
アプリケーションのデプロイについて


	
統合アプリケーション・サーバーでのJava EEアプリケーションの実行


	
アプリケーション・サーバーへのJava EEアプリケーションの接続とデプロイ


	
Javaアプリケーションのデプロイ


	
Java EEアプリケーションのデプロイ


	
デプロイ後の構成


	
アプリケーションのテストとデプロイの検証


	
コマンドラインからのデプロイ


	
Java Web Startを使用したデプロイ


	
Weblogic SCA Springを使用したデプロイ


	
デプロイメントのトラブルシューティング








22.1 アプリケーションのデプロイについて


デプロイは、アプリケーション・ファイルをアーカイブ・ファイルとしてパッケージ化し、ターゲット・アプリケーション・サーバーに転送するプロセスです。JDeveloperを使用して、JavaまたはJava EEアプリケーションをアプリケーション・サーバー(Oracle WebLogic ServerやIBM WebSphereなど)に直接デプロイすることも、または、アーカイブ・ファイルをデプロイメント・ターゲットにして間接的にデプロイして、そのアーカイブ・ファイルを後からターゲット・サーバーにインストールすることもできます。

アプリケーション開発では、JDeveloperを使用して、統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行できます。

Oracle Fusion Middleware拡張機能を使用する場合、製品に固有のデプロイ情報の詳細は、適切な開発者向けガイドを参照してください。たとえば、ADF Fusion Webアプリケーションをデプロイする場合、『Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発』のFusion Webアプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。

アプリケーションは、次の方法でデプロイできます。

	
アプリケーション・サーバー接続を介して直接アプリケーション・サーバーにデプロイ。


	
アーカイブ・ファイルにデプロイ。デプロイメント・ターゲットとしてアーカイブ・ファイルを選択することによって、間接的にアプリケーションをデプロイできます。アーカイブ・ファイルは、ターゲットJava EEアプリケーション・サーバーに後でインストールできます。


	
JDeveloper統合アプリケーション・サーバーを使用したテスト環境へのデプロイ。Java EEランタイム・サービスで、JDeveloperアプリケーションとプロジェクトをJava EEアプリケーションおよびモジュールとしてJava EEコンテナ内で実行およびテストするために使用します。





注意:

通常、JDeveloperは開発やテストの目的でアプリケーションをデプロイする場合に使用します。アプリケーションを本番用にデプロイする場合は、Enterprise Managerまたはスクリプトを使用して、本番レベルのアプリケーション・サーバーにデプロイできます。

後期テスト環境や本番環境へのデプロイの詳細は、製品固有のデプロイ情報に関する適切な開発者ガイドを参照してください。



図22-1に、デプロイ処理全体を説明したフロー・ダイアグラムを示します。ターゲット・アプリケーション・サーバーをデプロイする準備に関してはこのガイドに記載されていません。サード・パーティ・アプリケーション・サーバーに関する適切なドキュメントを参照してください。


図22-1 デプロイの概要フロー・ダイアグラム

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


JavaおよびJava EEアプリケーションは、標準化されたモジュール型コンポーネントに基づいており、次のアプリケーション・サーバーにデプロイできます。

	
Oracle WebLogic Server

Oracle WebLogic Serverは、そうしたモジュール用のサービス一式を備えており、細かいアプリケーション動作の多くを自動的に処理するため、プログラミングは必要ありません。


	
Oracle Glassfish Server

Oracle GlassFish Serverにデプロイできます


	
オラクル社以外のベンダーから提供される、次のサード・パーティ・アプリケーション・サーバー

	
Apache Tomcat


	
IBM WebSphere


	
JBoss


	
GlassFish Server Open Source Edition




JDeveloperと互換性のあるサーバーのバージョンについては、JDeveloperの認定情報(http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/index.html)を参照してください。




アプリケーションをOracle Java Cloud Serviceにデプロイすることもできます。詳細は、「Oracle Java Cloud Serviceにデプロイするためのアプリケーションの開発」を参照してください。

JDeveloperを使用して、次の作業を実行できます。

	
統合アプリケーション・サーバーでのアプリケーションの実行

統合WebLogic Serverを使用してアプリケーションを実行およびデバッグし、その後スタンドアロンのWebLogic Serverまたはサード・パーティのサーバーにデプロイできます。


	
スタンドアロン・アプリケーション・サーバーへの直接デプロイ

アプリケーションをスタンドアロン・アプリケーション・サーバーに直接デプロイするには、サーバーへの接続を作成し、そのサーバーの名前をデプロイメント・ターゲットとして選択します。


	
アーカイブ・ファイルへのデプロイ

デプロイメント・ターゲットとしてEARファイルを選択することによって、間接的にアプリケーションをデプロイすることができます。アーカイブ・ファイルは、ターゲット・アプリケーション・サーバーに後でインストールできます。




デプロイは反復プロセスの場合があります。この場合は、アプリケーションに対する調整やデプロイ済アプリケーションの問題の修正のために、テスト・デプロイ環境、アーカイブ・ファイルまたはアプリケーション・サーバーへの再デプロイが必要になります。JDeveloperからアプリケーションをデプロイするプロセスには、多くのプロセスが伴います。





22.1.1 統合アプリケーション・サーバーへのアプリケーションの開発


JDeveloperには統合WebLogic Serverと呼ばれる統合アプリケーション・サーバーがバンドルされており、IntegratedWebLogicServerと呼ばれるデフォルト接続が定義されています。統合アプリケーション・サーバーは、反復的なコード開発サイクルに最適化されたデプロイメントを使用するサービスのためのJava EEランタイムです。JDeveloperアプリケーションおよびプロジェクトを、Java EEコンテナ内のJava EEアプリケーションおよびモジュールとして実行しテストするために、あるいはブラウザやテスターの起動など実行後のサービスのために使用できます。統合アプリケーション・サーバーへの接続は、JDeveloperにデフォルトで用意されているので、デプロイメント・プロファイルやデプロイメント・ディスクリプタは必要ありません。ほとんどの場合、統合アプリケーション・サーバーへのデプロイは1クリックで実行できます。たとえば、「アプリケーション」ウィンドウでWebサービスの右クリック・メニューから「実行」を選択したり、JDeveloperのメイン・メニューから「実行」をクリックします。

アプリケーションのデバッグに使用する機能については、「Javaプロジェクトの実行とデバッグ」を参照してください。







22.1.2 スタンドアロン・アプリケーション・サーバーにデプロイするアプリケーションの開発


通常、スタンドアロン・サーバーにデプロイするためには、統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行してテストと開発を行います。その上で開発モードのスタンドアロンOracle WebLogic Server、またはサード・パーティ・アプリケーション・サーバーにデプロイして、アプリケーションをさらにテストし本番環境を細かくシミュレートします。

一般にJDeveloperでは、次の作業を行って、デプロイに向けてアプリケーションまたはプロジェクトを準備します。

	
ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続を作成。詳細は、「ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法」を参照してください。


	
デプロイメント・プロファイルを作成(必要な場合)。詳細は、「デプロイメント・プロファイルの作成および編集方法」を参照してください。


	
デプロイメント・ディスクリプタを作成(必要な場合、およびターゲット・アプリケーション・サーバーに固有の場合)。「デプロイメント依存関係の作成方法と編集方法」を参照してください。


	
application.xmlとweb.xmlを更新してアプリケーション・サーバーとの互換性を確保(必要な場合)。「デプロイメント・ディスクリプタ・プロパティの表示または変更」を参照してください。


	
アプリケーションレベルのセキュリティ・ポリシー・データをドメインレベルのセキュリティ・ポリシー・ストアに移行。詳細は、「JDBCデータソースの設定」を参照してください。




アプリケーション・サーバーがすでにインストールされている必要があります。Oracle WebLogic Serverの場合は、Oracle 11g InstallerまたはOracle Fusion Middleware 11g Application Developer Installerを使用してインストールできます。他のアプリケーション・サーバーについては、対象アプリケーション・サーバーのドキュメントの説明に従ってサーバーを取得し、インストールしてください。

データソースへの接続を必要とするアプリケーションのためにグローバルJDBCデータソースを作成して、アプリケーション・サーバーを準備します。

アプリケーションとアプリケーション・サーバーの準備が完了したら、次の作業を行うことができます。

	
JDeveloperを使用する作業:

	
デプロイメント・プロファイルとアプリケーション・サーバー接続を使用して、アプリケーション・サーバーに直接デプロイします。


	
デプロイメント・プロファイルを使用して、EARファイルにデプロイします。





	
Enterprise Manager、スクリプト、またはアプリケーション・サーバーの管理ツールを使用して、JDeveloperで作成したEARファイルをデプロイします。詳細は、『Oracle ADFアプリケーションの管理』を参照してください。










22.1.3 Oracle Java Cloud Serviceにデプロイするためのアプリケーションの開発


Oracle Java Cloud Serviceにデプロイするためのアプリケーションの開発は、アプリケーション・サーバーにデプロイするためのアプリケーションの開発と類似しています。

次の操作が必要です。

	
Oracle Java Cloud Serviceで実行可能なコードでアプリケーションが記述されていることを確認。


	
Oracle Java Cloud Serviceインスタンスへの接続を作成。




詳細は、次のOracle Java Cloud Service - SaaS拡張機能のアプリケーションの開発を参照してください。

http://docs.oracle.com/cloud/latest/javacs_gs/CSJSU/GUID-5891AC7A-0110-49D3-BDD2-2EA33D00460D.htm#CSJSU7037

Oracle Cloudサービスの詳細は、http://docs.oracle.com/cloud/latest/index.htmlを参照してください。







22.1.4 アーカイブ形式の理解


Java EEアーカイブ・ファイルには、Java EEモジュールまたはJava EEアプリケーションが含まれています。モジュールは、デプロイ用に構成された、一般的なコンポーネント・タイプの1つ以上のJDeveloperプロジェクトで構成されます。アプリケーションは、1つ以上のモジュールで構成されます。また、アーカイブにはデプロイメント・ディスクリプタも含まれます。デプロイメント・ディスクリプタは、モジュールまたはアプリケーションの構成をサーバーに対して指定するXMLファイルであり、サーバーのタイプに固有です。デプロイメント・ディスクリプタは、サーバー固有の場合もJava EEサーバー汎用の場合もあります。

JAR、EJB JARおよびWARファイルには、それぞれ1つ以上のコンポーネントで構成されるモジュールが含まれます。エンタープライズ・アーカイブ(EARファイル)には、1つ以上のモジュールで構成されるアプリケーションが含まれます。

Webアプリケーション(サーブレット、JSP、JSFおよびADF Faces)またはEJBアプリケーションを作成し、アプリケーション・サーバー接続を介してデプロイする場合、JDeveloperによって、そのアプリケーションがWARまたはEJB JARとしてパッケージ化されます。このWARまたはEJB JARは、オプションでEARファイルにラップできます。アプリケーションが異なるタイプのコンポーネントで構成されている場合、コンポーネントは複数のモジュールにパッケージ化されるため、単独でデプロイするか、EARファイルとしてアセンブルできます。







22.1.5 デプロイメント・プロファイルの理解


デプロイメント・プロファイルは、プロジェクトまたはアプリケーションのデプロイを管理するアプリケーションまたはプロジェクトのプロパティです。デプロイメント・プロファイルでは、ソース・ファイル、デプロイメント・ディスクリプタ、およびパッケージ化される他の補助ファイル、作成されるアーカイブ・ファイルのタイプと名前、依存に関する情報、プラットフォーム固有の説明などの情報を指定します。







22.1.6 デプロイメント・ディスクリプタの理解


デプロイメント・ディスクリプタによって、デプロイ済アプリケーションの内容および構成が定義されます。アプリケーションに必要なデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルは、アプリケーションに使用されているテクノロジおよびターゲット・アプリケーション・サーバーによって異なります。







22.1.7 デプロイメント・プランを使用したデプロイメントの構成


デプロイメント・プランを使用すると、web.xml、weblogic.xml、application.xmlおよびweblogic-application.xmlのアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタで構成を調整できるため、アプリケーションのデプロイ方法を制御できます。

デプロイメント・プランは、plan.xmlというディスクリプタを使用して制御されます。plan.xmlを使用してカスタマイズできるのは、WebLogicのデプロイメント・ディスクリプタ構成のみです。デプロイメントをカスタマイズする主な使用例としては、ベースのWebLogicディスクリプタを変更しないまま、デプロイ先のサーバーごとにWebLogic固有のアプリケーション構成を変更する場合があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のデプロイメント・プランに関する項を参照してください。







22.1.8 Java Editionからのデプロイ


JDeveloperのJava Editionを使用している場合は、コアJavaとXMLの機能しか含まれていないため、実行できるデプロイメントが次の操作に限られます。

	
手動でサーバーにデプロイできる、シンプルJARアーカイブの作成。

JDeveloperのJava Editionには、JARファイルにアプリケーションをパッケージ化する機能があります。Java Editionのデプロイメント・ダイアログでは、JAR名の指定、ファイルのグループ化、または他のデプロイメント・プロファイルへの依存性などの標準JARオプションの限定された構成のみが可能です。さらに構成が必要な任意のアプリケーションでは、JDeveloperのStudio Editionからデプロイする必要があります。


	
拡張機能を開発する一環としてのデプロイメント・プロファイルの作成。JDeveloper拡張機能の作成の詳細は、『Oracle JDeveloper拡張機能の開発』を参照してください












22.2 統合アプリケーション・サーバーでのJava EEアプリケーションの実行



JDeveloperは、アプリケーションのテストと開発に使用できる統合アプリケーション・サーバーである統合WebLogic Serverとともにインストールされます。開発目的では、統合アプリケーション・サーバーで十分なことがほとんどです。アプリケーションをテストする準備が整ったら、実行ターゲットを選び、メイン・メニューから「実行」コマンドを選択します。


注意:

プロジェクト、ファイル、Webサービスを実行またはデバッグして統合アプリケーション・サーバーを初めて起動すると、デフォルト・ドメイン上の管理者IDのパスワードを入力するダイアログが表示されます。「OK」をクリックすると、デフォルトのドメインが作成されます。この手順は1回のみ実行する必要があります。



アプリケーション・ターゲットを実行すると、プロジェクトとアプリケーションのアーティファクトに基づいて、JDeveloperではデプロイするJava EEモジュールのタイプが自動的に検出されます。次に、JDeveloperではアプリケーションを統合アプリケーション・サーバーにデプロイするためのメモリー内デプロイメント・プロファイルが作成されます。JDeveloperでは、プロジェクトとアプリケーションのファイルは、展開EARディレクトリ構造にコピーされます。このファイル構造は、アプリケーションをEARファイルにデプロイする場合のEARファイル構造を忠実に模したものです。続いて、JDeveloperでは標準のデプロイ手順に従って、展開EARファイルが統合アプリケーション・サーバーに登録およびデプロイされます。展開EAR方式を取ることで、実際のEARファイルのパッケージ化とパッケージ化解除によって生じるパフォーマンス・オーバーヘッドが軽減されます。

要約すれば、実行ターゲットを選択して統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行すると、JDeveloperによって次のことが行われます。





	
プロジェクトとアプリケーションのアーティファクトに基づいて、デプロイするJava EEモジュールのタイプを検出


	
メモリーにデフォルトの(つまりカスタマイズされていない)デプロイメント・プロファイルを作成


	
プロジェクトとアプリケーションのファイルを、アプリケーションの展開EARファイルをシミュレートしたファイル構造を持つ作業ディレクトリにコピー


	
模擬EARを統合アプリケーション・サーバーに登録およびデプロイするためのデプロイ・タスクを実行


	
アイデンティティ、資格証明およびポリシーを自動的に移行。スタンドアロンのOracle WebLogic Serverインスタンスにアプリケーションをデプロイする予定がある場合は、このセキュリティ情報の移行が必要になります。





注意:

統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行するときには、JDeveloperではアプリケーション用に作成されたデプロイメント・プロファイルは無視されます。



アプリケーションは、統合アプリケーション・サーバーの基本ドメインで実行されます。基本ドメインは、スタンドアロンのOracle WebLogic Serverインスタンスの基本ドメインと同じ構成になっています。つまり、この基本ドメインは、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用して、スタンドアロンのOracle WebLogic Serverインスタンスにデフォルト・オプションで基本ドメインを作成した場合と同一です。

JDeveloperでは、JDeveloperテクノロジ拡張に基づいて、この基本ドメインが必要なドメイン拡張テンプレートで拡張されます。たとえば、JDeveloper Studioをインストールした場合、JDeveloperでは統合アプリケーション・サーバー環境がADFランタイム・テンプレート(JRF Fusion Middlewareランタイム・ドメイン拡張テンプレート)で自動的に構成されます。

「アプリケーション・サーバー・プロパティ」ダイアログを使用して、アプリケーションが使用するポートを編集できます。ただし、1024より小さいポート番号は指定できません。この設定は、「アプリケーション・サーバー・プロパティ」ダイアログの「構成」ページにあります。アプリケーション・サーバー・ナビゲータを開き、IntegratedWebLogicServerを右クリックして「プロパティ」を選択し、「構成」タブをクリックして、「優先ポート」フィールドに、希望するポート番号(1024以上)を入力します。

デフォルト・ドメインを使用するのみでなく、アプリケーションの実行とテストに使用できる追加のデフォルト・ドメインを、統合アプリケーション・サーバーに明示的に作成できます。「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開き、IntegratedWebLogicServerを右クリックして、「デフォルト・ドメインの作成」を選択します。







22.2.1 統合アプリケーション・サーバーの「ログ」ウィンドウの理解


統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行またはデバッグするときに生成される出力メッセージは、「実行中: IntegratedWebLogicServer」または「デバッグ中: IntegratedWebLogicServer」というタイトルのログ・ウィンドウに表示されます。

統合WebLogic Serverの「ログ」ウィンドウには、次の内容が表示されます。

	
サーバーと、そのサーバーで実行されているアプリケーションに関するステータス・ログ・メッセージ


	
統合アプリケーション・サーバー・インスタンスのコンソールからの出力(色付き)


	
アプリケーションを統合アプリケーション・サーバーにデプロイするとき生成されるメッセージ


	
Java EEアーカイブ(EAR、WAR、EJB JAR)の作成中に記録されるメッセージ。ログ・ウィンドウのリンクをクリックすると、生成されたアーカイブを参照できます。




生成されたログ・ファイルは、jdeveloper-user-home/DefaultDomain/server/DefaultServer/logsにあります。

診断ログのパラメータは、logging.xmlファイルで構成できます。一時ロガーは、サーバーがデバッグ・モードで実行されている間にのみ追加できます。

weblogic.xmlのjsp-descriptor要素およびlogging要素で-verbose要素を使用すれば、ログ・ファイルに送信する情報のレベルを制御できます。詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』で、weblogic.xmlのディスクリプタ要素に関する情報を参照してください。







22.2.2 統合アプリケーション・サーバーへのデプロイを決定する規則


統合アプリケーション・サーバーへのデプロイでは、デフォルト・マッピングのプロジェクト・メタデータに依存するデフォルトのデプロイメント・プロファイルが使用されます。プロファイルのデフォルト要素はプロジェクトの依存性によって決まり、依存性には次のような規則があります。

	
プロジェクトAがプロジェクトBのビルド出力に依存する場合、プロジェクトBのビルド出力はプロジェクトAにマージされます。プロジェクトAがWebアプリケーションの場合は、プロジェクトAとプロジェクトBのビルド出力がどちらも、生成されるWARのWEB-INF/classesにコピーされることになります。

マージされるということは、特定のURIのコピーが1つしか存在できないことを意味します。WEB-INF/classesに1つしか存在しないからです。


	
プロジェクトAがプロジェクトBのデプロイメント・プロファイル、たとえばJARプロファイルに依存する場合、そのデプロイメント・プロファイルは最終的に、生成されるWARのWEB-INF/libに含まれます。


	
WEB-INF/web.xmlを含むプロジェクトはWebプロジェクトとして認識され、デフォルトのWARプロファイルが作成されます。


	
少なくとも1つのセッションEJB Beanを含むプロジェクトはEJBプロジェクトとして認識され、デフォルトのEJB JARプロファイルが作成されます。


	
Webプロジェクト用に「デフォルトでデプロイ済」とマークされるすべてのライブラリは、Webアプリケーション・ライブラリとして(WARのWEB-INF/libに)デプロイされます。


	
EJBプロジェクト用に「デフォルトでデプロイ済」とマークされるすべてのライブラリは、アプリケーション・ライブラリとして(EARのlibに)デプロイされます。


	
EJBプロジェクトAがプロジェクトBのビルド出力に依存する場合、プロジェクトBのビルド出力(classesなど)はプロジェクトAのビルド出力にマージされ、EJB JARのルート・ディレクトリにデプロイされます。










22.2.3 統合アプリケーション・サーバーの使用



JDeveloperおよびご使用のコンピュータ・システムとインスタンスとの相互作用は、統合アプリケーション・サーバーの定義によって制御されます。

JDeveloperには統合WebLogic Serverと呼ばれる統合アプリケーション・サーバーがバンドルされており、IntegratedWebLogicServerと呼ばれるデフォルト・インスタンスが定義されています。すべてのアプリケーションは、デフォルトでIntegratedWebLogicServerにバインドされています。

アプリケーションがバインドされる統合アプリケーション・サーバーは、そのプロパティを変更できます。


注意:

統合アプリケーション・サーバーとして使用されるWebLogic Serverドメインは、JDeveloperプロセスと同じホスト上に配置される必要があります。



アプリケーションがバインドされる統合アプリケーション・サーバーのプロパティを変更するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択します。
	「アプリケーション」→「アプリケーション・プロパティ」を選択します。
	左側のパネルから「実行を選択します。
	「アプリケーションのサーバー・インスタンスへのバインド」で既存の統合アプリケーション・サーバーを選択するか、「アプリケーション・サーバー・プロパティ」をクリックして「アプリケーション・サーバー・プロパティ」ダイアログを開き、統合アプリケーション・サーバーのプロパティを変更します。
	起動やシャットダウンのオプションなど、統合アプリケーション・サーバーのその他のオプションを定義します。詳細は、[F1]を押すか、ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。



統合アプリケーション・サーバーの新規インスタンスを作成できます。







22.2.3.1 新しい統合アプリケーション・サーバー接続の作成方法



統合アプリケーション・サーバー接続を定義するには、次のようにします。




	「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで、「アプリケーション・サーバー」を右クリックして、「新規アプリケーション・サーバー」を選択します。「アプリケーション・サーバー接続の作成」ウィザードが表示されます。詳細は、随時[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。
	「使用方法」ページで「統合サーバー」を選択します。サーバーをJDeveloper内から管理する場合は、「名前とドメイン」ページで「JDeveloperでこのサーバー・インスタンスのライフサイクルを管理します」を選択し、「ドメイン」と「サーバー・インスタンス」のディレクトリを指定します。
	ウィザードを完了します。








22.2.3.2 統合アプリケーション・サーバーでの実行とデバッグの方法



デフォルトでは、EJB、サーブレット、HTML、Webサービス、またはJSPプロジェクトを実行またはデバッグするとき統合アプリケーション・サーバーが自動的に起動します。あるいは、「実行」メニューから「サーバー・インスタンスの起動」または「サーバー・インスタンスのデバッグ」をクリックして統合アプリケーション・サーバーを起動することもできます。

起動した統合アプリケーション・サーバーは、Java EEアプリケーションの実行を停止しても自動的には停止しません。したがって、JSPやサーブレットなどのオブジェクトを「アプリケーション」ウィンドウで選択して、「実行」メニューからオプションを選択できます。

ワーキング・セットを実行またはデバッグできます。ワーキング・セットとはファイルのグループであり、「実行」メニューの「現在のワーキング・セットを使用(Java EEのみ)」オプションを選択し、名前付きフィルタをプロジェクトに適用することによって作成されます。

ワーキング・セットを有効にした場合、ソース・エディタのポップアップ・メニューまたは「アプリケーション」ウィンドウのノードから、「実行」または「デバッグ」を選択した際に、これが実行またはデバッグされる現在のワーキング・セットとなります。

一度に実行できる統合アプリケーション・サーバーは1つのみです。したがって、サーバーの別のインスタンスを起動しようとすると、JDeveloperでは前のインスタンスがシャットダウンされ、「アプリケーション」ウィンドウで選択したアイコンの要求タスクを実行するために、インスタンスが再起動されます。統合アプリケーション・サーバーの起動後は、複数のアプリケーションを相互に独立して実行できます。アプリケーションの実行中にそのアプリケーションを再実行すると、最新バージョンのアプリケーションが再デプロイされます。

統合アプリケーション・サーバーで実行するアプリケーションは、サーバー・インスタンスにバインドされている必要があります。JDeveloperにはWebLogicサーバー・ドメインが付属しており、DefaultServerという名前のデフォルト・サーバー・インスタンスが定義されています。この統合アプリケーション・サーバーに対して定義される一意の統合アプリケーション・サーバー接続はIntegratedWebLogicServerと呼ばれ、システム・ディレクトリ$SYSTEM_ROOT/DefaultDomainとして定義されるドメイン・ホームを持っています。すべてのアプリケーションは、デフォルトでIntegratedWebLogicServerにバインドされています。









22.2.3.3 デフォルト・ドメインの使用



統合アプリケーション・サーバーのデフォルト・ドメインを明示的に作成していない場合には、アプリケーションを実行またはデバッグしてサーバーを起動するとき、デフォルト設定で自動的に起動します。

あるいは、「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで明示的にデフォルト・ドメインを作成することもできます。

必要な場合は、作成しなおして新しい値を使用するように、既存のデフォルト・ドメインを削除できます。

統合アプリケーション・サーバーのデフォルト・ドメインを明示的に作成するには、次のようにします。

	
必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。


	
統合アプリケーション・サーバー接続「IntegratedWebLogicServer」を右クリックし、「デフォルト・ドメインの作成」を選択します。「デフォルト・ドメインの構成」ダイアログが開いたら、デフォルトをそのまま使用するか、別のリスニング・アドレスを選択するなど、明示的に別の値を設定します。詳細は、「デフォルト・ドメインの構成」ダイアログで「ヘルプ」をクリックするか、[F1]を押してください。




JDeveloperに拡張機能をインストールする際には、統合アプリケーション・サーバーのデフォルト・ドメインの更新が必要になる場合があります。

統合アプリケーション・サーバーのデフォルト・ドメインを更新するには、次のようにします。




	必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。
	統合アプリケーション・サーバー接続「IntegratedWebLogicServer」を右クリックし、「デフォルト・ドメインの更新」を選択します。



デフォルト・ドメインがすでに作成されており、特定の設定を使用する必要がある場合には、既存のデフォルト・ドメインを削除して作成しなおすことができます。

JDeveloperを閉じたまま統合されたアプリケーション・サーバーのデフォルト・ドメインを削除するには、ファイル・システムでシステム・フォルダを探し、削除します。JDeveloperを再起動すると、統合アプリケーション・サーバーの新しいデフォルト・ドメインを作成できるようになります。

サーバーの起動後に、「ウィンドウ」メニューから「プロセス」を選択すると、統合アプリケーション・サーバーのプロセスが表示されます。


注意:

実行モードのサーバーでは同時に複数のアプリケーションを実行できますが、デバッグ・モードで一度にデバッグできるアプリケーションは1つのみです。JDeveloperを非デバッグの編集モードに戻すには、統合アプリケーション・サーバーを停止する必要があります。











22.2.3.4 統合アプリケーション・サーバーでのアプリケーションの1クリック実行


アプリケーションを統合アプリケーション・サーバーで実行して、テストできます。ブレークポイントを設定し、統合アプリケーション・サーバーでデバッグ・モードでアプリケーションを実行することもできます。実行とデバッグの詳細は、「Javaプロジェクトの実行とデバッグ」を参照してください。

統合アプリケーション・サーバーでアプリケーションを実行するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウで実行ターゲット、たとえばプロジェクト、Webサービス、バインドなしタスク・フロー、JSFページなどを選択します。


	
実行ターゲットを右クリックして、「実行」または「デバッグ」を選択します。あるいは、メイン・メニューから「実行」または「デバッグ」を選択します。

アプリケーションを実行またはデバッグして統合アプリケーション・サーバーを初めて起動すると、デフォルト・ドメイン上のデフォルト・ユーザーweblogicのパスワードを入力するダイアログが表示されます。「OK」をクリックすると、デフォルトのドメインが作成されます。この手順は1回のみ実行する必要があります。





アプリケーション・レベルのデータソースとグローバルなデータソース

統合アプリケーション・サーバーにデプロイする場合は、アプリケーション・レベルのデータソースまたはグローバル・データソースを使用できます。




統合アプリケーションへの1クリックによるデプロイの場合、JDeveloperでは、アプリケーション・リソース名を識別するために、Webアプリケーションweb.xmlまたはEJBアプリケーションejb-jar.xmlに必要な<resource-ref>エントリが含まれていることが確認されます。名前の形式はjdbc/connection-nameDSで、connection-nameはアプリケーション・リソースの名前です。

アプリケーションでは、java:comp/env/jdbc/connection-nameDSのアプリケーション固有のリソースJNDIネームスペースを使用してこのデータソースを参照します。アプリケーションでこのリソースを検出できるのは、web.xmlにjdbc/connection-nameDSの<resource-ref>エントリが含まれているためです。

統合WebLogic Serverへの1クリックによるデプロイでアプリケーション・レベルのデータソースを使用するには、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログ(「アプリケーション」メニューから選択可能)の「WebLogic」ページで「JDeveloperでアプリケーションを実行する際にJDBC接続を自動生成」を選択します。これにより、次の処理が実行されます。

	
アプリケーションのEARファイルの/META-INFディレクトリに、connection-name-jdbc.xmlというファイルが生成されます。


	
このJDBCモジュールを参照するMETA-INFのweblogic-application.xmlファイルに、対応する<module>エントリが作成されます。




アプリケーションで、アプリケーション・リソースのデータベース接続が複数使用されている場合は、データベース接続ごとにconnection-name-jdbc.xmlファイルが作成され、weblogic-application.xmlファイルの<module>エントリ数は同じになります。

統合WebLogic Serverへの1クリックによるデプロイでグローバル・データソースを使用するには、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログ(「アプリケーション」メニューから選択可能)の「WebLogic」ページで「JDeveloperでアプリケーションを実行する際にJDBC接続を自動生成」の選択を解除し、次のようにします。

	
統合WebLogic Server管理コンソールに接続します。「統合WebLogic Server管理コンソールへのログイン方法」を参照してください。


	
Oracle WebLogic Serverで作成するときと類似の方法で、グローバル・データソースを作成します。「JDBCデータソースの設定」を参照してください。










22.2.3.5 統合アプリケーション・サーバーの起動方法



デフォルトでは、EJB、サーブレット、またはJSPプロジェクトを実行またはデバッグするとき統合アプリケーション・サーバーが自動的に起動します。したがって、JSPやサーブレットなどのオブジェクトを「アプリケーション」ウィンドウで選択して、「実行」メニューからオプションを選択できます。


注意:

プロジェクト、ファイル、Webサービスを実行またはデバッグして統合アプリケーション・サーバーを初めて起動すると、デフォルト・ドメイン上の管理者IDのパスワードを入力するダイアログが表示されます。「OK」をクリックすると、デフォルトのドメインが作成されます。この手順は1回のみ実行する必要があります。



一度に実行できる統合アプリケーション・サーバーは1つのみです。したがって、サーバーの別のインスタンスを起動しようとすると、JDeveloperでは前のインスタンスがシャットダウンされ、「アプリケーション」ウィンドウで選択したアイコンの要求タスクを実行するために、インスタンスが再起動されます。

サーバーの起動後に、「プロセス」ウィンドウを開くと、統合アプリケーション・サーバーのプロセスが表示されます。「プロセス」ウィンドウは、メイン・メニューから「ウィンドウ」→「プロセス」を選択すると開きます。

統合アプリケーション・サーバーを起動するには、次のようにします。

	
必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。


	
統合WebLogic Server接続を右クリックし、「サーバー・インスタンスの起動」を選択します。




あるいは、メイン・メニューから「実行」→「サーバー・インスタンスの起動」を選択します。

デバッグ・モードで統合アプリケーション・サーバーを起動するには、次のようにします。




	必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。
	統合WebLogic Server接続を右クリックし、「サーバー・インスタンスのデバッグ」を選択します。



あるいは、メイン・メニューから「実行」→「サーバー・インスタンスのデバッグ」を選択します。









22.2.3.6 実行中のデプロイメントの取消し方法



統合アプリケーション・サーバーで大きいアプリケーションを実行している場合、デプロイが完了する前に取り消すことができます。

実行中のデプロイメントを取り消すには、「ログ」ウィンドウで「終了」ボタンをクリックし、取り消すプロファイルまたはアプリケーションを選択します。









22.2.3.7 統合アプリケーション・サーバーの終了方法



統合アプリケーション・サーバーを起動すると、統合アプリケーション・サーバーのプロセスが「プロセス」ウィンドウに表示されます。詳細は、「プロセス・ウィンドウの理解」を参照してください。

「プロセス」ウィンドウは、メイン・メニューから「ウィンドウ」→「プロセス」を選択すると開きます。


注意:

統合アプリケーション・サーバーにデプロイされたアプリケーションは、統合アプリケーション・サーバーを終了するとき自動的にアンデプロイされます。



デフォルトの動作では、すべてのアプリケーションがアンデプロイされますが、この動作は変更できます。

実行中の統合アプリケーション・サーバーを停止するには、次のいずれかを実行します。





	
メイン・メニューから「実行」→「終了」→「IntegratedWebLogicServer」(または統合アプリケーション・サーバーの接続名)を選択します。


	
ツールバーの「終了」ドロップダウン・リストから統合アプリケーション・サーバー名を選択します。


	
メイン・メニューから「ウィンドウ」→「プロセス」を選択します。統合アプリケーション・サーバー名を右クリックし、「終了」を選択します。


	
「ファイル」→「終了」を選択してJDeveloperを終了します。インスタンスのプロセスを終了するように要求された場合は、「はい」をクリックします。


	
「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで統合アプリケーション・サーバー接続を右クリックし、「サーバー・インスタンスの終了」を選択します。




統合WebLogic Serverを強制的に停止するには、次のようにします。

	
統合WebLogic Serverを強制的に停止するに必要がある場合には、「終了」ボタンを2回押してください。












22.2.3.8 統合アプリケーション・サーバーの起動とシャットダウンの動作を構成する方法



統合アプリケーション・サーバー接続に対して、起動と停止の動作を構成できます。

統合アプリケーション・サーバーの起動と停止の動作を構成するには、次のようにします。




	必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。
	統合アプリケーション・サーバー接続を右クリックして「プロパティ」を選択し、「アプリケーション・サーバー・プロパティ」ダイアログを開きます。作業中に詳細を参照するには、[F1]を押すか、ダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。

デフォルトの統合アプリケーション・サーバーのプロパティを表示している場合は、ダイアログの「構成」、「シャットダウン」、「起動設定」タブでのみ設定を変更できます。それ以外の場合は、接続名を除くすべてを編集できます。












22.2.3.9 統合WebLogic Server管理コンソールへのログイン方法



統合アプリケーション・サーバーはOracle WebLogic Serverの実装であり、サーバーの管理コンソールに接続できます。


注意:

管理コンソールにログインするには、次のような方法でJDeveloperから統合アプリケーション・サーバーを実行している必要があります。

	
「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで統合WebLogic Serverを起動。


	
アプリケーションを起動。






統合アプリケーション・サーバーの管理コンソールを起動してログインするには、次のようにします。




	必要な場合は、「ウィンドウ」→「アプリケーション・サーバー」を選択して「アプリケーション・サーバー」ウィンドウを開きます。
	「IntegratedWebLogicServer」を右クリックして「管理コンソールの起動」を選択します。ブラウザ・インスタンスでログイン・ページ(http://host:port/console)が開きます。

たとえば、デフォルト構成を使用する場合、ブラウザはhttp://localhost:7001/consoleを使用します。




	デフォルト・ドメインのユーザー名と、統合アプリケーション・サーバーを最初に起動したときに使用したパスワードを使用してログインします。



統合アプリケーション・サーバーはOracle WebLogic Serverの実装なので、統合アプリケーション・サーバーの管理コンソールについては、JDeveloperのインストールにあるWebLogic Serverのオンライン・ドキュメントから、または管理コンソールから利用できる管理コンソール・オンライン・ヘルプを参照してください。













22.3 アプリケーション・サーバーへのJava EEアプリケーションの接続とデプロイ


アプリケーションをスタンドアロンのアプリケーション・サーバーにデプロイする前に、JDeveloperで必須のタスクを実行し、デプロイに向けてアプリケーションを準備する必要があります。

図22-2に、アプリケーションをデプロイ用に準備する場合のプロセス・フローを示します。アプリケーションを作成し、アプリケーション・サーバーの準備が終わると、アプリケーションをデプロイできるようになります。


図22-2 アプリケーションのデプロイ用の準備のフロー・ダイアグラム

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]





22.3.1 ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法



JDeveloperアプリケーション・サーバー接続を介して、アプリケーション・サーバーにアプリケーションをデプロイできます。

この項では、アプリケーション・サーバーへの接続を作成する一般的な方法について説明します。特定のタイプのアプリケーション・サーバーへの接続の詳細は、「特定のアプリケーション・サーバー・タイプへの接続」を参照してください。

始める前に:





	
アプリケーション・サーバーがインストールされ、起動していることを確認します。


	
プロキシ・サーバーの内部で作業している場合は、JDeveloperが使用しているプロキシ設定の確認が必要な場合があります。

	
「ツール」→「プリファレンス」を選択して「プリファレンス」ダイアログを開き、「Webブラウザとプロキシ」ページにナビゲートします。詳細を参照するには、「設定」ダイアログの「Webブラウザとプロキシ」ページで、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。


	
「プロキシ設定」タブにJDeveloperが使用しているプロキシ設定が表示され、必要に応じて変更できます。デフォルトでは、JDeveloperはシステムのデフォルトのプロキシ設定を使用しています。これらをオーバーライドするには、「プロキシなし」、「自動構成スクリプトの使用」または「手動プロキシ設定」を選択して、設定を適宜入力します。「プロキシ設定の構成」を参照してください。







アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法:

	
次のいずれかの方法で、「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードを起動します。

	
「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで、「アプリケーション・サーバー」を右クリックして、「新規アプリケーション・サーバー」を選択します。


	
「新規ギャラリ」で、「一般」を展開し、「接続」→「アプリケーション・サーバー接続」を選択して、「OK」をクリックします。


	
「リソース」ウィンドウで、「新規」→「接続の作成」→「アプリケーション・サーバー」を選択します。





	
ウィザードの「使用方法」ページが表示されたら、「スタンドアロン・サーバー」が選択されていることを確認し、「次へ」をクリックします。


	
「名前とタイプ」ページで、新しい接続の名前を入力します。


	
「接続タイプ」ドロップダウン・リストで、接続を作成するアプリケーション・サーバーのタイプを選択します。オプションは次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverへの接続を作成する場合は「WebLogic 10.3」または「WebLogic 12.x」


	
Oracle GlassFish ServerまたはGlassFish Open Source Editionへの接続を作成する場合は「GlassFish 3.1」


	
JBossへの接続を作成する場合は「JBoss 5.x」


	
Tomcatへの接続を作成する場合は「Tomcat 7.x」


	
IBM WebSphere Serverへの接続を作成する場合は「WebSphere Server 8.x」


	
Oracle Java Cloud Serviceへの接続を作成する場合は「Oracle Cloud」





	
「次へ」をクリックします。


	
「認証」ページで、アプリケーション・サーバーへのアクセスを認可された管理ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。


	
「次へ」をクリックします。


	
「構成」ページで、アプリケーション・サーバーへの接続を作成するパラメータを入力します。


	
「次へ」をクリックします。


	
WebSphereを選択した場合は、表示される「JMX」ページにSOAアプリケーションのデプロイに必要なJMX構成値を入力します。


	
「次へ」をクリックします。


	
テスト・ページで、「接続のテスト」をクリックして、接続をテストします。

JDeveloperにより、数種類の接続テストが実行されます。アプリケーションをデプロイできるためには、JSR-88テストに合格する必要があります。テストに不合格だった場合は、ウィザードの前のページに戻って、構成を修正します。


	
「終了」をクリックします。








Oracle WebLogic Server管理コンソールの起動方法

Oracle WebLogic Server管理コンソールは「アプリケーション・サーバー」ウィンドウから起動および接続できます。






注意:

コンソールにログインするには、サーバーが起動している必要があります。



	
「アプリケーション・サーバー」ウィンドウでOracle WebLogic Serverインスタンスへの接続の名前を右クリックし、「管理コンソールの起動」を選択します。ブラウザ・インスタンスでログイン・ページ(http://host:port/console)が開きます。

たとえば、デフォルト構成を使用する場合、ブラウザはhttp://localhost:7001/consoleを使用します。


	
Oracle WebLogic Serverインスタンスへの接続を最初に作成したときに使用したユーザー名とパスワードを使用してログインします。統合WebLogic Serverの管理コンソールを起動する場合、デフォルト・ユーザーはweblogic、パスワードはデフォルト・ドメインを作成したときに入力したパスワードです。




WebLogic Server管理コンソールの詳細は、JDeveloperのインストールにあるWebLogic Serverのオンライン・ドキュメントから、または管理コンソールから利用できる管理コンソール・オンライン・ヘルプを参照してください。









22.3.2 特定のアプリケーション・サーバー・タイプへの接続


この項では、様々なタイプのアプリケーション・サーバーに関する固有の情報を示します。

JDeveloperではサーバー・クラスタへのデプロイがサポートされていますが、JDeveloperを使用して、クラスタのメンバーである個々の管理対象サーバーにデプロイすることはできません。





22.3.2.1 Oracle WebLogic Serverへの接続



Oracle WebLogic Serverに接続するには:





	
Oracle WebLogicホスト名は、アプリケーション(.jar、.war、.ear、.gar)がデプロイされるTCP/IP DNSを含む、WebLogic Serverインスタンスの名前です。


	
「ポート」フィールドに、アプリケーション(.jar、.war、.ear、.gar)がデプロイされるOracle WebLogic Serverインスタンスのポート番号を入力します。

ポートを指定しない場合、ポート番号はデフォルトの7001になります。


	
「SSLポート」フィールドに、アプリケーション(.jar、.war、.ear、.gar)がデプロイされるOracle WebLogic ServerインスタンスのSSLポート番号を入力します。

SSLポートの指定はオプションです。デプロイメント時に確実にセキュア接続にする場合にのみ必要です。

ポートを指定しない場合、SSLポート番号はデフォルトの7002になります。


	
SSLポートを使用してOracle WebLogic Serverインスタンスに接続するために、「常にSSLを使用」を選択します。


	
オプションで、Oracle WebLogic Serverが管理権限のないサーバー・ノードを名前で識別するように構成されている場合のみ、WebLogicドメインを入力します。












22.3.2.2 GlassFishへの接続



GlassFishサーバーに対するセキュアな接続を作成する場合は、「構成」ページの「ホスト名」に、IPアドレスではなく、localhostなどのホスト名を使用する必要があります。そうしないと接続に失敗します。これは、サーバーへの接続の作成に使用されるURL内のホスト名が、証明書のホスト名と一致する必要があるためです。









22.3.2.3 JBossへの接続



JBossの場合:





	
JBossデプロイ・ディレクトリの位置を入力するか参照します。ここにアプリケーション・ファイル(.jar、.war、.ear、.gar)があります。


	
JMXを使用している場合は、「この接続のJMXの有効化」を選択します(オプション)。


注意:

JMXの構成はオプションで、JBoss Application Serverへの接続には必要ありません。JMXはSOAアプリケーションのデプロイにのみ必要です。

JBossサーバーでは、Oracle JMX RMIコネクタ(oracle-jboss-remoting.sar)を使用する必要があります。標準のJBoss JMXコネクタ(jmx-remoting.sar)はJDeveloperで機能しません。




	
「ホスト名」フィールドに、ターゲット・サーバーのホスト名を入力します。デフォルトはマシン名です。


	
「RMIポート」フィールドに、JBossのRMI接続ポートのポート番号を入力します。デフォルトは19000です。












22.3.2.4 Tomcatへの接続



Tomcatの場合:





	
「Webappsディレクトリ」フィールドで、アプリケーション.warファイルが配置されているwebappsディレクトリの場所を入力するか参照します。












22.3.2.5 WebSphere Serverへの接続



WebSphereの場合:





	
「ホスト名」フィールドに、Java EEアプリケーション(.jar、.war、.ear、[.gar])がデプロイされる、TCP/IP DNSを含むWebSphereサーバーの名前を入力します。名前を入力しない場合は、デフォルトのlocalhostになります。


	
「SOAPコネクタのポート」フィールドに、ポート番号を入力します。このホスト名とポートが、デプロイ用にサーバーへの接続に使用されます。デフォルトのSOAP接続ポートは8879です。


	
「サーバー名」フィールドに、この接続のターゲット・アプリケーション・サーバーに割り当てられた名前を入力します。


	
「ターゲット・ノード」フィールドに、この接続のターゲット・ノード名を入力します。ノードとは、管理対象サーバーのグループです。デフォルトはmachineNode01で、この場合のmachineはノードが常駐するマシンの名前です。


	
「ターゲット・セル」フィールドに、この接続のターゲット・セルの名前を入力します。セルとは、ランタイム・コンポーネントをホストするプロセスのグループです。デフォルトはmachineNode01Cellで、この場合のmachineはノードが常駐するマシンの名前です。


	
「WS管理スクリプト・ファイルの場所」フィールドに、IBM WebSphereアプリケーション・サーバー接続のシステム・ログイン構成を定義するために使用するwsadminスクリプト・ファイルの場所を入力するか、参照して指定します。ORACLE_HOME/oracle_common/common/binディレクトリにあるwsadminファイルは正しいバージョンではないため、使用できません。デフォルトの場所は、Unix/Linuxの場合はwebsphere-home/bin/wsadmin.sh、Windowsの場合はwebsphere-home/bin/wsadmin.batです。


注意:

スクリプト・ファイルを指定する場合、パスに空白が含まれていると問題が生じることがあります。たとえば、C:\Program Files (x86)\IBM\WebSphere\AppServer\profiles\AppSrv01\bin\wsadmin.batの場合、この問題を解決するには、名前に空白があるディレクトリに対してOS短縮名(Progra~1など)を使用するか、空白のないパスにWebSphereアプリケーション・サーバー・インスタンスを作成し、その場所でバッチ・ファイルを参照します。




	
WebSphereを選択した場合は、「JMX」ページが表示されます。「JMX」ページで、JMXの情報を入力します(オプション)。


注意:

JMXの構成はオプションで、WebSphere Application Serverへの接続には必要ありません。JMXはSOAアプリケーションのデプロイにのみ必要です。



	
「この接続のJMXの有効化」を選択してJMXを有効にします。


	
「RMIポート」フィールドに、WebSphereのRMI接続ポートのポート番号を入力します。デフォルトは2809です。


	
「WebSphereランタイムJARの場所」フィールドに、WebSphereランタイムJARの場所を入力するか、参照して指定します。


	
「WebSphereプロパティの場所(セキュアなMBeanアクセス用)」フィールドに、セキュリティ構成および有効なMBeanのプロパティを含むファイルの場所を入力するか、参照して指定します。このフィールドはオプションです。















22.3.2.6 Oracle Java Cloud Serviceへの接続



Oracle Java Cloud Serviceにサインアップすると、Oracle Java Cloud Serviceインスタンスへの接続を確立するために使用するデータ・センター、アイデンティティ・ドメインおよびサービス名に関する情報を受信します。

Oracle Java Cloud Serviceに接続するには、次の情報を入力する必要があります。





	
「認証」ページで、管理ユーザー名とパスワードを入力します。


	
「構成」ページで、データ・センターを選択し、Oracle Java Cloud Serviceインスタンスのアイデンティティ・ドメインとサービス名を入力します。














22.3.3 デプロイメント・プロファイルの作成および編集方法



デプロイメント・プロファイルでは、ターゲット環境にデプロイされるアーカイブにアプリケーションがパッケージ化される方法が定義されています。デプロイメント・プロファイル:





	
作成されるアーカイブ・ファイルのフォーマットと内容を指定します。


	
パッケージ対象となるソース・ファイル、デプロイメント・ディスクリプタ、およびその他の補助ファイルをリストします。


	
作成されるアーカイブ・ファイルのタイプおよび名前を記述します。


	
依存情報、プラットフォーム固有の指示、およびその他の情報を示します。










22.3.3.1 デプロイメント・プロファイルについて


アプリケーション・サーバーへのデプロイでは、デフォルト・マッピングのプロジェクト・メタデータに依存するデプロイメント・プロファイルが使用されます。プロファイルのデフォルト要素はプロジェクトの依存性によって決まりますが、デプロイメント・プロファイルをカスタマイズして変更できます。

依存性を決定する規則は、次のとおりです。

	
プロジェクトAがプロジェクトBのビルド出力に依存する場合、プロジェクトBのビルド出力はプロジェクトAにマージされます。プロジェクトAがWebアプリケーションの場合は、プロジェクトAとプロジェクトBのビルド出力がどちらも、生成されるWARのWEB-INF/classesにコピーされることになります。

マージされるということは、特定のURIのコピーが1つしか存在できないことを意味します。WEB-INF/classesに1つしか存在しないからです。


	
プロジェクトAがプロジェクトBのデプロイメント・プロファイル、たとえばJARプロファイルに依存する場合、そのデプロイメント・プロファイルは最終的に、生成されるWARのWEB-INF/libに含まれます。


	
Webプロジェクト用に「デフォルトでデプロイ済」とマークされるすべてのライブラリは、Webアプリケーション・ライブラリとして(WARのWEB-INF/libに)デプロイされます。


	
EJBプロジェクト用に「デフォルトでデプロイ済」とマークされるすべてのライブラリは、アプリケーション・ライブラリとして(EARのlibに)デプロイされます。


	
アプリケーション・レベルで「デフォルトでデプロイ」とマークされるすべてのライブラリは、アプリケーション・ライブラリとして(EARのlibに)デプロイされます。


	
EJBプロジェクトAがプロジェクトBのビルド出力に依存する場合、プロジェクトBのビルド出力(classesディレクトリなど)はプロジェクトAのビルド出力にマージされ、EJB JARのルート・ディレクトリにデプロイされます。




アプリケーション・レベルのデプロイメント・プロファイルは、次のとおりです。

	
EARファイル: Java EEエンタープライズ・アーカイブ(EAR)ファイルとしてデプロイする場合に使用します。EARファイルは、アプリケーションのアセンブルされたWARファイル、EJB JARファイルおよびクライアントJARファイルで構成されます。


	
MARファイル: シード・カスタマイズに対してメタデータ・アーカイブ・ファイルをデプロイする、またはアプリケーション・サーバーのMDSリポジトリにベース・メタデータをデプロイする場合に使用します。MARファイルの詳細は、使用しているOracle Fusion Middleware製品に該当する開発者ガイドを参照してください。




プロジェクト・レベルのJava EEデプロイメント・プロファイルは、次のとおりです。

	
ビジネス・コンポーネント・アーカイブ: ADF Business Componentsをデプロイするためのシンプル・アーカイブ・ファイルを作成します。


	
ビジネス・コンポーネントのサービス・インタフェース: ADF Business Componentsをサービス・インタフェースとしてデプロイするためのプロファイルを作成します。


	
クライアントJARファイル: 標準のJava EEクライアントJARファイルをデプロイする場合に使用します。


	
EJB JARファイル: Java EE EJBモジュール(EJB JAR)をデプロイする場合に使用します。EJB JARには、EJBコンポーネントとそれに対応するデプロイメント・ディスクリプタが含まれます。


	
拡張機能JAR: 拡張機能をJARファイルとしてデプロイするためのプロファイルを作成します。


	
JARファイル: プロジェクトからシンプルJARアーカイブを作成します。


	
GARファイル: Oracle Coherenceグリッド・アーカイブ・ファイルを作成します。GARには、Coherenceアプリケーションのアーティファクトが格納され、デプロイメント・ディスクリプタが含まれています。


	
MOFモデル・ライブラリ: あるプロジェクトのUMLオブジェクトを他のプロジェクトで再使用できるようにするMOF (メタオブジェクト機能)モデル・ライブラリJARファイルを作成します。


	
OSGiバンドル: OSGiコンテナとしてデプロイできるOSGiバンドルを作成します。JDeveloperで拡張機能を作成するとき、これを使用します。


	
RARファイル: Java EEコネクタのRARファイルをデプロイするためのプロファイルを作成します。


	
共有ライブラリJARファイル: シンプル・アーカイブをデプロイするためのプロファイルを作成します。これはファイル・システムのJARまたはZIPファイル、またはリモート・サーバーの共有ライブラリです。


	
Taglib JARファイル: カスタム・タグ・ライブラリをJARファイルとしてデプロイするためのプロファイルを作成します。


	
WARファイル: Java EE Webモジュール(WAR)をデプロイする場合に使用します。WARは、Webコンポーネント(JSPやサーブレット)と、それに対応するデプロイメント・ディスクリプタで構成されます。










22.3.3.2 デプロイメント・プロファイルの作成



デプロイメント・プロファイルを作成するには、アプリケーションまたはプロジェクトを選択し、「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」を選択して、「一般」カテゴリから「デプロイメント・プロファイル」を選択します。アプリケーション・レベルのプロファイルを作成するには、アプリケーション・レベルで「新規ギャラリ」を起動します。

他の方法を使用して、デプロイメント・ファイルを作成できます。





	
「アプリケーション・プロパティ」の「デプロイメント」ダイアログの使用:

	
JDeveloperのツールバーから、「アプリケーション」→「デプロイ」→「新規デプロイメント・プロファイル」を選択します


	
アプリケーションを右クリックして、コンテキスト・メニューから「デプロイ」→「新規デプロイメント・プロファイル」を選択します。


	
「アプリケーション」ウィンドウで、「アプリケーション」ウィンドウのツールバーのドロップダウン・リストを開き、「デプロイ」を選択します。





	
「プロジェクト・プロパティ」の「デプロイメント」ダイアログの使用:

	
「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択し、メニューから「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択します。「デプロイメント」を選択し、右側の「デプロイメント」パネルで、メニュー・バーから「新規プロファイル」アイコンをクリックします。


	
「アプリケーション」ウィンドウのプロジェクトのポップアップ・メニュー。







既存のデプロイメント・プロファイルを変更するには:

	
「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックして「プロジェクト・プロパティ」を選択し、ウィザードのツリー構造から「デプロイメント」を選択します。次に、デプロイメント・プロファイルを選択し、「編集」を選択します。


	
「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを右クリックして「アプリケーション・プロパティ」を選択し、ウィザードのツリー構造から「デプロイメント」を選択します。次に、デプロイメント・プロファイルを選択し、「編集」を選択します。




プロファイル・デプロイメントをアクティブにするには:

	
プロジェクト・レベルのデプロイメント・プロファイルの場合は、「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。


	
アプリケーションのデプロイメント・プロファイルの場合は、「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを右クリックし、「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。あるいは、次のようにします

	
「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを右クリックし、「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。


	
アプリケーションのコンテキスト・メニューから「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。


	
「アプリケーション」ウィンドウのツールバーのドロップダウン・リストから「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。







プロジェクトおよびそのプロジェクトが依存するプロジェクトがコンパイルされ、パッケージ化されます。

作成したアプリケーションには、必要なデプロイメント・プロファイルがすでに含まれている場合があります。たとえば、Webベースのプロジェクトを作成する場合、必要な依存モデル・プロジェクトを含むデフォルトのWARデプロイメント・プロファイルがすでに存在します。

デプロイメント・プロファイルを作成するには:




	アプリケーション・レベルのデプロイメント・プロファイルの場合は、「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを右クリックして「新規」を選択します。

プロジェクト・レベルのデプロイメント・プロファイルの場合、デプロイするプロジェクトを「アプリケーション」ウィンドウで右クリックして「新規」を選択します。




	「新規ギャラリ」で「一般」を展開して「デプロイメント・プロファイル」を選択し、目的のデプロイメント・プロファイル・タイプを選択して「OK」をクリックします。

「カテゴリ」ツリーに「デプロイメント・プロファイル」が表示されない場合は、「すべての機能」タブをクリックします。




	作成するデプロイメント・プロファイルのタイプを選択し、「OK」をクリックします。たとえばEARデプロイメント・プロファイルの場合、次のようにします。

	
「アプリケーション・アセンブリ」を選択し、続いて「Java EEモジュール」リストで、デプロイメントに組み込むすべてのプロジェクト・プロファイルを選択します(WARプロファイルを含む)。


	
(オプション)「プラットフォーム」を選択し、デプロイ先となるアプリケーション・サーバーを選択した後、「ターゲット接続」ドロップダウン・リストから、ターゲット・アプリケーション接続を選択します。

デフォルトで、このプラットフォームはデプロイ時にデプロイ先のサーバーに一致するように設定されます。ファイルにデプロイする場合は、Oracle Weblogic Serverの最新リリース(この場合はOracle WebLogic Server 12.x)であるデフォルト・プラットフォームがデフォルトになります。







	デプロイメント・プロファイルのプロパティの編集ダイアログで、プロパティ値を設定してプロファイルを構成します。たとえば、プロファイルに含まれるファイル・グループなどを変更できます。完了したら「OK」をクリックします。



デプロイメント・プロファイルは、アプリケーション・レベルのデプロイメント・プロファイルであれば「アプリケーションのプロパティ」ダイアログから、プロジェクト・レベルのデプロイメント・プロファイルであれば「プロジェクト・プロパティ」ダイアログから使用でき、それぞれ編集または削除できます。









22.3.3.3 デプロイメント・プロファイル・プロパティの表示および変更



デプロイメント・プロファイルを作成したら、そのプロパティを表示および変更できます。

デプロイメント・プロファイルを編集または削除するには、次のようにします。




	アプリケーション・レベルのデプロイメント・プロファイルの場合、「アプリケーション」→「アプリケーションのプロパティ」を選択して、「アプリケーションのプロパティ」ダイアログを開きます。

プロジェクト・レベルのデプロイメント・プロファイルの場合、「アプリケーション」→「プロジェクト・プロパティ」を選択して、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを開きます。




	左パネルで「デプロイ」をクリックし、「デプロイ」ページを開きます。
	編集または削除するデプロイメント・プロファイルを選択し、次のいずれかをクリックします。

	
デプロイメント・プロファイルのプロパティの編集ダイアログを開く場合は、「編集」をクリックします。


	
デプロイメント・プロファイルを削除する場合は、「削除」をクリックします。















22.3.3.4 デプロイメント・プロファイルの構成


構成は、コンポーネント・ファイルからアーカイブ・ファイルをアセンブルするプロセスです。構成は、「デプロイメント・プロファイルのプロパティ」ダイアログの「ファイル・グループ」ブランチで指定します。

「ファイル・グループ」ブランチはファイル・グループのリストで構成され、各グループでコンポーネントを指定します。パッケージ化されたアーカイブは、すべてのファイル・グループを統合したものです。ファイル・グループの順序によって名前の競合が解決されます。2つのファイルに同じ名前が付けられている場合、リストの上位のファイル・グループ内のファイルが含められ、下位のファイル・グループ内のファイルが省略されます。

新規に作成されたデプロイメント・プロファイルには、1つ以上の事前定義済ファイル・グループが含まれます。ファイル・グループは追加、削除および編集できます。

ファイル・グループは、一連のフィルタで抽出されたソース元によって定義されます。ソース元はソース・ファイル、JARファイルおよびそれらを含めるために選択されたディレクトリです。フィルタは、ソース元またはソース元のコンポーネントのサブディレクトリおよびファイルに適用される規則であり、パッケージ化するセットおよびファイルを識別します。ファイル・グループには、次の3つの種類があります。

	
「パッケージ化」ファイル・グループ・タイプでは、ソース元、プロジェクト・ディレクトリなどのディレクトリ、JARファイルおよびフィルタを選択できます。このファイル・グループは柔軟で透過的なメカニズムであり、ほとんどのプロジェクトに適しています。


	
「ライブラリ」ファイル・グループ・タイプでは、プロジェクト・ライブラリであるソース元を選択できます。ライブラリ・ファイル・グループは、WARデプロイメント・プロファイルに対して作成されます。ライブラリ・ファイル・グループは、既存のJARファイルを再パッケージ化する必要があるプロジェクトに役立ちます。












22.3.4 デプロイメント依存関係の作成方法と編集方法


アプリケーションのコンポーネント間でのデプロイメントの依存性は、プロジェクトのデプロイメント・プロファイルに指定されます。プロジェクトのデプロイメント・プロファイルに、直接のアップストリームであるプロジェクトのプロファイルを指定します。デプロイメント・プロファイルがデプロイメント用にアクティブになっている場合、その依存性が最初にデプロイされます。

デプロイメント・プロファイルの「プロファイルの依存性」ページで、デプロイメント・プロファイル依存性を設定します。現在のアプリケーション内のデプロイメント・プロファイルのみが選択用にリストされます。詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。次のようなプロファイル依存性を選択できます。

	
プロファイルとプロファイルの依存性


	
プロファイルとJARの依存性


	
プロファイルとWARの依存性


	
プロファイルとRAR(リソース・アーカイブ)の依存性




あるプロジェクトに含まれているプロファイルをデプロイするとき、そのプロジェクトが他のプロファイルについてプロファイルとプロファイルの依存性を持っている場合、そのプロファイルは、プロジェクトで指定されている依存性をデプロイ時に組み込みます。たとえば、Project1.jprファイルにServlet1.javaが含まれ、そのファイルがejb1.jarに依存し、project2.jprファイルにMySessionEJBとejb1.jarが含まれている場合は、最初のプロジェクトをデプロイすると、EARファイルにwebapp1.warとejb1.jarの両方が含まれます。

共通JARファイルを共有するJAR、WAR、EJB JARモジュール間のプロファイル依存性を作成するときは、META-INF/MANIFEST.MF Class-Path属性を使用して、デプロイ時にまとめてJARファイルをリンクできます。「デプロイメント・プロファイルのプロパティ」の「JARオプション」ページで、「manifestファイルを含める(META-INF/MANIFEST.MF)」を選択します。これによって、共通JARの1つの共有コピーが、EARファイルに組み込まれます。

依存プロジェクトには独自の依存性を指定できますが、循環依存を回避する必要があります。JDeveloperで循環依存が発生した場合、デプロイは試行されますが、ログ・ウィンドウに警告が表示されます。





22.3.4.1 ライブラリの依存性について


依存ライブラリとは、モジュールのコンパイルと実行に必要とされるライブラリです。ライブラリを含むプロジェクトの「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「ライブラリとクラスパス」ページで、依存ライブラリはエクスポート可能として表示されます。

アプリケーションでは、次のプロジェクトに依存ライブラリを配置できます。

	
現在のモジュールのプロファイルのプロジェクト。これはプロファイル・コンテナです。


	
プロファイル・コンテナが依存するプロジェクト。


	
このモジュールのプロファイルについて、プロファイルの依存性に関連付けられているプロジェクト(そのプロファイルとプロジェクトの依存性に対して再帰的に)。




プロジェクトの依存性(左側に矢印)とプロファイルの依存性(右側に矢印)の例を次に示します。


図22-3 プロジェクトとデプロイメント・プロファイルの間の依存性

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


プロジェクトの依存性は、コンパイル時に再帰的でなくてもデプロイ時に再帰的です。JavaProjectからのライブラリが依存ライブラリとみなされるのはそのためです。WebProfileはWebモジュールを表し、次の依存性ライブラリがあります。

	
EjbDepLib (WebProjectに対するプロジェクトの依存性からのライブラリ)


	
EjbDep.jar (WebProjectに対するプロジェクトの依存性からのライブラリ)


	
JavaDepLib (JavaProjectに対する再帰的なプロジェクトの依存性からのライブラリ)


	
JavaDep.jar (JavaProjectに対する再帰的なプロジェクトの依存性からのライブラリJAR)


	
SampleLib (プロファイルの依存性からのライブラリ)


	
Sample.jar (プロファイルの依存性からのライブラリJAR)


	
OtherLib (再帰的なプロファイルの依存性からのライブラリ)


	
Other.jar (再帰的なプロファイルの依存性からのライブラリJAR)








22.3.4.1.1 解決済のライブラリと未解決のライブラリ


依存ライブラリは、解決済と未解決のいずれかの状態になります。依存ライブラリは、アーカイブに追加されてクラスパスに配置されるまで未解決とみなされ、追加と配置が済むと、そのライブラリを参照する必要があるクラスでライブラリの内容を使用できるようになります。

たとえばWARプロファイルがライブラリを解決する場合は、WEB-INF\libというターゲット出力ディレクトリを持つライブラリ・ファイル・グループ要素でそのライブラリを選択します。こうすると、作成されるWARアーカイブには、そのアーカイブのWEB-INF\libディレクトリのライブラリが含まれ、WARアーカイブのクラスパスにライブラリの内容が含まれるようになります。

ライブラリがデプロイメント・プロファイルによって解決されない場合、このプロファイルは未解決のライブラリをアプリケーション階層に公開し、上位レベルで解決できるようにします。EJBプロジェクトに含まれるライブラリが、EJBプロファイルのパースペクティブから解決されないままになる状況を考えます。この情報は、このようなライブラリが、EARレベルで(EARプロファイルのライブラリ・ファイル・グループで)確実にEARプロファイルによって解決されるように公開されます。

前述の図で、WebProjectにはJavaProjectに対するプロジェクトの依存性があり、JavaProjectにはJavaDepLibと呼ばれるライブラリが含まれます。WebProjectにWARデプロイメント・プロファイルを作成するWebアプリケーションを定義できます。WARデプロイメント・プロファイルのWEB-INF\libライブラリ・ファイル・グループでライブラリを確実に選択することによって、WebモジュールでJavaDepLibが解決されます。







22.3.4.1.2 ライブラリのmanifestエントリ


ライブラリが、標準の\libまたはAPP-INF\lib以外のディレクトリにあるEARアーカイブに含まれる場合は、JDeveloperではそのライブラリを参照するモジュールに、必要なmanifestエントリが自動的に挿入されます。











22.3.5 デプロイメント・ディスクリプタの作成および編集方法


デプロイメント・ディスクリプタは、アプリケーションのデプロイ構成を定義するサーバー構成ファイルで、必要に応じてJava EEアプリケーションとともにデプロイされます。プロジェクトに必要なデプロイメント・ディスクリプタは、プロジェクトが使用しているテクノロジとターゲット・アプリケーション・サーバーのタイプによって異なります。デプロイメント・ディスクリプタは、ソース・ファイルとして作成および編集できるXMLファイルですが、JDeveloperは、ほとんどのディスクリプタ・タイプについて、プロパティの表示と設定に使用できるダイアログまたは概要エディタを備えています。これらのファイルが宣言的に編集できない場合、JDeveloperではソース・エディタでXMLファイルが開き、内容を編集できるようになります。

標準のJava EEデプロイメント・ディスクリプタ(application.xmlおよびweb.xmlなど)に加えて、ターゲット・アプリケーション・サーバーに固有のデプロイメント・ディスクリプタも使用できます。たとえば、Oracle WebLogic Serverにデプロイする場合、weblogic.xml、weblogic-application.xmlおよびweblogic-ejb-jar.xmlを使用できます。

基本ディスクリプタは、デプロイメント・プロファイルを作成するウィザードで作成します。デフォルトの動作をオーバーライドする場合にのみ他のディスクリプタを追加します。作成したディスクリプタをデプロイ時にアーカイブ・ファイルに含める場合もあります。

デプロイメント・ディスクリプタは、「新規ギャラリ」で作成することもできます。デプロイメント・ディスクリプタは、プロジェクトのアプリケーション・ソースのMETA-INFサブフォルダ、またはWebコンテンツ・フォルダのWEB-INFサブフォルダに配置されます。

Java EE標準デプロイメント・ディスクリプタは、それぞれ対応するOracle WebLogic Server固有のディスクリプタによって拡張されます。表22-1は、これらのファイルについて説明し、互いの関係を示しています。




表22-1 デプロイメント・ディスクリプタ

	Java EE標準ディスクリプタ	Oracle WebLogic Server固有のディスクリプタ
	
application-client.xml

アーカイブとしてデプロイされたJava EEアプリケーションのクライアントで使用されるEJBモジュールと他のリソースを記述します。

	
weblogic-appclient.xml

ファイル形式は、weblogic-appclient.xsdに定義されています。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントの開発』のクライアント・アプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタ要素に関する章を参照してください。


	
application.xml

EJBモジュールやWebモジュールなど、Java EEアプリケーションのコンポーネントを指定します。アプリケーションの追加構成を指定することもできます。このディスクリプタは、アプリケーションのEARファイルの/META-INFディレクトリに含める必要があります。

	
weblogic-application.xml

ファイル形式は、weblogic-application.xsdに定義されています。

詳細は、『Oracle WebLogic Server XMLアプリケーションの開発』を参照してください。


	
ejb-jar.xml

JAR内のEnterprise JavaBeansの特定の構造特性および依存性を定義し、Beanがコンテナとの相互作用をどのように実行するかに関する指示をEJBコンテナに提供します。

	
weblogic-ejb-jar.xml

このファイルの形式は、weblogic-ejb-jar.xsdに定義されています。

persistence-configuration.xml

EJB 3.x モジュールの場合。このファイルの形式は、persistence-configuration.xsdに定義されています。

詳細は、『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansの開発』を参照してください。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml


	
ra.xml

RARファイルにパッケージ化されたリソース・アダプタの実装コード、構成プロパティおよびセキュリティ設定に関する情報が含まれています。

	
weblogic-ra.xml

このファイルの形式は、weblogic-ra.xsdに定義されています。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverリソース・アダプタの開発』を参照してください。


	
web.xml

静的ページ、サーブレット、JSPページなど、Java EE Webコンポーネント・セットを指定して構成します。また、Webコンポーネントがコールする可能性のあるEJBなどの他のコンポーネントも指定して構成します。複数のWebコンポーネントで独立したWebアプリケーションを形成し、スタンドアロンWARファイルでデプロイできます。

	
weblogic.xml

このファイルの形式は、weblogic-web-app.xsdによって定義されます。

詳細は、『Oracle WebLogic Server XMLアプリケーションの開発』を参照してください。


	
なし。

	
module-name-jdbc.xml

デプロイ済アプリケーションで使用されるデータソースを定義します。

このファイルの形式は、weblogic-jdbc.xsdによって定義されます。

詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』を参照してください。

plan.xml

このファイルの形式は、deployment-plan.xsdによって定義されます。

名前/値ペアのリストと、アプリケーションの様々なデプロイメント・ディスクリプタの説明が含まれます。管理者はこれを使用して、デプロイメント・ディスクリプタの値をオーバーライドできます。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』を参照してください。

weblogic-diagnostics.xml

このファイルの形式は、weblogic-diagnostics.xsdによって定義されます。

診断アプリケーション・モジュールで診断監視を作成または変更する際に、WebLogic Server管理コンソールで使用されます。

詳細は、Oracle Application Server 10gリリース・ノートfor AIX Based Systemsを参照してください。

weblogic-jms.xml

このファイルの形式は、weblogic-jms.xsdによって定義されます。

Oracle WebLogic ServerでJMSドライバを構成する際に使用されます。

詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』を参照してください。

weblogic-webservices.xml

このファイルの形式は、weblogic-webservices.xsdによって定義されます。

詳細は、『Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービス・リファレンス』を参照してください。











22.3.5.1 デプロイメント・ディスクリプタの作成



必要なデプロイメント・ディスクリプタの多くは、JDeveloperで自動的に作成されます。必要なデプロイメント・ディスクリプタが存在しない場合や、追加のディスクリプタを作成する必要がある場合は、明示的な作成が可能です。

始める前に:

JDeveloperでは、デプロイメント・ディスクリプタがすでに生成されているかどうかを確認します。

デプロイメント・ディスクリプタの作成方法:

	
「アプリケーション」ウィンドウで、ディスクリプタを作成するプロジェクトを右クリックし、「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」で、「一般」を展開し、「デプロイメント・ディスクリプタ」、ディスクリプタ・タイプの順に選択して、「OK」をクリックします。

目的の項目が見つからない場合は、正しいプロジェクトが選択されていることを確認してから「すべての機能」タブを選択するか、「検索」フィールドを使用してディスクリプタを検索します。項目が有効になっていない場合は、そのタイプのディスクリプタがプロジェクトにまだ存在しないことを確認します。1つのプロジェクトで使用できるディスクリプタのインスタンスは1つのみです。

「デプロイメント・ディスクリプタの作成」ウィザードが起動し、選択したデプロイメント・ディスクリプタのタイプに応じて、JDeveloperでは概要エディタまたはソース・エディタでファイルが開きます。


注意:

EARファイルの場合は、1つのアプリケーションに、どのような種類であっても複数のデプロイメント・ディスクリプタを作成しないでください。実行時には、アプリケーション・リソースのディスクリプタ、またはEARレベルで生成されたディスクリプタのみが使用されます。アプリケーションの複数のプロジェクトが同じデプロイメント・ディスクリプタを使用すると、起動されたプロジェクトに属するディスクリプタが他のディスクリプタより優先されます。この制約は、application.xml、weblogic-jdbc.xml、jazn-data.xmlおよびweblogic.xmlに適用されます。

アプリケーションレベルのディスクリプタの作成に最適な場所は、「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルの「ディスクリプタ」ノードです。アプリケーションは、確実に、正しいディスクリプタとともに作成されます。






デプロイメント・ディスクリプタのプロパティを確認または変更するには、次の手順を実行します。




	「アプリケーション」ウィンドウでデプロイメント・ディスクリプタを選択します。
	右クリックして「開く」を選択します。

ファイルは、ディスクリプタ・タイプごとに固有の概要エディタで、または「XMLエディタ」ウィンドウで開かれます。












22.3.5.2 Webサービス・ポリシー参照の作成方法



次の手順に従って、Webサービス・ポリシー参照を作成します。




	「ファイル」→「新規」→「WebLogicデプロイメント・ディスクリプタ」の順に選択します。「一般」カテゴリで、「デプロイメント・ディスクリプタ」を選択し、右側のペインで「Weblogic」項目を選択して、「OK」をクリックします。ウィザードが開きます。
	「ディスクリプタの選択」ページで、スクロール・ダウンして「webservice-policy-ref.xml」を選択します。
	「バージョンの選択」ページで、デプロイメント・ディスクリプタのバージョンを選択して、「次へ」をクリックします。
	「サマリー」ページで「終了」をクリックします。
	新しい構成ファイルがエディタで開きます。



左側のタブを使用すると、ポリシー参照名、ポート・ポリシーおよび操作ポリシーを個別に編集できます。ウィザードには、設定ごとに「概要」、「ソース」、「履歴」の各ビューが表示されます。オンライン・ヘルプを参照してください。









22.3.5.3 デプロイメント・ディスクリプタ・プロパティの表示または変更



デプロイメント・ディスクリプタを作成したら、JDeveloperの各種ダイアログを使用するか、ソース・エディタでファイルを編集することで、そのプロパティを変更できます。デプロイメント・ディスクリプタは、通常「アプリケーション・ソース」ノードにあるXMLファイル(application.xmlなど)です。

デプロイメント・ディスクリプタのプロパティの表示または変更方法:




	「アプリケーション」ウィンドウまたは「アプリケーション・リソース」パネルで、デプロイメント・ディスクリプタをダブルクリックします。
	概要エディタで、「概要」タブまたは「ソース」タブを選択し、プロパティ値を設定してディスクリプタを構成します。

概要エディタが使用できない場合は、JDeveloperではソース・エディタでファイルが開きます。














22.3.6 グローバル・デプロイメント・プリファレンスの構成方法



「プリファレンス」ダイアログの「デプロイメント」ページでグローバル・デプロイメント・オプションを設定できます。

デプロイメント設定を構成するには、次の手順を実行します。




	メイン・メニューから「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「デプロイメント」ノードを選択します。必要に応じて、デプロイメント・オプションを構成します。詳細は、「ヘルプ」をクリックします。
	「OK」をクリックします。




注意:

アプリケーション固有およびプロジェクト固有のデプロイメント・プロファイル・オプションは、アプリケーション・プロパティまたはプロジェクト・プロパティから設定してください。「アプリケーション・プロパティ」および「プロジェクト・プロパティ」ダイアログは「アプリケーション」メニューにあります。











22.3.7 デプロイ用にアプリケーションを構成する方法


この項では、アプリケーションを正常にアプリケーション・サーバーにデプロイするために実行する必要があるタスクについて説明します。





22.3.7.1 Oracle WebLogic Serverへのデプロイ用にアプリケーションを構成する方法



JDeveloperでアプリケーションを作成する際には、アプリケーション・サーバー接続を介して、パッケージ化されたアプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイできます。パッケージ化されたアプリケーションには、デプロイするファイルの指定、それらのファイルの構成の説明、およびターゲット・サーバーの指定を行うデプロイメント・プロファイルが含まれます。ターゲットのOracle WebLogic Serverインスタンスは、ローカルでインストールするか、ネットワーク・ドライブにマップする必要があります。

Oracle WebLogic Serverへのデプロイのためにアプリケーションを構成するには、次のようにします。




	サーバー上で、必要なJDBCデータソースを設定します。詳細は、「JDBCデータソースの設定」を参照してください。
	Oracle WebLogic Server上のEJBにアクセスするクライアントの場合、クライアントで次のコードが必要です。


env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, 
  "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory"); 
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "system"); 
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome1"); 
env.put(Context.PROVIDER_URL, "t3://localhost:7001"); 




	2つ以上の異なるアプリケーションで同じEJBを使用している場合、Oracle WebLogic Serverへのデプロイでは、通常2つ目のデプロイでJNDI名の競合が発生します。このため、次の手順を実行して、2つ目以降のデプロイメントで使用するEJBのJNDI名を変更する必要があります。

	
weblogic-ejb-jar.xmlを右クリックして、「開く」を選択します。


	
「Enterprise JavaBean」の下で、関連するModuleBM Beanを選択します。右側に「EJB」タブが表示されます。


	
「EJB」タブで、weblogic-ejb-jar.xmlのJNDI名、およびOracle WebLogic Serverにすでにデプロイされている他のEJBのJNDI名と同じにならないように、「JNDI名」フィールドを変更します。


	
EJBにアクセスするアプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイします。デプロイ時には、IDEによって適切なEJB参照が自動的にweblogic.xmlに埋め込まれます。















22.3.7.2 デプロイ用にクライアント・アプリケーションを構成する方法



Java EEクライアント・モジュールは、クライアントJARファイルとしてパッケージ化されます。このファイルには、1つ以上のJavaアプリケーション・コンポーネント、および1つのクライアント・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル(application-client.xml)が含まれています。デプロイメント・プロファイルとデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルを作成した後は、クライアントJARをアプリケーション・サーバーにデプロイできます。

クライアント・アプリケーションをデプロイ用にパッケージ化するには、次の手順を実行します。




	プロジェクト用のクライアントJARファイル・デプロイメント・プロファイルを作成します。

プロジェクトに、すでにプロファイルが作成されている場合があります。複数のターゲットにデプロイする場合は、ターゲットごとに個別のプロファイルを作成します。




	application-client.xmlデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルを作成します(プロジェクトに存在しない場合)。

通常、このファイルはアプリケーション・クライアントとともに作成されます。












22.3.7.3 デプロイ用のアプレットの構成方法



スタンドアロン・アプレットは、Webアーカイブ(WAR)ファイルとしてパッケージ化されます。このファイルには、そのアプレット、アプレットHTMLファイル、標準のJava EE Webデプロイメント・ディスクリプタweb.xml、および場合によっては、ターゲット固有のデプロイメント・ディスクリプタも含まれています。デプロイメント・プロファイルと適切なデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルを作成した後は、アプリケーションを、アプリケーション・サーバーにデプロイしたり、アーカイブ・ファイルとしてデプロイすることができます。

Webアプリケーションをデプロイ用に構成するには、次の手順を実行します。




	プロジェクト用のWARファイル・デプロイメント・プロファイルを作成します。

プロジェクトに、すでにプロファイルが作成されている場合があります。複数のターゲットにデプロイする場合は、ターゲットごとに個別のプロファイルを作成します。




	プロジェクトに、web.xml デプロイメント・ディスクリプタを追加します(存在していない場合)。

通常、このファイルはWARファイル・デプロイメント・プロファイルとともに作成されます。








注意:

「クラスが見つかりません」というエラーが表示されるなど、Swingアプレット(JApplet)をデプロイしているときに問題が発生した場合は、JDeveloperがSwingライブラリを検出できないことを示している可能性があります。場合によっては、クライアントでSunのJava SEブラウザ・プラグインを使用するか、JVMバージョン1.1のSwingライブラリをアプレットにバンドルする必要があります。デプロイされるアプレット・ファイルは、デプロイ済の他のWebアプリケーション・ファイルとは別の場所に配置する必要があります。











22.3.7.4 Oracle WebLogic ServerでのJDBCデータソースの設定



デプロイされたファイルにパスワードがプレーン・テキストで表示されるのを避けるため、JDeveloperではパスワードのインダイレクションが使用されます。したがって、アプリケーションが正常に実行されるためには、データソースのパスワードをサーバー上で設定する必要があります。

これを行うにはグローバル・データソースを使用し、グローバル・データソースはOracle WebLogic Server管理コンソールで「JDBC」の下にある「データソース」リンクを使用して設定します。

JDeveloperでは、アプリケーション・リソース名を識別するために、Webアプリケーションweb.xmlまたはEJBアプリケーションejb-jar.xmlに必要な<resource-ref>エントリが含まれていることが確認されます。名前の形式はjdbc/connection-nameDSで、connection-nameはアプリケーション・リソース接続の名前です。

アプリケーションでは、java:comp/env/jdbc/connection-nameDSのアプリケーション固有のリソースJNDIネームスペースを使用してこのデータソースを参照します。アプリケーションでこのリソースを検出できるのは、web.xmlにjdbc/connection-nameDSの<resource-ref>エントリが含まれているためです。

生成されるファイルにとって重要なコントロールは、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログの「WebLogic」ページにある「デプロイ中にweblogic-jdbc.xmlディスクリプタを自動生成および同期化」フィールドです。

「自動生成」フィールドを選択すると、JDeveloperでは次の動作が行われます。





	
アプリケーション・リソースの接続ごとにapplication-name-jdbc.xmlファイルを生成し、間接的なパスワード属性を設定します。


<jdbc-driver-params>
<use-password-indirection>true</use-password-indirection>
</jdbc-driver-params>


デプロイ時に、JDeveloperではJDBC接続のパスワードはapplication-name-jdbc.xmlのユーザー名から決定され、Mbeanを使用してJDBC接続パスワードが移入されます。


	
weblogic-application.xmlが更新され、各application-name-jdbc.xmlがモジュールとして追加されます。


	
web.xml(存在する場合)には、各JDBC JNDI名へのリソース参照があります。








Oracle WebLogic Serverでグローバル・データソースを作成する方法

グローバル・データソースは、Oracle WebLogic Server管理コンソールで作成します。





グローバル・データソースを設定するには、次のようにします。




	Oracle WebLogic Server管理コンソールにログインします。詳細は、「ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法」を参照してください。
	「JDBC」の下にある「データソース」リンクをクリックします。
	「JDBCデータ・ソースの概要」ページで「新規」をクリックします。
	「新しいJDBCデータ・ソースの作成」ページで、データソースの詳細を入力します。

名前は自由に指定できます。

JNDI名はjdbc/connection-nameDSの形式にします。たとえば、アプリケーションの接続名がconnection1の場合、JNDI名はjdbc/connection1DSです。




	データベース・タイプが「Oracle」、ドライバがOracleのサービス接続用ドライバ(シン)、バージョン9.0.1,9.2.0,10,11になっていることを確認します。
	「次へ」を2度クリックし、「新しいJDBCデータ・ソースの作成」ページに移動して接続の詳細を入力します。

データベース名はOracle SIDです。

ホスト名はデータベースのあるマシンの名前です。

デフォルト・ポートは1521です。




	ユーザー名とパスワード、たとえば、hr/hrを入力します。
	「次へ」をクリックし、「構成のテスト」をクリックします。
	「次へ」をクリックし、「ターゲットの選択」ページに移動して、このデータソースのターゲットを選択します。ターゲットを選択できない場合、データソースは作成されていますがデプロイされていません。
	「終了」をクリックします。



例22-1 Oracle WebLogic Serverで実行するためのEARファイルへのデプロイ

Oracle WebLogic Serverで実行するアプリケーションをEARファイルにデプロイする場合、次の操作を実行できます。





	
「デプロイ中にweblogic-jdbc.xmlディスクリプタを自動生成および同期化」フィールドを選択し、アプリケーション・レベルの資格証明マッピングを使用してパスワードを設定します。


	
あるいは、「デプロイ中にweblogic-jdbc.xmlディスクリプタを自動生成および同期化」フィールドの選択を解除し、Oracle WebLogic Serverでグローバル・データソースを作成してパスワードを設定します。




ojdeployを使用してデプロイを行う場合

	
-nodatasourcesスイッチを使用し、次のいずれかの方法でOracle WebLogic Server上でパスワードを設定できます。

	
グローバル・データソースの作成。


	
アプリケーション・レベルのデータソースの手動作成。




ojdeployの詳細は、「コマンドラインからのデプロイ」を参照してください。


	
-nodatasourcesスイッチを使用しない場合は、アプリケーション・レベルの資格証明マッピングを使用する方法でのみパスワードを設定できます。












22.3.7.5 サード・パーティのサーバーにデプロイするアプリケーションの準備



アプリケーションをサード・パーティのサーバーで実行するために必要な、固有のタスクがあります。

Tomcatへのデプロイ:





	
デプロイ後にTomcatサーバーを停止し、再起動します。


	
jdeveloper_install/jdk/libに格納されているtools.jarライブラリが、Tomcatクラスパスにあることを確認します。このファイルは、Tomcatの実行に使用されるJDKと同じバージョンの必要があります。そうでない場合は、Tomcatでアプリケーションを実行するときに問題が発生することがあります。


	
Webアプリケーションはtomcat_install/webapps/サブディレクトリにデプロイすることをお薦めします。このオプションは、「WARファイル」デプロイメント・プロファイルの一般ページで設定します。


	
Tomcatアプリケーション・サーバーのシステム管理者は、conf/server.xmlファイルでアプリケーションへのコンテキスト・パスを割り当てる必要があります。


<DefaultContext crossContext="true"/> 


詳細は、Tomcatのシステム管理ドキュメントを参照してください。


	
TomcatにデプロイしたJSPアプリケーションを実行すると、次のエラー・メッセージが表示される場合があります。


Only one of the two parameters ... or ... should be defined.


Tomcatではプール後にタグがリリースされないため、定義されている互換性のない属性を同じタグに引き続き使用すると、このようなエラーが発生します。

エラーの発生を避けるには、Tomcatでのタグのプーリングを無効化する必要があります。

	
テキスト・エディタで、tomcat_home/conf/web.xmlファイルを開きます。


	
次の要素を検索します。


<init-param>
  <param-name>enablePooling</param-name>
  <param-value>true</param-value>
</init-param>




<param-value>の値をfalseに変更します。








WebSphereへのデプロイ

JDeveloperで生成されたEARを含むディレクトリに空白があると、WindowsへのWebSphereのデプロイは機能しません。





コマンドライン・オプションを渡すためにターゲット・アプリケーション・サーバー接続に直接アクセスできます。たとえば、RMI-IIOPデプロイメントをサポートするために、必要なスタブとスケルトンをクライアント側に含むクライアントJARを指定できます。これらのオプションは、サーバーのデフォルト設定を上書き(つまり無視)します。

デプロイ時にターゲット・アプリケーション・サーバー接続にオプションを渡すには、次の手順を実行します。

	
まだ作成していない場合は、適切なデプロイメント・プロファイルを作成します。


	
「アプリケーション」ウィンドウで、プロジェクトを右クリックして「プロパティ」を選択します。


	
「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの左側のパネルで、「デプロイメント」を選択します。


	
編集するデプロイメント・プロファイルを選択し、「編集」をクリックします。


	
コマンド・オプションを渡すターゲット接続タイプに対応したページが開きます。


	
ページを編集するか、または「デフォルトに戻す」をクリックしてターゲット・サーバーのデフォルト設定に戻します。

詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。


	
「デプロイメント・プロファイルのプロパティ」の編集が終了したら、「OK」をクリックします。














22.3.8 デプロイメント・プランの使用方法


デプロイメント・プランを使用すると、デプロイメントの値をオーバーライドできます。これを行う理由の1つは、テストを終了したアプリケーションを本番環境で実行できるように、デプロイメント・プロファイルを変更せずに設定を変更することです。

デプロイメント・プランを使用するように構成されているEAR、WARまたはEJB JARアーカイブをデプロイすると、アーカイブとデプロイメント・プランの両方がアプリケーション・サーバーに送信されます。1つのアプリケーションで複数のデプロイメント・プランを使用できます。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』で、「製品デプロイ用のアプリケーションの構成」のデプロイメント・プランに関する項を参照してください。

application.earというEARのデプロイメント・プランの例を次に示します。module-name要素には、関連付けるデプロイメント・プロファイルの名前が含まれている必要があります。


<deployment-plan xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xsi:schemaLocation="http://www.oracle.com/technology/weblogic/10.3/deployment-plan
http://www.oracle.com/technology/weblogic/10.3/deployment-plan/1.0/deployment-plan.xsd" 
xmlns="http://www.oracle.com/technology/weblogic/10.3/deployment-plan">
  <application-name>DeployPlan</application-name>
  <variable-definition>
    <variable>
      <name>SessionDescriptor_timeoutSecs</name>
      <value>888</value>
    </variable>
    <variable>
      <name>SessionDescriptor_invalidationIntervalSecs</name>
      <value>888</value>
    </variable>
    <variable>
      <name>SessionDescriptor_cookieMaxAgeSecs</name>
      <value>888</value>
    </variable>
  </variable-definition>
  <module-override>
    <module-name>application.ear</module-name>
    <module-type>ear</module-type>
    <module-descriptor external="false">
      <root-element>weblogic-application</root-element>
      <uri>META-INF/weblogic-application.xml</uri>
      <variable-assignment>
        <name>SessionDescriptor_timeoutSecs</name>
        <xpath>/weblogic-application/session-descriptor/timeout-secs</xpath>
      </variable-assignment>
      <variable-assignment>
        <name>SessionDescriptor_invalidationIntervalSecs</name>
        <xpath>/weblogic-application/session-descriptor/invalidation-interval-secs</xpath>
      </variable-assignment>
      <variable-assignment>
        <name>SessionDescriptor_cookieMaxAgeSecs</name>
        <xpath>/weblogic-application/session-descriptor/cookie-max-age-secs</xpath>
      </variable-assignment>
    </module-descriptor>
  </module-override>
</deployment-plan>


デプロイメント・プランを使用するように構成されているEAR、WARまたはEJB JARアーカイブをデプロイすると、アーカイブとデプロイメント・プランの両方がアプリケーション・サーバーに送信されます。1つのアプリケーションで複数のデプロイメント・プランを使用できます。





22.3.8.1 デプロイメント・プランの作成および使用方法



新規ギャラリからデプロイメント・プランを作成し、XMLエディタで編集できます。

作成したデプロイメント・プランは、EAR、WARまたはEJB JARに関連付けることができます。

または、Oracle WebLogic Serverでデプロイメント・プランを生成し、JDeveloperで使用する方法もあります。

デプロイ・プランを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、デプロイメント・プランを作成するプロジェクトを選択します。
	「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「カテゴリ」ツリーで「General」を展開し、「デプロイメント・ディスクリプタ」を選択します。「項目」リストで「WebLogicデプロイメント・ディスクリプタ」を選択し、「OK」をクリックします。
	「WebLogicデプロイメント・ディスクリプタの作成」の「ディスクリプタの選択」ページで、plan.xmlを選択します。

これが、アプリケーションで作成する初めてのデプロイメント・ディスクリプタである場合、「終了」を選択して、「plan.xml」というデフォルト名のままデプロイメント・プランを作成できます。

アプリケーションにplan.xmlという名前のデプロイメント・プランがすでにある場合は、「名前の選択」ページに移動し、デプロイメント・プランの新しい名前を入力してから「終了」をクリックします。デプロイメント・プランが作成されてプロジェクトに追加され、XMLエディタ・ウィンドウに表示されます。




	EAR、WARまたはEJB JARの「デプロイメント・プロファイルのプロパティ」を開きます。
	「デプロイメント計画」フィールドに、デプロイメント・プランへのパスを入力します。








22.3.8.2 デプロイメント・プランの生成方法



デプロイメント・プランを使用すると、アプリケーションのデプロイメント構成を複数のWebLogic Server環境にエクスポートできます。

デプロイメント・プランは、JDeveloperで最初から作成できます。

または、この項で説明しているように、デプロイメント・プランを生成してJDeveloperでアプリケーションに追加し、目的に合せて編集できます。これを行うには、次の2つの方法があります。





	
アプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイし、管理コンソールを使用してアプリケーションに変更を加えて、生成されたデプロイメント・プランを保存します。次に、デプロイメント・プランをJDeveloperでソースにコピーし戻し、必要な場合には変更できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』で、「製品デプロイ用のアプリケーションの構成」のデプロイメント・プランに関する項を参照してください。


	
weblogic.PlanGeneratorコマンドライン・ツールを使用し、EARを使用するアプリケーションにデプロイメント・プランを生成します。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の「weblogic.PlanGeneratorコマンドライン・ツール」を参照してください。




WebLogic Server管理コンソールを使用してデプロイメント・プランを生成するには、次のようにします。

	
Oracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイします。


	
WebLogic Server管理コンソールを開きます。

ドメインにインストールしたアプリケーションのデプロイメント・プロパティを対話的に変更すると、WebLogic Server管理コンソールは、有効なデプロイメント・プランを自動的に生成(または更新)します。生成されたデプロイメント・プランを後のデプロイメントにおけるアプリケーションの構成に使用することもできますし、デプロイメント・プロパティを繰返し編集および保存することで新しいバージョンのデプロイメント・プランを生成することもできます。




weblogic.PlanGeneratorコマンドライン・ツールを使用してデプロイメント・プランを生成するには、次のようにします。




	コマンドラインから、install/wlserver_10.3/server/bin/に移動して、setWLSEnv.shスクリプトまたはsetWLSEnv.cmdスクリプトを実行し、WebLogic ServerクラスをマシンのCLASSPATH環境変数に追加して、PATHで正しいJDKバイナリが使用可能であることを確認します。
	コマンドラインからEARファイルの場所に移動し、java weblogic.PlanGenerator -plan plan.xml application-name.ear -allを実行します。

スイッチ-all を指定すると、EARファイルで想定されるすべての属性の要素を含むデプロイメント・プランが生成されます。このスイッチを削除すると、生成されるデプロイメント・プランには、ディスクリプタ・ファイルに既存の属性の要素のみが含まれます。
















22.4 Javaアプリケーションのデプロイ


JDeveloperは、様々なアプリケーション・サーバーに対する、様々なテクノロジを含むアプリケーションのデプロイをサポートしています。この項では、アプリケーションをファイル・システム上の実行可能JARファイルにデプロイする手順について説明します。Java EEテクノロジを含むアプリケーションをデプロイする場合や、統合アプリケーション・サーバー、Oracle WebLogic Server、またはサポート対象の他のアプリケーション・サーバーにデプロイする場合は、「アプリケーション・サーバーへのJava EEアプリケーションの接続とデプロイ」に示す必須の構成および準備手順を完了していることを確認してください。





22.4.1 Java JARへのデプロイ



アプリケーションは、アーカイブ・ファイルをデプロイメント・ターゲットとして選択することで、間接的にデプロイできます。アーカイブ・ファイルは、ターゲットJava EEアプリケーション・サーバーに後でインストールできます。

JDeveloperには、異なるアプリケーションに対する様々なデプロイメント・モードがあります。ただし場合によっては、アプリケーションをJARファイルとしてファイル・システムに迅速かつ簡単にデプロイすることが必要になります。


注意:

実行可能なJARファイルをデプロイするためには、デプロイメント・プロファイルをあらかじめ作成しておく必要があります。



JDeveloperでシンプル・アーカイブをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択して右クリックします。


	
「デプロイメント・プロファイルのデプロイ」を選択します。デプロイメント・プロファイルは、前に作成したデプロイメント・プロファイルです。


	
「デプロイ」ダイアログの「デプロイメント・アクション」ページで「JARファイルにデプロイ」を選択し、ウィザードを終了します。




シンプル・アーカイブまたはJava EEクライアント・モジュールを実行可能JARファイルにすると、javaコマンドを使用して起動できます。


注意:

実行可能なJARファイルをデプロイするためには、デプロイメント・プロファイルをあらかじめ作成しておく必要があります。



実行可能JARファイルをデプロイするには、次の手順を実行します。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロパティの名前を選択して、「編集」をクリックします。
	ツリーで「JARオプション」をクリックします。
	「manifestファイルを含める(META-INF/MANIFEST.MF)」を選択します。
	「メイン・クラス」フィールドに、コールするアプリケーション・クラスの完全修飾名を入力します。
	「OK」をクリックします。
	プロファイルをファイルにデプロイすることにより、JARファイルを作成します(前の項を参照してください)。myapp.jarなどのJARファイルが作成されます。
	コマンドラインから次のコマンドを実行し、実行可能JARファイルを起動します。


java -jar myapp.jar












22.4.2 OSGiバンドルへのデプロイ



アプリケーションはOSGiバンドルとしてデプロイでき、それをOSGiコンテナにデプロイできます。

JDeveloperには、異なるアプリケーションに対する様々なデプロイメント・モードがあります。ただし場合によっては、アプリケーションをJARファイルとしてファイル・システムに迅速かつ簡単にデプロイすることが必要になります。


注意:

OSGiバンドルをデプロイするには、デプロイメント・プロファイルをあらかじめ作成しておく必要があります。詳細は、「デプロイメント・プロファイルの作成および編集方法」を参照してください。



JDeveloperでOSGiバンドルをデプロイするには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択して右クリックします。
	「デプロイメント・プロファイルのデプロイ」を選択します。デプロイメント・プロファイルは、前に作成したOSGiバンドルのデプロイメント・プロファイルです。
	「デプロイ」ダイアログの「デプロイメント・アクション」ページで「OSGiバンドルにデプロイ」を選択し、ウィザードを終了します。










22.5 Java EEアプリケーションのデプロイ


Java EEアプリケーションは、JDeveloperを使用してスタンドアロン・アプリケーション・サーバーに直接デプロイすることも、アーカイブ・ファイルを作成し、他のツールを使用してアプリケーション・サーバーにデプロイすることもできます。





22.5.1 JDeveloperからアプリケーション・サーバーへのデプロイ方法



Java EEエンタープライズ・アーカイブ(EAR)デプロイメント・プロファイルを使用すると、アプリケーション・アセンブリの処理を集中管理できます。このアセンブル・タスクでは、EARファイルに組み込む構成済のJava EEデプロイメント・プロファイルを選択します。構成済のWAR、EJB JARまたはクライアントJARのプロファイルは、同じアプリケーション内のプロジェクトとして任意に組み合せることができます。アプリケーションを任意のアプリケーション・サーバー接続にデプロイする場合、JDeveloperでは、プロファイルの組合せを含む最小限のEARファイルがアセンブルされ、ターゲット・アプリケーション・サーバーにデプロイされます。

アプリケーションをJava EEエンタープライズ・アーカイブ(EARファイル)としてデプロイするには、次の手順を実行します。




	EARファイルのデプロイメント・プロファイルを作成します。
	ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続を作成します。
	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。
	「デプロイ」ダイアログの「デプロイメント・アクション」ページで、いずれかのデプロイメント・オプションを選択します。

	
アプリケーション・サーバー接続にデプロイ。WebモジュールをEARファイルとしてパッケージ化し、「デプロイ」ダイアログの「サーバーの選択」ページで選択または作成したアプリケーション・サーバー接続にデプロイします。


	
EARファイルにデプロイ。WebモジュールをEARファイルとしてパッケージ化し、EARデプロイメント・プロファイルで指定された場所に保存します。










EARデプロイメント・プロファイルを後から開きなおして変更を加えるには、「アプリケーション」ウィンドウのツールバーでアプリケーションを右クリックし、「アプリケーション・プロパティ」を選択します。次に、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロファイルの名前を選択し、「編集」をクリックします。

	
既存のEARファイルがある場合は、JDeveloper EARインポート機能を使用してEARを任意のプロジェクトにインポートできます。


	
EARファイルに含めるJARファイル、WARファイルおよびGARファイルは、EARファイルのデプロイ前に作成されている必要があります。これらの従属するアーカイブを作成するには、含まれるアプリケーションのデプロイメント・ディスクリプタに対して、「デプロイ」ダイアログで「JARファイルにデプロイ」、「GARにデプロイ」または「WARファイルへデプロイ」を選択します。


	
EARファイルにはパスワードが含まれていないため、たとえばEARファイルを作成してOracle WebLogic Serverで実行する場合、データソースをサーバー上で設定する必要があります。












22.5.2 RARファイルをデプロイする方法



リソース・アダプタ・アーカイブ(RAR)ファイルに格納されているリソース・アダプタは、Java EEアプリケーションのEARファイルと同様に、すべてのJava EEサーバーにデプロイできます。RARファイルは、EARファイルに含めるか、個別ファイルとして存在させることができます。

JDeveloperでリソース・アダプタ・アーカイブをデプロイするには、次の手順を実行します。




	デプロイメント・プロファイルを作成します。


注意:

変更を加えるために後でプロジェクト・デプロイメント・プロファイルを再オープンするには、「アプリケーション」ウィンドウでそのプロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。次に、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロファイルの名前を選択し、「編集」をクリックします。






	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→デプロイメント・プロファイルを選択します。
	「デプロイ」ダイアログの「デプロイメント・アクション」ページで、「RARファイルにデプロイ」を選択します。








22.5.3 リソース・アダプタ・アーカイブ(RAR)をEARに追加する方法



JDeveloperプロジェクトでは、EARプロファイルは、リソース・アダプタ・アーカイブ・ファイル(RARまたは.rar)をサポートしています。通常、RARファイルは、JDBCドライバのようにEnterprise Intelligence Server (EIS)ベンダーによって提供されます。Java EE開発者は、RARがサポートするEISサービスを自分のJava EEアプリケーションで利用する場合、RARファイルを自分のEARファイルにパッケージする必要があります。JDeveloperでは、RARファイルの作成を直接サポートしていませんが、JARファイル・デプロイメント・プロファイルのファイル・グループ機能を使用してRARファイルをアセンブルすることはできます。

ra.xmlファイルは、J2EE Connector Architecture (JCA)対応のRARファイルのデプロイメント・ディスクリプタです。詳細は、次を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javaee/tech/entapps-138775.html

RARをEARデプロイメント・プロファイルに追加するには、次の手順を実行します。




	JDeveloperで、既存のRARファイルをプロジェクトに追加します。
	同じプロジェクト内に、RARファイルとしてEARデプロイメント・プロファイルを作成します。
	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。
	「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロパティの名前を選択して、「編集」をクリックします。
	「アプリケーション・アセンブリ」ノードをクリックして、現在、プロジェクトに保存されている使用可能なJava EEモジュール(WARおよびEJB JAR)をすべて表示します。
	アセンブルしてEARファイルとともにパッケージ化するRAR (.rar)ファイルの隣にあるチェック・ボックスをチェックします。
	「OK」をクリックします。
	Java EE EARをデプロイします。



デプロイ時に、EARファイルのapplication.xmlには、RARファイルに自動的に追加される<connector>要素が含まれています。









22.5.4 メタデータ・アーカイブ(MAR)をデプロイする方法


メタデータ・アーカイブ(MAR)プロファイルは、アプリケーション・レベルのデプロイメント・プロファイルで、シード・カスタマイズをパッケージ化したり、ベース・メタデータをMDSリポジトリに配置するために使用します。MARプロファイルでは、ファイル・レベルではなくパッケージ・レベルでのみ選択が行えます。

MARプロファイルには、2つの使用方法があります。

	
1つ目の使用方法は、MARプロファイルを作成することです。作成したプロファイルは、デプロイのためにアプリケーションのEARに含めることができます。


	
2つ目の使用方法は、リモート・サーバーにデプロイされるアプリケーション用に構成されたMDSリポジトリにMARの内容をエクスポートすることです。この手順は、ADFライブラリのカスタマイズ変更を、リモート・アプリケーション・サーバーのデプロイ済アプリケーションに適用するためのものです。カスタマイズを初めてMARにパッケージ化し、最終的にEARの一部とするための手順ではありません。




詳細は、『Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発』でカスタマイズされたアプリケーションをパッケージおよびデプロイする方法に関する項を参照してください。







22.5.5 アプレットをWARファイルとしてデプロイする方法



アプレットを含むWebアプリケーション・コンポーネントは、WARファイルまたはEARファイルとしてターゲット・アプリケーション・サーバーにデプロイできます。

アプレットをWARファイルとしてデプロイするには、次の手順を実行します。




	まだ構成していない場合は、アプレットをデプロイ用に構成します。
	まだ作成していない場合は、アプリケーション・サーバー接続を作成します。
	「アプリケーション」ウィンドウで、プロジェクトを右クリックして「デプロイ」を選択し、デプロイメント・プロファイルを選択します。
	アプリケーション・サーバー接続にデプロイします。デプロイメント・プロファイルで指定されたアーカイブ・タイプを作成し、「デプロイ」ダイアログの「サーバーの選択」ページで選択または作成したアプリケーション・サーバー接続にデプロイします。

	
アプリケーション・サーバー接続にデプロイ。デプロイメント・プロファイルで指定されたアーカイブ・タイプを作成し、「デプロイ」ダイアログの「サーバーの選択」ページで選択または作成したアプリケーション・サーバー接続にデプロイします。


	
EARファイルにデプロイ。プロジェクトとその依存性(デプロイメント・プロファイルに指定)をEARにデプロイします。JDeveloperでは、EARファイルはデプロイメント・プロファイルに指定されているデフォルト・ディレクトリに置かれます。


	
WARファイルへデプロイ。プロジェクトをWARにデプロイします。JDeveloperでは、WARファイルはデプロイメント・プロファイルに指定されているデフォルト・ディレクトリに置かれます。





注意:

デプロイされるアプレット・ファイルは、デプロイ済の他のWebアプリケーション・ファイルとは別の場所に配置する必要があります。









デプロイしたWebアプリケーションは、ブラウザを実行してテストできます。詳細は、「アプリケーションのテストとデプロイの検証」を参照してください。

「クラスが見つかりません」というエラーが表示されるなど、Swingアプレット(JApplet)をデプロイしているときに問題が発生した場合は、JDeveloperがSwingライブラリを検出できないことを示している可能性があります。場合によっては、クライアントでSunのJava SEブラウザ・プラグインを使用するか、JVMバージョン1.1のSwingライブラリをアプレットにバンドルする必要があります。









22.5.6 共有ライブラリ・アーカイブをデプロイする方法



共有Java EEライブラリを使用すると、1種類以上のJava EEモジュールを複数のエンタープライズ・アプリケーション間で簡単に共有できます。共有ライブラリは、JARファイルとしてアプリケーション・サーバーにデプロイできます。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の第9章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。

共有ライブラリ・アーカイブを作成してデプロイするには:




	共有ライブラリのデプロイメント・プロファイル(共有ライブラリJARファイル)を作成します。詳細は、「デプロイメント・プロファイルの作成」を参照してください。
	「JARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログで、ライブラリをプロファイルに追加します。「ファイル・グループ」を選択し、「新規」をクリックして「ファイル・グループの作成」ダイアログを開き、新しいファイル・グループを定義します。
	ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続を作成します。
	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→共有ライブラリ・デプロイメント・プロファイルを選択します。
	「共有ライブラリのデプロイ」ダイアログの「デプロイメント・アクション」ページで、Weblogicアプリケーション・サーバーへのデプロイを選択し、「終了」をクリックします。








22.5.7 停止している管理対象サーバーにデプロイする方法



デプロイメントを正常に行うには、デプロイメント・プロセスを処理する関係から、WebLogic Serverドメインのアプリケーション・サーバーが起動している必要があります。停止しているサーバーにデプロイすると、デプロイメント・ログ・ウィンドウのメッセージにはサーバーが停止していると表示されますが、再起動したときにアプリケーションがインストールされます。ログ・メッセージの内容は、次のようになります。


[02:27:21 PM] ----  Deployment started.  ----
   [02:27:21 PM] Target platform is  (Weblogic 10.3).
   [02:27:23 PM] Retrieving existing application information
   [02:27:23 PM] Running dependency analysis...
   [02:27:23 PM] Building...
   [02:27:26 PM] Deploying 2 profiles...
   [02:27:26 PM] Wrote Web Application Module to /scratch/.../jdev/mywork/Application1/Project1/deploy/webapp1.war
   [02:27:26 PM] Wrote Enterprise Application Module to /scratch/.../jdev/mywork/Application1/application1.ear
   [02:27:26 PM] Deploying Application...
   [02:27:27 PM] [Deployer:149195]Operation 'deploy' on application 'application1' has been deferred since   'Server-2' is unavailable
   [02:27:27 PM] [Deployer:149034]An exception occurred for task [Deployer:149026]deploy application application1   on Server-2.: .
   [02:27:27 PM] Application Deployed Successfully.
   [02:27:27 PM] Elapsed time for deployment:  5 seconds
 [02:27:27 PM] ----  Deployment finished.  


デプロイメントが正常に実行されたように見えても、サーバーを再起動したときデプロイメントが正常に終了しないという場合があります。たとえば、デプロイメント・プロセスの一環である検証の一部が実行されなかった、あるいは正常なデプロイメントに必要なライブラリが欠落しているなどの原因が考えられます。この場合、サーバーを再起動しても、再開されたデプロイメントが失敗します。

停止しているサーバーには、アプリケーションを1回しかデプロイできません。停止している同じサーバーに同じアプリケーションを再度デプロイしようとすると、エラーが表示されます。











22.6 デプロイ後の構成


アプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイすると、複数のOracle WebLogic Server間で移行が可能になります。

最初のデプロイ時と同じ手順の一部を実行する必要がある場合があります。

一般に、アプリケーションを別のアプリケーション・サーバーに移行する際には、次の作業を行います。

	
ターゲットとなるアプリケーション・サーバーを正しいデータベース接続情報またはURL接続情報で構成します。


	
セキュリティ情報、たとえばJDBCデータソースをソースからターゲットに移行します。


	
新しいサーバーにアプリケーションをデプロイします。










22.7 アプリケーションのテストとデプロイの検証


アプリケーションは、デプロイが完了したら、Oracle WebLogic Serverからテストすることができます。

デプロイメントのログ・ウィンドウには、デプロイされたWebアプリケーションのコンテキスト・ルートURLが表示されます。ブラウザにアプリケーションのURLを入力して、デプロイ済のWebアプリケーションにアクセスできます。デプロイされたWebアプリケーションのURLが、たとえば次のようにデプロイメントのログ・ウィンドウに表示されます。


[03:08:20 PM] The following URL context root(s) were defined and can be used as a starting point to test your application:
[03:08:20 PM] http://12.345.678.912:7101/Project1
[03:08:21 PM] Elapsed time for deployment: 7 seconds
[03:08:21 PM] ---- Deployment finished. ----


URLをコピーしてブラウザに貼り付ければ、デプロイされたWebアプリケーションをテストできます。

ブラウザのプロキシ設定によっては、ホスト・マシンの完全なドメイン名を指定する必要があります。サーブレット・エンジンと、デプロイ済アプリケーションの表示に使用するブラウザが同じマシン上に存在する場合、ホスト名としてlocalhostを使用できます。







22.8 コマンドラインからのデプロイ


JDeveloperデプロイメントは、プロファイルと呼ばれる設計時データ構造の周辺に構築されます。一般的な実装は、JARアーカイブの構造を記述したArchiveProfileです。デプロイメント・プロファイルは、JDeveloperのプロジェクトまたはワークスペースの一部として作成できます。JDeveloperにはコマンド行ツールojdeployが用意されています。これを使用すると、JDeveloper GUIを起動せずに、ArchiveProfileのデプロイメントが可能になります。これは、最も単純な形式のデプロイメントです。これには次の機能があります。

ojdeployは、インプロセスでローカルにデプロイメントを実行することも、バックグラウンド・サーバーであるojserverに発行することもできます。詳細は、「ojserverの使用」を参照してください。

コマンド行からデプロイする前に、JDeveloperを少なくとも1回実行して、アプリケーションまたはプロジェクトのデプロイメント・プロファイルを作成する必要があります。

デプロイメント・プロファイルは、アプリケーションまたはプロジェクトのプロパティの一部として格納されます。





22.8.1 ojdeploy


ojdeployは、jdeveloper_install/jdeveloper/jdev/binのコマンド行から入手できます。次のように使用します。


ojdeploy <commandId>


詳細を確認するには、次のように入力します。


ojdeploy <commandId> -help


現在使用できるコマンドは、deployToArchive (デフォルト)のみです。このコマンドにより、アーカイブ・ファイルにデプロイされます。

使用方法:


ojdeploy -profile <name> -workspace <jws> [ -project <name> ] [ <options> ]
ojdeploy -buildfile <ojbuild.xml> [ <options> ]
ojdeploy -buildfileschema


ojdeployで次の引数を使用できます。




表22-2 ojdeployで使用できる引数

	引数	説明
	
-buildfile

	
バッチ・デプロイ用のビルドファイルへのフルパス。


	
-buildfileschema

	
ビルドファイルの出力XMLスキーマ。


	
-profile

	
デプロイするプロファイルの名前。

デプロイメント・プロファイルは、大きく2つのカテゴリに分類できます。1つは、アプリケーション(ワークスペース)・レベルで定義されるデプロイメント・プロファイルであり、もう1つは、プロジェクト・レベルで定義されるデプロイメント・プロファイルです。アプリケーション・プロファイルをデプロイする場合、ojdeployはアプリケーションの場所とプロファイルの名前を引数として取ります。プロジェクト・プロファイルをデプロイする場合、さらに-project引数を取ります。


	
-project

	
プロファイルを検索できる.jws内のJDeveloperプロジェクトの名前。省略すると、プロファイルはワークスペース内に存在しているとみなされます。


	
-workspace

	
JDeveloperのワークスペース・ファイル(.jws)へのフルパス。








ojdeployで次のオプションを使用できます。




表22-3 ojdeployで使用できるオプション

	オプション	説明
	
-address

	
デフォルト(localhost:2010)を使用しない場合のojserverのリスニング・アドレス。-address :2001または-address fasup-pls01のように、アドレスのデフォルト部分は省略可能です。


	
-basedir

	
ワークスペースのパス名を相対的に解釈できます。組込みマクロ${base.dir}で-basedirの値が取得されます。


	
-clean

	
コンパイル前の出力ディレクトリのクリーン


	
-datasources

	
JEEアプリケーションの場合は非推奨。-nodatasourcesオプションにより、IDEにある接続情報でdata-sources.xmlファイルを更新できません。JEEアプリケーション以外の場合、このオプションは無視されます。


	
-define

	
カンマ区切りの名前=値のペアとして変数を定義します。


	
-failonwarning

	
ビルド・システムが起動しないようにします。これは、単にワークスペースまたはプロジェクトをパッケージ化し、その時点でコンパイルしない場合に便利です。-cleanを追加すると、コンパイルの前にプロジェクト出力ディレクトリからすべてのファイルが削除されます。ファイルまたはディレクトリを削除できなかった場合、デプロイはそのプロファイルで停止します。


	
-forcerewrite

	
ojdeployを実行して内容が変更されなかった場合でも、出力ファイルが再書込みされます。


	
-nocompile

	
ビルド・システムが起動しないようにします。これは、単にワークスペースまたはプロジェクトをパッケージ化し、その時点でコンパイルしない場合に便利です。-cleanを追加すると、コンパイルの前にプロジェクト出力ディレクトリからすべてのファイルが削除されます。ファイルまたはディレクトリを削除できなかった場合、デプロイはそのプロファイルで停止します。


	
-nodatasources

	
IDEのデータ・ソースを含めないでください。


	
-nodependents

	
プロジェクトおよびプロファイルの依存性に移動しないようにojdeployに指示します。つまり、依存プロジェクトは自動的にコンパイルされず、依存プロファイルは自動的にデプロイされません。これは、プロジェクトとプロファイルとの間の依存性が外部で計算される状況や、ojdeployの複数のインスタンスがプロジェクトとワークスペースの同じセットで機能している状況で役立ちます。


	
-ojserver

	
ojserver上でデプロイメント・ジョブを実行します。他のオプションによって参照されるパスはすべて、サーバー上でアクセスできる必要があります。


	
-outputfile

	
プロファイルから作成されるJARファイルをリダイレクトします。デフォルトは、プロジェクトまたはワークスペース内の\deployディレクトリ内です。

ファイル拡張子の自動化: -outputfileパラメータでファイル拡張子を指定しない場合、ojdeployは、プロファイルの元のファイル名を調べて拡張子を割り出します。


	
-project

	
指定した場合、プロジェクトでプロファイルを検索するようにojdeployに指示します。パスまたは拡張子.jprのない名前のみを指定します。


	
-statuslogfile

	
処理済のすべてのプロファイルとそれぞれのステータスのリストが格納されたXMLファイルを作成します。最後のサマリー・セクションをチェックすると、スクリプト全体の終了ステータスを簡単に確認できます。


	
-stderr

	
各プロファイルおよびプロジェクトのファイルにこれらの各ストリームをリダイレクトできます。ファイルの名前またはパスでマクロを使用できます。


	
-stdout

	
ファイルに標準出力をリダイレクトします。


	
-timeout

	
1つのプロファイルのデプロイメントが中止されるまでの経過秒数を指定できます。そのプロファイルが他のプロファイル(同様にデプロイが必要)に依存する場合、この時間内にすべて完了する必要があります。


	
-updatewebxmlejbrefs

	
web.xmlでEJB参照を更新します。


	
-workspace

	
デプロイメント・プロファイルは、大きく2つのカテゴリに分類できます。1つは、アプリケーション(ワークスペース)・レベルで定義されるデプロイメント・プロファイルであり、もう1つは、プロジェクト・レベルで定義されるデプロイメント・プロファイルです。ワークスペース・プロファイルをデプロイする場合、ojdeployでは、ワークスペースの場所、およびプロファイルの名前を取ります。プロジェクト・プロファイルをデプロイする場合、さらに-project引数を取ります。








ojdeployで次の組込みマクロを使用できます。




表22-4 ojdeployで使用できる組込みマクロ

	マクロ	説明
	
${workspace.name}

	
.jwsを除いたワークスペース名


	
${workspace.dir}

	
.jwsファイルが格納されたディレクトリ


	
${project.name}

	
.jprを除いたプロジェクト名


	
${project.dir}

	
.jprファイルが格納されたディレクトリ


	
${profile.name}

	
プロファイルの定義済の名前


	
${deploy.dir}

	
デフォルトのデプロイ・ディレクトリ。通常、プロジェクト・レベルのプロファイルの場合は${project.dir}/deploy、ワークスペース・レベルのプロファイルの場合は${workspace.dir}/deployです。


	
${base.dir}

	
-basedirパラメータの値、または現在のディレクトリ。









注意:

${project.name}と${project.dir}を使用できるのは、プロジェクト・レベルのプロファイルをデプロイする場合のみです。



例:

プロジェクト・レベルのプロファイルをデプロイする場合


ojdeploy -profile webapp1 -workspace /usr/jdoe/Application1/Application1.jws
         -project Project1
ojdeploy -profile webapp1 -workspace Application1/Application1.jws 
         -basedir /usr/jdoe -project Project1





ワークスペース・レベルのプロファイルをデプロイする場合


ojdeploy -profile earprofile1 -workspace /usr/jdoe/Application1/Application1.jws


ワークスペースの全プロジェクトから全プロファイルをデプロイする場合


ojdeploy -workspace /usr/jdoe/Application1/Application1.jws 
         -project \* -profile \*


ojbuildファイルからバッチ・モードでビルドする場合:


ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml


ojbuildファイルを使用してビルドし、デフォルトの変数をビルド・ファイルに渡したり上書きする場合:


ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml -define myhome=/usr/jdoe,mytmp=/tmp
ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml -basedir /usr/jdoe


ojbuildファイルを使用してビルドし、defaultセクションにパラメータを設定したり上書きする場合:


ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml -nocompile

ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml 
         -outputfile '${workspace.dir}/${profile.name}.jar'
ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml -define mydir=/tmp 
         -outputfile '${mydir}/${workspace.name}-${profile.name}'


その他の例:


ojdeploy -workspace Application1/Application1.jws,Application2/Application2.jws
         -basedir /home/jdoe -profile app*
ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml 
         -define outdir=/tmp,rel=11.1.1 
         -outputfile'${outdir}/built/${workspace.name}/${rel}/${profile.name}.jar'
ojdeploy -workspace Application1/Application1.jws -basedir /home/jdoe -nocompile
         -outputfile '${base.dir}/${workspace.name}-${profile.name}'
ojdeploy -workspace /usr/jdoe/Application1.jws -project * -profile * 
         -stdout /home/jdoe/stdout/${project.name}.log
ojdeploy -buildfile /usr/jdoe/ojbuild.xml -ojserver







22.8.2 Mac OS Xプラットフォームからのojdeployの使用


Mac OS Xプラットフォームでojdeployを使用している場合は、jdev_install/jdeveloper/jdev/bin/jdev.confファイル内の変数SetSkipJ2SDKCheckをtrueに設定する必要があります。エントリは次のようになります。

SetSkipJ2SDKCheck true







22.8.3 ojdeployの使用


現在JDeveloperでは、Antスクリプトによるデプロイをサポートしています。詳細は、「Antを使用したコマンドラインからのデプロイ方法」を参照してください。

ojdeployを使用したコマンドラインによるデプロイは、バッチ・ファイルや他のスクリプトを使用して既存のプロジェクトやアプリケーションをデプロイする場合に特に便利です。





22.8.3.1 ビルド・スクリプトを編集せずにオーバーライドする方法



ビルド・スクリプトで定義したマクロ値を渡したりオーバーライドするには、-defineオプションを使用して、新しい値を指定します。


ojdeploy -buildfile /home/jdoe/ojbuild.xml -define "mycustomdir=/tmp"


これにより、mycustomdir変数がビルド・スクリプトの<defaults>セクションに追加されます。この変数が/tmp値にすでに定義されている場合は置き換えられます。

ビルド・スクリプトに定義したパラメータ値を渡したりオーバーライドするには、適切なパラメータ・オプションを使用します。次に例を示します。


ojdeploy -buildfile /home/jdoe/ojbuild.xml -nocompile -nodatasources


これにより、-nocompileと-nodatasourcesパラメータがビルドファイルのdefaultセクションに追加されます。









22.8.3.2 コマンドラインから複数のプロファイルをデプロイする方法



コマンドライン・デプロイメントでは、1回の起動で複数のアプリケーションをデプロイできます。複雑な制御が必要な場合は、ojdeployでXMLビルド・スクリプトを指定して処理し、検出されたすべてのデプロイ・タスクを実行できます。マクロおよびワイルドカードは、コマンドラインとバッチ・モードの両方で使用できます。マクロは、まとめて連結したり、ネストすることができます。

デプロイ対象の各プロファイルは、アプリケーションとプロジェクトによって修飾されます。また、各プロファイルの出力は、異なる出力ファイルや場所に出力できます。さらに、コール側スクリプトではアプリケーション内のプロジェクトを認識しないため、基準に一致する全部または一部のプロジェクトのみがデプロイされます。このような入力や基準を指定するコマンドライン構文は煩雑となり、柔軟性が失われる場合があります。

ビルド・ファイルはojdeployに渡すことができます。ビルドファイルには、複数の<deploy>タスクとともに、環境を設定できる共有の<defaults>セクションが含まれます。各デプロイ・タスクでは、デプロイのタイプ(前述のセット)を指定し、必要に応じてデフォルト値をカスタマイズします。各タスクでは、そのタスクのスコープに適用するパラメータ引数内で適用可能なワイルドカードも使用できます。プリプロセッサはビルドファイルを解析してojdeployに渡し、必要に応じてワイルドカードを展開して変数を置換します。

ビルドファイルの利用には、コマンドライン構文にくらべて次の利点があります。





	
より多くのパラメータをojdeployに追加できます。パラメータのインプリメンタに、バッチ・ビルドの概念についての認識は不要です。


	
煩雑な場合でも、コマンドライン構文を単純にできます。


	
現在のコンテキストに基づいてパラメータを動的に評価し、プリプロセッサ・マクロの事前定義リストにアクセスできます。たとえば、OutputFileの場所をc:\temp\${profile.name}として指定できます。この場合、マクロ${profile.name}が自動的に追加されます。




サンプルのビルドファイルを次に示します。すべてのデプロイ処理を起動するためのコマンドラインはojdeploy ojdeploy-build.xmlです。ファイルは上から下へ処理されます。


<?xml version="1.0" encoding="US-ASCII" ?>
<ojdeploy-build basedir="/usr/jdoe/">
  <!-- Defines default parameters for all deploy tasks.
       Also defines some variables strictly for use within this file
       in macros
  -->
  <defaults>
    <parameter name="profile" value="*"/>
    <parameter name="nocompile" />
    <-- define a macro -->
    <variable name="customdir" value="/var/projects/fin/"/>
  </defaults>
  <!-- Select all .jws files in location ${customdir} called absoluteFile1.jws, absoluteFile2.jws.
       Open all projects.
       Deploy profiles p1, p2, p3 in each project, in each workspace.
  -->
  <deploy>
    <parameter name="workspace" value="${customdir}/absoluteFile1.jws,${customdir}/absoluteFile2.jws"/>
    <parameter name="project" value="*"/>
    <-- Override default profile parameter -->
    <parameter name="profile" value="p1,p2,p3"/>
  </deploy>
  <!--
    Open relativeFile1.jws in the base directory
    Open all projects.
    Deploy all profiles (default for "profile" parameter is "*")
  -->
  <deploy>
    <parameter name="workspace" value="relativeFile1.jws"/>
    <parameter name="project" value="*"/>
  </deploy>
  <!--
    Open relativeFile2.jws in base directory.
    Open all Projects
    Deploy profiles matching the patter "web*"
  -->
  <deploy>
    <parameter name="workspace" value="relativeFile2.jws"/>
    <parameter name="project" value="*"/>
    <parameter name="profile" value="web*"/>
  </deploy>
</ojdeploy-build>









22.8.3.3 ワイルドカード・サンプルの使用方法



プロジェクト名とプロファイル名は、"*"、"name*"、"name1,name2,name3,..."、またはこれらの組合せとして指定できます。アプリケーション名は列挙の必要があるため、アプリケーション名に"*"は使用できませんが、"application1"または"application1,application2,application3"のように指定できます。

次に例を示します。





	
adf* (プロファイル)


	
View* (プロジェクト)


	
*Controller(すべてのコントローラ・プロジェクト)




アプリケーションでワイルドカードを使用する例:


<ojdeploy-build basedir= "/home/jdoe" >
  <deploy>
    <parameter name= "workspace" value= "Application1.jws,Application2.jws" />
    <!-- above pattern gets /home/jdoe/Application1.jws and /home/jdoe/Application2.jws -->
    . . .
  </deploy>
/ojdeploy-build>









22.8.3.4 バッチ・デプロイメントのログ・ファイルの作成方法



-statuslogfileパラメータでは、ユーザーは、デプロイメント・バッチ全体のビルド・サマリーを作成できます。マクロを使用せず、絶対パスを指定してください。

ログ・ファイルには、処理されたデプロイ・タスクと各タスクのステータスがXML形式でリストされます。ステータスはSUCCESSまたはFAILEDのいずれかで、exitcode属性が含まれます。exitcodeに指定できる値は、次のとおりです。





	
0 - 成功


	
1 - 致命的エラー(NPE、OutOfMemoryなど)


	
2 - JDeveloper構成エラー(拡張子の欠落など)


	
4 - デプロイ・エラー(コンパイル、デプロイ例外など)。すべての終了コードはビットごとにOR演算されます。




各ログの最後にあるサマリー・セクションでは、組み合されたステータスを使用できます。

次に、バッチ・デプロイメント・ログ出力の例を示します。


<?xml version="1.0"?>
 <ojdeploy-log>
  <deploy-task>
   <target>
    <profile>webapp1</profile>
    <workspace>/scratch/jdoe/jdev/mywork/Application3/Application3.jws</workspace>
    <project>Project1.jpr</project>
   </target>
   <exception msg="**** One or more compilation errors prevented deployment from continuing.">
    oracle.jdeveloper.deploy.DeployException: **** One or more compilation errors prevented deployment from continuing.
    at oracle.jdevimpl.deploy.common.ModulePackagerImpl.compileDependents(ModulePackagerImpl.java:143)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.ModulePackager.compile(ModulePackager.java:65)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.ModulePackager.prepareImpl(ModulePackager.java:52)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.WrappedDeployer.prepareImpl(WrappedDeployer.java:32)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.WrappedDeployer.prepareImpl(WrappedDeployer.java:32)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.DeploymentManagerImpl.deploy(DeploymentManagerImpl.java:411)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.DeploymentManagerImpl$1.run(DeploymentManagerImpl.java:281)
 
   </exception>
   <status exitcode="4">FAILED</status>
  </deploy-task>
  <deploy-task>
  <target>
   <profile>archive1</profile>
   <workspace>/scratch/jdoe/jdev/mywork/Application3/Application3.jws</workspace>
   <project>Project1.jpr</project>
  </target>
  <exception msg="**** One or more compilation errors prevented deployment from continuing.">
    oracle.jdeveloper.deploy.DeployException: **** One or more compilation errors prevented deployment from continuing.
    at oracle.jdevimpl.deploy.common.ModulePackagerImpl.compileDependents(ModulePackagerImpl.java:143)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.ModulePackager.compile(ModulePackager.java:65)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.ModulePackager.prepareImpl(ModulePackager.java:52)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.WrappedDeployer.prepareImpl(WrappedDeployer.java:32)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.WrappedDeployer.prepareImpl(WrappedDeployer.java:32)
    at oracle.jdeveloper.deploy.common.AbstractDeployer.prepare(AbstractDeployer.java:69)
    at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.DeploymentManagerImpl.deploy(DeploymentManagerImpl.java:411)
   at oracle.jdevimpl.deploy.fwk.DeploymentManagerImpl$1.run(DeploymentManagerImpl.java:281)
 
  </exception>
  <status exitcode="4">FAILED</status>
 </deploy-task>
 <deploy-task>
  <target>
   <profile>ejb1</profile>
   <workspace>/scratch/jdoe/jdev/mywork/Application3/Application3.jws</workspace>
   <project>Project3.jpr</project>
  </target>
 <status exitcode="0">SUCCESS</status>
 </deploy-task>
 <summary>
 <start-time>2007-12-19 12:10:42 PST</start-time>
 <end-time>2007-12-19 12:10:45 PST</end-time>
 <total-tasks>3</total-tasks>
 <failures>2</failures>
 <status exitcode="4">FAILED</status>
 </summary>
 </ojdeploy-log>









22.8.3.5 タイムアウト


-timeoutパラメータは、ランナウェイ・デプロイメントの終了に使用できます。これは、デプロイメントの所要時間に関する上限を指定します。

タイムアウトは、バッチ全体ではなくプロファイルごとに設定します。









22.8.4 Antを使用してコマンドラインからデプロイする方法


JDeveloperでのデプロイは、デプロイメント・プロファイルを基にして構築されています。一般的な実装は、JARアーカイブの構造を記述したArchiveProfileです。

デプロイメント・プロファイルは、プロジェクトまたはアプリケーションの一部として作成できます。ojdeployを使用すると、JDeveloper IDEを起動せずに、ArchiveProfileのデプロイが可能になります。

コマンド行デプロイメントには、JDeveloperのインストールが必要ですが、このインストールはヘッドレス・モードで起動されるため、JDeveloper IDEは表示されず、ヘッドレス・モードに定義されているすべての拡張機能がロードされます。この形式のデプロイでは、JDeveloperのアプリケーションとプロジェクト、およびそのメタデータを読み込むことができます。

コマンド行デプロイメントを起動するAntスクリプトは、手動で作成する必要があります。結果としてデプロイされるアーカイブは、使用しているJDeveloperのバージョン、およびコマンド行デプロイメントの起動時に有効な拡張機能によって異なります。


注意:

JDeveloperから、アプリケーション用の.earファイルを生成することをお薦めします。.earファイルは、デプロイに必要な適切なクラス依存性をすべて備えて生成されます。.earファイルを生成せずに直接アプリケーションを参照してAntでデプロイするには、クラスとJARファイルの依存性を手動で解決する必要がある場合があります。



ojdeployタスクはAnt <exec>タスクの拡張であるため、そのタスクの有効な属性はojdeployで使用できます(arg、failonerrorなど)。

たとえば、エラーが発生した場合にデプロイメントを停止するには、failonerror="true"を追加します。

詳細は、『Apache Ant Manual』(http://ant.apache.org/manual)のタスクの実行に関する項を参照してください。





22.8.4.1 Antビルド・スクリプトの生成方法



コマンド行デプロイメント用のAntビルド・スクリプトを簡単に作成するために、JDeveloperからAntスクリプトを生成できます。




	「プロジェクト」ウィンドウでプロジェクトまたはアプリケーションを選択し、「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」を選択します。「一般」カテゴリで「Ant」を選択します。「項目」ペインで、「ビルドファイル」タイプを選択し、「OK」をクリックします。

[image: プロジェクトのAntビルドファイル]




	プロジェクトからのビルドファイルの作成ダイアログを完了して、「OK」をクリックします。このスクリプトからojdeployを起動するには、パッケージ化タスクを含めるを有効にします。

[image: パッケージ化タスクを含めるを選択してojdeployをコールします]


生成されたファイルの構造を「build.propertiesファイルについて」のbuild.propertiesファイルに示します。












22.8.4.2 build.xmlファイルについて


build.propertiesファイルはbuild.xmlとともに生成され、コマンド行デプロイメントに必要な追加の変数を定義します。

build.xmlの例を次に示します。


#Fri Feb 15 10:45:22 PST 2008
   #Sun Feb 24 18:47:36 PST 2008
   javac.nowarn=off
   javac.debug=on
   build.compiler=oracle.ojc.ant.taskdefs.OjcAdapter
   output.dir=classes
   oracle.home=../../oracle/
   javac.deprecation=off
   oracle.jdeveloper.ant.library=/scratch/jdoe/oracle/jdev//lib/ant-jdeveloper.jar
   oracle.jdeveloper.deploy.dir=/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/
   oracle.jdeveloper.ojdeploy.path=/scratch/jdoe/oracle/jdev//bin/ojdeploy
   oracle.jdeveloper.workspace.path=/scratch/jdoe/Application7/Application7.jws
   oracle.jdeveloper.project.name=Project1
   oracle.jdeveloper.deploy.profile.name=*
   oracle.jdeveloper.deploy.outputfile=/scratch/jdoe/Application







22.8.4.3 build.propertiesファイルについて


Antビルド・スクリプトは、JDeveloperの外部で実行できます。実行するには、build.xmlが格納されたディレクトリに変更してAntを実行します。JDeveloper内からも実行できます。実行するには、「アプリケーション」ウィンドウでbuild.xmlノードを右クリックし、「すべて」または「デプロイ」ターゲットを選択します。


注意:

デフォルトでは、コマンドライン・デプロイメント・タスクには、タスクとして有効なnocompileオプションがあり、コンパイル・タスクに依存しています。この依存性が削除されている場合は、nocompileオプションも削除できます。



JDeveloperから、アプリケーション用の.earファイルを生成することをお薦めします。.earファイルは、デプロイに必要な適切なクラス依存性をすべて備えて生成されます。.earファイルを生成せずに直接アプリケーションを参照し、Antを使用してデプロイするには、クラスとJARファイルの依存性を手動で解決する必要がある場合があります。

build.propertiesファイルの例を次に示します。


Buildfile: /scratch/jdoe/Application7/Project1/build1.xml 
 
init: 
 
compile: 
deploy:
 [ora:ojdeploy]
 [ora:ojdeploy] Oracle JDeveloper Deploy 11.1.1.0.0
 [ora:ojdeploy] Copyright (c) 2008, Oracle. All rights reserved.
 [ora:ojdeploy]
 [ora:ojdeploy] ----build file----
 [ora:ojdeploy] <?xml version = '1.0' standalone = 'yes'?>
 [ora:ojdeploy] <ojdeploy-build>
 [ora:ojdeploy] <deploy>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="workspace" 
value="/scratch/jdoe/Application7/Application7.jws"/>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="project" value="Project1"/>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="profile" value="*"/>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="nocompile" value="true"/>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="outputfile" 
value="/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/${profile.name}"/>
 [ora:ojdeploy] </deploy>
 [ora:ojdeploy] <defaults>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="buildfile" 
value="/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/ojdeploy-build.xml"/>
 [ora:ojdeploy] <parameter name="statuslogfile" 
value="/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/ojdeploy-statuslog.xml"/>
 [ora:ojdeploy] </defaults>
 [ora:ojdeploy] </ojdeploy-build>
 [ora:ojdeploy] ------------------
 [ora:ojdeploy] ---- Deployment started. ---- Feb 24, 2008 6:49:51 PM
 [ora:ojdeploy] Target platform is (WebLogic 10.3).
 [ora:ojdeploy] Running dependency analysis...
 [ora:ojdeploy] Wrote JAR file to 
/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/archive1.jar
 [ora:ojdeploy] Elapsed time for deployment: less than one second
 [ora:ojdeploy] ---- Deployment finished. ---- Feb 24, 2008 6:49:51 PM
 [ora:ojdeploy] ---- Deployment started. ---- Feb 24, 2008 6:49:51 PM
 [ora:ojdeploy] Target platform is (Java Enterprise Edition 1.5).
 [ora:ojdeploy] Running dependency analysis...
 [ora:ojdeploy] Wrote WAR file to 
/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/WindowMobile.war
 [ora:ojdeploy] Elapsed time for deployment: less than one second
 [ora:ojdeploy] ---- Deployment finished. ---- Feb 24, 2008 6:49:52 PM
 [ora:ojdeploy] Status summary written to 
/scratch/jdoe/Application7/Project1/deploy/ojdeploy-statuslog.xml
 
BUILD SUCCESSFUL
 Total time: 19 seconds







22.8.4.4 拡張開発者用のojdeploy


ojdeployコマンドには、拡張をojdeployプロセスに組み込むことができるフレームワークがあります。新しいフレームワークが登場する前は、ojdeployでは、アーカイブへのデプロイメントのみが可能でした。新しいフレームワークは、DeployCommand実装の作成と実行に対応するように設計されています。このフレームワークでは、たとえば、DeployCommandに対するojdeployのサポートを定義する拡張が可能です。

新しいフレームワークでは、次のような拡張が可能です。

	
各自のOJDeploy引数および解析ルールを定義します。


	
各自のコマンド・パーサーおよびモデルを定義します(オプション)。


	
ContextIteratorsを介した各自の引数の拡張およびワイルドカード・ロジックを定義します(オプション)。


	
DeployCommandコンテキストの正確な構成を制御します。


	
DeployCommandインスタンスの作成と設定を制御します。




このフレームワークは、柔軟性が大幅に向上する一方で、使用しやすいメカニズムが拡張作成者に提供されるように設計されています。これは、フレームワークに様々な組込みコンポーネント(AbstractCommandSupportやAbstractContextIteratorなど)が用意されているためです。




表22-5 クラスの種類

	クラス名	説明
	
Arguments

	
ojdeployプロセスに渡されるコマンド行引数を表します。Buildfilesパラメータ/変数も引数に変換されて処理されることに注意してください。


	
BuildScript

	
BuildScriptは、OJDeployプロセスの入力であるビルドファイルを表します。BuildScriptは、ビルドファイルから作成することも、コマンド行引数を解析することで作成することもできます。ただし、BuildScriptは、必ずOJDeployプロセス中に作成されます。


	
OJBuildScriptSupport

	
このクラスは、BuildScriptをojdeploycommanditeratorに変換します。次のシーケンス図に示すように、このクラスは、OJCommandSupportの作成、引数の解析およびOJContextIteratorsの作成を制御します。


	
OJCommandSupport

	
このクラスは、指定のDeployCommandの適切な作成をサポートする場合に使用されます。たとえば、DeployToArchiveCommandSupportが、アーカイブ・ファイルへのプロファイルのデプロイメントを可能にする1つの実装であるとします。この場合、各自のojdeployコマンドの拡張にロジックの大部分が実装されます。各自のOJCommandSupport実装の作成方法の手順については、次に示す手順の項を参照できます。


	
Context

	
IDEコンテキスト。コンテキストは重大です。これは、DeployCommandFactoryを介してDeployCommandインスタンスを作成する目的で使用されるためです。ojdeployの拡張として、DeployCommandインスタンスのインスタンス化に必要なコンテキストを構築する必要があります。


	
OJContextIterator

	
コンテキストのイテレータ。各種コンテキスト・イテレータが、使用できるように事前に作成されていることに注意してください。たとえば、ojdeployフレームワークには、指定のワークスペース(WorkspaceContextIterator)、プロジェクト(ProjectContextIterator)およびプロファイル(ProfileContextIterator)に基づきコンテキスト・インスタンスを移入するイテレータがあります。おそらく各自のContextIteratorを作成する必要はありませんが、作成する場合は、その目的で拡張できるAbstractContextIteratorもフレームワークに含まれます(この詳細は、各自のOJContextIteratorの作成方法に関する次の項で説明します。)


	
DeployCommand

	
ojdeployプロセスの全体の目的は、DeployCommandインスタンスを作成して実行することです。DeployCommandはIDEコマンドの拡張です。


	
DeployService

	
DeployServiceは、ojdeployプロセスでのDeployCommandの作成と実行をojdeployプロセスが制御する場合に呼び出されます。これは、次のシーケンス図に示すように、実際はOJDeployフレームワークAPIのクライアントです。


	
OJCommandModel

	
OJCommandModelは、IDE CommandModelの拡張です。これは、OJCommandParserに解析される引数を保持します。


	
OJCommandParser

	
OJCommandParserは、引数の解析とOJCommandModelの作成に使用されます。


	
OJCommand

	
DeployCommandと混同しないでください。OJCommandは、単純にCommandID (「Deployment.DeployToFileなど」)やコマンド・ラベル(DeployToArchive)を保持する簡易クラスです。CommandIDは、DeployCommandFactoryがDeployCommandを作成する場合に使用されます。コマンド・ラベルは、コマンド行またはビルドファイルでDeployCommand識別子として使用されるものです。コマンド・ラベルは、CommandIDに対応するユーザー・フレンドリな表現です。そのため、2つの間には1対1の関係があります。


	
OJDeployCommandIterator

	
OJDeployCommandIteratorは、指定のBuildScriptのすべてのDeployCommandインスタンスを反復する場合に使用されます。OJDeployCommandIteratorをOJContextIteratorsとともに使用すると、すべてのDeployCommandコンテキスト・オブジェクト(ワークスペース、プロジェクト、プロファイルなど)の遅延ロードが可能になり、さらに、ojdeployプロセス中に適切なリソース管理を行う目的で各コマンドの実行後にそれらのオブジェクトが自動的にリリースされます。









図22-4 シーケンス図

[image: 拡張フレームワークのシーケンス図]


現在の制限事項

	
GUIモードでIDE内からデプロイされたようにデプロイ済モジュールをojdeployで再作成するには、完全に同じJDeveloperインストールを使用する必要があります。Jdeveloperインストールに変更がある場合、ロードされる拡張あるいはそのバージョンも変更されている可能性があるため、最終結果も変わることがあります。


	
ojdeployの起動時間は、ヘッドレスJDeveloperの起動時間によって異なります。このモードに登録されるすべての拡張を初期化する必要があります。この時間は、ヘッドレス・モードの場合、各拡張がそれ自体を最適化することで短縮できます。大規模なビルドの場合、-ojserverオプションは、バックグラウンドで実行するサーバーにデプロイ・ジョブを発行できます。OJServerを参照





ヘッドレス属性の使用

ojdeployは、ヘッドレス(非GUI)モードでJDeveloperを実行します。これにより、このモードをサポートする各種拡張がすべて有効になります。





	
ヘッドレス・モードでの実行時にIDEアドイン(oracle.ide.Addin)がロードされていることを確認するには、これらをheadless=trueタグでマーク付けする必要があります。このようにマーク付けされていないアドインは、これらのヘッドレス・アドインから参照されません。

Addin.initialize()中は、現在アクティブなワークスペースやプロジェクトなどのすべてのIDEコンテキストが利用可能です。


	
ojdeployで実行する必要がある拡張から提供されるすべてのデプロイメント・ツールキットもheadless=true属性でマーク付けする必要があります。














22.8.5 ojserverの使用


ojserverは、サーバー・モードで動作し、リモート・クライアントのリクエストをリスニングする、JDeveloperのヘッドレス・バージョンです。クライアントであり、RMIを使用してサービス・リクエストをサーバーに送信します。ojserverの主な目的は、JDeveloperをヘッドレス・モードで実行するバッチ・スクリプトでコマンドライン・ツールを使用する際に発生する起動時間を短縮することです。ojserverはoracle/jdeveloper/jdev/binディレクトリにあります。

ojserverの使用方法、パラメータ、オプションおよび例を表示するには、jdeveloper_install/jdeveloper/jdev/binのコマンドラインでojserverと入力します。

ojdeployは、インプロセスでローカルにデプロイメントを実行することも、-ojserverオプションを使用して、バックグラウンドのOJServerに発行することもできます。-ojserverを使用する場合、ojdeployは、デプロイメントが完了するまでブロックし、終了コードは、サーバーでのデプロイメントの発生状況に応じて設定されます。

ojserverでの実行時にローカル・デプロイメントのすべてのオプションも利用できますが、絶対パスを使用する場合、サーバーでそのパスにアクセスできる必要があります。









22.9 Java Web Startを使用したデプロイ


Java Web Startは、Java SE 6以上の一部としてJava Runtime Environment (JRE)に含まれます(http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136112.html)。

JDeveloperでは、Java Web Startテクノロジの基盤になる、XMLベースのJNLP (Java Network Launching Protocol)定義の作成がサポートされています。Java Web Startを使用すると、Javaアプリケーションをデプロイしてインターネット・ブラウザから起動できます。Java Web Startでは、Javaクライアント・アプリケーションおよびアプレットをWebサーバー上で管理し、ユーザーがそれをクライアント・マシンにダウンロードして実行できます。JDeveloperのJava Web Start対応の作成ウィザードを使用すると、Webサーバーで管理されるが、クライアント・マシンでダウンロードおよび実行されるアプリケーションおよびアプレットを設定できます。


注意:

次回のレビューでこの注意点について再度確認します

2013年4月のJava SE 7 Update 21以降、すべてのJavaアプレットおよびWeb Startアプリケーションは、信頼できる証明書で署名することを求められます。7u25以降、署名する前に、すべてのファイルをJARに追加する必要があります。詳細は、Java Webサイト(http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/java-code-signing-1915323.html)を参照してください。



Java Web Startアプリケーションを開発するプロセスは、次のように要約できます。

	
Javaアプリケーションを開発します。


	
JDeveloper IDE内のJava Web Startで、アプリケーションを実行するユーザーの体験をシミュレートします。


	
JDeveloperのJava EE Webデプロイ・プロセスを使用して、本番アプリケーションをWebサーバーに移動します。





注意:

JDeveloperのJava Web Startを使用してアプリケーションおよびアプレットを起動するには、Java Web Startソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。アプリケーションやアプレットのユーザーも、それぞれのマシンにソフトウェアをインストールする必要があります。



Java Web Startと、Java Web Startソフトウェアのダウンロードの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136112.htmlを参照してください。





22.9.1 Java Web Startテクノロジの目的


Java Web Startとアプレットは同様のテクノロジに見えますが、いくつかの相違点があります。

	
アプレットのアプローチがWebを中心にしたJavaアプリケーションのデプロイであるのに対し、Java Web StartではWebブラウザに依存せずにアプリケーションのJARファイルのダウンロードが行われます。Java Web StartではWebブラウザを介してJava Web Start JNLPディスクリプタがダウンロードされた後で、アプリケーション・リソースがダウンロードされます。JNLPディスクリプタによってJava Web Startが実際のダウンロードを起動し、実行します。


	
アプリケーションのユーザーが体験するアプレットの動作は、Java Web Startと同じですが、Java Web Startではアプレットの場合のようにWebブラウザに関連付けられていません。アプリケーションが実行されたらWebブラウザは閉じることができ、アプリケーションはそのままJava Web Startで実行されます。




Java Web Startソフトウェアをクライアント・マシンにインストールした後、アプリケーション・ユーザーはWebページのリンクをクリックして、アプリケーションとアプレットを実行できます。アプリケーションがコンピュータにない場合、Java Web Startはアプリケーション・ライブラリのあるWebサーバーから必要なすべてのファイルを自動的にダウンロードします。そして、デスクトップ上のアイコンやブラウザ・リンクからいつでもアプリケーションを再起動できるように、ファイルをクライアント・コンピュータにキャッシュします。Java Web Startは必要に応じて更新を行うので、常に最新バージョンのアプリケーションがユーザーに提示されます。





22.9.1.1 Java Web Start対応の作成ウィザードによって生成されるファイル


アプリケーションをWebサーバー上で管理する一方で、アプリケーション・ユーザーはJava Web Startを使用してクライアント・マシン上でアプリケーションおよびアプレットを実行できます。Java Web StartとWebサーバーによるダウンロードをサポートするために、Java Web Start対応の作成ウィザードでは次のファイルが生成されます。

	
Java Web Startでアプリケーションをダウンロードして起動するために必要なJava Network Launching Protocol (JNLP)定義。.jnlpファイルには、アーカイブ・ファイルの記述と、このインスタンスにアプレットまたはアプリケーションが含まれているかどうかの記述があります。


	
Webサーバーからクライアントへのダウンロードを開始するためのURLを含んだHTMLファイル。HTMLファイルの作成はオプションですが、ファイルを手動で作成する場合を除いて、作成することを強くお薦めします。




アプリケーションをWebサーバー上で管理する一方で、ユーザーはJava Web Startを使用してクライアント・マシン上でアプリケーションおよびアプレットを実行できます。Java Web StartとWebサーバーによるダウンロードをサポートするために、Java Web Start対応の作成ウィザードでは次のファイルが生成されます。







22.9.1.2 JDeveloperにおけるWebサーバーの役割


JDeveloperでは統合WebLogic Server Webサーバーが提供されます。これを使用すると、Java Web Startで使用するWebアプリケーション・アーカイブのデプロイおよびダウンロードのプロセスをシミュレーションできます。JDeveloperでは、J2SEのデプロイメント・プロファイルの規則に従って、クライアント・マシンで実行されるコンポーネントのアーカイブ(シンプル・アーカイブ)とWebサーバーにデプロイされるコンポーネントのアーカイブ(Webアプリケーション・アーカイブ)が行われます。

Java Web Startの設定方法

	
クライアント・マシンにダウンロードされ、実行されるアプリケーションのソース・ファイルを含んだシンプルJavaアーカイブ.jarファイルを作成します。


	
JDeveloperで「Java Webサービスの作成」ウィザードを起動し、アプリケーションやアプレットをクライアント・マシンでダウンロードして実行できるようにするHTMLファイルおよびJNLPファイルを作成します。


	
WebサーバーにデプロイするWebアプリケーション・アーカイブ(.war)ファイルを作成します。このファイルには、JDeveloper myworkフォルダにあるpublic_htmlディレクトリの内容が含まれ、JAR、HTMLおよびJNLPファイルが含まれます。





注意:

JDeveloperの組み込まれたWebサーバーを使用するためにアプリケーションをデプロイする必要はありません。JDeveloperにはデフォルトのweb.xml定義があり、それによってJDeveloperのmyworkフォルダのpublic_htmlの内容が指定されます。



Webサーバーを設定したら、生成された.htmlファイルを使用して、JDeveloperでJava Web Startソフトウェアを起動できます。Java Web StartではWebブラウザを使用して、.jnlpファイルで識別されたコンポーネントがダウンロードされます。.jnlpファイル内の別の定義では、コンポーネントをアプリケーションとして実行するのか、セキュアなアプレットで実行するのかが特定されます。Java Web Startを起動し、ダウンロードを完了したら、Webブラウザを閉じてアプリケーションやアプレットの実行を続けることができます。









22.9.2 Java Web Startファイルの作成方法



Java Network Launching Protocol定義ファイルapplication-name.jnlpは、Java Web Start対応の作成ウィザードを使用してJavaクライアントを作成し、Javaのアプリケーションやアプレットをダウンロードしてクライアント・マシンで実行するときに自動的に作成されます。ただし、application-name.jnlpのコンテンツを制御する必要がある場合は、使用する独自のファイルを手動で作成できます。


注意:

この項目がグレー表示されている場合、application-name.jnlpファイルがプロジェクトですでに作成されていることを示します。プロジェクトごとに有効な各デプロイメント・ディスクリプタ・タイプは、1つのみです。



Java Web Start (.jnlp)ファイルを手動で作成するには、次の手順を実行します。




	「カテゴリ」ツリーで「General」を展開し、「デプロイメント・ディスクリプタ」を選択します。「項目」リストで、「Java Web Start(JNLP)ファイル」をダブルクリックします。
	カテゴリまたは項目が見つからなければ、正しいプロジェクトが選択されていることを確認して、「フィルタ条件」ドロップダウン・リストの「すべてのテクノロジ」を選択します。
	「OK」をクリックします。
	新しく作成したファイルがコード・エディタで開きます。このファイルを編集し、必要に応じて構成設定を追加します。



Java Web Startの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136112.htmlを参照してください。









22.9.3 Java Web Start用のJavaクライアントWebアーカイブを作成する方法



Java Web Startでアプリケーションをダウンロードして実行する前に、JDeveloperのJava EE Webデプロイメント・プロセスを使用して、サーバーを設定できます。

アプリケーションをWebサーバーに常駐させると、メンテナンスが非常に容易になります。Java Web Startは、ユーザーがアプリケーションを実行するたびに、アプリケーションの更新の確認およびダウンロードを行います。

Webサーバーへのデプロイ用のJavaクライアント・アプリケーションを作成するには、次の手順を実行します。




	Javaクライアント・アプリケーションのシンプルJARアーカイブを作成します。
	JavaクライアントのWeb Start JNLP定義を作成し、Java Web Startで使用するJNLPファイルおよびHTMLファイルを生成します。
	「アプリケーション」ウィンドウで、WARデプロイメント・プロファイルを作成するプロジェクトを選択します。
	「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「カテゴリ」ツリーで「General」を展開し、「Deployment Profiles」を選択します。「項目」リストで「WARファイル」をダブルクリックします。
	カテゴリまたは項目が見つからなければ、正しいプロジェクトが選択されていることを確認して、「フィルタ条件」ドロップダウン・リストの「すべてのテクノロジ」を選択します。新規デプロイメント・プロファイルの名前を入力し、「OK」をクリックします。
	「WARデプロイメント・プロファイルのプロパティ」パネルが表示されます。必要に応じて各ページの設定を構成します。プロパティの定義の終了後に「OK」をクリックします。

新しく作成されたweb.xmlデプロイメント・ディスクリプタが「アプリケーション」ウィンドウの指定したプロジェクトの下に表示されます。




	Java Web Start用のJavaクライアントWebアーカイブをデプロイします。
	(オプション) web.xmlデプロイメント・ディスクリプタを編集する場合は、「アプリケーション」ウィンドウでweb.xmlファイルを右クリックして「開く」を選択します。
	(オプション)変更を加えるために後でプロジェクト・デプロイメント・プロファイルを再オープンするには、「アプリケーション」ウィンドウでそのプロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。次に、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロファイルの名前を選択し、「編集」をクリックします。



作成したWARまたはEARをターゲット・アプリケーション・サーバーにデプロイする準備ができた後は、必ずアプリケーション・サーバー接続を作成してください。


注意:

Webモジュールは、ターゲット・デプロイメント・ディレクトリにデプロイされます。

Webアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタが、Webアプリケーション・アーカイブ(WAR)・ファイルWEB-INF/web.xml内にあることを確認してください。











22.9.4 Javaクライアント用のJava Web Start JNLP定義を作成する方法



Java Web Start対応の作成ウィザードを使用して、Javaアプリケーションおよびアプレットをクライアント・マシンにダウンロードして実行するためにJava Web Startソフトウェアで使用されるXMLベースのJNLP (Java Network Launching Protocol)定義ファイルを作成します。


注意:

JDeveloperのJava Web Startを使用してアプリケーションおよびアプレットを起動するには、Java Web Startソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。アプリケーションやアプレットのユーザーも、それぞれのマシンにソフトウェアをインストールする必要があります。参照


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136112.html



アプリケーションやアプレットは一連のJARファイルで配信する必要があり、イメージ、構成ファイルおよびネイティブ・ライブラリなどすべてのアプリケーション・リソースも、JARファイルに含める必要があります。リソースは、ClassLoader getResourceその他のメソッドを使用して検索する必要があります。Java Web Startでは、JARファイルのみがWebサーバーからクライアントに転送されます。詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136112.htmlを参照してください。

ウィザードでは、JNLPファイルと(オプションで)HTMLファイルがプロジェクトに追加されます。Java Web Startでは、これらの生成されたファイルを使用して、どのアプリケーション・ソースをWebサーバーにダウンロードするかが特定されます。





	
Java Web Startでアプリケーションをダウンロードして起動するには、Java Network Launching Protocol (JNLP)定義が必要です。.jnlpファイルには、アーカイブ・ファイルの記述と、このインスタンスにアプレットまたはアプリケーションが含まれているかどうかの記述があります。


	
HTMLファイル。HTMLファイルの作成はオプションですが、ファイルを手動で作成する場合を除いて、作成することを強くお薦めします。HTMLファイルには、Webサーバーからクライアントへのダウンロードを開始するためのURLが含まれます。




Java Web Start対応の作成ウィザードを起動してJNLPおよびHTMLファイルを作成する前に、シンプル・アーカイブ(JAR)ファイルを作成する必要があります。また、mainファンクションが存在するクラスを指定するよう要求されるため、そのクラスを確認する必要があります。

アプリケーションまたはアプレットのJNLP定義を作成するには、次の手順を実行します。




	「アプリケーション」ウィンドウで、JNLP定義を生成するプロジェクトを選択します。「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「カテゴリ」ツリーで「クライアント層」を開き、「Swing/AWT」を選択します。「項目」リストで、「Java Web Start (JNLP)ファイル」をダブルクリックし、Java Web Start対応の作成ウィザードを開きます。

「ようこそ」ページで「次へ」をクリックします。




	「アプリケーション情報」ページで、ファイル名、作成したJARファイルの名前と場所およびアプリケーションの実行に使用するクラスを入力します。
	Java Web Start対応の作成ウィザード使用の詳細なヘルプを参照するには、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックします。
	オプションのHTMLファイルを作成するには、「HTMLを作成」を選択します。必要なオプションを指定した後、「次へ」をクリックします。
	Web Startページで、JNLPファイルをドキュメント化するための情報を指定します。ウィザードへの入力を完了させて、「終了」をクリックします。



Java Web StartとともにJSPやサーブレットを使用することもできますが、手動でファイルを設定してコンテンツ・タイプを変更する必要があります。contentType = application/x-java-jnlp-fileを最初の行に指定したJNLPの例を次に示します。


<%@ page contentType="application/x-java-jnlp-file" %>
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<jnlp spec="1.0+" codebase="http://192.168.1.102:8888" href="jnlpfile.jnlp">
<information>
<title>Test</title>
<vendor>Oracle</vendor>
<homepage href="Test.html"/>
<description>Encryption Tool</description>
<icon href="images/frontpage.gif"/>
<offline-allowed/>
</information>
<security><all-permissions/></security>
<resources>
<j2se version="1.3"/>
<jar href="/apps/archive1.jar" main="true" download="eager" />
</resources>
<application-desc main-class="oracle.Ide">
</application-desc>
</jnlp>









22.9.5 Java Web Start用のJavaクライアントWebアプリケーション・アーカイブをデプロイする方法



Java Web Startでアプリケーションをダウンロードして実行する前に、JDeveloperの簡単なJava EE Webデプロイメント・プロセスを使用して、Webサーバーを設定できます。

アプリケーションをWebサーバーに常駐させると、メンテナンスが非常に容易になります。Java Web Startは、ユーザーがアプリケーションを実行するたびに、アプリケーションの更新の確認およびダウンロードを行います。

Javaクライアント・アプリケーションをWebサーバーにデプロイするには、次の手順を実行します。




	まだ作成していない場合は、Java Web Start用のJavaクライアントWebアーカイブを作成します。
	まだ作成していない場合は、アプリケーション・サーバー接続を作成します。
	Javaクライアント・アプリケーションのシンプルJARアーカイブを作成します。
	JavaクライアントのWeb Start JNLP定義を作成し、Java Web Startで使用するJNLPファイルおよびHTMLファイルを生成します。
	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択して右クリックします。ポップアップ・メニューに次のデプロイメント・オプションが表示されます。

	
「デプロイ」→デプロイメント・プロファイル→最新のデプロイ先。以前に選択したアプリケーション・サーバーまたはアーカイブ・ファイルにプロジェクトがデプロイされます。


	
「デプロイ」→デプロイメント・プロファイル→デプロイ先のアプリケーション・サーバー接続。デプロイメント・プロファイルで指定したアーカイブ・タイプを作成して、選択したアプリケーション・サーバー接続にデプロイします。


	
「デプロイ」→デプロイメント・プロファイル→「EARファイルへ」。プロジェクトとその依存性(デプロイメント・プロファイルに指定)をEARにデプロイします。JDeveloperでは、EARファイルはデプロイメント・プロファイルに指定されているデフォルト・ディレクトリに置かれます。


	
「デプロイ」→デプロイメント・プロファイル→「WARファイルへ」。WebモジュールはWARファイルとしてパッケージ化され、デプロイメント・プロファイル設定で指定したローカル・ディレクトリに保存されます。







	(オプション) web.xmlデプロイメント・ディスクリプタを編集する場合は、「アプリケーション」ウィンドウでweb.xmlファイルを右クリックして「開く」を選択します。
	(オプション)変更を加えるために後でプロジェクト・デプロイメント・プロファイルを再オープンするには、「アプリケーション」ウィンドウでそのプロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。次に、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「デプロイメント」セクションでプロファイルの名前を選択し、「編集」をクリックします。




注意:

Webアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタが、Webアプリケーション・アーカイブ(WAR)・ファイルWEB-INF/web.xml内にあることを確認してください。













22.10 Weblogic SCA Springを使用したデプロイ


Oracle JDeveloper Weblogic SCA Spring拡張機能は、WebLogic SCAとオープン・ソースのSpringフレームワークのための統合サポートを提供します。

この拡張機能で、次のものを作成できます。

	
WebLogic SCA対応のプロジェクト。JARファイルとしてデプロイでき、それをデプロイのためのEARファイルに、またはWARファイルとして含めることができます。


	
Springフレームワーク・プロジェクト。








22.10.1WebLogic SCAについて


この拡張機能では、JDeveloperでWebLogic SCAアプリケーションを作成し、それをOracle WebLogic Serverにデプロイできます。WebLogic SCAは、OASIS Service Component Architecture Springコンポーネント実装仕様のサブセットに基づいています。詳細は、https://www.oasis-open.orgを参照してください。

サービス・コンポーネント・アーキテクチャ(SCA)はエンタープライズ・アプリケーションおよびシステムを統合および再利用可能なモジュラ・ビジネス・サービスとして構築するためのモデルを提供します。WebLogic SCAは、POJO (Plain Old Java Object)を使用したSCAアプリケーションの開発とデプロイをサポートしています。SCAでは、コンポーネントと通信が別個に実装されています。WebLogic SCAでは、POJOを使用してJavaアプリケーションを記述でき、使用可能な各種のプロトコルを介して、コンポーネントをSCAサービスとして公開し、参照を介してアクセスできます。これを行うにはSpringアプリケーション・コンテキストに構成されたSCAセマンティクスを使用します。SCAの観点では、WebLogic Spring SCAアプリケーションは、SCAサービスと参照を適切なバインディングで宣言するSpring SCAコンテキスト・ファイルとPOJOの集合です。WebLogic Spring SCAアプリケーションは、変更なしにOracle SOAコンポジットのコンポーネントとして使用できます。

WebLogic Serverでは、WebLogic Spring SCAアプリケーションはWebLogic SCA Runtimeで実行されます。ランタイムが共有Webアプリケーション・ライブラリとしてWebLogic Serverにデプロイされるまで、アプリケーションをそこにデプロイできません。詳細は、「WebLogic SCAアプリケーションを統合WebLogic Serverにデプロイする方法」を参照してください。

Oracle WebLogic SCAの詳細は、『Oracle WebLogic Server WebLogic SCAアプリケーションの開発』を参照してください。







22.10.2 Springについて


SpringはエンタープライズJavaアプリケーションの開発を簡単にするオープンソースのフレームワークです。Springフレームワークには、各層のモデルと、Javaアプリケーションの機能領域が含まれます。POJOの使用に重点が置かれ、制御の概念と依存性インジェクションの逆転を利用してアスペクト指向のプログラミングを実装します。

Weblogic SCA Spring拡張機能は、Java EEアプリケーションで使用できるオープン・ソースのSpringプロジェクトをJDeveloperで作成する機能の統合サポートを提供します。Spring JARファイルをライブラリとしてJDeveloperに追加し、Spring Bean構成ファイルを作成するウィザードと編集機能を追加します。この拡張機能によって、Spring JARファイルはSpring 2.5ライブラリとしてJDeveloperに追加されます。Spring Bean構成ファイルを作成するウィザードが追加され、関連するXSDとDTDがIDEに登録されて、Springを定義する生産性の高い編集作業が実現されます。

Springの詳細は、『Oracle WebLogic Server Springアプリケーションの開発と管理』を参照してください。







22.10.3 Weblogic SCA Spring拡張機能のインストール


Oracle JDeveloper Weblogic SCA Spring拡張機能を使用するには、ダウンロードしてインストールする必要があります。この拡張機能で、次のものがJDeveloperに追加されます。

	
「新規ギャラリ」の「ビジネス層」に「Spring」カテゴリを追加できます。Spring Bean構成ファイルとWebLogic SCA構成を作成するオプションは、ここで使用できます。


	
Spring 2.5ライブラリが、SpringフレームワークのJARファイルおよびWebLogic SCAサポートとともにJDeveloperに追加されます。










22.10.4 Oracle WebLogic SCAの使用


Weblogic SCA Spring拡張機能を使用して、WebLogic SCA対応のプロジェクトを作成できます。これはJARファイルとしてデプロイでき、それをデプロイのためのEARファイルに、またはWARファイルとして含めることができます。





22.10.4.1 WebLogic SCAプロジェクトの作成方法



WebLogic SCAプロジェクトを開発するには、まずアプリケーションの制御ファイルとして動作するWebLogic SCA構成ファイルを作成します。このプロセスの一環として、JDeveloperでは必要なライブラリがサーバーにデプロイされるように、WebLogic SCAのJARまたはWARデプロイメント・ディスクリプタが構成されます。

WebLogic SCAアプリケーションを作成するには、次のようにします。




	Javaアプリケーションとプロジェクトを作成します。
	「ファイル」→「新規」→「新規ギャラリ」→「ビジネス層」→「Spring」を選択します。
	次のいずれかを選択できます。

	
JARデプロイメントのWebLogic SCA構成 : デプロイのためのEARファイルに含めることができるJARファイルを含むプロジェクトを作成します。


	
WARデプロイメントのWebLogic SCA構成: WARファイルを含むプロジェクトを作成します。










例22-2 「WebLogic SCA」ウィザードが行う処理

WebLogic SCA構成ウィザードを実行すると、次の処理が行われます。





	
spring-context.xmlというSCA定義ファイルがMETA-INF/jscaに作成され、JDeveloperのXMLソース・エディタで開かれます。高度なXML編集フレームワークによって、編集がサポートされます。


	
プロジェクトにまだweb.xmlファイルが含まれていない場合は、作成されます。


	
「新規ギャラリ」で選択したオプションによって、次のようになります。

	
JARデプロイメント・ディスクリプタがプロジェクトに追加され、weblogic-sca共有ライブラリに対する依存性がアプリケーション・レベルで追加されます。


	
WARデプロイメント・ディスクリプタがプロジェクトに追加され、weblogic-sca共有ライブラリに対する依存性がWebアプリケーション・レベルで追加されます。











例22-3 次のステップ

SCAプロジェクトを作成すると、次の操作が可能になります。





	
Oracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイします。


	
JDeveloperの統合WebLogic Serverでアプリケーションをテストします。












22.10.4.2 Oracle WebLogic SCA定義ファイルの編集方法


WebLogic SCAプロジェクトを作成する際に作成されるSCA定義ファイルはspring-context.xmlという名前で、META-INF/jscaの中に作成され、XMLソース・エディタで開かれます。

次の例は、spring-context.xmlファイルの概要を示します。


<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:util="http://www.springframework.org/schema/util"
       xmlns:jee="http://www.springframework.org/schema/jee"
       xmlns:lang="http://www.springframework.org/schema/lang"
       xmlns:aop="http://www.springframework.org/schema/aop"
       xmlns:tx="http://www.springframework.org/schema/tx"
       xmlns:sca="http://xmlns.oracle.com/weblogic/weblogic-sca"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/util 
http://www.springframework.org/schema/util/spring-util-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/aop 
http://www.springframework.org/schema/aop/spring-aop-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/jee 
http://www.springframework.org/schema/jee/spring-jee-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/lang 
http://www.springframework.org/schema/lang/spring-lang-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/tx 
http://www.springframework.org/schema/tx/spring-tx-2.5.xsd 
http://www.springframework.org/schema/tool 
http://www.springframework.org/schema/tool/spring-tool-2.5.xsd 
http://xmlns.oracle.com/weblogic/weblogic-sca META-INF/weblogic-sca.xsd">
  <!--Spring Bean definitions go here-->
 
</beans> 
 


コメントは、Bean定義を入力する場所を示します。

XMLソース・エディタの機能、「構造」ウィンドウの機能、「コンポーネント」ウィンドウおよび「プロパティ」ウィンドウを使用して、XMLファイルの階層にナビゲートして編集します。


ソース・エディタの機能

ソース・エディタには、XMLファイルの編集に便利な多くの機能があります。





	
構文補完インサイトのXML固有の実装であるXMLコード・インサイト< を入力してしばらく待つと、JDeveloperでは入力場所に適したエントリ候補がポップアップ表示されます。選択したタグに必須の属性がある場合は、JDeveloperでは自動的に追加されます。


	
XMLソース・エディタには、エラーに赤い飾り線の下線が付くなど多くの機能があります。


	
「使用方法の検索」などのコンテキスト・メニューからオプションを選択でき、「使用方法」ログ・ウィンドウに要素の使用方法がすべて表示されます。「使用方法の検索」は「構造」ウィンドウからも使用できます。








「構造」ウィンドウの機能

「構造」ウィンドウでは、XMLファイルの階層をすばやく移動でき、編集機能もあります。





	
「構造」ウィンドウでノードを右クリックし、コンポーネントを追加します。


	
「構造」ウィンドウにエラー・メッセージが表示されます。








「コンポーネント」ウィンドウの機能

「コンポーネント」ウィンドウでタグを選択し、ソース・エディタまたは「構造」ウィンドウに直接ドラッグ・アンド・ドロップすると、spring-context.xmlファイルを作成できます。






注意:

タグをドロップできるのは、構文上正しい場所のみです。



デフォルトでは、使用可能なすべてのタグが「コンポーネント」ウィンドウに表示されます。表示されるタグを少なくするには、「すべてのページ」をクリックし、必要なタグのタイプのみを選択してください。たとえばWebLogic SCAのバインディングを使用する場合、「コンポーネント」ウィンドウの最上部にあるオプションと、リストされるコンポーネントが「EJBバインディング」およびWebサービス・バインディングになるように選択します。





「プロパティ」ウィンドウの機能

「プロパティ」ウィンドウでは、タグのプロパティを編集できます。





	
「プロパティ」ウィンドウでの変更は、ソース・エディタの表示で同期化されます。


	
特定のプロパティに関連する場合、値のリストが表示されます。












22.10.4.3 WebLogic SCAアプリケーションを統合WebLogic Serverにデプロイする方法



WebLogic SCAプロジェクトを作成した後、すぐに統合WebLogic Serverにデプロイし、アプリケーションをテストできます。

統合WebLogic Serverをデプロイするには、「アプリケーション」ウィンドウで、「アプリケーション」ウィンドウのプロジェクト・ノードの下にあるspring-context.xmlを右クリックして「実行」または「デバッグ」、または「プロファイラ」オプションのいずれかを選択します。





統合WebLogic Serverでアプリケーションを実行するときに行われる処理

統合WebLogic Serverをまだ起動していない場合は、デフォルト設定でデフォルトのドメインが自動的に作成され、サーバーが起動します。





アプリケーションが統合WebLogic Serverにデプロイされ、デプロイの進行状況を示すメッセージが「ログ」ウィンドウに表示されます。

「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで、「IntegratedWebLogicServer」の下位にある「Webサービス」ノードおよび「EJB」ノードの下にデプロイされたサービスが表示されます。









22.10.4.4 WebLogic SCAアプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイする方法



作成したWebLogic SCAプロジェクトは、Oracle WebLogic Serverにデプロイできます。

JARファイルとWARファイルのどちらの作成を選択するかによって、プロセスは若干異なります。


注意:

WebLogic SCAアプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイする前に、サーバーにWebLogic SCAをインストールする必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Server Springアプリケーションの開発と管理』でWebLogic SCA RuntimeのWebLogic Serverへのデプロイに関する章を参照してください。



WebLogic SCA WARファイルを含むアプリケーションをWebLogic Serverにデプロイするには、通常どおりアプリケーションをデプロイします。

WebLogic SCA JARファイルを含むアプリケーションをWebLogic Serverにデプロイするには、次のようにします。




	JARファイルの場所を、libまたはAPP-INF/libに設定し、それをEARファイルにデプロイします。


注意:

EARファイルには、少なくとも1つのJava EEアーティファクト、たとえばWARファイルまたはEJB-JARファイルが含まれている必要があり、そうでない場合にはデプロイに失敗します。






	通常どおりにアプリケーションをデプロイします。



例22-4 WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイするときに行われる処理

必要な場合には、EARファイルが作成されます。





アプリケーションがWebLogic Server接続にデプロイされ、デプロイの進行状況を示すメッセージが「ログ」ウィンドウに表示されます。

「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで、アプリケーション・サーバーの接続ノードの下位にある「Webサービス」ノードおよび「EJB」ノードの下にデプロイされたサービスが表示されます。











22.10.5 Springの使用


Weblogic SCA Spring拡張機能は、オープンソースのSpringフレームワークのための統合サポートを提供します。この拡張機能によって、多くのライブラリがJDeveloperに追加され、Springフレームワーク・プロジェクトの作成も追加でサポートされます





22.10.5.1 Spring Beanアプリケーションの作成方法



Weblogic SCA Spring拡張機能によって、SpringフレームワークのJARファイルを含むライブラリがJDeveloperに追加されます。Springフレームワーク・アプリケーションを開発するには、まずアプリケーションの制御ファイルとして動作するSpring Bean構成ファイルを作成します。

Spring Bean構成ファイルを作成するには、次のようにします。




	Javaアプリケーションとプロジェクトを作成します。
	「ファイル」→「新規」→「新規ギャラリ」→「ビジネス層」→「Spring」→「Spring」を選択します。Spring Bean定義ファイルのファイル名とディレクトリを入力し、「OK」をクリックします。








22.10.5.2 Spring Bean構成ファイルの作成時に行われる処理


「新規ギャラリ」の「ビジネス層」で「Spring」カテゴリを選択してSpring Bean構成を作成すると、Spring 2.5とCommons Logging 1.0.4のライブラリが自動的にプロジェクトに追加されます。ライブラリ定義にアクセスするには、「アプリケーション・サーバー」ウィンドウでプロジェクトのポップアップ・メニューから「プロジェクト・プロパティ」を選択し、「ライブラリとクラスパス」を選択します。

Spring Bean構成ファイルbeans.xmlがMETA-INF/jscaに作成され、XMLソース・エディタで開かれます。高度なXML編集フレームワークによって、編集がサポートされます。











22.11 デプロイメントのトラブルシューティング


アプリケーションをデプロイする際に発生する可能性のある一般的な問題が多数あります。この項では、そうした問題と解決方法について説明します。統合WebLogic ServerとOracle WebLogic Serverのどちらにデプロイするときにも発生する問題と、どちらか一方のデプロイのみに固有の問題とに分かれています





22.11.1 デプロイ上の共通の問題


この項では、統合WebLogic ServerとOracle WebLogic Serverのどちらにデプロイするときにも発生する問題に関する情報を提供します。





22.11.1.1 [Deployer: 149164] 排他モードの別のセッションがドメインの編集ロックを所有しているため、このデプロイメント操作を続行できません。



アプリケーションのデプロイと構成の変更が一度に複数のユーザーによって実行されないように、Oracle WebLogic Serverインスタンスがドメイン編集ロックを使用しています。このメッセージは、別のデプロイが同時に進行している(一度に許可されるデプロイは1つのみ)、または有効になっていないWebLogic Server管理コンソールでなんらかの変更があった場合に表示されます。まれですが、このメッセージは統合WebLogic Serverでアプリケーションを実行しているときにも表示されることがあります。

WebLogic Server管理コンソールで変更を有効にするには、次のようにします。




	管理コンソールにログインします。
	「チェンジ・センター」のコンソールの左上で、「変更と再起動の表示」をクリックします。
	「変更と再起動」セクションで、「変更リスト」タブが選択されていることを確認し、保留中の変更があれば有効にします。
	「再起動チェックリスト」タブを選択し、再起動するサーバーを選択して「起動」をクリックします。



ドメイン構成ロック機能を有効または無効にするには、JDeveloperのインストールにあるWebLogic Serverのオンライン・ドキュメントから、または管理コンソールから使用できる管理コンソール・オンライン・ヘルプで、ドメイン構成ロックの有効化/無効化に関する項を参照してください。

統合WebLogic Serverへのデプロイ中にエラーが発生した場合には、管理コンソールを確認して問題の原因を特定できます。











22.11.2 統合アプリケーション・サーバーへのデプロイのトラブルシューティング方法


この項では、統合アプリケーション・サーバーの実行に固有の問題について説明します。





22.11.2.1 統合アプリケーション・サーバーの停止



以前のJDeveloperセッションで作成されて実行されたまま孤立したWebLogic Serverインスタンスをクリアする場合などに、統合アプリケーション・サーバーを停止したくてもJDeveloper内で停止できない場合は、jdeveloper-user-home/DefaultDomain/binに移動し、stopWebLogic.cmd (Windowsの場合)またはstopWebLogic.sh (Linuxの場合)を実行します。これで、統合アプリケーション・サーバーが正常にシャットダウンするため、それ以降にJDeveloperから統合アプリケーション・サーバーを起動しても競合しません。

「終了」ボタンを2回押すと、JDeveloperの制御下で(つまり孤立せずに)まだ稼働中のインスタンスを強制的にシャットダウンできます。









22.11.2.2 メモリー不足



統合WebLogic Serverで複数のアプリケーションを実行する場合、メモリーが不足しjava.lang.OutOfMemoryError: PermGen space例外が現れる場合があります。この例外を回避するには、MEM_MAX_PERM_SIZEをデフォルトの128mから256m、512mまたはそれ以上に引き上げます。この設定は、jdeveloper-user-home/DefaultDomain/binにあるsetStartupEnv.cmd (Windowsの場合)またはsetDomainEnv.sh (Linuxの場合)で行います。

まず、前述のいずれかの方法で統合WebLogic Serverを停止する必要があります。









22.11.2.3 別の場所へのJDeveloperの再インストール



JDeveloperを新しい場所に再インストールする場合、ハードコードされたJDeveloperへの参照が統合アプリケーション・サーバーに使用されていることで、問題が起こる場合があります。次のいずれかの方法を実行する必要があります。





	
新しいシステム・ディレクトリが使用されるようにJDEV_USER_DIRを設定します。これについては『Oracle JDeveloperのインストール』の「ユーザー・ホーム・ディレクトリの設定」に説明があります。


	
JDeveloperによって新しいシステム・ディレクトリが再生成されるように、古いシステム・ディレクトリを削除します。


	
「アプリケーション・サーバー」ウィンドウで、「IntegratedWebLogicServer」を右クリックして「デフォルト・ドメインの削除」を選択します。














22.11.3 Oracle WebLogic Serverへのデプロイのトラブルシューティング方法



この項では、Oracle WebLogic Serverへのデプロイに固有の問題について説明します。







22.11.3.1 ORA-01005: Nullパスワードが入力されたため、ログオンが拒否されました



通常、これはapplication-name-jdbc.xmlファイルの<encrypted-password>エントリのパスワードが空白になっているか、<encrypted-password>エントリがないことが原因で起こります。









22.11.3.2 ORA-01017: ユーザー名/パスワードが無効です。ログオンは拒否されました。



通常、これはapplication-name-jdbc.xmlファイルの<encrypted-password>エントリのパスワードが間違っていることが原因で起こります。









22.11.3.3 [Oracle JDBC Driver] Kerberos認証がリクエストされたが、Oracleサーバーでサポートされていない



この場合、ログオンが拒否されます。Oracle WebLogic Serverのデータベース・ドライバweblogic.jdbcx.oracle.OracleDataSourceが使用されていることが原因です。このドライバはOracleで認証されていないため、使用しないでください。









22.11.3.4 Oracle WebLogic Server管理コンソールからグローバル・データソースを作成した後でアプリケーションが動作しない



データソースに対してターゲット・ドメインが選択されていることを確認してください。ウィザードの最後のパネルの前に「終了」をクリックした場合は、ターゲット・ドメインが選択されていません。

また、Javaコードに参照が使用されている場合は、Javaネーミング参照コールが正しいことを確認してください。たとえば、接続名がconnection1の場合、ネーミング参照はjava:comp/env/jdbc/connection1DSとなります。









22.11.3.5 停止しているサーバーへのアプリケーションの再デプロイ



停止しているサーバーには、アプリケーションを1回しかデプロイできません。

停止している同じサーバーに同じアプリケーションを再度デプロイしようとすると、デプロイが失敗して次のようなログ・メッセージが表示されます。


[03:29:47 PM] ---- Deployment started. ----
[03:29:47 PM] Target platform is (Weblogic 10.3).
[03:29:47 PM] Retrieving existing application information
[03:29:47 PM] Running dependency analysis...
[03:29:47 PM] Building...
[03:29:50 PM] Deploying 2 profiles...
[03:29:50 PM] Wrote Web Application Module to /path/oracle/jdeveloper/jdev/mywork/Application1/Project1/deploy/webapp1.war
[03:29:50 PM] Wrote Enterprise Application Module to /path/oracle/jdeveloper/jdev/mywork/Application1/application1.ear
[03:29:50 PM] Redeploying Application...
[03:29:50 PM] [Deployer:149034]An exception occurred for task [Deployer:149026]deploy application application1 on Server-1.: [DeploymentService:290049]Deploy failed for id '1,244,759,390,503' since no targets are reachable..
[03:29:50 PM] Weblogic Server Exception: java.lang.Exception: [DeploymentService:290049]Deploy failed for id '1,244,759,390,503' since no targets are reachable.
[03:29:50 PM] See server logs or server console for more details.
[03:29:50 PM] java.lang.Exception: [DeploymentService:290049]Deploy failed for id '1,244,759,390,503' since no targets are reachable.
[03:29:50 PM] #### Deployment incomplete. ####
[03:29:50 PM] Remote deployment failed









22.11.3.6 すでに存在しないサーバーにデプロイしようとした場合



アプリケーションを正常に管理対象サーバーにデプロイすると、デプロイメント・ウィザードによってこのデプロイ操作が履歴に保存されるため、後から同じ操作を実行できます。ただし、管理対象サーバーをOracle WebLogic Serverドメインから削除した場合にデプロイ履歴上の操作を使用して後からデプロイしようとすると、デプロイが失敗して次のようなログ・メッセージが表示されます。


[02:38:40 PM] ---- Deployment started. ----
[02:38:40 PM] Target platform is (Weblogic 10.3).
[02:38:40 PM] Retrieving existing application information
[02:38:40 PM] #### Deployment incomplete. ####
[02:38:40 PM] [J2EE Deployment SPI:260013]Target array passed to DeploymentManager was null or empty.









22.11.3.7 リモート・サーバーへのデプロイがHTTPエラー・コード502で失敗する



JDeveloperにプロキシが設定されている環境で、ネットワークDNSサーバーで認識されていないマシン上で実行されているサーバーにデプロイすると、デプロイが失敗してHTTPエラー・コード502が表示されます。これは、リクエストの転送先がプロキシで認識されていないためです。これは、マシン名によって参照されているlocalhost上のサーバーにデプロイする際にも発生することがあり、一般的にはSOA開発のときに発生します。

これを回避するには、「プリファレンス」ダイアログの「Webブラウザとプロキシ」ページで、プロキシ設定の「例外」リストにマシンを追加するか、接続にHTTPプロキシ・サーバーを使用しないようにします。









22.11.3.8 資格証明マッパーのエントリが見つかりません



次のメッセージが表示された場合は通常、パスワード・インダイレクションを使用するEARに、デプロイ前にMBeanを介してインジェクトされたパスワードがないことを意味します。


weblogic.common.ResourceException: No credential mapper entry found for password indirection user=scott for data source Connection1


これは一般的に、コンソールまたはAntスクリプトから手動でEARをデプロイしようとしたときに発生します。











22.11.4 IBM WebSphereへのデプロイのトラブルシューティング方法



この項では、統合WebLogic ServerとOracle WebLogic Serverのどちらにデプロイするときにも発生する問題に関する情報を提供します。







22.11.4.1 EARに空白が含まれているときデプロイに失敗する



JDeveloperで生成されたEARを含むディレクトリに空白があると、WindowsへのWebSphereのデプロイは機能しません。









22.11.4.2 WebSphere Serverのパスに空白が含まれる場合にデプロイメントが失敗する



wsadmin.batのパスに空白があると、WindowsへのWebSphereのデプロイメントは機能しません。「WebSphere Serverへの接続」を参照してください。









22.11.4.3 アプリケーションに管理コンソールのユーザー名が表示される



アプリケーションをIBM WebSphereアプリケーション・サーバーにデプロイし、同じマシンを使用してWebSphere管理コンソールにログインすると、アプリケーションにログインしたユーザーの名前ではなく管理コンソールにログインしたユーザーの名前がアプリケーションによって表示されます。
















20 XMLを使用したアプリケーションの開発


この章では、JDeveloperによって提供されるXMLツールおよびエディタを使用してアプリケーションを作成および更新する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
XMLを使用したアプリケーションの開発について


	
XMLファイル・エディタの使用


	
XMLスキーマの使用


	
XMLスキーマのインポートおよび登録方法


	
JAXBを使用したXMLスキーマからのJavaクラスの生成方法


	
XSD文書およびコンポーネントの使用


	
XMLを使用したローカライズ


	
XSQLサーブレットを使用したデータ・バインドXMLページの開発








20.1 XMLを使用したアプリケーションの開発について


JDeveloperには、アプリケーション内でXMLファイルを使用するために必要なツールが用意されています。XMLソース・エディタ、XMLバリデータ、およびXMLスキーマを使用するためのツールがあります。ウィザードを使用してJSPX、XSD、XSQLおよび構成ファイルを作成し、XMLエディタでファイルを編集できます。







20.2 XMLファイル・エディタの使用



XMLファイル用のエディタには3種類あります。各エディタはそれぞれ固有の機能を備えています。







表20-1 XMLファイル・エディタ

	エディタ	説明
	
XMLエディタ

	
.xsql、.xsl、.xsd、.xhtml、wsdl ファイルなどのXML言語の編集に特化したスキーマ・ドリブンのエディタです。エディタを開くには、「アプリケーション」ウィンドウでファイル・タイプをダブルクリックします。「ソース」タブにそのファイルのソース・コードが表示され、コードを編集できます。


	
概要エディタ

	
XML (.xml) ファイルを表示および編集できます。フィルタ、セキュリティ、リファレンスなど、デプロイメント関連のXMLファイルの各側面が視覚的に表示されます。詳細は、「Webページ・ツールを使用したアプリケーションの開発」を参照してください。


	
XSDビジュアル・エディタ

	
XMLスキーマを作成または編集できます。XML文書の構造、内容およびセマンティクスが表示されます。詳細は、「XSD文書およびコンポーネントの使用」を参照してください。











20.2.1 XML編集機能の理解



表20-2は、XMLファイルを使用する際に使用可能な編集機能の概要です。







表20-2 XML編集機能

	機能	用途
	
コード・インサイト

	
入力時に、「 <」(左山カッコ)を入力して少し待つか、または[Ctrl]キーを押しながら[Space]キーを押すと(デフォルトのキーマッピングを使用している場合)、コード・インサイトを起動できます。

コード・インサイトには、構文に基づいて有効な要素がリスト表示されます。要素を選択した後、空白を入力してから間をおくか、[Ctrl]キーを押しながら[Space]キーを押し、選択可能な属性のリストを表示します。属性値に対する左引用符を入力すると、必要な値の型または使用可能な値のリストが表示されます。


	
XML検証

	
開いているXMLソース・エディタのウィンドウ、または「アプリケーション」ウィンドウで、XMLファイルを右クリックして「XMLの検証」を選択します。「XMLの検証」コマンドは、XMLファイルで定義されているJDeveloperに登録されているスキーマに対してXMLを検証します。

スキーマをJDeveloperに登録するには、「ツール」→「設定」→「XMLスキーマ」を選択します。XMLファイルでXMLネームスペースが定義されていない場合、ポップアップ・メニューのこのコマンドは使用できません。


	
クイック・フォーム・チェック

	
ファイルの整形式をチェックするには、XMLファイルを右クリックして「メイク」を選択します。


	
XMLスキーマ・プリファレンス

	
「プリファレンス」ダイアログの「XMLスキーマ」ページのオプションを使用して、現在登録されているすべてのXMLスキーマの表示、その他のネームスペースおよび要素のサポートのための新規スキーマの追加、ユーザー定義スキーマの削除、およびメモリーからのスキーマのアンロードを実行します。

「プリファレンス」ダイアログにアクセスするには、「ツール」→「プリファレンス」→「XMLスキーマ」の順に選択します。


	
XMLプリファレンス

	
これらの機能は、XMLプリファレンス ・ページでカスタマイズできます。「ツール」→ 「プリファレンス」→「コード・エディタ」→「XMLおよびJSP/HTML」の順に選択し、XMLプリファレンスを表示します。

「必須属性の自動挿入」が選択されている場合、要素の必須属性も挿入されます。

「終了タグの自動補完」が選択されている場合、開始タグを閉じると終了タグが自動的に挿入されます。たとえば、<fooの後に>と入力すると、</foo> が自動的に追加されます。


	
「コンポーネント」ウィンドウ

	
「ウィンドウ」→「コンポーネント」を選択して「コンポーネント」ウィンドウを開き、ドロップダウン・リストから使用可能なページを1つ選択します。たとえば、XSDファイルを編集している場合は、ウィンドウの「XMLスキーマ」ページから要素を選択できます。


	
「プロパティ」ウィンドウ

	
「プロパティ」ウィンドウには、ファイル内の要素の属性が表示されます。「プロパティ」ウィンドウで属性の値を編集してファイルを更新できます。


	
「構造」ウィンドウ

	
ファイルの要素は、構造ウィンドウに階層化されて表示されます。このウィンドウには、入力および編集の際に検出されたXML構文エラーも表示されます。要素またはエラーをダブルクリックすると、XMLエディタで編集できます。


	
XMLの検証

	
開いているXMLエディタのウィンドウ、または「アプリケーション」ウィンドウで、XMLファイルを右クリックして「XMLの検証」を選択します。このコマンドを選択すると、XMLファイルで定義されたスキーマに基づいてXMLが検証されます。XML制約および定義は検証されますが、XSDは検証されません。XMLファイルでXMLネームスペースが定義されていない場合、コンテキスト・メニューのこのコマンドは使用できません。


	
[F2]キー

	
XMLスキーマを作成した後、「構造」ウィンドウで要素を選択し、[F2]を押します。これで、要素のフォーカスはXMLデザイン・エディタに設定されます。要素の新規テキストはXMLデザイン・エディタに自動的に入力できます。


	
属性の展開/縮小

	
complexType要素の下に表示される属性を展開または縮小できます。これは、要素の下に表示される属性のリストが大きくなる場合があるため便利な機能です。













20.2.2 XMLエディタのツールバーの理解



表20-3に、XMLエディタのツールバーに表示されるアイコンを示します。







表20-3 XMLエディタのツールバーのアイコン

	アイコン	名前	説明
	
[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

	
検索([Ctrl]+[F])

	
XMLエディタに検索テキストを入力します。下矢印をクリックすると、追加パラメータ(大/小文字を区別する検索を実行する場合は「大/小文字の区別」、完全に一致する単語のみを検索する場合は「完全一致」、一致する場所を示すためにシェーディングを使用する場合は「発生を強調表示」など)を表示して設定できます。


	
[image: この図は周囲のテキストで説明しています]

	
次を検索([F3])

	
指定したパラメータに一致する次の箇所をファイル内で検索する場合にクリックします。


	
[image: この図は周囲のテキストで説明しています]

	
前を検索([Shift]+[F3])

	
指定したパラメータに一致する前の箇所をファイル内で検索する場合にクリックします。













20.2.3 XMLエディタの編集オプションの設定方法



XMLエディタには次の編集機能があります。





	
必須属性の自動挿入: タグを追加すると、そのタグに関連付けられている必須属性が自動的にコードに追加されます。


	
終了タグの自動補完: 開始タグを閉じると、自動的に終了タグが追加されます。たとえば、XMLファイルに<foo>と入力すると、</foo>が自動的に追加されます。




XMLエディタの編集オプションをカスタマイズするには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「コード・エディタ」ノードを開きます。
	「JSP/XML/HTML」ノードを選択します。
	コード・エディタ - JSP/XML/HTMLページでオプションを選択します。
	「OK」をクリックします。










20.3 XMLスキーマの操作


XMLスキーマは、XMLファイルの要素を定義するものです。JDeveloperには、XML文書の構造、内容およびセマンティクスが視覚的に表示されるXSDビジュアル・エディタが用意されています。XSDビジュアル・エディタを使用して、新しいXMLスキーマ(.xsdファイル)を作成するか、既存のXMLスキーマを編集します。

XSD文書にコンポーネントを挿入するには、「コンポーネント」ウィンドウを使用するか、XSD文書内の任意の位置を右クリックします。

XMLスキーマ・コンポーネントは、図20-1のようにXSDファイルの上部に表示されます。要素を右クリックして「プロパティ」を選択すると、スキーマ・ネームスペースを構成するためのダイアログが表示されます。


図20-1 XMLスキーマ・コンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


JDeveloperは、スキーマのターゲット・ネームスペースの変更や、ファセットを持つsimpleType要素のベース・タイプの変更など、XMLスキーマに対する様々なリファクタ操作をサポートしています。詳細は、XMLスキーマのリファクタを参照してください。





20.3.1 XSDビジュアル・エディタの属性の使用


XSDビジュアル・エディタを使用して、XMLスキーマの属性を作成し、プロパティおよびファセットを設定できます。図20-2は、XSDビジュアル・エディタの「設計」タブ内のXMLスキーマの例を示しています。


図20-2 XSDビジュアル・エディタ内のスキーマ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


属性エディタでattribute2の属性を編集できます。これは、図20-2ではunion要素として表示されています。このエディタでは、次を実行できます。

	
要素の下にある使用可能な属性をすべて表示します。詳細の表示と非表示を切り替えるには、属性の横にあるプラスまたはマイナス記号をクリックします。


	
属性ノード内の属性表示のファセットおよびタイプ詳細をすべて表示します。


	
属性ノードを右クリックしたときにデフォルトの「中に挿入」メニューを有効なスキーマ・コンポーネント( unionなど)とともに表示します。


	
内部の属性ノードを展開し、listやunionなどの子ノードが含まれるサブツリーを表示します。










20.3.2 XSDビジュアル・エディタでXMLスキーマを作成したときの処理内容


XSDビジュアル・エディタでXMLスキーマを作成すると、「設計」タブ内のXMLソースがJDeveloperでは自動的に更新されるとともに、「構造」ウィンドウの内容が更新されます。次に、図20-2に表示されているexample.xsdファイルのソースを示します。


<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
            xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"  xmlns="http://www.example.org"
            targetNamespace="http://www.example.org"    <elementFormDefault="qualified">
    <xsd:complexType name="UnionTest">
      <xsd:sequence>
      <xsd:element name="element1">
    <xsd:complexType>
       <xsd:attribute name="attribute1">
       </xsd:attribute>
    </xsd:complexType>
       </xsd:element>
       <xsd:element name="element2">
    <xsd:complexType>
       <xsd:attribute name="attribute2">
          <xsd:simpleType>
            <xsd:restriction>
              <xsd:simpleType>
                <xsd:union/>
              </xsd:simpleType>
              <xsd:pattern value="abcd"/>
            </xsd:restriction>
          </xsd:simpleType>
        </xsd:attribute>
    </xsd:complexType>
   </xsd:element>
  </xsd:sequence>
</xsd:complexType>
</xsd:schema>







20.3.3 XSDコンポーネントの選択


エディタでコンポーネントまたは属性を選択すると、選択項目が青くハイライト表示されます。図20-3で選択されている simpleType コンポーネントは、単純型を定義しています。この要素を使用して、属性またはテキストのみのコンポーネントの値に関する制約と情報を指定します。ここでは、string型を制限しています。


図20-3 simpleTypeコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







20.3.4 choiceコンポーネント


choiceコンポーネントでは、図20-4に示すように、コンテナ・コンポーネント内に存在する<choice>宣言に含まれているコンポーネントのいずれか1つのみが許可されます。親の選択肢から複数の項目を使用するには、属性maxOccursを>1に設定します。


図20-4 choiceコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]



?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns="http://www.example.org"
            targetNamespace="http://www.example.org" elementFormDefault="qualified">
  <xsd:element name="choice">
    <xsd:complexType>
      <xsd:choice>
        <xsd:element name="one"/>
        <xsd:element name="two"/>
      </xsd:choice>
    </xsd:complexType>
  </xsd:element>
</xsd:schema>







20.3.5 allコンポーネント


図20-5に示すallコンポーネントでは、子コンポーネントを任意の順序で表示できること、および各子コンポーネントが0回または1回出現することを指定します。


図20-5 allコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]



<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns="http://www.example.org"
            targetNamespace="http://www.example.org" elementFormDefault="qualified">
  <xsd:element name="all">
    <xsd:complexType>
      <xsd:all>
        <xsd:element name="one"/>
        <xsd:element name="two"/>
      </xsd:all>
    </xsd:complexType>
  </xsd:element>
</xsd:schema>







20.3.6 sequenceコンポーネント


図20-6に示すsequenceコンポーネントでは、子コンポーネントを順番に表示することを指定します。各子コンポーネントは、0回以上何度でも出現できます。


図20-6 sequenceコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]



<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns="http://www.example.org"
            targetNamespace="http://www.example.org" elementFormDefault="qualified">
  <xsd:element name="all">
    <xsd:complexType>
      <xsd:sequence>
        <xsd:element name="one"/>
        <xsd:element name="two"/>
      </xsd:sequence>
    </xsd:complexType>
  </xsd:element>
</xsd:schema>







20.3.7 カーディナリティと順序性


図20-7に示すカーディナリティの例では、コンポーネントは表20-4に示す属性で表示されます。


図20-7 カーディナリティ・コンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]





表20-4 カーディナリティの表示

	コンポーネント	表示
	
必須コンポーネント(minOccurs=">0")

	
実線で表示されます。


	
オプション・コンポーネント(minOccurs="0")

	
点線で表示されます。


	
無限コンポーネント(maxOccurs="unbounded")

	
コンポーネント・スタック数に無限大の記号が表示されます。複数回出現する可能性のあるコンポーネントは、コンポーネントのスタックとして表示されます。

コンポーネントの左側の数値のうち、コロンの前の数値はコンポーネントの最小出現回数(minOccurs)を示します。コロンの後の数値は、コンポーネントの最大出現回数(maxOccurs)を示します。

図20-7では、最大出現回数が無限なので、無限大の記号が表示されています。


	
コンポーネントの範囲

	
コンポーネント・スタック数が表示されます。図20-7のコンポーネントの場合、インスタンス文書内に2回以上出現する必要がありますが、最高で7回までとなります。













20.3.8 complexTypeコンポーネント


図20-8のcomplexTypeコンポーネントは、ベース型を拡張したもので、ベース型から属性と子を継承しています。黄色の背景色は、スキーマの別の部分で定義されている(complexTypeコンポーネントの下にある)baseTypeへの参照を示しています。コンポーネント属性は、次のように表示されます。

	
継承属性には、四角い記号が付きます。


	
オプション属性には、四角い記号が付きます。


	
必須属性には、オレンジ色のアスタリスクが付きます。


	
禁止属性には、オレンジ色のXが付きます。





図20-8 complexTypeコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







20.3.9 属性グループ・コンポーネント


属性グループ・コンポーネントは、一連の属性宣言をグループ化し、これらを複合型の定義にグループとして組み込めるようにします。

図20-9には、3つの属性グループが表示されています。


図20-9 属性グループ・コンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


複数のattributeGroupsがある要素をスキーマに追加する場合、要素の属性をクリックしてドロップダウン・リストから選択することにより、要素の1つ以上のattributeGroupsを選択して追加できます。







20.3.10 unionコンポーネント


unionコンポーネントでは、指定された単純データ型の値のコレクション(共用体)として単純型を定義します。図20-10では、unionは、iで始まる文字列すべてを表しています。


図20-10 unionコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







20.3.11 listコンポーネント


listコンポーネントでは、指定したデータ型の値のリストとして単純型のコンポーネントを定義します。図20-11では、このコンポーネントは、一連のshortコンポーネントの値オブジェクトを表しています。


図20-11 listコンポーネント

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







20.3.12 XMLスキーマ置換グループの使用


XMLスキーマ・グループ内の1つの要素を別の要素で置換できます。置換グループ機能を使用する一連のXMLスキーマがある場合、必ず、置換グループの先頭を定義するXMLスキーマをロードしてから、置換グループに要素を配置するその他のスキーマをロードしてください。

たとえば、A.xsdというXMLスキーマに次の要素が含まれており、

<element name="A"/>

別のB.xsdというXMLスキーマに次の要素が含まれているとします。

<element name="B" substitutionGroup="namespaceForA:A" />

次のいずれかの条件を満たす必要があります。

	
SchemaGrammarProvider.add(A.xsd)をコールしてからSchemaGrammarProvider.add(B.xsd)をコールする。または、


	
B.xsdにimport文またはinclude文が含まれており、そのschemaLocation属性で A.xsdへの有効なパスが指定されている。












20.4 XMLスキーマのインポートおよび登録方法



「設定」ダイアログで「XMLスキーマ」ページのオプションを使用して、現在登録されているすべてのXMLスキーマの表示、その他の名前空間と要素をサポートするための新しいスキーマの追加、ユーザー定義のスキーマの削除、およびスキーマのメモリーからの削除を行います。

スキーマの追加または変更時にJDeveloperによる自動検証が行われます。

XMLスキーマをインポートおよび登録するには、次のようにします。




	メイン・メニューから、「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「XMLスキーマ」ノードを選択します。
	「追加」をクリックし「スキーマの追加」ダイアログを開きます。このダイアログで、新しいスキーマを指定してユーザー・スキーマ・リストに追加します。
	追加するXMLスキーマ・ファイルの名前と場所を「ファイルシステムもしくはURLからスキーマを追加」フィールドに入力します。
	ファイル拡張子を「拡張子」フィールドに入力し、特定のファイル・タイプに対してスキーマを登録します。

JDeveloperでは、この拡張子を使用してメモリーにスキーマを効率的にロードし、スキーマ内の項目に基づいて自動生成した「コンポーネント」ウィンドウ・ページを表示します。




	「OK」をクリックします。

スキーマの追加時にJDeveloperによる自動検証が行われます。




	新しいスキーマが「ユーザー定義のXMLスキーマ」リストに追加されたかどうかを確認して「OK」をクリックします。




ヒント

「削除」ボタンで削除できるのは、ユーザー定義のスキーマのみです。

スキーマが変更された場合は、「キャッシュのクリア」ボタンを使用して、現在ロードされているすべてのスキーマをメモリーから削除する必要があります。JDeveloperでは、その後、変更されたスキーマを含むすべての必要なスキーマが再ロードされます。











20.5 JAXBを使用したXMLスキーマからのJavaクラスの生成方法



JDeveloperでは、JAXB (Java Architecture for XML Binding)を使用して、XMLスキーマからJavaクラスを生成できます。JAXBを使用すると、XMLを知らなくてもXMLデータおよび処理機能をJavaアプリケーションに簡単に組み込むことができます。必要な注釈を含むJAXB 1.0または2.0コンテンツ・モデルをXMLスキーマから生成できます。

XMLスキーマに対してJAXBバインディング・コンパイラを実行すると、JAXBパッケージ、クラスおよびインタフェースが生成されます。生成されたJAXBパッケージおよびJAXBユーティリティ・パッケージをバインディング・フレームワークで使用すると、XMLコンテンツをアンマーシャリング、マーシャリングおよび検証できます。

JAXBを使用してXMLスキーマからJavaクラスを生成するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」→「ビジネス層」→「TopLink/JPA」を選択し、「XMLスキーマからのJAXB 1.0コンテンツ・モデル」または「XMLスキーマからのJAXB 2.0コンテンツ・モデル」を選択し、コンパイル・ダイアログを開きます。
	スキーマ・ファイルおよび必要に応じて使用するJAXBカスタマイズ・ファイル、および生成されたクラスの追加先のパッケージを選択します。

JAXBパッケージと生成されたクラスがApplication Resourcesフォルダに追加されます。












20.6 XSD文書およびコンポーネントの使用



XMLスキーマ・ファイル(.xsdファイル)およびコンポーネントを使用するには、XSDビジュアル・エディタまたは設計構造ウィンドウを使用します。デフォルトでは、新しいスキーマ・ファイルは、XSDビジュアル・エディタでフォーカスのある状態で開かれます。

「アプリケーション」ウィンドウでファイルをダブルクリックすると、デフォルトのエディタが開くか、「設計」タブで前面に表示されます。「ソース」タブをクリックすると、XMLソース・エディタでファイルが開きます。いずれかのエディタで加えた変更は、もう一方のエディタに自動的に反映されます。







20.6.1 2つのエディタにスキーマ・ファイルを表示する方法



スキーマ・ファイル(.xsd)をビジュアル・エディタとソース・エディタで同時に編集するには、どちらか一方のエディタでページを開き、分割線を使用して他方のエディタでもう1つのページ・ビューを開きます。

2つのエディタにスキーマ・ファイルを表示するには、次のようにします。





	
ファイルを水平方向に分割するには、垂直スクロール・バーのすぐ上(ウィンドウの右上隅)でスプリッタをクリックし、下にドラッグします。


	
ファイルを垂直方向に分割するには、水平スクロール・バーのすぐ右(ウィンドウの右下隅)でスプリッタをクリックし、左にドラッグします。












20.6.2 XSDビジュアル・エディタの「設計」タブのイメージの作成方法



XSDビジュアル・エディタの「設計」タブはイメージとして作成できます。これにより、このイメージをファイルまたは出力として他のユーザーと共有できます。

サポートされているイメージ・フォーマットは、.svg、.svgz、.jpgおよび.pngです。

XSDエディタの「設計」タブをイメージとして保存するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、XSDビジュアル・エディタに表示する.xsdファイルをダブルクリックします。
	XSDビジュアル・エディタで「設計」タブをクリックします。

XSQLサーブレットを使用したデータ・バインドされたXMLページの開発と同様に、.xsdファイルのデザイン・ビューが表示されます。


図20-12 XSDビジュアル・エディタの「設計」タブ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]




	「設計」タブの任意の場所を右クリックし、「ダイアグラムの公開」を選択します。
	名前、ダイアグラムを保存する場所のパス、およびイメージ・タイプを入力します。


注意:

保存するダイアグラムが大きすぎる場合、イメージを.svgフォーマットで保存するように促すメッセージが表示されます。

XSDビジュアル・エディタ内でノードを右クリックすると、現在のノードとその子ノードのみがイメージとして保存されます。














20.6.3 XSDビジュアル・エディタでのグラブ・スクロールによるナビゲート方法



XSDビジュアル・エディタでは、グラブ・スクロール操作を使用して、スクロールバー付きで表示されているXMLスキーマ内を簡単に移動できます。グラブ・スクロールでは、小さな手の形のカーソルを使用してXMLスキーマ・ページをつかみ、エディタ・ウィンドウ内部でドラッグします。

グラブ・スクロールを使用してXMLスキーマ内を移動するには、次のようにします。




	XSDビジュアル・エディタで、[Space]を押したままの状態にします。

カーソルが、開いた手の形に変化します。




	マウスの左ボタンを押したままの状態にします。

手が閉じて、XMLスキーマ・ページをつかみます。




	マウスを使用して、エディタ・ウィンドウ内部でXMLスキーマ・ページを移動します。
	マウスの左ボタンを放すと、XMLスキーマ・ページも放れます。
	グラブ・スクロールを終了するには、[Space]を放します。








20.6.4 XSDコンポーネント表示の展開および縮小方法



XSDビジュアル・エディタまたは設計構造ウィンドウを使用している場合、XSDコンポーネントを展開または折りたたんで子コンポーネントの表示を切り替えることや、コンテナ・コンポーネントを折りたたんで上位レベルのスキーマ・ビューを作成できます。





	
親コンポーネントの「+」(プラス)記号をクリックすると、親コンポーネントの1つ下のレベルが展開されます。


	
親コンポーネントの「-」(マイナス)記号をクリックすると、親コンポーネントの下のすべてのレベルを折りたたむことができます。


	
[Ctrl]キーを押しながら[*]キー(キーボードのテンキーにある[*]キー)を押すと、スキーマ内のすべての親コンポーネントが展開されます。このビューは非常に大きい場合があるので注意してください。












20.6.5 XSDビジュアル・エディタでのズーム・インおよびズーム・アウト方法



ズーム操作を使用すると、XSDビジュアル・エディタのXMLスキーマの表示を拡大(ズーム・イン)または縮小(ズーム・アウト)できます。拡大または縮小表示するXMLスキーマの領域にカーソルを置いてから、次のようにします。





	
拡大するには[Ctrl]キーを押しながら[+]キーを押します。キーボードのテンキーにある[+]キーも使用できます。


	
縮小するには[Ctrl]キーを押しながら[-]キーを押します。キーボードのテンキーにある[-]キーも使用できます。












20.6.6 XSDコンポーネントの選択方法


エディタで最もよく行う操作の1つは、コンポーネントの選択です。コンポーネントを選択する目的には、次のようなものがあります。

	
プロパティの編集


	
コンポーネントの移動


	
コンポーネントの削除


	
別のコンポーネントを挿入する位置の選択








20.6.6.1 単一のコンポーネントのエスカレーション



単一のコンポーネントを子なしで選択できます。

単一のコンポーネントを選択するには、コンポーネントをクリックします。

子コンポーネントを含むコンポーネントを選択すると、子コンポーネントもすべて選択されます。親要素をコピー、移動または削除すると、その子要素もすべてコピー、移動または削除されます。


ヒント:

XSDビジュアル・エディタでXSDコンポーネントをダブルクリックすると、そのコンポーネントの「プロパティ」ウィンドウが表示されます。











20.6.6.2 複数のコンポーネントの選択



1つのコンポーネントをその子とともに選択したり、複数のコンポーネントを選択したりできます。

複数のコンポーネントを選択するには、次のようにします。




	最初のコンポーネントをクリックします。
	[Ctrl]キーを押したままの状態にします。
	その他の選択するコンポーネントをクリックします。

他のコンポーネントは選択したまま1つのみを選択を解除するには、 [Ctrl]キーを押したままそのコンポーネントをもう一度クリックします。








注意:

削除以外の目的で隣接しない複数のコンポーネントを選択した場合、予想外の結果になることがあります。たとえばスキーマ階層の異なるレベルにあるコンポーネントを選択し、スキーマ・ページ内の別の場所に移動またはコピーした場合、コンポーネント間の相対的な位置関係が失われる可能性があります。

XSDビジュアル・エディタでは、コンテナ・コンポーネントをその子も含めて選択した上で、さらに1つ以上の子を個別に選択できます。この場合、明示的に選択した子要素は、2回選択したことになります。このようにして選択したコンポーネントをコピー・アンド・ペーストすると、二重に選択された子はコピーされた親の子として1回、親に対する同レベルのコンポーネントとして1回、合計2回貼り付けられます。













20.6.7 XSDビジュアル・エディタでコンポーネントが選択されたときに行われる処理


XSDビジュアル・エディタでコンポーネントを選択すると、そのコンポーネントが青色で表示されます。選択したコンポーネントに子コンポーネントがある場合は、すべて青色で表示されます。

「構造」ウィンドウで選択すると、コンポーネントがハイライト表示されます。ただし、子コンポーネントを持つコンポーネントを選択すると、子も選択されます。親コンポーネントを削除または移動すると、子コンポーネントもすべて削除または移動されます。

コンポーネントを選択すると、別のコンポーネントを挿入できる位置も選択することになります。詳細は、「XSDコンポーネントのターゲット位置の選択方法」を参照してください。


ヒント

マウスのポインタをコンポーネント上に移動すると、コンポーネント名がツールチップに表示されます。

XSDビジュアル・エディタで選択したコンポーネントは、構造ウィンドウの設計ビューおよびソース・ビューでも選択されます。またその逆も同様です。選択している要素と挿入位置を両方のツールで確認できます。

ステータス・バーには、選択したコンポーネントの挿入位置ポイントが明示的に表示されます。









20.6.8 XSDコンポーネントのターゲット位置の選択方法



XSDビジュアル・エディタまたは構造ウィンドウ(設計またはソース・ビュー)でXSDコンポーネントを挿入、コピーまたは移動する場合、その操作の対象となるノードに関連するターゲット位置を選択する必要があります。ノードに対して選択できるターゲット位置は、前、後ろおよび内側です。

ターゲット位置を選択するには、次のいずれかの操作を行います。





	
ノードをクリックしてターゲット位置を選択します。


	
ターゲット位置にコンポーネントをドロップする際に、次のいずれかの操作を行います。

	
ターゲット・ノードの前にコンポーネントを挿入するには、実線の横線が表示されるまで(ビジュアル・エディタの場合)、または上矢印付きの横線が表示されるまで(「構造」ウィンドウの場合)そのコンポーネントをノードの上部にドラッグしてマウス・ボタンを放します。


	
ターゲット・ノードの後にコンポーネントを挿入するには、実線の横線が表示されるまで(ビジュアル・エディタの場合)、または下矢印付きの横線が表示されるまで(「構造」ウィンドウの場合)そのコンポーネントをノードの下部にドラッグしてマウス・ボタンを放します。


	
挿入するコンポーネントがターゲット・ノードに含まれるようにするには、ノードの上にドラッグし、ノードがボックスで囲まれた時点でマウスのボタンを放します。このターゲット位置は、子ノードを含むことが可能なノードでのみ使用できます。





	
ポップアップ・メニューを使用してターゲット位置を選択する場合は、ターゲット・ノードを右クリックし、オプションを選択してからコンポーネントを選択します。表20-5にオプションを示します。




表20-5 ターゲット位置のオプション

	オプション	説明
	
<component>の前に挿入

	
選択したノードの前にコンポーネントが挿入されます。


	
<component>の中に挿入

	
選択したノードの内側(下)にコンポーネントが挿入されます。


	
<component>の後ろに挿入

	
選択したノードの後ろにコンポーネントが挿入されます。








すべてのオプションを常に使用できるわけではありません。オプションを選択するとサブメニューが表示されるため、そこからコンポーネント・リストを選択し、さらにリストから目的のコンポーネントを選択します。選択したノードによっては、そのノードの内側に挿入できる1つ以上のコンポーネントがサブメニューに表示されます。





注意:

「構造」ウィンドウの設計またはソース・ビューで選択したターゲット位置はXSDビジュアル・エディタでも選択され、その逆も同様です。これにより、視覚的にも階層的にも挿入位置を確認できます。選択内容は、JDeveloperウィンドウ一番下のステータス・バーにも明示的に表示されます。











20.6.9 XSDコンポーネントの挿入方法



XSDビジュアル・エディタおよび「構造」ウィンドウでは、コピーまたはカット・アンド・ペーストでもXSDコンポーネントを挿入できます。カット・アンド・ペーストでは、複数のコンポーネントを一度に挿入できます。


注意:

XMLスキーマ階層の異なる場所からコピーした複数のコンポーネントを貼り付けた場合、予想外の結果になることがあります。









20.6.9.1 「コンポーネント」ウィンドウを使用したXSDコンポーネントの挿入



XSDコンポーネントを挿入するには、「コンポーネント」ウィンドウからドラッグするか、ポップアップ・メニューを使用します。ビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウでターゲット位置を選択し、「コンポーネント」ウィンドウでコンポーネントをクリックすることもできます。

「コンポーネント」ウィンドウを使用してXSDコンポーネントを挿入するには、次のようにします。




	XSDビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウで、コンポーネントを挿入する場所を選択します。構造ウィンドウでは、目的のノードを見つけるためにノードを開くことが必要になる場合があります。
	「コンポーネント」ウィンドウで、ドロップダウン・リストからXSDコンポーネントのリストを選択します。リストから目的のコンポーネントをドラッグし、XSDビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウの目的のターゲット位置へドロップします。








20.6.9.2 ポップアップ・メニューを使用したXSDコンポーネントの挿入



右クリックして、ポップアップ・メニューにXSDコンポーネントの挿入オプションを表示することもできます。

ポップアップ・メニューを使用してXSDコンポーネントを挿入するには、次のようにします。




	XSDビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウで、ノードを右クリックしてポップアップ・メニューを表示します。目的のノードを見つけるには、ノードを開くことが必要になる場合があります。
	ポップアップ・メニューからオプションを選択し、次にコンポーネントを選択します。










20.6.10 XSDコンポーネントの切取り方法



コンポーネントを切り取ると、エディタから削除され、(システム・クリップボードではなく) JDeveloperからのみアクセス可能なローカル・クリップボードに置かれます。コンポーネントを貼り付けずに終了した場合、切り取ったコンポーネントは失われます。

切取り、コピーおよび貼付けは、同じプロジェクトまたは異なるプロジェクトのファイル間で実行できます。

コンポーネントの削除では、内容を変更せずにコンポーネントが削除されます。切取りコマンドを使用してアイテムを永久に削除する習慣がある場合、間違ってクリップボードの保存しておきたい内容を置換してしまう可能性があります。詳細は、「XSDコンポーネントの削除方法」を参照してください。

1つ以上のコンポーネントを切り取るには、次のようにします。




	ビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウで、切り取るXSDコンポーネントを選択します。
	次のいずれかを行います。

	
[Ctrl]キーを押しながら[X]キーを押します。


	
右クリックして「切取り」を選択します。


	
メイン・メニューから、「編集」→「切取り」を選択します。















20.6.11 XSDコンポーネントのコピー方法



ビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウでXSDコンポーネントをコピーできます。切取り、コピーおよび貼付けは、同じプロジェクトまたは異なるプロジェクトのファイル間で実行できます。

1つ以上のコンポーネントをコピーするには、次のようにします。




	ビジュアル・エディタでXSDコンポーネントを選択します。
	次のいずれかを行います:

	
[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押します。


	
右クリックして「コピー」を選択します。


	
メイン・メニューから、「編集」→「コピー」を選択します。


	
[Ctrl]を押しながら、選択したコンポーネントのコピーをターゲット位置までドラッグします。















20.6.12 XSDコンポーネントの削除方法



XSDビジュアル・エディタまたは構造(設計ビューまたはソース・ビュー)ウィンドウでXMLスキーマからコンポーネントを削除できます。コンポーネントを削除すると、JDeveloperではソース・コードから該当する行が削除されます。

1つ以上のXSDコンポーネントを削除するには、次のようにします。




	ビジュアル・エディタで削除する1つ以上のXSDコンポーネントを選択します。詳細は、「XSDコンポーネントの選択方法」を参照してください。
	次のいずれかを行います:

	
[Delete]キーを押します。


	
[Ctrl]キーを押しながら[X]キーを押します。


	
右クリックして「削除」を選択します。


	
メイン・メニューから、「編集」→「削除」を選択します。















20.6.13 XSDコンポーネントの貼付け方法



XSDビジュアル・エディタや「構造」ウィンドウから切り取った要素またはコピーした要素は、アプリケーション内の他のXSDファイルに貼り付けることができます。詳細は、「XSDコンポーネントのターゲット位置の選択方法」を参照してください。

切取り、コピーおよび貼付けは、同じプロジェクトまたは異なるプロジェクトのファイル間で実行できます。

要素を貼り付けるには、次のようにします。




	ファイルを開きます。
	要素を貼り付ける挿入ポイントを選択します。
	次のいずれかを行います:

	
[Ctrl]キーを押しながら[V]キーを押します。


	
右クリックして「貼付け」を選択します。


	
「編集」→「貼付け」を選択します。















20.6.14 XSDコンポーネントの移動方法


ビジュアル・エディタまたは構造ウィンドウのどちらかでコンポーネントを移動することも、同時に使用して2つのエディタ間でコンポーネントを移動することも可能です。

一度に1つまたは複数のコンポーネントを移動できます。ただし、隣接していない複数のコンポーネント、またはスキーマ階層内の別々のレベルにある複数のコンポーネントを選択して移動した場合、予想外の結果になることがあります。





20.6.14.1 ドラッグによるコンポーネントの移動



XSDビジュアル・エディタまたは「構造」ウィンドウ(「設計」ビューまたは「ソース」ビュー)では、XSDコンポーネントをドラッグによって新しい挿入ポイントに移動できます。

ドラッグしてコンポーネントを移動するには、次のようにします。

次のいずれかの操作を行います。





	
ビジュアル・エディタまたは構造ウィンドウで、元の位置からターゲット位置までコンポーネントをドラッグします。詳細は、「XSDコンポーネントのターゲット位置の選択方法」を参照してください。


	
右クリックし、コンポーネントを元の位置から挿入位置までドラッグします。ポップアップ・メニューから「ここにあるノードの移動」を選択します。












20.6.14.2 カット&ペーストによるコンポーネントの移動



XSDコンポーネントをカット&ペーストで、同じプロジェクトまたは異なるプロジェクト内の他のファイルの有効な挿入ポイントに移動できます。詳細は、「XSDコンポーネントの選択方法」を参照してください。

カット&ペーストでコンポーネントを移動するには、次のようにします。

次のいずれかの操作を行います。





	
コンポーネントを切り取ります。次に、ビジュアル・エディタまたはスキーマ構造ウィンドウの別の場所へ貼り付けます。


	
コンポーネントを切り取ります。次に、同じプロジェクトまたは別のプロジェクト内の他のファイルへ貼り付けます。





注意:

選択したコンポーネントとその子コンポーネントすべてが、新しいターゲット位置へ移動します。













20.6.15 XSDコンポーネントのプロパティの設定および変更方法



「プロパティ」ウィンドウに、選択したXSDコンポーネントのプロパティが表示されます。「プロパティ」ウィンドウを使用して、XMLスキーマ内の任意のコンポーネントのプロパティ値を設定または変更します。設定済のプロパティ値には緑色のボックスが表示されます。

メイン・メニューから「編集」→属性の変更を元に戻すを選択します。

プロパティをデフォルト設定に戻すには、プロパティの横の下矢印をクリックし、「デフォルトにリセット」を選択します。

コンポーネントのプロパティを設定するには、次のようにします。




	XMLスキーマが開いた状態で、コンポーネントを選択します。

「プロパティ」ウィンドウにプロパティ値が表示されます。「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、「表示」→「プロパティ・ウィンドウ」を選択するか、ショートカット([Ctrl]+[Shift]+[I])を使用します。




	設定するプロパティが表示されるまでスクロールし、マウスまたは矢印キーでそれを選択します。

「プロパティ」ウィンドウの下部にプロパティの簡単な説明が表示されます。


ヒント:

長いリストの中からプロパティを素早く見つけるには、「プロパティ」ウィンドウのツールバーにある検索ボタンをクリックします。「検索」テキスト・フィールドにプロパティ名を入力し、[Enter]キーを押します。






	右側の列に、表20-6に示すいずれかのプロパティ値を入力します。




表20-6 プロパティ値

	フィールド	説明
	
テキスト・フィールド

	
そのプロパティに対する文字列値(テキスト値や数値など)を入力し、[Enter]キーを押します。


	
下矢印付きの値フィールド

	
下矢印をクリックしてリストから値を選択し、[Enter]キーを押します。


	
省略記号(...)付きの値フィールド

	
省略記号をクリックし、該当するプロパティのエディタを表示します。プロパティ・エディタで値を設定し、「OK」をクリックします。









ヒント

XSDコンポーネントをダブルクリックするか、XSDコンポーネントを右クリックして「プロパティ」を選択すると、そのコンポーネントのプロパティ・エディタが表示されます。

プロパティ・エディタで属性を選択すると、エディタの下のステータス領域に簡単な説明が表示されます。

コンポーネント・リファレンスのトピックへのリンクを表示するには、プロパティ・エディタの「ヘルプ」をクリックします。














20.6.16 複数のXSDコンポーネントに対するプロパティの設定方法



複数のコンポーネントを選択している場合、デフォルトでは選択中のコンポーネントのプロパティがすべて「プロパティ」ウィンドウに表示されます。「プロパティ」ウィンドウの「統合して表示」ボタンをクリックすると、選択中のコンポーネントのプロパティをすべて表示するオプションと、選択中のコンポーネントに共通なプロパティのみを表示するオプションを切り替えることができます。イタリック・フォントで表示されている値は、共通のプロパティに異なる値が設定されていることを示します。

複数コンポーネントのプロパティを設定するには、次のようにします。




	[Ctrl]キーを押しながら各コンポーネントを選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで目的のプロパティを選択して編集します。

値がイタリック・フォントで表示されている場合、選択中のコンポーネントによって値が異なります。共有プロパティの値を編集すると、選択した全コンポーネントの値が同じになります。














20.7 XMLを使用したローカライズ



JDeveloperには、XMLベースのXLIFFテクノロジに基づいてアプリケーションに対する完全なローカライゼーションをサポートするツールがあります。XLIFFは、アプリケーションを国際化する際に翻訳者およびベンダーによって使用されるデータを保持するタグおよび属性を提供することにより、完全なローカライゼーション・プロセスをサポートしています。

XLIFFの詳細は、OASISオープン標準のWebサイト(http://www.oasis-open.org/home/index.php)を参照してください。

新規XLIFFファイルを作成するには、次のようにします。





	
「ファイル」メニュー→「新規」→「ギャラリから」→「一般」→「XML」→XMLローカライゼーション・ファイルを選択します。










20.7.1 XLIFFファイルに関する必知事項


XLIFFファイルの主な要素は、trans-unit要素です。これらの要素には、ローカライゼーション・テキストとその翻訳が格納されます。これらの要素は、セグメント(通常は、独立して適切に翻訳できるソース・ファイル内のセンテンス)を表します。trans-unit要素には、source、target、alt-trans、およびいくつかの他の要素が含まれます。

この他にも、レビュー・コメント、個別文字列の翻訳ステータス、およびソース・センテンスの文字数などのメトリック用の要素があります。XLIFFファイルは、1つ以上のファイル要素で構成されます。これらにはそれぞれ、ヘッダー・セクションと本体セクションがあります。ヘッダーには、連絡先情報、プロジェクト・フェーズ、参考資料へのポインタ、およびスケルトン・ファイル上の情報などのプロジェクト・データが含まれます。

JDeveloperでは、リソース・バンドルを使用して、XLIFFファイルを含むすべてのローカライゼーション情報を保持します。JSFページのコンテンツを作成すると、リソース・バンドルはこのプロジェクト内で自動的に作成されます。









20.8 XSQLサーブレットを使用したデータ・バインドXMLページの開発



XSQLサーブレットを使用してデータ・バインドされたXMLページの作成を簡略化する完全な開発環境が用意されています。XSQLサーブレットを使用すると、XSQLページをクライアントとして作成および使用できます。これらのページは、埋込みSQL問合せおよびその他のデータ操作言語(DML)文を使用してXMLで作成されます。アクション・ハンドラを使用して、ファイルへのXMLデータの書込みなど、SQLよりも多くの機能を提供することもできます。

表20-7に、XSQLサーブレット・アプリケーション内の論理レイヤーを示します。







表20-7 XSQLサーブレットの論理レイヤー

	レイヤー	説明
	
クライアント

	
XSQLページは、SQLが埋め込まれたXMLを使用して、データの問合せおよび取得を処理します。データを表示するには、HTML、Wireless Markup Language (WML)などの別の形式にXMLデータを変換する必要があります。XMLをこれらの言語に変換するためのXSLスタイルシートを作成できます。


	
Webサーブレット内のXSQLサーブレット

	
サーブレットはXML SQL Utilityを使用してデータベースと対話します。


	
ビジネス・ロジック層

	
Business Components for Java層を使用して、データへのアクセスおよび変更を行うこともできます。


	
データベース

	
JDBC 2.0ドライバをサポートするすべてのデータベースを使用できます。











20.8.1 XSQLサーブレット・クライアントのサポート


XSQLサーブレットのサポート内容は次のとおりです。

	
「コンポーネント」ウィンドウでのXSQLタグ。


	
XSQLページを自動作成します。


	
XSQLライブラリをインクルードします


	
クラスパスでXSQLConfig.xmlを提供します。必要に応じて変更できます。


	
XSQLページでビジネス・ロジック層を使用してデータにアクセスできるように、ビジネス・コンポーネント・アクション・ハンドラ・タグを提供します。










20.8.2 XSQLサーブレットの使用方法


XSQLサーブレットでは、単純かつ生産的な方法で、データベースとXMLをやり取りできます。単純なスクリプトを使用することで、次の操作を実行できます。

	
単純または複雑なXML文書の生成


	
XSLスタイルシートの適用によるテキスト形式の生成


	
XML文書の解析とデータベースへのデータの格納


	
複雑な動的Webアプリケーションの作成(コードのプログラミングなし)




次のemp.xsqlファイルはその例です。


<?xml version="1.0"?>
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="emp.xsl"?> 
<FAQ xmlns:xsql="urn:oracle-xsql" connection = "scott">
  <xsql:query doc-element="EMPLOYEES" row-element="EMP"> 
     select e.ename, e.sal, d.dname as department 
     from dept d, emp e 
     where d.deptno = e.deptno
  </xsql:query> 
</FAQ> 


次のXMLを生成します。


<EMPLOYEES>
  <EMP>
    <ENAME>Scott</ENAME> 
    <SAL>1000</SAL>
    <DEPARTMENT>Boston</DEPARTMENT>
  </EMP>
  <EMP>
...
  </EMP>
</EMPLOYEES> 


XSQLサーブレットの詳細は、Oracle10iのドキュメントを参照してください。







20.8.3 XSQLファイルの作成方法


ウィザードを使用してXSQLファイルを作成すると、untitled#.xsqlという名前のスケルトン・ファイルがプロジェクトに追加され、XMLエディタで開きます。このエディタでコードを入力したり、「コンポーネント」ウィンドウからタグを選択して追加したり、独自のスタイルシート情報でファイルを変更したりできます。

XSQLファイルを作成するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウで、新しいXSQLページを作成するプロジェクトを選択します。


	
「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」を選択します。


	
「カテゴリ」ツリーで、「一般」を開いて「XML」を選択します。


	
「項目」リストで「XSQLファイル」をダブルクリックします。










20.8.4 XSQLタグを使用したXMLファイルの編集方法



XMLエディタの「構造」ウィンドウ・ビューと「プロパティ」ウィンドウでは、構文のハイライト表示がサポートされています。また、編集時に「コンポーネント」ウィンドウからタグを選択してページに挿入することもできます。

XMLエディタを使用してXSQLファイルを編集するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、XSQLファイルをダブルクリック/右クリックします。
	エディタの「ソース」タブを選択します。
	「表示」→「コンポーネント」ウィンドウを選択して「コンポーネント」ウィンドウを開き、このウィンドウのドロップダウン・リストから「XSQL」タグ・ページを選択します。ウィンドウからXSQLタグを選択します。
	入力時に、左山カッコ(<)を入力してから時間を置くか、(デフォルトのキー割当てを使用している場合) [Ctrl]キーを押しながら[Space]キーを押すと、コード・インサイトを起動できます。コード・インサイトにより、有効なタグのリストが表示されます。
	タグを選択した後にスペースを入力してから時間を置くか、[Ctrl]キーを押しながら[Space]キーを押すと、有効な属性がリスト表示され、ここから選択できます。属性値に対する左引用符を入力すると、ヒント・インサイトで必要な値の型が表示されます。
	編集中または編集後、ファイル内で右クリックして「XMLの自動インデント」を選択すると、ファイルを正しくインデントできます。
	任意のタグを右クリックして「構造ウィンドウ内で検索」を選択し、「構造」ウィンドウでそのタグをハイライトすることもできます。








20.8.5 XSQLファイルの構文のチェック方法



XSQLファイルをチェックして、エラーを検索するために、ファイルが製形式のXML文書かどうかを確認できます。エラーは、ログの「XML検証エラー」タブに表示されます。

XSQLファイルの構文をチェックする手順は、次のとおりです。





	
「アプリケーション」ウィンドウで、XSQLファイルを右クリックして 「XMLの検証」を選択します。


注意:

XMLファイルにXMLネームスペースが定義されていない場合、このポップアップ・メニューの「XMLの検証」コマンドは無効になります。














20.8.6 データベースにアクセスするXSQLサーブレット・クライアントの作成方法



XSQLタグを使用して、XSQLサーブレット用のXMLベース・クライアントを作成できます。XSQLサーブレットを使用すると、XML形式でデータベースとデータを簡単にやり取りできます。次の手順は、XSQL Queryタグを使用してデータを表示する方法を示しています。

データベースに直接アクセスするXSQLサーブレット・クライアントを作成する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択し、「ファイル」→「新規」→「ギャラリ」を選択します。
	「カテゴリ」リストで、「一般」を選択し、「XML」を選択します。
	「項目」リストで「XSQLファイル」をダブルクリックします。

これにより、untitled#.xsqlという名前のスケルトンXSQLファイルがプロジェクトに追加されます。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新しいXSQLファイルをダブルクリックしてエディタで開きます。
	<page xmlns:xsql="urn:oracle-xsql">タグの後の空白行にカーソルを置きます。
	「表示」→コンポーネント・ウィンドウを選択して、「コンポーネント」ウィンドウを開きます(表示されていない場合)。
	「コンポーネント」ウィンドウのドロップダウン・リストからXSQLタグを選択します(表示されていない場合)。
	「コンポーネント」ウィンドウからQueryタグを選択します。

QueryタグによりSQL文が実行され、結果セットがXML形式でインクルードされます




	表示されるダイアログで、属性の値を入力したり、デフォルト値を変更できます。[F1]を押すか、ダイアログで「ヘルプ」をクリックして、タグおよびその属性に関するヘルプを表示します。
	属性を入力した後、「次へ」をクリックします。
	「接続の選択内容」ダイアログで、接続が選択されていない場合は選択し、「次へ」をクリックします。
	「問合せ」ダイアログで、実行するSQL文を入力し、「次へ」をクリックします。

たとえば、select * from customerと入力すると、入力した属性に基づいて、customerデータベースのすべてのレコードが表示されます。




	「終了」をクリックします。

入力したQueryタグと属性は、XSQLページに表示されます。




	「ファイル」→「すべて保存」を選択して、これまでの作業内容を保存します。
	「アプリケーション」ウィンドウでXSQLファイルを右クリックして、「<filename>.xsqlの実行」を選択すると、RAW XMLデータがWebブラウザに表示されます。



スタイルシートを使用してXMLデータの書式を設定できます。メッセージ・サービスを介してXMLデータを別のアプリケーションに渡すこともできます。









20.8.7 ビジネス・コンポーネント用XSQLサーブレット・クライアントの作成



XSQLサーブレットを使用して、ビジネス・コンポーネント用にXMLベースのクライアントを作成できます。次の手順では、 ViewObject Showタグを使用して作成したビジネス・コンポーネント・プロジェクトに、XSQLクライアントをバインドして、XML形式でビュー・オブジェクトのデータを表示する方法を説明します。ViewObject Updateタグを使用して、ビュー・オブジェクトを挿入、更新および削除することもできます。

ビジネス・コンポーネント用XSQLサーブレット・クライアントを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択し、「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」を選択して新規のギャラリを開きます。
	「カテゴリ」ツリーで、「一般」を開いて「プロジェクト」を選択します。
	「項目」リストで「空のプロジェクト」をダブルクリックし、「新規プロジェクト」ダイアログを開きます。
	「新規プロジェクト」ダイアログを入力し、「OK」をクリックして空のプロジェクトをアプリケーションに追加します。
	「アプリケーション」ウィンドウで新規プロジェクトを選択し、「ファイル」→「新規」を選択します。
	「カテゴリ」リストで、「一般」を選択し、「XML」を選択します。
	「項目」リストでXSQLページをダブルクリックします。

これにより、untitled#.xsqlという名前のスケルトンXSQLファイルがプロジェクトに追加されます。




	「アプリケーション」ウィンドウで新規のXSQLファイルを右クリックし、「XMLエディタ」 を選択してソース・ファイルを開きます(ソース・ファイルが開いていない場合)。
	<page xmlns:xsql="urn:oracle-xsql">タグの後の空白行にカーソルを置きます。
	「表示」→「コンポーネント」ウィンドウを選択して、「コンポーネント」ウィンドウを開きます(表示されていない場合)。
	「コンポーネント」ウィンドウのドロップダウン・リストからXSQLタグを選択します(表示されていない場合)。
	「コンポーネント」ウィンドウからViewObject Showタグを選択します。

ViewObject Showタグには、XML形式のビュー・オブジェクトのデータが表示されます。ViewObject Updateでは、オプションで変換されたXMLドキュメントに基づいたビュー・オブジェクトに対して、挿入、更新および削除の処理を行います。




	「ビュー・オブジェクトの選択内容」ダイアログで適切なビュー・オブジェクトを選択し、「次へ」をクリックします。
	属性のデフォルト値を変更するか、受け入れます。属性を入力した後、「次へ」をクリックします。
	「終了」をクリックします。

入力したタグと属性がXSQLページに表示されていることを確認します。




	「ファイル」→「すべて保存」の順に選択して、作業内容を保存します。
	「アプリケーション」ウィンドウでXSQLファイルを右クリックして、「<filename>.xsqlの実行」を選択すると、RAW XMLデータがWebブラウザに表示されます。



スタイルシートを使用してXMLデータの書式を設定できます。メッセージ・サービスを介してXMLデータを別のアプリケーションに渡すこともできます。


注意:

XSQLページをビジネス・コンポーネントのXSQL処理ハンドラとともに使用するには、希望する接続モードを基にしたすべてのJBOライブラリに加えて、XSQLランタイムおよびJBO HTMLライブラリをプロジェクトのクラスパスに含める必要があります。これらは、JDeveloperによって自動的にクラスパスに含められます。











20.8.8 XSQLエラーJBO-27122に関する必知事項


循環ビュー・リンク・アクセッサを使用してビュー・オブジェクトを問い合せると、XSQLエラーJBO-27122が発生することがあります。

複数の表の間に外部キー関係がある場合を考えてみます。たとえば、Oracle10iリリース2のデータベース・サンプルのHRスキーマでは、国、部門、従業員および場所の表の間にこのような関係があります。これらの表に基づいて単純なビジネス・コンポーネント・プロジェクトを作成し、さらにCountriesView1というビュー・オブジェクトにアクセスするXSQLクライアントを作成すると、次の例のようなエラーが発生します。


<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?> 
- <!-- 
| Uncomment the following processing instruction and replace
| the stylesheet name to transform output of your XSQL Page using XSLT
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="YourStylesheet.xsl" ?>
 
 
--> 
- <page>
- <xsql-error action="xsql:action">
  <message>JBO-27122: SQL error during statement preparation. Statement: SELECT Employees.EMPLOYEE_ID, Employees.FIRST_NAME, Employees.LAST_NAME, Employees.EMAIL, Employees.PHONE_NUMBER, Employees.HIRE_DATE, Employees.JOB_ID, Employees.SALARY, Employees.COMMISSION_PCT, Employees.MANAGER_ID, Employees.DEPARTMENT_ID, Employees.DN FROM EMPLOYEES Employees WHERE (Employees.DEPARTMENT_ID = :1)</message> 
  </xsql-error>
  </page> 


このエラーは、max-levelsパラメータにデフォルト値を使用して、基礎となるwriteXML()メソッドを使用しているために発生します。このため、前述した外部キーによって作成される循環参照により無限ループが発生し、ORA-1000 MaxOpenCursors超過エラーが内部で発生します。

これを回避するには、コードを次のように変更します。


<xsql:action handler="oracle.jbo.xsql.ViewObject"
      name="YourViewUsageName"
      appmodule="a.b.c.YourModuleName"
      configname="YourModuleNameLocal">
   <view-attribute-list viewdefname="a.b.c.YourViewName"
         include-only"Attr1 Attr2 Attr3"
       :
</xsql:action>


属性リストを制御する各ビュー定義に複数の<view-attribute-list>要素を使用できます。1つの<view-attribute-list>要素を使用するとすぐに、<view-attribute-list>要素に含まれている属性のみをインクルードするwriteXML()の新しいAPIが使用されます。

ビュー・オブジェクトの詳細を表示するには、そのビュー定義のinclude-onlyリストにある属性名のリストに、ビュー・リンク・アクセッサ属性名を含める必要があります。次の例はCountriesViewに基づく使用例です。


<?xml version="1.0" encoding='windows-1252'?>
<!--
| Uncomment the following processing instruction and replace
| the stylesheet name to transform output of your XSQL Page using XSLT
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="YourStylesheet.xsl" ?>
-->
<page xmlns:xsql="urn:oracle-xsql">
    <xsql:action 
    handler="oracle.jbo.xsql.ViewObject" 
    name="CountriesView1"
    configname="HrModuleLocal" 
    appmodule="hr.HrModule">
    <view-attribute-list viewdefname="hr.HrModule.CountriesView"
    include-only="CountryId CountryName CurrencyName" /> 
    </xsql:action>
 
</page>







20.8.9 XSQLのカスタム・アクション・ハンドラの作成方法



XSQLページのアクション・ハンドラは、特定のタスクを実行するために起動されるJavaクラスです。Cookieの設定、スタイルシートの適用、データベースに対する問合せの実行など、様々なタスクに対応した事前作成済アクション・ハンドラがあります。ただし、組込みのアクション・ハンドラで提供されていない操作を実行する場合、カスタム・アクション・ハンドラを作成できます。カスタム・アクション・ハンドラは、事前定義済のアクション・ハンドラと同じように簡単にXSQLページから起動できるJavaクラスです。

アクション・ハンドラを作成するには、次のようにします。




	プロジェクトにXSQL構成ファイルを追加します。
	XSQL構成ファイルで、要素名とハンドラ・クラスを指定して、新しいアクション・ハンドラを登録します。
	XSQLファイルで、新しい要素とその属性を追加します。
	XSQLファイルで、<page>タグに接続情報を追加します。
	プロジェクトにJavaファイルを追加します。
	Javaファイルで、XSQLActionHandlerImplクラスを拡張するクラスを作成します。



BC4JのXSQLアクション・ハンドラは、JDeveloperのJBO HTMLライブラリの一部としてパッケージ化されており、関連する<JdevHome>/BC4J/jlib/bc4jhtml.jarアーカイブがビルドに含まれます。


// Copyright (c) 2000, 2009, Oracle and/or its affiliates. All 
 rights reserved. import oracle.xml.xsql.*; 
import org.w3c.dom.Node; 
import java.util.Date;
/**
 * A Class class. 
 * <P> 
 * @author Pas Apicella 
public class JavaDate extends XSQLActionHandlerImpl 
{
 public void handleAction (Node root) 
   {
    addResultElement(root, "CURRENTDATE", (new Date()).toString()); 
    }
}









20.8.10 XSQLサーブレットのデプロイ方法



XSQLサーブレットは、データベースをサーブレット・クライアント環境にデプロイするために必要な情報とロジックが格納された実行可能パッケージを生成します。このデータベース・デプロイメント・パッケージをセットアップおよびデプロイメント・ソリューションに組み込んだり、別個のアプリケーションとしてクライアントに提供したりできます。XSQLサーブレットをデプロイするには、マスター・データベース、デプロイメント・シナリオを指定し、デプロイメントの準備が整った自己完結型の実行可能ファイルを生成する必要があります。

次に示すのはカスタム・アプリケーションです。カスタム・アプリケーションの作成時に、XSQLアプリケーションの開発に適した機能を追加します(アプリケーション作成の一部としてJavaとXSQLを選択する場合)。

XSQLサーブレットをデプロイするには、次のようにします。




	必要に応じて、新規のアプリケーションとプロジェクトを作成します。

詳細は、「アプリケーションおよびプロジェクトの作成」を参照してください。




	XSQLファイルが「アプリケーション」ウィンドウのソース・エディタでまだ開いていない場合は、作成したXSQLファイルの名前をダブルクリックして開きます。
	「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「新規ギャラリ」の「カテゴリ」ツリーの「一般」で、「XML」を選択します。
	「項目」リストで「XSQLファイル」をダブルクリックします。
	「コンポーネント」ウィンドウで、「問合せ(XSQL)」をページにドラッグ・アンド・ドロップします。これにより、「問合せ」ウィザードが開き、データベース接続に関する情報が表示されます。SQL問合せを入力します。ウィザードの終了時に<xsql:query>タグがXSQLファイルに追加されます。
	「次へ」を選択します。ウィザードの第2ページで、データベース接続をまだ作成していない場合は、新しい接続を作成します。または、使用する既存のデータベース接続を選択します。

問い合せる予定のスキーマや表がデータベースに存在することが必要です。データベース接続の設定の詳細は、「データベース接続の設定」を参照してください。「次へ」をクリックします。




	SQL問合せをファイルに追加します。問合せの例を次に示します。


SELECT DISTINCT d.department_id as h_deptno, department_name as "Department_name"
FROM departments d, employees e
WHERE d.department_id = e.department_id
ORDER BY d. department_name




	「終了」をクリックします。問合せおよび関連するXSQLタグがXSQLファイルに入力されます。
	これで、XSQL問合せを統合WebLogic Serverで実行してテストできます。このサーバーには、IDE内でWebアプリケーションを開発、テストおよびデバッグするために必要な機能がすべて用意されています。詳細は、「統合アプリケーション・サーバーでのJava EEアプリケーションの実行」を参照してください。
	「アプリケーション」ウィンドウまたはソース・エディタのXSQLファイルのポップアップ・メニューで、「実行」をクリックします。必要に応じて、統合WebLogic Serverはデフォルトのドメインを作成してから起動します。統合WebLogic Serverを初めて起動する場合、ダイアログが表示され、デフォルト・ドメイン上のデフォルト・ユーザーweblogicのパスワードを入力する必要があります。この手順は1回のみ実行する必要があります。

ダイアログで「OK」をクリックすると、デフォルトのドメインが作成されます。これには数分かかることがあります。進行状況が「ログ」ウィンドウに表示されます。

統合WebLogic ServerでXSQLファイルを実行すると、デフォルトのブラウザにSQL問合せの結果が表示されます。




	統合WebLogic ServerでXSQLファイルのテストが正常に完了したら、次のステップとしてアプリケーションをアプリケーション・サーバーにデプロイして実行します。
	XSQLの実行に使用される構文はJDeveloperとOracle WebLogic Serverとで異なるため、XSQLソース・ファイルで接続情報を次のように変更する必要があります。


connection="java:comp/env/jdbc/database-connection-nameDS"


置換後


connection="jdbc/database-connection-nameDS"



注意:

アプリケーションを統合WebLogic Serverで実行するには、接続情報を元に戻す必要があります。






	アプリケーションをデプロイするには、最初にデプロイメント・プロファイルを作成し、これにアプリケーションをデプロイする必要があります。「アプリケーション」ウィンドウで、XSQLサーブレットが含まれるプロジェクトを右クリックして、「新規」を選択します。「新規ギャラリ」で「General」を展開し、「デプロイメント・プロファイル」を選択します。
	WARデプロイメント・プロファイルなどのプロファイルを選択し、「OK」をクリックし、デプロイメント・プロファイルの作成を続行します。詳細は、「デプロイメント・プロファイルの作成および編集方法」を参照してください。
	アプリケーションをデプロイメント・プロファイルにデプロイするには、XSQLサーブレット・ファイルが含まれるプロジェクトを右クリックして、「デプロイ」→「profile」を選択します。「profile」は、作成したデプロイメント・プロファイルの名前です。

「デプロイ」ダイアログで、「WARにデプロイ」(または、別のタイプのデプロイメント・プロファイルを選択した場合は適切なオプション)を選択し、「終了」をクリックします。




	これで、Oracle WebLogic Serverなどのアプリケーション・サーバーにアプリケーションをデプロイできるようになります。実行する必要のある手順は次のとおりです。

	
XSQLファイル内の接続情報を使用してターゲット・アプリケーション・サーバー上でデータソースを作成します。詳細は、「JDBCデータソースの設定」を参照してください。


	
アプリケーション・サーバーへの接続を作成します。詳細は、「ターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法」を参照してください。


	
XSQLサーブレット・ファイルが含まれるプロジェクトを右クリックして、「デプロイ」→「profile」を選択し、アプリケーションをデプロイします。「profile」は、作成したデプロイメント・プロファイルの名前です。

「デプロイ」ダイアログで、「アプリケーション・サーバーへのデプロイ」を選択し、次のページでアプリケーション・サーバー接続を選択し、「終了」をクリックします。




アプリケーションがデプロイされたら、http://targethost:port/web-context-root/filename.xsqlにナビゲートすることにより、ブラウザ・ウィンドウで問合せの結果を表示できます。












20.8.11 実行中のXSQLファイルからのRAW XMLデータとしての出力の表示方法



XSQLファイルを作成してタグを追加した後、RAW XMLデータを表示するか、スタイルシートを使用してXMLデータを書式設定します。

XSQLファイルをRAW XMLデータとして表示するには、次のようにします。





	
「アプリケーション」ウィンドウでXSQLファイルを選択し、右クリックして「実行」を選択すると、ソース・ファイルがWebブラウザに表示されます。

JDeveloperにより統合WebLogic Serverが開始され、デフォルトのWebブラウザが起動して、XSQLサーブレットがXSQLページを処理した後に生成されたRAW XMLデータが表示されます。












20.8.12 XSQLファイル用XSLスタイルシートの作成方法



JDeveloperでは、データをHTML、WMLまたは他の出力で書式設定するため、XSQLファイルに適用できるXSLスタイルシートを作成できます。XSLスタイルシートを作成すると、選択したXSQLプロジェクトに追加されます。

XSLスタイルシートを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、新しいXSLページを作成するプロジェクトを選択します。
	「ファイル」→「新規」→「ギャラリから」を選択します。
	「カテゴリ」ツリーで、「一般」を開いて「XML」を選択します。
	「項目」リストで「XSLスタイル・シート」をダブルクリックします。
	「ファイル名」フィールドに、生成するファイルの名前を入力します。
	「ディレクトリ名」フィールドは変更せず、JDeveloperがWebアプリケーション・ファイルを検索するディレクトリに作業内容を保存します。

スケルトンXSLファイルが生成され、アクティブなプロジェクトに表示されます。

XMLエディタを編集して、独自のカスタム・スタイルシートを作成できます。XMLデータをワイヤレス・マークアップ・ランゲージ (WML)に変換するXSLスタイルシートの例は、後述します。完了すると、XSQLファイルのスタイルシート名を指定して、RAW XMLデータを書式設定できます。

次の例のスタイルシートは、XMLからWMLへの変換を示しています。BC4JアプリケーションでデフォルトのDeptViewを使用します。








<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">

<!-- Root template -->
<xsl:output type="wml" media-type="text/x-wap.wml"
doctype-public="-//WAPFORUM//DTD WML 1.1//EN"
doctype-system="http://www.wapforum.org/DTD/wml_1.1.xml"
indent="yes" />

<xsl:template match="* >/"><xsl:apply-templates/></xsl:template>
<xsl:template match="text()>@*"><xsl:value-of select="."/></xsl:template>
<xsl:template match="/">

<wml>
   <card id="C1">
   <p mode="nowrap">
   <big>DEPTLIST</big>
   </p>
   <xsl:for-each select="page/DeptView/DeptViewRow">
   <p>
   <strong><xsl:value-of select="Deptno"/>&nbsp;</strong>
   xsl:value-of select="Dname"/>&nbsp;
   <xsl:value-of select="Loc"/>
   </p>
   </xsl:for-each>
   </card>
</wml>

</xsl:template>
</xsl:stylesheet>









20.8.13 スタイルシートを使用したXMLデータの書式設定方法



XSQLファイルを作成してタグを追加した後、XSLスタイルシートを使用してXMLデータの書式を設定したり、RAW XMLデータを表示できます。以前に作成したスタイルシートを使用することも、JDeveloperで新規のスタイルシートを作成して適用することもできます。スタイルシートを適用することで、HTML、またはWireless Markup Language (WML)などの他のマークアップ言語にXMLデータを変換できます。

スタイルシートを使用してXMLデータの書式を設定する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウで、スタイルシートを追加するXSQLファイルをダブルクリックします。
	ソース・ファイルでxml-stylesheet行と次のようなコメントを探します。


<!--
Uncomment the following processing instruction and replace
the stylesheet name to transform output of your XSQL Page using XSLT
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="YourStylesheet.xsl" ?>
-->




	<?xml-stylesheet?>行を -->閉じ大カッコの下に移動して、コメントを解除します。
	この行で、YourStyleSheet.xsl をスタイルシートの名前に置換します。たとえば、stylesheet1.xslという名前のスタイルシートを指定します。

次に、このプロジェクトの外部で作成したファイルを使用する場合は、指定したファイルをプロジェクトに追加します。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトを選択し、「プロジェクト」→「プロジェクト<プロジェクト名>に追加」を選択します。

「プロジェクトに追加」ダイアログで、ディレクトリに移動し、指定したスタイルシート・ファイルを選択します。




	「開く」をクリックします。
	「ファイル」→「すべて保存」の順に選択して、すべての変更を保存します。

追加したファイルが「アプリケーション」ウィンドウに表示され、XMLエディタで開きます。開いているファイルを閉じることもできます。




	「アプリケーション」ウィンドウでXSQLファイルを右クリックし、「実行」を選択すると、ファイルがWebブラウザに表示されます。

書式設定されたXMLデータをブラウザで表示できます。












20.8.14 XSQL構成ファイルの変更方法



XSQL構成ファイルXSQLConfig.xmlは、クラスパス上に存在するため、XSQLページから常にアクセスできます。接続情報は、JDeveloperで新規接続を作成すると、XSQLConfig.xmlファイルに追加されます。XSQLConfig.xmlはシステム・ディレクトリにあり、XSQLファイルを含むプロジェクトがコンパイルされると、WEB-INFディレクトリにコピーされます。カスタム・アクション・ハンドラを登録するなどの変更が必要な場合は、プロジェクトにファイルを追加することもできます。


注意:

XSQLプロジェクトをJDeveloperに移行しても、XSQLConfig.xmlファイルは更新されません。プロジェクトの移行後、接続を再作成したり、JDeveloperで既存の接続を編集することで接続を更新できます。



プロジェクトのXSQL構成ファイルを変更するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクトが選択された状態で、 「プロジェクト」→「プロジェクト<プロジェクト名>に追加」を選択します。
	JDeveloperインストール・ディレクトリのシステム・ディレクトリにナビゲートしてXSQLConfig.xmlを選択し、「開く」をクリックします。
	XMLエディタで変更または追加します。
	「ファイル」→「保存」の順に選択して、修正したファイルを保存します。








20.8.15 XSQLファイルでのXMLメタデータ・プロパティの使用



表20-8に示すカスタム・プロパティは、ビュー・オブジェクトまたは行のwriteXMLメソッドを使用する際、XMLの生成に影響します。







表20-8 メタデータ・プロパティ

	プロパティ名	値	有効な対象
	
XML_ELEMENT

	
有効な要素名

	
ビュー・オブジェクトおよびビュー属性


	
XML_ROW_ELEMENT

	
有効な要素名

	
ビュー・オブジェクト


	
XML_CDATA

	
任意の値(空でない)

	
ビュー属性


	
XML_EXPLICIT_NULL

	
任意の値(空でない)

	
ビュー・オブジェクトおよびビュー属性











20.8.15.1 XML_ELEMENTの使用


XML_ELEMENTカスタム・プロパティがビュー・オブジェクトに存在する場合、その値は、writeXMLメソッドを使用した生成時や、readXMLメソッドによる使用時に、XMLのビュー・オブジェクトに対するXML要素名として使用されます。

XML_ELEMENTカスタム・プロパティがビュー属性に存在する場合、その値は、writeXMLメソッドを使用した生成時や、readXMLメソッドによる使用時に、XMLの属性に対するXML要素名として使用されます。

たとえば、Salという名前の属性を持つDeptViewという名前のビュー・オブジェクトについて、次のように設定したとします。

	
ビュー・オブジェクト・プロパティのXML_ELEMENT="Departments"


	
Salのビュー属性プロパティのXML_ELEMENT="Salary"




次のようなXMLが生成されます。


<Departments>
  <DeptViewRow>
    <Empno>1010</Empno>
    <Ename>Steve</Ename>
    <Salary>1234</Salary>
  </DeptViewRow>
</Departments>


デフォルトでは、次のようになります。


<DeptView>
  <DeptViewRow>
    <Empno>1010</Empno>
    <Ename>Steve</Ename>
    <Sal>1234</Sal>
  </DeptViewRow>
</DeptView>







20.8.15.2 XML_ROW_ELEMENTの使用


XML_ROW_ELEMENTカスタム・プロパティがビュー・オブジェクトに存在する場合、その値は、writeXMLメソッドを使用した生成時や、readXMLメソッドによる使用時に、XMLのビュー・オブジェクトにより生成された問合せ結果の各行に対するXML要素名として使用されます。

たとえば、Salという名前の属性を持つDeptViewという名前のビュー・オブジェクトについて、次のように設定したとします。

	
ビュー・オブジェクト・プロパティのXML_ELEMENT="Departments"


	
ビュー・オブジェクト・プロパティのXML_ROW_ELEMENT="Department"


	
Salのビュー属性プロパティのXML_ELEMENT="Salary"




次のようなXMLが生成されます。


<Departments>
  <Department>
    <Empno>1010</Empno>
    <Ename>Steve</Ename>
    <Salary>1234</Salary>
  </Department>
</Departments>


デフォルトでは、次のようになります。


<DeptView>
  <DeptViewRow>
    <Empno>1010</Empno>
    <Ename>Steve</Ename>
    <Sal>1234</Sal>
  </DeptViewRow>
</DeptView>







20.8.15.3 XML_CDATAの使用


XML_CDATAカスタム・プロパティがビュー属性に対して空でない値に設定されると、その値はプレーン・テキストとしてではなく、CDATAセクションとして出力されます。







20.8.15.4 XML_EXPLICIT_NULLの使用


XML_EXPLICIT_NULLカスタム・プロパティがビュー属性に対して空でない値に設定されると、NULL値を持つすべての属性で、次のようなXML要素が生成されます。


<AttributeName null="true"/>


デフォルトの場合は、XML結果から<AttributeName>要素が省略されます。

XML_EXPLICIT_NULLがビュー属性に対して空でない値に設定されると、指定した属性がNULL値を持つ場合は、システムにより次のようなXML要素が生成されます。


<AttributeName null="true"/>


デフォルトの場合は、XML結果から<AttributeName>要素が省略されます。














2 Oracle JDeveloper のアクセシビリティ情報


Oracle JDeveloperには、アクセシビリティをサポートするための幅広い機能が用意されています。オラクル社では、障害を持つユーザーがOracle製品、サービスおよびサポート・ドキュメントを利用できるようになることを目指しています。

この章の内容は次のとおりです。

	
スクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeの使用


	
アクセシビリティをサポートする機能


	
カスタマイズに関する推奨事項


	
高度なビジュアル機能








2.1 Oracle JDeveloperでのスクリーン・リーダーおよびJava Access Bridgeの使用


スクリーン・リーダーなどの障害支援技術がJavaベースのアプリケーションやアプレットで動作するためには、Windowsベースのコンピュータに、SunのJava Access Bridgeをインストールしておく必要があります。スクリーン・リーダーの設定手順と、推奨される最小テクノロジ・スタックの詳細は、『Oracle JDeveloperのインストール』を参照してください。







2.2 アクセシビリティをサポートするOracle JDeveloperの機能


Oracle JDeveloperでは、アクセシビリティの各機能をサポートしています。Oracle製品のアクセシビリティに関する追加情報(構成方法および使用方法を含む)は、次のURLの「Oracle Accessibility Program」を参照してください。

http://www.oracle.com/accessibility/

Oracleの目的は、我々の製品を使用する障害のあるエンド・ユーザーが他のユーザーと同じタスクを実行でき、同じ機能にアクセスできるようにすることです。Oracle JDeveloperには、アクセシビリティ・ゴールをサポートするための多数の機能が用意されています。





2.2.1 キーボード・アクセス


Oracle JDeveloperでは、JDeveloperの各機能に対するキーボード・アクセスをサポートしています。次にサマリーを示します。キーボード・アクセスの概要は、後述します。JDeveloper内部でのキーの割当て方法、およびコマンドに設定されているアクセラレータ・キーのサマリーは、キーボード・ナビゲーションのトピックを参照してください。

キーボード・アクセスによって、メニューおよびツールバーでは次の機能を使用できます。

	
ユーザーはどのメニュー項目にも移動し、それを起動することができます。


	
すべてのツールバー機能は、メニュー項目からもアクセスできます。


	
すべてのメニューおよびメニュー項目には、一意で機能的なニーモニック・キーが用意されています。


	
ウィンドウおよびソース・エディタ内のすべてのコンテキスト・メニューを起動することができます。


	
使用頻度の高いメニュー項目には、一意のアクセラレータ・キーが用意されています。




「アプリケーション」ウィンドウ、「構造」ウィンドウ、ソース・エディタ、「プロパティ」ウィンドウ、「制約」、プロファイラ、「デバッガ」ウィンドウ、「ヘルプ」ウィンドウ、「ログ」ウィンドウおよびBC4J TesterなどのJDeveloper IDEのウィンドウでは、次の機能を使用できます。ユーザーは、次の操作が可能です。

	
開いているすべてのウィンドウ間、ウィンドウまたはペイン内のすべてのノード間、ウィンドウ内のタブ間の自由な移動


	
ウィンドウまたはペインへのフォーカスの移動


	
ウィンドウまたはペイン内のすべてのコントロールの起動と、基本的な操作の実行


	
「プロパティ」ウィンドウでプロパティを移動および更新します。


	
ソース・エディタでのコード・インサイトおよびコード・テンプレートの使用。


	
状況依存のヘルプ・トピックの呼出し、任意のヘルプ・トピックの選択と表示、ナビゲーションおよびビューア・タブ間の移動


	
該当するJDeveloperのウィンドウを開く、閉じる、ドッキング/ドッキング解除する、最小化、リストアおよび最大化する各操作。





ヒント

	
[Esc]キーを押すと、現在のドッキング可能ウィンドウから最新のアクティブ・エディタにフォーカスを移動できます。[Shift]キーを押しながら[Esc]キーを押すとフォーカスが移動し、現行のウィンドウが閉じます。


	
[Shift]キーを押しながら[F10]キーを押すと、どのウィンドウでもポップアップ・メニューが開きます。[↓]キーおよび[↑]キーを使用してコマンドを選択し、[Enter]キーを押すか、アクセラレータを使用してポップアップ・メニューのコマンドを起動します。






Oracle JDeveloperのダイアログおよびウィザードでは、次の機能を使用できます。

	
すべてのウィザードおよびダイアログで、任意のコントロールへ移動し、コントロールを起動できます。


	
[Tab]キーによるフォーカス移動の順序は、論理的で一貫しています。


	
コントロールには、必要に応じてニーモニック・キーが用意されています。




ランタイム・アプリケーションにおいても、ナビゲーションのコントロールが可能です。これには、Javaアプリケーション、HTMLアプリケーション、アプレット、JSF (Faces)アプリケーション、JSPおよびサーブレットなど、Oracle JDeveloperで作成するすべての実行可能ファイルが該当します。ランタイム・アプリケーションでは、次の操作が可能です。

	
すべてのランタイム・アプリケーションにおける、任意のコントロール間の移動。


	
すべてのランタイム・アプリケーションにおける、任意のコントロールの起動。










2.2.2 スクリーン・リーダーによる読上げ


スクリーン・リーダーを使用した場合の、JDeveloperの読上げへの対応は次のとおりです。

メニューおよびツールバーで使用した場合:

	
すべてのメニューおよびメニュー項目を読み上げます。


	
ウィンドウのツールバー項目を含む、すべてのツールバー項目を読み上げます。


	
すべてのツールバー項目のヒント・テキストを読み上げます。




JDeveloper IDEのウィンドウで使用した場合:

	
開いているすべてのウィンドウを読み上げます。


	
タブなど、各ウィンドウ内のすべてのコンポーネントを読み上げます。


	
IDEの下部、およびソース・エディタ内のステータス・テキストを読み上げます。




ダイアログおよびウィンドウで使用した場合:

	
すべてのウィザードおよびダイアログ内の、すべてのコントロールを読み上げます。


	
ヒント・テキストを読み上げます。




ランタイム・アプリケーションで使用した場合:

	
すべてのランタイム・アプリケーション内の、すべてのコントロールを読み上げます。










2.2.3 フォントおよび色の選択の柔軟性


JDeveloperのユーザー・インタフェースでは、色およびフォントの選択を柔軟にすることによって、視覚障害を持つユーザーのための操作性を向上しています。フォントおよび色については、次のような機能があります。

	
エディタの表示に使用されるフォントの種類およびサイズを指定できます。


	
製品のすべての機能は、白または灰色の背景色と、黒のテキスト色を使用しています。


	
色付きの文字、下線表示または画像のみに依存して情報を提示することはありません。










2.2.4 音声のみに依存しないフィードバック


JDeveloperでは、どのような状況でも、ユーザーへのフィードバックが音声のみで行われることはありません。音声によるフィードバックには、常にスクリーン上の表示が伴います。たとえば、エラーまたは不正な操作が発生した場合のプロンプトには、常に警告音が伴います。







2.2.5 カーソルの点滅やアニメーションへの非依存


JDeveloperでは、カーソルの点滅やアニメーションの使用は最小限に抑えられています。ソース・エディタでのカーソルの点滅を除き、JDeveloperのすべての機能で、点滅による表示は使用していません。すべての機能で、アニメーション表示は使用していません。







2.2.6 スクリーンの拡大機能


JDeveloperのユーザー・インタフェースは、スクリーンの拡大機能を使用しても正常に動作します。製品のすべての機能で、スクリーンの拡大機能が使用可能です。







2.2.7 ファイルのエディタ・ビューまたはタブ・ビューを変更する方法



「アプリケーション」ウィンドウのノード上で[Enter]キーを押すと、そのファイルに対してデフォルト・エディタが開きます。デザイン・ビューではなくソース・ビューまたは履歴ビューでJSPファイルを表示する場合など、ドキュメントに使用可能なエディタ間の切替えを行うには、[Alt]+[Page Up]や[Alt]+[Page Down]のアクセラレータ・キーを使用して、「ウィンドウ」→「移動先」→「右のエディタ」、および「ウィンドウ」→「移動先」→「左のエディタ」の各メニュー・コマンドを起動できます。









2.2.8 複数行の編集フィールドでテキストを読み上げる方法



複数行の編集フィールド内のテキストをスクリーン・リーダーで読み上げる場合は、[Shift]キーを押しながら、最初のカーソル位置に応じて矢印キーでカーソルを上または下に移動することで、テキストを選択できます。









2.2.9 ソース・エディタで行番号を読み上げる方法



ソース・エディタでファイルを編集中に、[Ctrl]キーを押しながら[G]キーを押すと、スクリーン・リーダーで行番号を読み上げることができます。









2.2.10 「ログ」ウィンドウで、例外スタックHTMLリンクおよび生成済Javadocリンクにアクセスする方法



「ログ」ウィンドウで例外スタックHTMLリンクまたはJavadocリンクを生成すると、これらはリンクとして認識されなくなり、スクリーン・リーダーでプレーン・テキストとして読み上げます。リンクにアクセスするには、カーソルのフォーカスを「ログ」ウィンドウに設定します。マウスで右クリックするか、[Shift]+[F1]キーを同時に押し、コンテキスト・メニューから「別名保存」を選択します。「ログ」ウィンドウの内容がHTMLファイルとして保存されます。この保存したHTMLファイルをプロジェクトまたはアプリケーションにリソースとして追加します。ファイルを「アプリケーション」ウィンドウから開くとOracle JDeveloper HTML/JSPビジュアル・エディタが起動し、リンクを正しく表示できます。HTML/JSPビジュアル・エディタでファイル内を移動し、リンクにアクセスします。











2.3 Oracle JDeveloperのカスタマイズに関する推奨事項


JDeveloperでは、キーボードの操作、IDEの表示属性、時間設定などユーザーの必要に応じた様々なカスタマイズ機能が提供されています。すべてのカスタマイズ機能は、「プリファレンス」ダイアログにまとめられています。必要に応じて操作性を最適化するためには、次のデフォルト設定を、使いやすくカスタマイズした設定に変更することをお薦めします。





2.3.1 アクセラレータ・キーをカスタマイズする方法



Oracle JDeveloperのデフォルトのアクセラレータ・キーは、「ツール」→「設定」→「ショートカット・キー」ページで追加および変更できます。操作に慣れた初期設定キーマップをロードすることもできます。









2.3.2 競合するアクセラレータ・キーをOracle JDeveloperに指定する方法



競合するアクセラレータ・キーをJAWSに渡すには、マップ済アクセラレータ・キーを変更する方法以外に、[Insert]キーを押しながら[F3]キーを押してから、競合するアクセラレータ・キーの組合せを入力する方法があります。









2.3.3 IDEのルック・アンド・フィールの変更方法



Oracle JDeveloperのデフォルトのルック・アンド・フィールは、「ツール」→「設定」→「環境」ページで変更できます。ルック・アンド・フィールは、メニューやボタンなどのオブジェクトの表示色および形状を決定します。









2.3.4 エディタでフォントをカスタマイズする方法



エディタでの表示に使用されるフォントおよびフォント・サイズは、「ツール」→「プリファレンス」→「コード・エディタ」→「フォント」ページで変更できます。









2.3.5 構文ハイライトをカスタマイズする方法



ソース・エディタで構文ハイライトに使用されるフォント・スタイルおよび前景色と背景色は、「ツール」→「設定」→「コード・エディタ」→「構文の色指定」ページで変更できます。









2.3.6 エディタで行番号を表示する方法



ソース・エディタの行番号は、「ツール」→「プリファレンス」→「コード・エディタ」→「行の左余白」ページで表示/非表示を設定できます。









2.3.7 コード・インサイトの時間設定の変更方法



コード・インサイトは、「ツール」→「設定」→「コード・エディタ」→「コード・インサイト」ページで、遅延時間を秒単位で設定、または無効に設定できます。









2.3.8 デバッガで列を指定する方法



デバッガに表示される列および情報のタイプは、「ツール」→「プリファレンス」→「デバッガ」ページで選択できます。











2.4 Oracle JDeveloperの高度なビジュアル機能


Oracle JDeveloperには、視覚障害を持つユーザーのための機能と同等の、高度なビジュアル機能が用意されています。

	
UIおよびビジュアル・エディタ。ソース・エディタに、同等の機能があります。ソース・エディタでは、ページやUI要素を完全に設計できます。


	
「コンポーネント」ウィンドウ。ソース・エディタに同等の機能があります。「コンポーネント」ウィンドウで選択可能な要素やタグを、ソース・エディタにも入力できます。




キーストロークを使用して、「コンポーネント」ウィンドウからコンポーネントをUIまたはビジュアル・エディタに追加できます。

Oracle JDeveloperには、モデリング機能もあります。キーストロークのみを使用してダイアグラムでエレメントを作成、編集および移動できます。
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25 データベースへの接続と使用


この章では、データベース接続の作成と操作の方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
データベースへの接続と使用について


	
データベース接続の設定


	
データベースの参照および検索


	
データベースへの接続


	
Oracle Database Cloud Serviceへの接続およびデプロイ


	
データのインポートおよびエクスポート


	
データベースのコピー、比較、エクスポート


	
OracleおよびOracle以外のデータベースの使用


	
データベース・レポートの使用


	
データベース接続のトラブルシューティング








25.1 データベースへの接続と使用について


Oracleデータベースと、Oracle以外の様々なデータベースに接続して操作できます。

データベース接続は、「アプリケーション」ウィンドウまたは「データベース」ウィンドウ(作業中のアプリケーションに対して使用できる)で、あるいは「リソース」ウィンドウ(他のアプリケーションで再利用できる)で使用できます。

データベース接続を作成すると、次の操作が可能になります。

	
データベース・オブジェクトの参照


	
特定のデータベース・オブジェクトの検索


	
データのインポートとエクスポート


	
データベース・スキーマ間でのデータベース・オブジェクトのコピー


	
データベース・スキーマどうしの比較


	
1つ以上のデータベース・タイプの一部または全部のオブジェクトの、DLLファイルファイルへのエクスポート


	
事前定義済のレポートを使用、および新規レポートを作成し、データベースとそのオブジェクトに関する情報を提供




初めてJDeveloperでデータベースを使用する場合、Oracle Database Express Edition (Oracle Database XE)の使用をお薦めします。詳細は、「Oracle Database Express Editionのスタート・ガイド」を参照してください。







25.2 データベース接続の設定


「データベース接続の作成」ダイアログを使用して、外部データソースへの接続を定義し管理できます。データベース接続は次の場所に表示されます。

	
「リソース」ウィンドウ: 接続をカタログに追加すると、共同作業や複数のアプリケーションへの公開が可能です。


	
「データベース」ウィンドウ: データベースのオブジェクトを作成、編集および変更できます。


	
「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネル: 現在のアプリケーションで接続を使用できます。




接続を削除する際、JDeveloperではこの接続に依存しているプロジェクトがあることを知らせる警告は表示されません。このため、接続の削除には注意が必要です。





25.2.1 接続の有効範囲


JDeveloperでは、データベース接続の作成と管理に2つの方法があります。データベース接続をアプリケーションに対して定義する(アプリケーション・リソース接続)ことも、IDE全体に対して定義する(IDE接続)こともできます。どちらの定義にも同じダイアログを使用しますが、JDeveloperにおけるその有効範囲は異なります。

最初にデータベース接続を作成するときに接続の有効範囲を選択し、その後変更することはできません。







25.2.2 データベース接続の作成時に行われる処理


データベース接続を作成すると、JDeveloperでは「データベース」ウィンドウに接続のノードが作成され、接続の有効範囲に応じて「リソース」ウィンドウか「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルにノードが追加されます。

JDeveloperがチームで使用するように構成されている場合は、チーム・レベルのデータベース接続も使用できます。

「アプリケーション」ウィンドウと「データベース」ウィンドウでは、データベース接続ノードを展開して、データベース・オブジェクトを表示および使用できます。「リソース」ウィンドウでは、データベース接続をアプリケーションに追加して初めてその接続が使用できるようになります。


アプリケーション・リソースとして作成されるデータベース接続





アプリケーション・リソースとして作成されるデータベース接続は、それが作成されたアプリケーションでのみ使用できます。

「データベース」ウィンドウでは、アプリケーションと同じ名前のノードの下に接続のノードがあります。

「アプリケーション」ウィンドウでは、「アプリケーション・リソース」パネルの「接続」の下に接続のノードがあります。connections.xmlに格納される接続情報は、「ディスクリプタ」ノードの下のADF META-INFの下にあります。これをダブルクリックするとXMLエディタでファイルが開き、ファイル名の上にマウス・カーソルを置くとファイルのパスがわかります。

接続ディスクリプタ定義情報のファイル・システム上の場所はapplication_folder/.adf/META-INF/connections.xmlで、application_folderは選択したアプリケーションのパスです。





IDE接続として作成されるデータベース接続





これらは、グローバルに定義されるデータベース接続です。

IDE接続を「アプリケーション」ウィンドウにコピーすると、次のようにしてアプリケーションで使用できます。

	
「リソース」ウィンドウから接続をドラッグし、「アプリケーション」ウィンドウの下の「アプリケーション・リソース」にある「接続」ノードにドロップします。


	
「リソース」ウィンドウで接続を右クリックし、「アプリケーションに追加」を選択します。


	
「データベース」ウィンドウで、「IDE接続」ノードからアプリケーションのノードの下にある「アプリケーション接続」ノードに接続をドラッグします。




接続ディスクリプタ定義情報のファイル・システム上の場所はsys-dir/jdeveloper/system11.1.x.x.nn.nn.nn/o.jdeveloper.rescat2.model/connections/connections.xmlです。









25.2.3 接続プロパティのデプロイについて


JDeveloperのデプロイにはconnections.xmlファイルが含まれ、アプリケーションでは.adf\META-INF.フォルダにこのファイルがあります。このファイルには、デプロイと実行時の接続の実行に必要な接続情報が格納されています。







25.2.4 データベース接続の作成方法



データベース接続を作成する手順は、次のとおりです。




	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」を選択してデータベース機能をロードします。
	「データベース」ウィンドウを開くには、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。「IDE接続」またはアプリケーションを右クリックして「接続の作成」を選択し、「データベース接続の作成」ダイアログを開きます。

あるいは、メイン・メニューから「ファイル」→「新規」を選択し、「新規ギャラリ」を開きます。「カテゴリ」リストで、「一般」を開き、「接続」を選択します。「項目」リストで「データベース接続」をダブルクリックして、図25-1に示すように、「データベース接続の作成」ダイアログを開きます。


図25-1 「データベース接続の作成」ダイアログ

[image: 「データベース接続の作成」ダイアログ]


作業中に詳細を参照するには、[F1]を押すか、ダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。




	適切な接続情報を入力し、「接続のテスト」をクリックします。JDeveloperがデータベースに接続するまで時間がかかることがあります。

テストに成功すると、ステータス・テキスト領域に成功メッセージが表示されます。次に例を示します。


Success!
Connected To: Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - Production
With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options
Recognized As: Oracle11g Database Release 2


または:


Success!
Connected To: MySQL 5.6.10 
Recognized As: MySQL Database Server 5.x


テストに成功しなければ、エラーが表示されます。この場合、必要に応じて以前に入力した情報を変更してエラーを修正するか、エラーの内容を確認して考えられる他のエラー要因を特定します。







接続の定義が完了したら、ダイアログに戻って接続の属性を編集できますが、データベース接続の作成後に接続タイプの変更はできません。









25.2.5 追加のJDBCパラメータの定義



JDBC接続の追加のパラメータ(JDBC暗号化サポートなど)を使用する必要がある場合、同じ接続ダイアログでそれらを入力できます。

追加のパラメータを定義するには:




	データベース接続の作成または編集ダイアログで、「JDBCパラメータ」をクリックして「JDBCパラメータ」ダイアログを開きます。
	このダイアログでは、接続を作成するために必要なプロパティの名前/値のペアを入力できます。作業中に詳細を参照するには、[F1]を押すか、ダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	新しいパラメータを追加するには、[image: この図は周囲のテキストで説明しています]をクリックします。新しい行が表示されます。その行がドライバでサポートされる場合、図25-2に示すように、可能なパラメータのリストが表示され、ここから選択できます。


図25-2 「JDBCパラメータ」ダイアログ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


使用するパラメータを選択または入力して、そのデフォルト値を入力します。




	ダイアログで「OK」をクリックし、「データベース接続」ダイアログで「OK」をクリックします。








25.2.6 様々なドライバの使用


一部のタイプのデータベース接続の場合、使用可能な複数のドライバから選択できます。たとえば、図25-3に示すように、「DB2 UDB」を選択した場合、使用可能なドライバのいずれかを選択できます。


図25-3 使用可能なドライバ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







25.2.7 OCI8によるOracle Databaseへの接続



Oracle Databaseに接続するとき推奨されるのはシン・ドライバを使用する方法ですが、OCI8 (Thick接続)を使用して接続することも可能です。

OCI8を使用して接続するには、次のようにします。





	
システム・プロパティjdbc.libraryを使用して、jarの場所を定義します。次に例を示します。


jdev -J-Djdbc.library=/jdev_install/jdeveloper/ojdbc6.jar












25.2.8 データベース接続の編集方法



データベース接続を編集するには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを展開し、データベース接続を選択します。
	接続を右クリックして「プロパティ」を選択し、「データベース接続の編集」を開きます。詳細は、[F1]キーを押すか、「データベース接続の作成」ダイアログから「ヘルプ」をクリックします。




注意:

どのスキーマが接続に表示されるかをフィルタすることもできます。











25.2.9 データベース接続のエクスポートとインポートの方法


次のように、データベース接続をインポートおよびエクスポートできます。





25.2.9.1 データベース接続のエクスポート



接続をエクスポートすると、選択した接続ディスクリプタがXMLファイルにコピーされます。他のユーザーは、このファイルをインポートして簡単に接続を作成できます。

データベース接続をエクスポートするには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを右クリックして「接続のエクスポート」を選択します。
	「接続のエクスポート」ウィザードの「接続の選択」ページで、詳細をエクスポートする接続を選択して、「次へ」をクリックします。詳細は、随時[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。
	ウィザードの「宛先ファイル」ページで、生成するファイルの完全修飾ファイル名を指定します。ファイルの生成内容はXMLになるため、接尾辞xmlを付けたファイル名を使用してください。「次へ」をクリックします。
	接続にパスワードが含まれる場合、ウィザードの「パスワード処理」ページで、生成されたファイルのパスワードを暗号化できます。パスワードを暗号化しないように選択した場合、パスワードは、生成されたファイルに含まれません。「次へ」をクリックします。
	ウィザードのサマリー・ページには、エクスポート接続ファイルの詳細が表示されます。「終了」をクリックします。

選択した接続の接続情報がファイルに保存され、他のユーザーがインポートして使用することが可能になります。







IDE接続であるデータベース接続を含めて接続をエクスポートするには、「リソース」ウィンドウを使用する方法もあります。詳細は、「カタログと接続のインポートとエクスポート」を参照してください。









25.2.9.2 データベース接続のインポート



以前にエクスポートした接続ディスクリプタをインポートできます。

データベース接続をインポートするには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを右クリックして「接続のインポート」を選択します。
	「接続のインポート」ウィザードの「ソース・ファイル」ページで、エクスポートした接続ファイルのファイル名を入力するか、「参照」をクリックしてファイルを探し、「次へ」をクリックします。詳細は、[F1]を押すか、「ヘルプ」をクリックしてください。
	ウィザードの「パスワード処理」ページでは、エクスポート・ファイルの接続パスワードの暗号化にパスワードが使用された場合、ここでそのパスワードを入力します。それ以外の場合、「エクスポートした接続からすべてのパスワードを削除」を選択します。「次へ」をクリックします。
	ウィザードの「接続の選択」ページで、情報をインポートする接続を選択します。「次へ」をクリックします。
	「サマリー」ページには、インポートされる接続の情報の概要が表示されます。「終了」をクリックします。



データベース接続を含めて接続をインポートするには、「リソース」ウィンドウを使用する方法もあります。詳細は、「カタログと接続のインポートとエクスポート」を参照してください。











25.2.10 データベース接続のオープンとクローズの方法



JDeveloperですでに定義されているデータベース接続に手動で接続する、または手動でデータベース接続を切断できます。

データベース接続を開くには、次のようにします。

	
「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。


	
「IDE接続」またはアプリケーションを展開し、データベース接続を選択します。


	
ノードを開きます。

あるいは、クローズしている接続を右クリックして「接続」を選択する方法もあります。




データベース接続を閉じるには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを展開し、データベース接続を選択します。
	接続を右クリックし、「切断」を選択します。








25.2.11 データベース接続の削除方法



接続を削除すると、その接続は「データベース」ウィンドウおよびJDeveloperから削除されます。

接続を削除するときに、JDeveloperは、その接続に依存するプロジェクトが存在する可能性があることを警告しません。そして、アプリケーションやプロジェクトのみでなく、すべてのJDeveloperから接続を削除します。接続を削除する場合は、細心の注意を払う必要があります。

データベース接続を削除するには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを展開し、削除するデータベース接続を選択します。
	接続を右クリックし、「削除」を選択します。
	確認ダイアログで、「はい」をクリックします。








25.2.12 新規のサード・パーティ製JDBCドライバの登録方法



DB2、Informix、SQL ServerおよびSybase用のサード・パーティ製JDBCドライバを使用する予定の場合は、そのドライバをJDeveloperに登録する必要があります。これにより、接続を定義するときに、そのドライバが使用できるようになります。

新規のサード・パーティ製JDBCドライバを登録するには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「プリファレンス」ダイアログで、「JDBCドライバ・オプション」を選択します。
	JDeveloperに現在登録されているサード・パーティ製のJDBCドライバのリストが表示されます。リストに新しいエントリを追加するには、「新規」をクリックします。

新規エントリがリストと「ドライバ・クラス」フィールドに表示され、デフォルト・ドライバのクラス名が選択されます。




	「ドライバ・クラス」フィールドで新規エントリを変更し、完全修飾クラス名を反映します。

「登録済のJDBCドライバ」リストで、正しいエントリが選択されたままであることを確認してください。




	ドライバを関連付けるライブラリを選択します。既存のライブラリを参照するか、ライブラリへの完全修飾パスを入力できます。ライブラリのクラスパスが「クラスパス」に表示されます。

サード・パーティ製ドライバを使用するプロジェクトには、必ずこのライブラリを含めるようにしてください。




	「OK」をクリックします。

このダイアログ(ダイアログに戻った場合)、および「データベース接続の作成」ダイアログの両方で、使用可能なサード・パーティ製のJDBCドライバのリストにドライバが表示されます。







また、「データベース接続の作成」ダイアログを使用中の場合、ダイアログから移動せずにサード・パーティ製のJDBCドライバを登録できます。「接続タイプ」として「汎用JDBC」を選択し、「新規」をクリックして「JDBCドライバの登録」ダイアログを開くと、ドライバのクラス名とライブラリが示されます。









25.2.13 Oracle以外のデータベースのユーザー・ライブラリを作成する方法



Oracle以外のデータベースに接続するには、最初にJDBCドライバを含んだライブラリを作成する必要があります。

ユーザー・ライブラリの作成後に、データベース接続を作成できます。

ユーザー・ライブラリを作成するには、次のようにします。




	「ツール」→「ライブラリの管理」を選択します。
	「ライブラリの管理」ダイアログの「ライブラリ」タブをクリックし、「ユーザー」ノードを選択して「新規」をクリックします。
	「ライブラリの作成」ダイアログで、ライブラリ名を入力し、「クラスパス」ノードを選択して「エントリの追加」をクリックします。「パス・エントリの選択」ダイアログで、接続先データベース用のドライバの場所を参照します。ドライバ・ファイルを選択し、「選択」をクリックします。
	同様に、「ライブラリの作成」ダイアログでライブラリ名を入力し、「ソースパス」ノードを選択して「エントリの追加」をクリックします。「パス・エントリの選択」ダイアログで、接続先データベース用のドライバの場所を参照します。ドライバ・ファイルを選択し、「選択」をクリックします。
	「ライブラリの作成」ダイアログで「OK」をクリックし、「ライブラリの管理」ダイアログで「OK」をクリックします。



ライブラリには、Oracle以外のデータベースへの接続を作成する際に選択できるJDBCドライバが含まれます。









25.2.14 リファレンス: OracleのType 2 JDBCドライバ(OCI)に対する接続要件


OracleのJDBC/OCIドライバを使用して接続を作成する場合は、次のプラットフォーム固有の要件に注意してください。

	
システム固有のライブラリ(Windowsでは.dll ファイル、UNIXでは.so/.sl ファイル)が必要です。

OracleのType 2ドライバ(JDBC/OCI)では、JDBCドライバのバージョンがOracleホームのバージョンと一致している必要があります。たとえばOracle JDBC Driverバージョン11の場合、Oracleホームにバージョン11のocijdbc11.dllと、Oracle Networkソフトウェアおよび必須のサポート・ファイルが含まれている必要があります。

ドライバは、JDBCドライバのダウンロード・ページ(http://www.oracle.com/technetwork/database/features/jdbc/index-091264.html)からダウンロードできます。

使用しているJDBCドライバと異なるバージョンのローカル・データベースに接続する場合は、Oracleクライアント・ソフトウェアを別のOracleホームにインストールし、Oracle Net Listenerを介して接続する必要があります。


	
システムに必須の固有ライブラリのクライアント側ファイルが格納されるORACLE_HOMEディレクトリは、PATH環境変数にリストされている必要があります。

	
Windowsの場合: PATH環境変数で、クライアント側DLLファイルが存在する%ORACLE_HOME%\bin ディレクトリをリストします。マシンに複数のOracleホームがインストールされている場合は、Oracleホーム切替えユーティリティを使用して、正しいOracleホームを選択します。


	
UNIXの場合: クライアント側.so/.slファイルが格納される\{ORACLE_HOME\}/libディレクトリを、PATH環境変数に追加します。





	
OCIドライバ用のOracleホームと、JDeveloperがインストールされているOracleホームが異なる場合は、ORACLE_HOME環境変数を設定する必要があります。


	
OCIドライバ用のOracleホームと、JDeveloperがインストールされているOracleホームが異なり、java.library.pathにリストされているもの以外のOCIドライバを持たない場合は、{$ORACLE_HOME}/jdeveloper/jdev/bin/jdev.confで次のような行を編集し、その中のパスをOracleホームへのフルパスに置き換えます。

Windowsの場合: AddNativeCodePath C:/ORACLE/ORAnn/BIN

UNIXの場合: AddNativeCodePath /u01/app/oracle/product/n.n.n/lib

AddNativeCodePathは、Java VMが共有ライブラリを検索する際に使用するディレクトリ名をjava.library.pathに追加します。


注意:

AddNativeCodePathはディレクトリをパスに追加するだけなので、すでにPATH環境変数にOCIドライバ・パスが存在する場合は、AddNativeCodePathを使用してPATHを編集するかわりに、ORACLE_HOMEを設定します。














25.3 データベースの参照および検索


表示するデータソースの量と表示方法、データベース・オブジェクトの検索方法を制御できます。





25.3.1 データベースの参照


オンライン・データベースおよびオフライン・データベース・オブジェクトを参照できます。





25.3.1.1 オンライン・データベースの参照


オンライン・データベースを参照するには、「データベース」ウィンドウでアクセス可能なJDBC接続をオープンします。

JDBC接続では、PL/SQLオブジェクトおよびブロックと、そのオブジェクトを実装するJavaクラスへのアクセスが許可されます。どのデータベースも参照できますが、全種類のデータベース・オブジェクトにアクセスできるのはOracle Databaseのみです。

データベース接続は、「データベース」ウィンドウ内の「IDE接続」ノードの下またはアプリケーションのノードの下に表示されます。データベース・スキーマを表示するには、接続を開きます。デフォルトで参照できるのは、その接続で識別されたユーザーのスキーマのみです。ユーザーに必要な権限があれば、他のスキーマも参照できます。スキーマを開くと、そのスキーマに組み込まれているオブジェクト・タイプのノードが表示されます。ノードを開くとその中のオブジェクトが個別に表示されます。最下位ノードまで開いた後に、オブジェクトをダブルクリック(または右クリックして「開く」を選択)すると、そのオブジェクトの内容が表示されます。また、オブジェクトのタイプによっては、オブジェクトの構造も構造ペインに表示されます。







25.3.1.2 オフライン・データベース・オブジェクトの参照


オフライン・データベース・オブジェクトは、「アプリケーション」ウィンドウを使用して参照できます。







25.3.1.3 オンラインおよびオフラインのデータベース・オブジェクトを表示する方法



次のようにデータベース・オブジェクトを表示できます。





	
リアルタイム接続(オンライン・データベース)を通してデータベース・オブジェクトを表示するには、「データベース」ウィンドウを使用します。


	
オフライン・データベース・オブジェクトを表示するには、「アプリケーション」ウィンドウを使用します。

プロジェクト(「アプリケーション」ウィンドウから表示)内のデータベース・オブジェクトに対する変更は、稼働中のデータベースに対して調整されますが、調整が終わるまで、オフライン・データベースの変更がオンライン・データベースに影響を与えることはありません。




「アプリケーション」ウィンドウまたは「データベース」ウィンドウを開くには、次のようにします。




	メイン・ツールバーで「ウィンドウ」を選択します。
	開くには:

	
「アプリケーション」ウィンドウの場合は、「アプリケーション」を選択します。


	
「データベース」ウィンドウの場合は、「データベース」→「データベース」を選択します。

















25.3.2 オンライン・データベース・オブジェクトの参照方法



オンライン・データベースに対するJDBC接続を介して、スキーマと、スキーマに含まれるオブジェクトを参照できます。

稼働中のデータベース接続を参照するには、次のようにします。




	「表示」→「データベース」→「データベース」ウィンドウを選択します。
	接続を展開して使用可能なスキーマを表示します。
	スキーマを開いて、表示可能なすべてのオブジェクト・タイプを表示します。
	必要に応じて、接続、スキーマ、データベース・オブジェクトのタイプ・レベルにフィルタを適用します。




注意:

デフォルトでは、Oracleデータベースのごみ箱にあるオブジェクトが除外されるように、フィルタが表に設定されています。











25.3.3 オフライン・データベースおよびスキーマの参照方法



「アプリケーション」ウィンドウでオフライン・データベースおよびスキーマを参照し、オフラインの表やビューなどのオブジェクトを検索します。

オフライン・スキーマとそれに含まれるオブジェクトを表示するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、オフライン・スキーマが含まれているプロジェクトを展開します。
	「オフライン・データベース・ソース」を展開し、参照するデータベースとスキーマを展開します。








25.3.4 データベース・フィルタの使用方法



スキーマ、データベース・オブジェクト・タイプおよびタイプ内のデータベース・オブジェクトをフィルタリングして、定義したサブセットを接続ノードの下に表示できます。これは、接続からアクセス可能なスキーマが数千も存在する環境で役立ちます。


注意:

Oracle Databaseへの接続を作成すると、接続で指定したスキーマのオブジェクトが表示されます。他のスキーマの内容を表示するには、「他のユーザー」ノードを展開し、必要なスキーマのノードを展開します。

汎用のJDBCまたはJDBC-ODBC接続を使用して接続する場合、すべてのスキーマが表示されます。



フィルタは、接続内のスキーマ用、スキーマ内のオブジェクト・タイプ(表、ビューなど)の任意のセット用、またオブジェクト・タイプ・ノード内の任意のオブジェクト・セット(たとえば、DBで始まる表のみを表示)用に定義できます。


図25-4 「データベース」ウィンドウでフィルタされたオブジェクト

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


フィルタを使用するには:




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを展開し、データベース接続を選択します。
	まだロードされていない場合には、接続を展開します。接続がロード(JDeveloperセッションの接続ごとに1回)されるまで、フィルタリングを行うことはできません。接続、接続内のスキーマ、またはスキーマ内のノードを選択します。
	選択内容に現在フィルタが適用されている場合には、選択したオブジェクトのノードにフィルタ・アイコンが表示され、ノード名の隣に「(フィルタ対象)」と表示されます。図25-4。

オブジェクトを選択したまま「データベース」ウィンドウのツールバーで「フィルタの適用」ボタンをクリックするとダイアログが表示され、現在の選択内容があれば表示されます。このダイアログで、現在適用されているフィルタを変更できます。












25.3.5 データベース・フィルタの有効化と無効化の方法



JDeveloperはフィルタを備えているので、スキーマ、表、ビュー、またはその他のオブジェクトのセットを定義して表示できます。

オンライン・データベース・オブジェクトのフィルタを作成するには、次のようにします。




	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択します。
	「IDE接続」またはアプリケーションを展開します。
	接続、接続内のスキーマ、またはスキーマ内のノードを選択し、次のいずれかの処理を実行します。

	
選択する項目を右クリックし、「フィルタの適用」を選択します。


	
「データベース」ウィンドウのツールバーで、「フィルタの適用」ボタンをクリックします。







	選択したオブジェクトに該当するフィルタ・ダイアログが表示されます。接続とスキーマに関して、選択ボックスが表示されます。その他のオブジェクトに関して、選択したノード内でJDeveloperが照合するオブジェクト名をテキスト(大文字と小文字を区別)で入力します。ワイルド・カード文字「%」を使用できます。
	「OK」をクリックします。これで、オブジェクトのリストがフィルタリングされ、選択した基準に一致する名前のみが表示されます。








25.3.6 データベース・オブジェクト・ビューアでデータベース表を開く方法



稼働中にデータベース接続にある表を、データベース・オブジェクト・ビューアで開くことができます。

データベース・オブジェクト・ビューアの下部には多数のタブがあり、そのタブを使用して、表の構造や表に含まれているデータを調査および変更できます。

オブジェクト・ビューアで表の構造を表示し編集するには、次のようにします。




	データベース・オブジェクト・ビューアで表を開くには、「データベース」ウィンドウで表を選択してダブルクリックします。あるいは、表を右クリックして「開く」を選択する方法もあります。
	確認したい情報が含まれているタブ、たとえば「列」を選択します。詳細を参照するには、[F1]を押すか、データベース・オブジェクト・ビューアで「ヘルプ」をクリックしてください。



表の構造を表示および編集するには、「表の編集」ダイアログを使用する方法もあります。

表のデータを編集できます。









25.3.7 表データの編集方法



開発中のアプリケーションの機能をテストするなどの目的で、データベース表のデータを変更できます。1つのセルの値を変更したり、行を追加および削除できます。変更後は、変更をデータベースにコミットするか、変更をロールバックしてデータベース表を元のままにしておくかを選択できます。

表のデータを編集するには、次のようにします。




	「データベース」ウィンドウで表をダブルクリックしてデータベース・オブジェクト・ビューアで開きます。
	「データ」タブをクリックし、表の内容を表示します。
	変更するセルにカーソルを移動し、新しい値を入力します。

	
新しいレコードを追加するには、「行の挿入」ボタンをクリックします。


	
1つ以上のレコードを削除するには、それを選択して「選択した行の削除」ボタンをクリックします。







	完了したら、次のいずれかを実行します。

	
データベースに変更をコミットするには、「変更をコミット」ボタンをクリックします。


	
変更をロールバックするには、「変更のロールバック」ボタンをクリックします。















25.3.8 データベースでのオブジェクトの検索方法



JDeveloperに接続されているOracle Databaseで、データベース・オブジェクトを検索するには、「データベース・オブジェクトの検索」ウィンドウを使用します。

あらかじめデータベースに接続されている必要があります。

データベース・オブジェクトを検索するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ウィンドウ」→「データベース」→「DBオブジェクトの検索」を選択して、「データベース・オブジェクトの検索」ウィンドウを開きます。

作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウ内から「ヘルプ」をクリックします。




	「接続」リストから接続名を選択します。
	「名前」フィールドに検索語を入力します。ワイルドカード%を使用すると、一致する多数のオブジェクトが返されます。たとえばEM%と入力すると、名前がEMで始まるすべてのオブジェクトが返されます。
	必要な場合は、「詳細」をクリックして追加の検索条件を入力します。
	「参照」をクリックします。「検索」ウィンドウに結果が返されます。任意のオブジェクト(または指定したオブジェクトの親オブジェクト)を表示または編集するには、結果表示でそのオブジェクトの名前をダブルクリックまたは右クリックします。










25.4 データベースへの接続


この項では、OracleおよびOracle以外のデータベースに接続する方法を説明します。





25.4.1 データベースへの接続の作成時に行われる処理


「データベース接続の作成」ダイアログを使用してデータベース接続を作成すると、新しい接続が作成され、その接続を表すノードが次の場所に表示されます。

	
「データベース」ウィンドウ。


	
「アプリケーション」ウィンドウ。


	
「リソース」ウィンドウ。










25.4.2 Oracle Databaseへの接続の作成方法


Oracle Databaseに接続して操作できます。サポートされる具体的なバージョンの詳細は、JDeveloperの認定情報(http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/index.html)を参照してください。





25.4.2.1 Oracle Databaseへの接続の作成方法



JDeveloperでは、様々なOracleデータベースおよびOracle以外のデータベースに接続できます。

Oracle Databaseへのデータベース接続を作成するには、次のようにします。




	接続タイプとして「Oracle (JDBC)」を使用します。
	データベース接続について、ユーザー名、ロールおよびパスワードの適切な値を入力します。
	デフォルトでは「パスワードの保存」フィールドが選択されているため、2度目以降はパスワードの入力を求められません。
	シン・ドライバを選択します。
	データベースがローカル・マシン上にある場合は、デフォルトのlocalhostを使用します。それ以外の場合は、TCP/IPで解決可能なIPアドレスまたはホスト名(myserverなど)を入力します。
	データベースのSIDまたはサービス名を入力します。
	「接続のテスト」をクリックして接続をテストします。JDeveloperがデータベースに接続するまで時間がかかることがあります。



テストに成功すると、ステータス・テキスト領域に成功メッセージが表示されます。テストに成功しなければ、エラーが表示されます。この場合、必要に応じて以前に入力した情報を変更してエラーを修正するか、エラーの内容を確認して考えられる他のエラー要因を特定します。









25.4.2.2 MySQLへの接続の作成方法



JDeveloperでは、MySQL 4.1または5.0への接続と、MySQL 4.1または5.0のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。MySQLの詳細は、http://www.oracle.com/us/products/mysql/index.htmを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、MySQLを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成:

	
データ型、NOT NULL制約、デフォルト値、および列の内容を指定する列の追加


	
主キーと外部キー制約の追加





	
表の変更:

	
列の追加


	
列の削除


	
索引の追加


	
索引の削除


	
制約(主キー、一意キー、外部キー)の追加


	
制約(主キー、一意キー、外部キー)の削除





	
表名の変更


	
表の削除




MySQLへのデータベース接続を作成するには、次のようにします。




	http://mysql.com/downloadsから、MySQL Connector/J 3.1をダウンロードしてインストールします。
	次のmysql-connector-java-3.1.8-bin.jarが含まれるようにユーザー・ライブラリを設定します。
	MySQLへのデータベース接続を作成します。次の値を使用します。

	
接続タイプ: MySQL


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: com.mysql.jdbc.Driver


	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:mysql://machine-name/database-name















25.4.2.3 Oracle TimesTen In-Memory Databaseへの接続の作成方法



Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、メモリーが最適化されたリレーショナル・データベースです。各種の業界で必要とされている高速な応答性と高いスループットをアプリケーションに提供します。アプリケーション層でデプロイされるTimesTenデータベースは、完全に物理メモリー内に常駐するため、リカバリ性能に必要なディスク・ストレージへの永続性を備えています。

JDeveloperでは、Oracle TimesTen In-Memory Database 6.0、7.0、11gへの接続と、TimesTenデータベースのエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。Oracle TimesTen In-Memory Database 11gの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/database/timesten/overview/index.htmlを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、TimesTenデータベースを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成:

	
列の追加


	
主キーと外部キーの追加





	
表の変更:

	
列の追加


	
列の削除


	
主キーと外部キーの追加


	
主キーと外部キーの削除





	
Oracle TimesTen In-Memory Database v6.0の場合、現行の制限事項では、主キーなどの制約を表示するには、接続ユーザー名が接続先スキーマ名と同一であることを確認する必要があります。




Oracle TimesTen In-Memory Databaseへのデータベース接続を作成するには、次のようにします。




	TimesTenデータベースへのデータベース接続を作成します。
	次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 空のまま


	
ドライバ・クラス: com.timesten.jdbc.TimesTenDriver


	
ライブラリ:

	
リリース6.0.1の場合: timesten-install\tt60\lib\classes14.jar


	
リリース7.0.5の場合: timesten-install\tt70_32\lib\ttjdbc5.jar


	
リリース11.2.1の場合: timesten-install\tt1121_32\lib\ttjdbc5.jar





	
JDBC URL:

	
リリース6.0.1の場合: jdbc:timesten:client:RunDataCS60


	
リリース7.0.5の場合: jdbc:timesten:client:RunDataCS_tt70_32


	
リリース11.2.1の場合: jdbc:timesten:client:cachealone1_CS




















25.4.3 Oracle以外のデータベースへの接続の作成方法



Oracle以外のデータベースに接続して操作できます。サポートされる具体的なバージョンの詳細は、JDeveloperの認定情報(http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/index.html)を参照してください。

一般に、次の操作が可能です。





	
JDeveloperへのデータベース・オブジェクトのインポート。


	
オフライン・データベース・オブジェクトの作成。


	
オフライン・データベース・オブジェクトの編集。




データベース接続を作成するには、次のようにします。




	JDBCドライバを含むライブラリを作成します。
	データベース接続を作成します。
	「データベース接続の作成」ダイアログで、データベース用の適切な値を入力します。詳細は、接続先のデータベースに関するヘルプ・トピックを参照してください。
	最後に、正しいデータ型を使用するようにプロジェクトを構成する必要があります。



接続タイプ別に下に示される説明には「JDBC URL」が表示されますが、必要な場合には、「データベース接続の作成」ダイアログの各フィールドにサーバー、ポート、データベースの詳細を入力することもできます。







25.4.3.1 Java DB/Apache Derbyへの接続の作成方法



Apache Derbyは、完全にJavaで実装されたオープン・ソースのリレーショナル・データベースです。Java DBは、Apache Derbyオープン・ソース・データベースのOracleがサポートするディストリビューションです。JDeveloperでは、Apache Derby 10.5への接続と、Apache Derby 10.5のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。Apache Derbyの詳細は、http://db.apache.orgを参照してください。Java DBの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javadb/overview/index.htmlを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、Apache Derbyを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成:

	
列の追加


	
主キーと外部キー制約の追加





	
表の変更:

	
列の追加


	
列の削除


	
制約の追加


	
制約の削除








注意:

列のデフォルト値はサポートされません。



Apache Derbyに接続するには、Derbyに埋め込まれたJDBCドライバを使用することも、クライアントとして接続を作成することもできます。

埋込みドライバを使用してApache Derbyに接続するには、次のようにします。

	
Apache Derbyデータベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: org.apache.derby.jdbc.EmbeddedDriver


	
ライブラリ: lib/derbyclient.jar


	
JDBC URL: jdbc:derby://machine-name:port/databases/database-name







クライアントとしてApache Derbyに接続するには、次のようにします。




	Apache Derbyデータベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: org.apache.derby.jdbc.ClientDriver


	
ライブラリ: lib/derbyclient.jar


	
JDBC URL: jdbc:derby://machine-name:port/databases/database-name















25.4.3.2 IBM DB2 Universal Databaseへの接続の作成方法



JDeveloperでは、IBM DB2 Universal Database 10.1または9.5への接続と、IBM DB2 Universal Database 10.1または9.5のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。IBM DB2 Universal Databaseの詳細は、http://www.ibm.comを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、IBM DB2を扱うときには使用できない機能もあり、IBM DB2データベースの操作は次のものに制限されます。





	
表の作成と、データ型、NOT NULL制約およびデフォルト値を指定する列の追加、主キーと外部キーの追加、索引の作成。


	
表の変更、列の追加と削除、索引の追加と削除、制約(主キー、一意キー、チェック・キー、外部キー)の追加と削除。


	
表名の変更。


	
表の削除。





注意:

IBM DB2 Universal Database 9.5のDROP列とALTER COLUMN列の構文は、IBM DB2 Universal Database 9.5でサポートされます。



IBM DB2への接続には、WebLogic JDBCドライバまたはIBMのネイティブ・ドライバを使用できます。

WebLogic JDBCドライバを使用してIBM DB2に接続するには、次のようにします。

	
IBM DB2データベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: weblogic.jdbc.db2.DB2Driver


	
JDBC URL: jdbc:weblogic:db2://machine-name:port;DatabaseName=database-name







ネイティブ・ドライバを使用してIBM DB2に接続するには、次のようにします。




	IBM DB2用のType 4 JDBCドライバをダウンロードします。
	次のファイルが含まれるようにユーザー・ライブラリを設定します。

	
db2jcc.jar


	
db2jcc4.jar







	IBM DB2へのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: DB2 UDB


	
「ユーザー名」と「パスワード」: データベース接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: com.ibm.db2.jcc.DB2Driver


	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:db2://machine-name:50000/database-name















25.4.3.3 IBM Informix Dynamic Serverへの接続の作成方法



JDeveloperでは、IBM Informix DS 10または11.5への接続と、IBM Informix DS 10または11.5のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。IBM Informix DSの詳細は、www.IBM.comを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、IBM Informix DSを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成と、列の追加。


	
主キーと外部キー制約の追加。


	
表の変更、列の追加、列の削除。




IBM Informix DSへの接続には、WebLogic JDBCドライバまたはIBMのネイティブ・ドライバを使用できます。

WebLogic JDBCドライバを使用してIBM Informix DSに接続するには、次のようにします。

	
IBM Informix DSデータベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: weblogic.jdbc.informix.InformixDriver


	
JDBC URL: jdbc:weblogic:informix://machine-name:port;informixServer=server-name;databaseName=database-name







ネイティブ・ドライバを使用してIBM Informix DSに接続するには、次のようにします。




	www.IBM.comから、適切なInformix JDBCドライバをダウンロードしてインストールします。

	
IBM Informix DS 10の場合は、v2.21.JC5以上を選択します。


	
IBM Informix DS 11.5の場合は、v3.00.JC3以上を選択します。







	install-directory\lib\ifxjdbc.jarが含まれるようにユーザー・ライブラリを設定します。
	IBM Informix DSへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: com.informix.jdbc.IfxDriver


	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:informix-sqli://machine-name:port/database-name:INFORMIXSERVER=machine-name















25.4.3.4 Microsoft SQL Serverへの接続の作成方法



JDeveloperでは、Microsoft SQL Server 2005または2008への接続と、Microsoft SQL Server 2005または2008のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。Microsoft SQL Serverの詳細は、http://www.microsoft.comを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、Microsoft SQL Serverを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成:

	
データ型、NOT NULL制約、デフォルト値、および列の内容を指定する列の追加


	
主キーと外部キー制約の追加


	
索引の作成





	
表の変更:

	
列の追加


	
列の削除


	
索引の追加


	
索引の削除


	
制約(主キー、一意キー、外部キー)の追加


	
制約(主キー、一意キー、外部キー)の削除





	
表の削除




Microsoft SQL Serverへの接続には、WebLogic JDBCドライバまたはMicrosoftのネイティブ・ドライバを使用できます。

WebLogic JDBCドライバを使用してMicrosoft SQL Serverに接続するには、次のようにします。

	
Microsoft SQL Serverデータベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: weblogic.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver


	
JDBC URL: jdbc:weblogic:sqlserver://machine-name\MSSQLSERVER:port;databaseName=database-name







Microsoft SQL Serverに接続するには、次のようにします。




	www.microsoft.comから、適切なMicrosoft SQL Serverドライバをダウンロードしてインストールします。

	
Microsoft SQL Server 2005の場合は、Microsoft SQL Server 2005ドライバを選択します。


	
Microsoft SQL Server 2008の場合は、Microsoft SQL Server 2008ドライバを選択します。







	install-directory\sqljdbc.jarが含まれるようにユーザー・ライブラリを設定します。
	Microsoft SQL Serverへのデータベース接続を作成します。次の値を使用します。

	
接続タイプ: SQLServer


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver


	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:sqlserver://machine-name:port;DatabaseName=database-name。DatabaseName=database-nameの部分はオプション










例25-1 留意事項





Microsoft SQL Serverへの接続にWindows認証の資格証明を使用する場合は、さらに次の操作が必要です。

	
接続プロパティintegratedSecurity=TRUEと、ユーザー名およびパスワード値をJDBC URLに追加します。たとえば、次のようになります。


jdbc:sqlserver://machine-name:port;DatabaseName=database-name;username=USERNAME;password=PASSWORD;integratedSecurity=TRUE


	
sqljdbc_auth.dllの場所をPATH変数に追加します。

	
32ビットJVMの場合: installation-directory\sqljdbc_version\language\auth\x86


	
64ビットJVMの場合: installation-directory\sqljdbc_version\language\auth\x64







詳細は、Microsoft MSDNのWebサイトにある「Connecting to SQL Server with the JDBC Driver」の「Building the Connection URL」を参照してください。









25.4.3.5 SQLiteへの接続の作成方法



SQLiteは、プラットフォームに依存せずホスト・コンピュータに常駐するファイルで表されるリレーショナル・データベース管理システムです。スマートフォン・プラットフォームなどで利用されています。JDeveloperでは、SQLite 3.6データベース・ファイルへの接続と、SQLite 3.6のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。SQLiteの詳細は、http://www.sqlite.orgを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、SQLiteを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成と、列の追加。


	
表の変更と、列の追加。


	
プロジェクトへのコピー。この場合、SQLiteデータベースへの接続から、SQLiteをエミュレートするオフライン・データベースへ表とその列および主キーをコピーします。


	
制約、索引、列のプロパティはオフライン・データベースでもモデル化できますが、DDLは表および列に対してしか生成されません。表に対する制約(主キーを含む)の生成や、他のオブジェクト・タイプ(索引、ビュー、トリガーなど)の生成はサポートされていません。つまり、オンラインのSQLiteデータベース上にある表については、「表の作成」および「表の編集」ダイアログには列パネルしか表示されません。




SQLiteへのデータベース接続を作成するには、次のようにします。

	
SQLite用のJava JDBCドライバをダウンロードし、そのためのライブラリを作成します。


	
SQLiteへのデータベース接続を作成します。


	
次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 空のまま


	
ドライバ・クラス: org.sqlite.JDBC


	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:sqlite://path/database-name。ここでpathはデータベース・ファイルのパス、database-nameは指定された場所にあるSQLiteデータベースの名前です。指定された場所にデータベースが存在しない場合は、接続の確立時に作成されます。















25.4.3.6 Sybase ASEへの接続の作成方法



JDeveloperでは、Sybase Adaptive Server Enterprise 12.5または15への接続と、Sybase ASE 12.5または15のエミュレーションによるオフライン・データベースの操作が可能です。Sybase Adaptive Server Enterpriseの詳細は、www.sybase.comを参照してください。

「表の作成」または「表の編集」ダイアログは汎用なので、Sybase ASEを扱うときには使用できない機能もあります。次のことが可能です。





	
表の作成:

	
列の追加


	
主キーと外部キー制約の追加




列の追加


	
表の変更:

	
列の追加


	
列の削除


	
制約の追加


	
制約の削除








注意:

列のデフォルト値はサポートされません。



Sybase ASEへの接続には、WebLogic JDBCドライバまたはSybaseのネイティブ・ドライバを使用できます。

WebLogic JDBCドライバを使用してSybase ASEに接続するには、次のようにします。

	
Sybase ASEデータベースへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス: weblogic.jdbc.sybase.SybaseDriver


	
JDBC URL: jdbc:weblogic:sybase://machine-name:port;DatabaseName=databas-name







ネイティブ・ドライバを使用してSybase ASEに接続するには、次のようにします。




	www.sybase.comから、適切なSybase JDBCドライバをダウンロードしてインストールします。

	
Sybase ASE 12.5の場合は、jConnectバージョン5.5以上を選択します。


	
Sybase ASE 15の場合は、jConnectバージョン6.0.5以上を選択します。







	次のものが含まれるようにユーザー・ライブラリを設定します:


install-directory\jConnect-5_5\classes\jconn2.jar install_directory\\jConnect-5_5\classes\jTDS2.jar 




	Sybase ASEへのデータベース接続を作成します。

次の値を使用します。

	
接続タイプ: 汎用JDBC


	
「ユーザー名」と「パスワード」: 接続に使用する適切な値を入力します。


	
ドライバ・クラス:

	
Sybase ASE 12.5の場合は、com.sybase.jdbc2.jdbc.SybDriverを使用します。


	
Sybase ASE 15の場合は、com.sybase.jdbc3.jdbc.SybDriverを使用します。





	
ライブラリ: ドライバのために作成したライブラリ。


	
JDBC URL: jdbc:sybase:Tds:machine:port/database-name



















25.5 Oracle Database Cloud Serviceへの接続およびデプロイ


Oracle Database Cloud Serviceに接続したり、Oracle Databaseオブジェクトをデプロイできます。Oracle Database Cloud Serviceの詳細は、https://cloud.oracle.comを参照してください。





25.5.1 Oracle Database Cloud ServiceとのJDeveloper接続の種類


JDeveloperでは、次の2種類の接続を使用してOracle Database Cloud Serviceインスタンスに接続します。

	
データベース接続: この接続は、Welcome to Oracle Cloudという電子メールで指定されたサービス・ホームのURLを使用して行われます。このURLはOracle Application Expressに接続します。 Oracle Database Cloud Serviceインスタンス上のデータベース・オブジェクトやデプロイメントを「データベース」ウィンドウ内のノードから参照できます。この接続は、ユーザーがOracle Database Cloud Serviceインスタンスに接続するまで検証されません。接続時にパスワードの入力を要求されます。


	
セキュアなFTP接続: この接続では、Welcome to Oracle Cloudという電子メールで指定されたセキュアなFTPホスト名とSFTPユーザーを使用して、 デプロイメントZIPファイルがOracle Database Cloud ServiceインスタンスにSFTPでアップロードされます。Oracle Database Cloud Service側では、これらのファイルをダウンロードしてOracle Database Cloud Serviceインスタンスに配置するバックグラウンド・ジョブが実行されています。

クラウド接続の作成または編集ダイアログまたは「クラウドへのオブジェクトのデプロイ」ダイアログでセキュアなFTPホスト名とユーザーを入力すると、この情報が保存され、次回オブジェクトをOracle Database Cloud Serviceインスタンスにデプロイするときに表示されます。

Oracle Database Cloud Serviceにサインアップしたばかりの場合は、JDeveloperからの接続を作成する前にいくつかの手順を実行する必要があります。たとえば、アイデンティティ・ドメイン管理者はサービス・ホーム用とセキュアなFTPサイト用の新しいパスワードを作成する必要があります。必要な情報は、Welcome to Oracle Cloudという電子メールに記載されています。

Oracle Database Cloud Serviceインスタンスとのデータベース接続を作成できるユーザーを作成する必要があります。詳細は、https://cloud.oracle.comの「Resources」メニューにあるドキュメントの中からサービス・ユーザーの管理を参照してください。








25.5.1.1 Oracle Database Cloud Service接続の作成



Oracle Database Cloud Serviceにサインアップすると、必要な接続情報が届きます。

接続を作成するには::




	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「接続の作成」ボタンをクリックするか、「クラウド接続」ノードを右クリックし、「新規クラウド接続」を選択します。
	「新規クラウド接続」ダイアログで次の情報を入力します。詳細は、[F1]キーを押すか、「ヘルプ」をクリックしてください。

	
接続の名前


	
Oracle Database Cloudに接続できるユーザーのユーザー名


	
サービス・ホームのURL


	
セキュアFTPのユーザー名


	
セキュアFTPのホスト名










接続が作成され、「データベース」ウィンドウに表示されます。ただし、この情報はOracle Database Cloud Serviceに接続するまで検証されません。









25.5.1.2 Oracle Database Cloud Service接続の編集



接続は切断中にのみ編集できます。

接続を作成するには::




	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「クラウド接続」ノードの下にある目的のクラウド接続のノードを右クリックし、「プロパティ」を選択します。
	「クラウド接続の編集」ダイアログで必要な変更を加えます。詳細は、[F1]キーを押すか、「ヘルプ」をクリックしてください。








25.5.1.3 Oracle Database Cloud Serviceとの接続および切断



接続するには:




	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「クラウド接続」ノードを開き、次のいずれかの操作を行います。

	
「クラウド接続」ノードの横の「+」をクリックします。


	
または、「クラウド接続」ノードを右クリックし、「接続」を選択します。







	「認証」ダイアログにクラウド接続ユーザーのパスワードを入力します。詳細は、[F1]キーを押すか、「ヘルプ」をクリックしてください。



「クラウド接続」ノードが開き、Oracle Database Cloud Serviceインスタンス内にあるデータベース・オブジェクトが表示され、それらのノードの下にOracle Database Cloud Serviceインスタンスへの以前のデプロイメントが表示されます。

エラー・メッセージが表示された場合は、接続プロパティを確認してください。

切断するには:

	
「クラウド接続」ノードを開き、クラウド接続ノードを右クリックして「切断」を選択します。














25.5.2 データベース・カートの使用


カートは、1つ以上のデータベース接続からOracle Databaseオブジェクトを収集したり、これらのオブジェクトをデプロイ、エクスポート、比較およびコピーするための便利なツールです。オブジェクトを、それぞれ固有のタブを持つ1つ以上のカートに入れることができます。「カート」ウィンドウを開くと空のカートが表示されますが、新規または既存のカート・タブで新しいカートを作成したり以前保存したカートを開くこともできます。

カート内のオブジェクトは、自動的にデータベース・アクティビティと同期します。カートの内容を更新してデータベースの最新の状態を反映するには、「リフレッシュ」ボタンをクリックします。リフレッシュ後にオブジェクトが存在しない場合、そのオブジェクトはカート内で無効化され、エラーを示す下線が表示されます。

データベース・オブジェクトをカート・タブに入れる方法は、次のように複数あります。

	
オブジェクトを「データベース」ウィンドウから「カート」ウィンドウへドラッグ・アンド・ドロップする。


	
「データベース」ウィンドウで1つ以上のオブジェクトを選択し、右クリックして「カートに追加」を選択する。


	
以前に保存したカートXMLファイルを開く。


	
「スクリプト」アイコンのドロップダウン (「初期スクリプトの追加」、「最終スクリプトの追加」)を使用してスクリプトを追加する。(スクリプトに非対応のカート・ツールを使用した場合、スクリプトは無視されます。)








25.5.2.1 データベース・カートで使用されるデフォルト・ディレクトリの設定



データベース・カートで直接使用されるデフォルト、およびスクリプトで使用されるデフォルト・ディレクトリを変更できます。

カート・ディレクトリを設定するには:




	「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「プリファレンス」ページから、「データベース: ユーティリティ: カート」ページに移動して「デフォルトのカート・ディレクトリ」または「スクリプト・ディレクトリを開く」のディレクトリを変更します。作業中に詳細を参照するには、[F1]を押すか、ダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。








25.5.2.2 データベース・カート・ツールの構成



カートのデータベース・ユーティリティ(エクスポート、差異[比較]、コピー)ごとに、ユーティリティ固有の構成設定を作成して保存したり、開くことができます。

カートが使用するデフォルトの場所は、「ツール」メニューから表示できる「プリファレンス」ダイアログの「データベース: ユーティリティ: カート」ページで変更できます。

構成設定を作成して保存するには、次のようにします。

	
「データベース・カート」ダイアログ(「エクスポート」、「データベース差分」または「コピー」のいずれか)で、「構成の保存」ボタンをクリックします。


	
「ツール構成の保存」ダイアログに構成ファイルのデフォルトの場所が表示されます。必要に応じて、別の場所を参照します。


	
「適用」をクリックします。




次のように、ダイアログを呼び出したツールを反映した名前の構成ファイルが、選択した場所に作成されます。





	
export_cart.xml


	
diff_cart.xml


	
copy_cart.xml




以前保存した構成設定を使用するには、次のようにします。




	データベース・カートのダイアログ(「エクスポート」、「データベース差分」、「コピー」のいずれか)で、「構成を開く」ボタンをクリックします。
	「ツール構成を開く」ダイアログに、デフォルトの場所にある次の構成ファイルが表示されます。

	
export_cart.xml


	
diff_cart.xml


	
copy_cart.xml




必要に応じて別の場所を参照し、「適用」を選択します。












25.5.2.3 Oracle Database Cloud Serviceへのデプロイ



この項では、Oracle Database Cloud Serviceにデプロイする方法について説明します。データベース・オブジェクトをデプロイするのみでなく、生成されたスクリプトの前後に実行するスクリプトを1つずつ指定できます。

データベース・オブジェクトをクラウドにデプロイするには、次のようにします。




	必要に応じて、クラウド接続を作成します。
	必要に応じて、データベース・カートのプリファレンスを適切に設定します。
	必要に応じて、データベース・カートを開きます。「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・カート」を選択します。作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウまたはダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「データベース」ウィンドウで、カートに追加するデータベース接続が含まれているデータベース接続を展開します。オブジェクトを選択して(複数のオブジェクトを同時に選択するには、[Ctrl]キーを押しながらオブジェクトを選択します)、カートにドラッグします。

使用できるのは、データベース接続内のデータベース・オブジェクトのみです。クラウド接続内のオフライン・データベース・オブジェクトは使用できません。




	「データベース・カート」で、デプロイするオブジェクトを選択します。必要な場合は、デプロイするデータも選択します。
	「データベース・カート」で「クラウドにデプロイ」をクリックし、「クラウドへのオブジェクトのデプロイ」ダイアログで必要なオプションを選択したら、「適用」をクリックします。

デフォルトのデプロイメント場所は、「ツール」メニューから表示できる「プリファレンス」ダイアログの「ユーティリティ: カート」ページで変更できます。




	クラウド接続が現在接続されていない場合は、「認証」ウィンドウが表示されます。このウィンドウで、この接続に関連付けられているユーザー名のパスワードを入力します。



JDeveloperでは、「クラウドへのオブジェクトのデプロイ」ダイアログで指定した場所にZIPファイルが作成され、セキュアFTPでOracle Database Cloud Serviceインスタンスに接続され、デプロイメント・ファイルを格納したZIPファイルが転送されます。

デプロイメントのステータスを調べるには、クラウド・データベース接続の「デプロイメント」ノードでデプロイメント・オブジェクトの「ログ」タブを使用します。デプロイメント後、「データベース」ウィンドウ内の「クラウド接続」ノードに、デプロイしたデータベース・オブジェクトが表示されます。









25.5.2.4 データベース・デプロイメント・ファイルへのデプロイ



データベース・オブジェクトのDDLとオプションとしてデータを格納したZIPファイルを1つ以上のデータベース接続から作成できます。

JDeveloperでは、次のスクリプトを格納したZIPファイルが作成されます。





	
データベース・オブジェクトのDDLが含まれた複数のSQLスクリプト


	
必要な関連データをデプロイするためのスクリプト


	
Generated-yyyymmddhhmmss.sqlという形式の名前を持つマスター・スクリプト




ZIPファイルの作成が完了したら、そのファイルを使用してマスター・スクリプトを実行することにより、データベース・オブジェクトをデータベース接続にデプロイできます。

データベース・オブジェクトをZIPファイルにデプロイするには、次のようにします。




	必要に応じて、データベース・カートを開きます。「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・カート」を選択します。作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウまたはダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「データベース」ウィンドウで、カートに追加するデータベース接続が含まれているデータベース接続を展開します。オブジェクトを選択して(複数のオブジェクトを同時に選択するには、[Ctrl]キーを押しながらオブジェクトを選択します)、カートにドラッグします。
	「データベース・カート」で、デプロイするオブジェクトを選択します。必要な場合は、デプロイするデータも選択します。
	「データベース・カート」で「デプロイ」をクリックし、「オブジェクトのデプロイ」ダイアログで必要なオプションを選択したら、「適用」をクリックします。



JDeveloperでは、ZIPファイルが指定の場所に作成されます。

デフォルトのデプロイメント場所は、「ツール」メニューから表示できる「プリファレンス」ダイアログの「ユーティリティ: カート」ページで変更できます。









25.5.2.5 データベース・カートの保存



データベース・カートの内容を保存して後で再使用できます。

カートの内容を保存するには、次のようにします。




	必要に応じて、データベース・カートを開きます。「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・カート」を選択します。作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウまたはダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「データベース」ウィンドウで、カートに追加する接続が含まれているデータベース接続を展開します。オブジェクトを選択して(複数のオブジェクトを同時に選択するには、[Ctrl]キーを押しながらオブジェクトを選択します)、カートにドラッグします。
	「データベース・カート」ツールバーの「カートの保存」をクリックし、「カートの保存」ダイアログで保存場所を確認し、「適用」をクリックします。



JDeveloperでは、カートの内容がXMLファイルとして指定の場所に保存されます。









25.5.2.6 保存したデータベース・カートを開く



保存したデータベース・カートの内容を開くことができます。カートを空にして、保存したカートの内容のみを格納するか、または保存したカートの内容をカートの既存の内容に追加できます。




	必要に応じて、データベース・カートを開きます。「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・カート」を選択します。作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウまたはダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	「データベース・カート」ツールバーの「カートを開く」をクリックします。作業中に詳細を参照するには、[F1]キーを押すか、ウィンドウまたはダイアログ内から「ヘルプ」をクリックします。
	カート内にすでにオブジェクトがある場合は、保存したカートを開く前にカートから現在のオブジェクトを削除するかどうかを確認するダイアログが表示されます。

「はい」を選択すると、現在のカートを空にして、開いたカートのオブジェクトが挿入されます。

「いいえ」を選択すると、現在のカートを空にしないまま、開いたカートから現在のカートの内容にオブジェクトを追加します。現在のカートの内容と重複するオブジェクトは追加されません(カート内に同名のオブジェクトは複数存在できません)。




	「開く」ダイアログで、保存したXMLファイルに移動し、「開く」をクリックします。








25.5.2.7 Oracle Database Cloud Service接続へのデプロイメントの確認



Oracle Database Cloud Serviceインスタンスへのデプロイメントを確認できます。

デプロイメントを確認するには、次のようにします。




	必要に応じて、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	「クラウド接続」ノードの下にある目的のクラウド接続ノードを展開し、「デプロイメント」ノードを展開します。
	確認するデプロイメントをダブルクリックします。デプロイメント・オブジェクト・ビューア・ウィンドウが開きます。

	
「詳細」タブにデプロイメントに関する情報が表示されます。


	
「ログ」タブにデプロイメントに関する情報が表示されます。










セルに収まりきらない情報を表示するには、そのセルの上にマウス・ポインタを置きます。または、セルをダブルクリックします。セルの内容が「詳細」ウィンドウに表示されます。これは特に、SQL*Loaderファイルなどの情報を見るときに便利です。

デプロイメントを再実行したり、デプロイメントのログを削除したり、Oracle Database Cloud Serviceインスタンスからデプロイメントを削除できます。

デプロイメントを再実行するには、次のようにします。

	
デプロイメントを右クリックし、「再起動」を選択します。元のデプロイメントに含まれているスクリプトが再実行されます。




デプロイメントのログを消去するには、次のようにします。

	
デプロイメントを右クリックし、「ログのクリア」を選択します。デプロイメント・オブジェクト・ビューアの「ログ」タブ内の情報が削除されます。




デプロイメントを削除するには、次のようにします。

	
デプロイメントを右クリックし、「削除」を選択します。そのデプロイメントがデプロイメントの一覧から削除されます。





注意:

この操作では、Oracle Database Cloud Serviceインスタンスにデプロイされたデータベース・オブジェクトは削除されません。これを行うには、削除するオブジェクトに対するDROP文を含んだ前のスクリプトを使用するデプロイメントを指定し、それをデプロイします。















25.6 データのインポートとエクスポート


データベース接続を介して、データベースの表にデータをインポートできます。


注意:

オフライン表はデータベース表の表現形にすぎないので、オフライン表にデータはインポートできません。



次の対象からインポートできます。

	
csv。列IDのヘッダー行を含めて、カンマ区切りの値を含むファイル。


	
xls。Microsoft Excel形式のファイル(既存および新規の表へのインポートのみ)。




次の対象にデータをインポートできます。

	
データベースの既存の表。


	
インポート・プロセスの一部として作成される新規の表。


	
SQL*Loader制御ファイルの使用。


	
外部表。








25.6.1 SQL*Loaderを使用したデータのインポート


データのインポート・ウィザードで「SQL*Loader」オプションを選択すると、データを含むインポート・ファイルと同じ場所にtable.ctlファイル(データを含むファイルとインポート先の表に関する情報が格納される)と、JDeveloperではインポートを実行するためのtable.batおよびtable.shが作成されます。

詳細は、『Oracle® Databaseユーティリティ』のSQL*Loaderの概念に関する項を参照してください。







25.6.2 外部表へのデータのインポート


外部表にデータをインポートできます。外部はフラット・ファイルですが、Oracle表と同じようにデータを問い合せることができます。

「外部表」オプションを選択すると、JDeveloperではSQLが作成されてSQLワークシートに表示され、そこでSQLを調査してスクリプトの実行前に必要な変更を行うことができます。

詳細は、『Oracle® Databaseユーティリティ』の「外部表の概要」を参照してください。







25.6.3 既存の表にデータをインポートする方法



データベース接続を介して、データベースの表にデータをインポートできます。

次のファイル形式のインポートをサポートしています。





	
csv。列IDのヘッダー行を含めて、カンマ区切りの値を含むファイル。


	
xls。Microsoft Excel形式のファイル。




既存のデータベース表にデータをインポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	必要な場合には、データベースへの接続を作成します。
	データベース接続、スキーマ、表のノードを展開し、データをインポートする表を選択します。
	右クリックして「データのインポート」を選択し、「開く」ダイアログでファイルの場所を入力するか参照します。

「OK」をクリックするとデータのインポート・ウィザードが起動します。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。












25.6.4 新規の表にデータをインポートする方法



インポート・プロセスの一部として作成するデータベース表にデータをインポートできます。

新規のデータベース表にデータをインポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	必要な場合には、データベースへの接続を作成します。
	データベース接続とスキーマのノードを展開します。「表」ノードを右クリックし、 「データのインポート」を選択します。
	「開く」ダイアログでファイルの場所を入力するか参照します。「OK」をクリックするとデータのインポート・ウィザードが起動します。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	データのインポート・ウィザードの「列の定義」ページで、新しい表の名前を入力します。








25.6.5 SQL*Loaderを使用してデータをインポートする方法



SQL*Loader制御ファイルを作成し、それを使用してデータをインポートできます。

SQL*Loader制御ファイルにデータをインポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	必要な場合には、データベースへの接続を作成します。
	データベース接続、スキーマ、表のノードを展開し、データをインポートする表を選択します。
	右クリックして「データのインポート」を選択し、「開く」ダイアログでファイルの場所を入力するか参照します。

「OK」をクリックするとデータのインポート・ウィザードが起動します。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	データのインポート・ウィザードの「データ・プレビュー」ページで、「SQL*Loader表」を選択します。
	データのインポート・ウィザードの「オプション」ページで、生成されるファイルのオプションを選択します。
	データのインポート・ウィザードを完了すると、table.ctlという名前のSQL*Loader制御ファイルが、実行に使用するtable.batファイルおよびtable.shファイルとともに、データファイルと同じ場所に作成されます。データのインポート・ウィザードの「終了」ページで「ワークシートに送る」を選択した場合、表を定義するSQLがSQLワークシートに表示されます。








25.6.6 外部表を使用してデータをインポートする方法



データベース接続を介して、データベースの表にデータをインポートできます。

外部表にデータをインポートするには、次のようにします。




	必要な場合には、データベースへの接続を作成します。
	データベース接続とスキーマのノードを展開します。「表」ノードを右クリックして「データのインポート」を選択し、「開く」ダイアログでファイルの場所を入力するか参照します。
	「OK」をクリックするとデータのインポート・ウィザードが起動します。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。




	データのインポート・ウィザードの「データ・プレビュー」ページで、「外部表」を選択します。
	データのインポート・ウィザードの「オプション」ページで、生成されるファイルのオプションを選択します。データのインポート・ウィザードを完了すると、SQLワークシートにSQLが表示され、SQLを調査および変更できます。問題がなくなったらワークシートを右クリックし、SQL*Plusで「実行」を選択します。








25.6.7 データベースからのデータのエクスポート


データベース接続を介して、データベースの表からデータをエクスポートできます。

データは、ファイルにもクリップボードにも保存できます。次の形式をサポートしています。

	
csv。列IDのヘッダー行を含めて、カンマ区切りの値を含むファイルを作成する場合。


注意:

別のデリミタを選択できます。




	
fixed。レコードが同じバイト長のときにファイルを作成する場合。


	
html。データを持つ表を含むHTMLファイルを作成、挿入する場合と、SQL INSERT文を含むファイルを作成する場合。


	
loader。SQL*Loader制御ファイルを作成する場合。詳細は、『Oracle® Databaseユーティリティ』のSQL*Loaderの概念に関する項を参照してください。


	
text。テキスト・ファイルを作成する場合。


	
ttbulkcp。TimesTenのttbulkcpコマンドライン・ユーティリティを使用してデータファイルを作成する場合。詳細は、Oracle TimesTen In-Memory Database 11g (http://www.oracle.com/technology/products/timesten/index.html)を参照してください。


	
xls。Microsoft Excel .xlsファイルを作成する場合。このファイルには、データを含むエクスポート・ワークシートと、データのエクスポートに使用されるSQL文を含むSQLの2つのワークシートが含まれます。


	
xml。XMLタグとデータを含むファイルを作成する場合。




「データのエクスポート」ダイアログでエクスポートするデータを制限するには、一部の列のみを選択してWHERE句を入力します。


注意:

大きい表をMicrosoft Excelファイルにエクスポートする際に問題が発生した場合には、jdeveloper.confファイルに次の行を追加してヒープ・サイズを大きくし、JDeveloperを再起動してみてください。


AddVMOption -Xmx1024M


表の行数が65,536を超えると、JDeveloperは行を.xlsファイル内の複数のワークシートに書き込みます。



データベースのエクスポート・ウィザードを使用して、データベースからデータをエクスポートすることもできます。







25.6.8 ファイルにデータをエクスポートする方法



データベース接続を介して、データベースの表からデータをエクスポートできます。

データベース表からデータをエクスポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース」を選択して、「データベース」ウィンドウを開きます。
	必要な場合には、データベースへの接続を作成します。
	データベース接続、スキーマ、表のノードを展開し、データをエクスポートする元の表を選択します。
	右クリックして「データのエクスポート」を選択し、「データのエクスポート」ダイアログを開きます。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。














25.7 データベースのコピー、比較、エクスポート


データベース・オブジェクトを、ソース・スキーマから宛先スキーマにコピーできます。データベース・オブジェクトとデータをDDLファイルにエクスポートできます。





25.7.1 データベースのコピー方法



データベース・オブジェクトをソース・スキーマから宛先スキーマにコピーできます。同じ名前のオブジェクトが宛先スキーマに存在する場合の動作を決定する操作のタイプに応じた制限が適用されます。

ソース・データベースと宛先データベースの接続があらかじめ定義されている必要があります。

データベースをコピーするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「データベース」→「データベース・コピー」を選択して、新規コピー・ウィザードを開きます。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。












25.7.2 データベース・スキーマの比較方法



異なる2つのスキーマで、同じタイプおよび名前のオブジェクト(たとえば、CUSTOMERSという表)の差異を検出できます。また、オプションで、一方のスキーマ(宛先)のオブジェクトを更新して、もう一方のスキーマ(ソース)の差異を反映できます。

差分ウィザードを使用するには、Oracle DatabaseのOracle Change Managementオプションのライセンスが必要です。ライセンスを購入するには、オラクル社の営業担当者または正規オラクル代理店にお問合せいただくか、Oracle Storeにアクセスして(https://shop.oracle.com)オンラインでご購入ください。

ソース・データベースと宛先データベースの接続があらかじめ定義されている必要があります。

データベース・スキーマを比較するには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「データベース」→「データベース差分」を選択して、差分ウィザードを開きます。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。












25.7.3 データベースのエクスポート方法



1つ以上のタイプのデータベース・オブジェクトのうち一部またはすべてのオブジェクトを、SQLデータ定義言語(DDL)文が含まれたファイルにエクスポートし、それらのオブジェクトを作成できます。データベースのエクスポート・ウィザードでは、次の操作が可能です。生成されるDDLファイルの詳細の指定。エクスポートするデータベース・オブジェクトの選択。データのエクスポートの選択と、生成されるファイルに含めるデータを指定するフィルタの適用。

エクスポートするデータベースに対する接続が定義されている必要があります。

データベースをエクスポートするには、次のようにします。




	メイン・メニューから「ツール」→「データベース」→「データベース・エクスポート」を選択して、データベースのエクスポート・ウィザードを開きます。

詳細は、[F1]を押すか、ウィザード内で「ヘルプ」をクリックしてください。














25.8 OracleおよびOracle以外のデータベースの使用


この項では、OracleデータベースとOracle以外のデータベースを使用する方法について説明します。異なるデータベースに対してJDeveloperで実行できる内容には、制限があります。詳細は、「Oracle Databaseへの接続の作成方法」および「Oracle以外のデータベースへの接続の作成方法」の関連する情報を参照してください。







25.9 データベース・レポートの使用


JDeveloperでは、データベースとデータベース・オブジェクトに関する多くのレポートを使用できます。また、独自のユーザー定義データベース・レポートを作成できます。

オフライン・データベース・オブジェクトについてのレポートも実行できます。





25.9.1 データベース・レポートの使用


JDeveloperでは、データベースとデータベース・オブジェクトに関する多くのレポートを使用できます。また、独自のユーザー定義データベース・レポートを作成できます。

一部のレポートでは、レポートの生成前にバインド変数の入力を求められます。このバインド変数を使用すると、出力をさらに制限できます。すべてのバインド変数のデフォルト値はNULLで、これは、追加の制限を設定しないことを意味します。

「データベース・レポート」ウィンドウを使用すると、データベースで最新情報を問い合せるレポートを実行できます。特定のレポートの表示に必要な時間はレポートごとに異なり、関連するオブジェクトの数と複雑さ、およびデータベースへのネットワーク接続の速度に影響を受ける場合があります。

データベースとデータベース・オブジェクトに関して事前定義済の多くのレポートがあります。

また、独自のユーザー定義レポートを作成できます。

たとえば、レポートの基礎となるSQLを調べると、独自のレポートを作成できます。

データベース・レポートはフォルダに編成され、レポートとフォルダはエクスポートが可能です。

レポートは、エクスポートすることによって共有できます。

レポートを共有するユーザーは、「プリファレンス」ダイアログを使用してJDeveloperのインスタンスにそのレポートを追加します。エクスポートされたレポートは、「ユーザー定義レポート」ノードの下のフォルダにインポートされます。





25.9.1.1 データベース・レポートの実行方法



「データベース・レポート」ウィンドウを使用すると、データベースで最新情報を問い合せるレポートを実行できます。特定のレポートの表示に必要な時間はレポートごとに異なり、関連するオブジェクトの数と複雑さ、およびデータベースへのネットワーク接続の速度に影響を受ける場合があります。

データベース・レポートを実行するには、次のようにします。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	実行するレポートを検索し、右クリックして「開く」を選択すると、レポート・ビューア・ウィンドウで以前の結果が上書きされます。または、「新規に開く」でレポート・ビューアの新しいインスタンスを開きます。
	「バインド変数」ダイアログが表示された場合は、使用するバインド変数を入力します。詳細は、[F1]を押すか、「バインド変数」ダイアログで「ヘルプ」をクリックしてください。



レポートの結果は、レポート・ビューアに表示されます。









25.9.1.2 レポートのSQLを表示する方法



データベース・レポートの基礎となるSQLを、SQLワークシートで表示できます。

データベース・レポートのSQLを表示するには、次のようにします。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	レポートを実行します。
	レポート・ビューアで、「SQLワークシートでレポートを実行」ボタンをクリックします。SQLワークシートが開き、レポートのSQLコードが表示されます。








25.9.1.3 ユーザー定義データベース・レポートの作成方法



データベース機能とオブジェクトについて、独自のレポートを定義できます。

ユーザー定義レポートを作成するには、次のようにします。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	「ユーザー定義レポート」ノード、またはこのノードの下に作成したフォルダを右クリックして、「レポートの追加」を選択します。
	「レポートの作成」ダイアログで、レポートのSQLの名前を入力します。詳細は、[F1]を押すか、「レポートの作成」ダイアログで「ヘルプ」をクリックしてください。








25.9.1.4 ユーザー定義データベース・レポートの編集方法



ユーザー定義レポートは編集が可能です。

ユーザー定義レポートを編集するには、次のようにします。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	「ユーザー定義レポート」ノードを開き、編集するレポートを右クリックして「編集」を選択します。
	「レポートの作成」ダイアログで、レポートのSQLの名前を入力します。詳細は、[F1]を押すか、「レポートの作成」ダイアログで「ヘルプ」をクリックしてください。








25.9.1.5 レポートのフォルダの作成方法



ユーザー定義レポートはフォルダ内にまとめておくことができます。

フォルダを作成するには、以下の手順に従います。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	「ユーザー定義レポート」ノードを右クリックして、「フォルダの追加」を選択します。
	「フォルダの作成」ダイアログで、フォルダの名前を入力します。作業中に詳細を参照するには、[F1]を押すか、ダイアログで「ヘルプ」をクリックします。








25.9.1.6 ユーザー定義レポートのエクスポート方法



データベース・レポート、またはデータベース・レポートのフォルダをエクスポートできます。

レポートを共有している場合にそのレポートをエクスポートすると、レポートを共有するユーザーのJDeveloperインスタンスでレポートを使用できるようになります。

データベース・レポートまたはフォルダをエクスポートするには、次のようにします。




	開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。
	共有するレポートまたはフォルダを右クリックして、「エクスポート」を選択します。
	レポートの場所を「保存」ダイアログに入力します。レポートのデフォルト名はexplain.xmlです。








25.9.1.7 ユーザー定義レポートのインポート方法



エクスポートしたデータベース・レポートやフォルダは、ユーザー定義のフォルダにインポートできます。

まず、レポートを保持するフォルダを作成する必要があります。

これは、データベース・レポートを共有する簡単な方法でもあります。

データベース・レポートまたはフォルダをインポートするには、次のようにします。

	
開かれていない場合には、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。メイン・メニューで、「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択します。


	
「ユーザー定義レポート」ノードの下で、レポートを追加するフォルダを右クリックして「インポート」を選択します。


	
「開く」ダイアログで、「保存」ダイアログを使用してエクスポートされたレポートの場所を入力または参照します。レポートのデフォルト名はexplain.xmlです。








データベース・レポートの共有方法





データベース・レポートを共有できます。エクスポートしたレポートは、起動したJDeveloperに追加できます。

レポートを共有する前に:

	
レポートを実行する必要があります。


	
次にレポートをエクスポートする必要があります。




データベース・レポートを共有するには:




	メイン・メニューから、「ツール」→「プリファレンス」を選択します。
	「プリファレンス」ダイアログで、「データベース」→「ユーザー定義の拡張」を選択します。詳細は、[F1]を押すか、「プリファレンス」ダイアログ内で「ヘルプ」をクリックしてください。
	「行の追加」をクリックして「タイプ」の下で「レポート」を選択し、「ロケーション」の下でエクスポートされたレポートの場所を入力または参照します。
	JDeveloperを再起動します。
	「ウィンドウ」→「データベース」→「データベース・レポート」を選択して、「データベース・レポート」ウィンドウを開きます。「データベース」ウィンドウ内の「共有レポート」ノードの下に共有レポートが表示されます。










25.9.2 リファレンス: 事前定義済のデータベース・レポート


この項では、「データベース・レポート」ウィンドウの「データ・ディクショナリ・レポート」ノードの下にある事前定義済レポートについて説明します。

レポートはカテゴリに分類され、そのカテゴリで1種類以上のレポートを使用できます。

	
データベースのバージョン情報に関するレポート

これらのレポートには、接続に関連付けられたデータベースに関するリリース情報が表示されます。このレポートには、「バージョン・バナー」(データベース設定)および「各国語サポート・パラメータ」(グローバリゼーション・サポート用のNLS_xxxパラメータ値)が表示されます。


	
すべてのオブジェクト・レポート

これらのレポートには、ユーザーが保持するオブジェクトのみではなく、特定のデータベース接続に関連付けられたユーザーがアクセスできるすべてのオブジェクトに関する情報が表示されます。

	
すべてのオブジェクト: 各オブジェクトに関して、所有者、名前、タイプ(表、ビュー、索引など)、状態(有効または無効)、作成日、およびデータ定義言語(DDL)操作が最後に実行された日付が表示されます。最後にDDLが実行された日付は、特定の日時以降にオブジェクト定義が変更されているかどうかを確認する際に役立つ場合があります。


	
コレクション・タイプ: 各コレクション・タイプに関する情報が表示されます。この情報には、型の所有者、要素型の名前と所有者、および型に依存する特定の情報が含まれます。


	
依存性: 参照が設定されている各オブジェクトに関して、そのオブジェクトへの参照(そのオブジェクトの使用状況)に関する情報が表示されます。


	
無効なオブジェクト: 無効な状態のすべてのオブジェクトが表示されます。


	
タイプ別オブジェクト数: 特定の所有者に関連付けられた各オブジェクト・タイプに関して、オブジェクト数が表示されます。このレポートは、非常に多くのオブジェクト、特に特定のタイプのオブジェクトを作成したユーザーの識別に役立つ場合があります。


	
パブリック・データベース・リンク: すべてのパブリック・データベース・リンクが表示されます。


	
パブリック・シノニム: すべてのパブリック・シノニムが表示されます。





	
Application Expressレポート

これらのレポートには、Oracle Application Express 3.0.1以上のアプリケーション、ページ、スキーマ、UIのデフォルト値およびワークスペースに関する情報が表示されます。Oracle Application Express 3.0.1以上のアプリケーションを所有するスキーマの接続を選択すると、Application Expressレポートには、アプリケーション、ページ、スキーマ、UIのデフォルト値およびワークスペースに関する情報が表示されます。詳細は、『Oracle® Application Express管理ガイド』を参照してください。


	
ASHおよびAWRレポート

これらのレポートには、アクティブ・セッション履歴(ASH)および自動ワークロード・リポジトリ(AWR)機能が提供する情報が表示されます。


	
データベース管理者レポート

これらのレポートには、システム・リソースの使用状況に関する情報が表示されます。この情報は、記憶域、ユーザー・アカウントおよびセッションの効率的な管理に役立つ場合があります。(ほとんどのデータベース管理者レポートを参照するには、データベース接続のユーザーにDBAロールが必要です。)

	
すべての表: 表レポート(「品質保証」レポートを含む)としても分類されているレポートが含まれます。


	
カーソル: セッションごとのカーソル数(オープン・カーソル数およびカーソルの詳細を含む)など、カーソルに関する情報が表示されます。


	
データベース・パラメータ: すべてのデータベース・パラメータに関する情報、またはデフォルト値以外の値が設定されているデータベース・パラメータのみに関する情報が表示されます。


	
ロック: 各ロックに関連付けられているユーザーなど、ロックに関する情報が表示されます。


	
セッション: 様々な基準で選択および順序付けした、セッションに関する情報が表示されます。


	
記憶域: 表領域とデータファイルの使用状況および割当てに関する情報が表示されます。


	
上位SQL: 様々な基準で選択および順序付けした、SQL文に関する情報が表示されます。この情報は、予想より多く実行されているSQL文、または予想より多くの時間がかかっているSQL文の識別に役立つ場合があります。


	
ユーザー: 様々な基準で選択および順序付けした、データベース・ユーザーに関する情報が表示されます。たとえば、最も新しく作成されたユーザー、有効期限が切れたユーザー・アカウント、オブジェクト・タイプごとの使用ユーザー、各ユーザーが所有するオブジェクト数を特定できます。





	
データ・ディクショナリ・レポート

これらのレポートには、データベースでアクセスできるデータ・ディクショナリ・ビューに関する情報が表示されます。データ・ディクショナリ・ビューには、ALL_OBJECTS、USER_TABLESなどがあります。

	
ディクショナリ・ビュー列: 各Oracleデータ・ディクショナリ・ビューに関して、ビューの列に関する情報が表示されます。


	
ディクショナリ・ビュー: 各Oracleデータ・ディクショナリ・ビューと(ほとんどの場合は)その内容または目的に関するコメントが表示されます。





	
ジョブ・レポート

これらのレポートには、データベースで実行されているジョブに関する情報が表示されます。

	
すべてのジョブ: データベースで実行されているすべてのジョブに関する情報が表示されます。この情報には、前回の実行、現在の実行およびスケジュールされている次回の実行の開始時間が含まれます。


	
DBAジョブ: DBAユーザーがデータベース接続に関連付けられている各ジョブに関する情報が表示されます。この情報には、前回の実行、現在の実行およびスケジュールされている次回の実行の開始時間が含まれます。


	
ジョブ: データベース接続に関連付けられたユーザーが、ログ・ユーザー、権限ユーザーまたはスキーマ・ユーザーである各ジョブに関する情報が表示されます。この情報には、前回の実行、現在の実行およびスケジュールされている次回の実行の開始時間が含まれます。





	
PLSQLレポート

これらのレポートには、PL/SQLオブジェクトに関する情報が表示され、それらのオブジェクトのソースを検索できます。

	
プログラム・ユニット引数: プログラム・ユニットの各引数(パラメータ)に関して、プログラム・ユニット名、引数の位置(1、2、3など)、引数名、および引数が入力のみ(In)か、出力のみ(Out)か、または入力と出力の両方(In/Out)かが表示されます。


	
ソース・コードの検索: 各PL/SQLオブジェクトに関して、各行のソース・コードが表示されます。指定した変数が使用されている箇所を、ソースで検索できます。


	
ユニット行数: 各PL/SQLオブジェクトに関して、ソース・コードの行数が表示されます。この情報は、複雑なオブジェクトを識別する際に役立つ場合があります(たとえば、簡略化したり、複数のオブジェクトに分割することが必要なコードを識別する場合)。





	
セキュリティ・レポート

これらのレポートには、権限を付与されたユーザーに関する情報と、場合によっては、権限を付与したユーザーに関する情報が表示されます。この情報は、データベース管理者が、発生する可能性があるセキュリティの問題と脆弱性を理解し、適切な処置を決定する際に役立つ場合があります(たとえば、特定の権限が不要なユーザーからその権限を取り消す場合)。

	
監査中: 監査ポリシーに関する情報が表示されます。


	
暗号化: 暗号化された列に関する情報が表示されます。


	
権限付与および権限: 次のレポートが含まれます。

	
列権限: 特定の表の特定の列に対して付与された各権限に関して、権限を付与したユーザー、権限が付与されたユーザー、表、権限、および権限が付与されたユーザーがその権限を他のユーザーに付与できるかどうかが表示されます。


	
オブジェクト権限付与: 特定の表に対して付与された各権限に関して、権限を付与したユーザー、権限が付与されたユーザー、表、権限、および権限が付与されたユーザーがその権限を他のユーザーに付与できるかどうかが表示されます。


	
ロール権限: 付与された各ロールに関して、ロールが付与されたユーザー、ロール、ロールがADMINオプションとともに付与されたかどうか、およびロールがユーザーのデフォルト・ロールとして指定されているかどうかが表示されます。


	
システム権限: データベース接続に関連付けられたユーザーに付与された各権限に関して、権限、および権限がADMINオプションとともに付与されたかどうかが表示されます。





	
ポリシー: ポリシーに関する情報が表示されます。


	
パブリック権限付与: PUBLICロールに付与された権限に関する情報が表示されます。





	
ストリーム・レポート

これらのレポートには、ストリーム・ルールに関する情報が表示されます。

	
すべてのストリーム・ルール: すべてのストリーム・ルールに関する情報が表示されます。この情報には、ストリームのタイプと名前、ルール・セットの所有者と名前、ルールの所有者と名前、ルール・セットのタイプ、ストリーム・ルールのタイプ、およびサブセット化操作が含まれます。


	
ストリーム・ルール: データベース接続に関連付けられたユーザーが、ルールの所有者またはルール・セットの所有者である各ストリーム・ルールに関する情報が表示されます。この情報には、ストリームのタイプと名前、ルール・セットの所有者と名前、ルールの所有者と名前、ルール・セットのタイプ、ストリーム・ルールのタイプ、およびサブセット化操作が含まれます。





	
表レポート

これらのレポートには、指定した接続に関連付けられたユーザーが所有する表に関する情報が表示されます。この情報は、問題領域を識別することを目的としているわけではありませんが、使用しているリソースと要件によっては、監視または対処する必要がある問題の特定に役立つ場合があります。

表に関するレポートでは、所有者は、データベース接続に関連付けられたユーザーです。

	
列: 各表に関して、各列、各列のデータ型、および各列にNULL値を指定できるかどうかが表示されます。次のものが含まれます。


	
データ型発生: 各表の所有者に関して、各データ型とその使用回数が表示されます。


	
コメント(表および列): 各表および各表の各列に関連付けられた説明コメントが存在する場合、表示されます。また、コメントがない表のレポートも表示されます。データベース開発者が表の作成時または変更時にCOMMENT文を使用している場合、このレポートには、表および列の使用目的に関する有益な情報が表示されます。


	
制約: 制約に関連する次のレポートが含まれます。


	
すべての制約: 各表に関して、関連付けられた各制約のタイプ(一意制約、チェック制約、主キー制約、外部キー制約)や状態(有効または無効)が表示されます。


	
CHECK制約: 各チェック制約に関して、所有者、表名、制約名、制約の状態(有効または無効)、制約の指定などの情報が表示されます。


	
有効な制約、無効な制約: 状態が有効または無効な各制約に関して、表名、制約名、制約のタイプ(一意制約、チェック制約、主キー制約、外部キー制約)および状態が表示されます。無効な制約を適用するには、表を編集して、制約の状態を「有効」に設定する必要があります(表の作成/編集(拡張オプション付き)ダイアログ・ボックスの該当するタブを参照)。


	
外部キー制約: 各外部キー制約に関して、所有者、表名、制約名、制約が適用される列、制約が参照している表、参照されている表の制約などの情報が表示されます。


	
主キー制約: 主キー制約に関して、所有者、表名、制約名、制約の状態(有効または無効)、列名などの情報が表示されます。


	
一意制約: 各一意制約に関して、所有者、表名、制約名、制約の状態(有効または無効)、列名などの情報が表示されます。


	
索引: すべての索引、状態ごとの索引、タイプごとの索引および未使用の索引が含まれます。


	
組織: 専用レポートで、パーティション表、クラスタ表および索引構成表に関する情報が表示されます。


	
品質保証: (「「品質保証」レポート」を参照してください。)


	
統計: 各表に関して、前回の解析日時、行の総数、行の長さの平均、表のタイプなどの統計情報が表示されます。また、専用レポートでは、行数および行の長さの平均の大きい順に、結果が表示されます。


	
記憶域: 表領域ごとの表の数と、各表領域内の表に関する情報が表示されます。


	
トリガー: すべてのトリガー、無効なトリガーおよび有効なトリガーに関する情報が表示されます。


	
ユーザー・シノニム: すべてのユーザー・シノニムに関する情報、またはバインド変数の入力ダイアログ・ボックスに指定した文字列が含まれるユーザー・シノニムに関する情報が表示されます(このダイアログ・ボックスで文字列を入力するには、「Null」の選択を解除します)。


	
ユーザー表: すべての表に関する情報、またはバインド変数の入力ダイアログ・ボックスに指定した文字列が含まれる表に関する情報が表示されます(このダイアログ・ボックスで文字列を入力するには、「Null」の選択を解除します)。


	
「品質保証」レポート: 技術的にはエラーでなくても通常はデータベース設計に問題があるような状態を識別する表レポートです。このような問題によって、論理エラーが発生したり、エラーを回避するために追加アプリケーション・コーディングが必要になったり、実行時に問合せのパフォーマンスが低下するなど、様々な問題が発生する可能性があります。


	
主キーなしの表: 主キーが定義されていない表のリストが表示されます。主キーは、表の各行を一意に識別する列(または列セット)です。表に主キーを定義することは必須ではありませんが、各表に主キーを作成または指定することをお薦めします。主キー列は索引付けされ、問合せのパフォーマンスが向上します。また、主キー列は、一意かつNULL以外である必要があるため、入力データが自動的に検証されます。また、主キーを外部キーとともに使用して、参照整合性を確保できます。


	
索引なしの表: 索引がない表のリストが表示されます。表の列に索引が定義されていると、通常、その列を使用する問合せは、列に索引がない場合と比べて非常に高速で効率的になります(特に、表に多くの行が存在し、列に多くの異なるデータ値が存在する場合)。


	
索引付けされていない外部キー付きの表: 索引が関連付けられていない外部キーが表示されます。外部キーは、主キーを参照する列(または列セット)です。外部キーのそれぞれの値は、関連付けられた主キーの値と一致する必要があります。多くの場合、外部キー列は問合せで結合され、通常、索引によって、その列を使用する問合せのパフォーマンスが大幅に向上します。索引付けされていない外部キーが問合せで使用されている場合、その外部キーに索引を作成すると、実行時のパフォーマンスを向上できることがあります。





	
XMLレポート

これらのレポートには、XMLオブジェクトに関する情報が表示されます。

	
XMLスキーマ: XMLオブジェクトを所有する各ユーザーに関して、スキーマ定義が含まれるXSDファイルのスキーマURLなど、各オブジェクトに関する情報が表示されます。















25.10 データベース接続のトラブルシューティング


この項では、データベースの接続で問題が発生した場合に役立つ情報を示します。





25.10.1 互換性のないJDKバージョンを使用するデータベースへのデプロイ


データベースにJavaをデプロイするときに「ORA-29552: 検証の警告: java.lang.UnsupportedClassVersionError」が表示された場合には、そのプロジェクトに使用されているJDKのバージョンを、データベースで使用しているものと互換性のあるバージョンに変更する必要があります。

JDKの詳細は、JDeveloperの認定情報(http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/documentation/index.html)を参照してください。

データベースで使用されるJDKの詳細は、データベースのドキュメントを参照してください。

プロジェクトのJava SEをプロジェクトごとに変更する方法の詳細は、「個々のプロジェクトのプロパティの設定方法」でターゲットJava SEの設定に関する項を参照してください。

旧リリースのJava SEは、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.htmlからダウンロードできます。












このガイドで説明する新機能


次のトピックでは、Oracle JDeveloperの新機能や変更された機能について、およびこのガイドに記載されるその他の重要な変更について紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。このドキュメントは、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』の新規バージョンです。





12c (12.2.1.1)での新機能と変更された機能


Oracle JDeveloper 12c (12.2.1.1)には、このドキュメントで説明する次の新機能と変更された機能が含まれています。

	
Javaプロジェクトの作成およびJavaアプリケーションのテストをする方法は次のとおりです。

	
「クリーン」コマンドを実行するのと同時にアプリケーションをリフレッシュすることをサポートします。詳細は、「アプリケーションおよびプロジェクトのクリーニング」「XML伝送を最適化するためのFast Infosetの使用方法」を参照してください。


	
ヒープ・ウォーカのサポート、プロファイリングする際に使用するヒープ・ダンプ・ビューア。詳細は、「RESTful Webサービスおよびクライアントの作成」を参照してください。





	
Mavenを使用したJavaプロジェクトのビルド

	
Mavenリモート・リポジトリの追加または削除は、プロジェクトのPOMファイルで直接的に行うか、「ツール」メイン・メニューを使用して実行できます。詳細は、「リモート・リポジトリの指定方法と管理方法」を参照してください。


	
共有リポジトリを移入すると、開発チームはアプリケーションの依存性を共有できます。共有リポジトリは、Mavenの同期プラグインを使用して移入できます。詳細は、「リポジトリの移入」を参照してください。


	
Maven Archetypeをテンプレートとして使用したMavenプロジェクトの即時作成。いくつかのArchetypeを利用できます。たとえば、ADF oracle-adffaces-ejb Archetypeでは、ModelプロジェクトやViewControllerプロジェクトを含む基本的なFusion Webアプリケーションが作成されます。詳細は、「Maven Archetypeを使用したMavenプロジェクトの作成方法」を参照してください。


	
「ツール」メイン・メニューからのMavenゴールの実行のサポート。詳細は、「POMファイルに対するMavenゴールの実行方法」を参照してください。


	
POMファイルでのojmakeおよびojdeployデプロイメント・プラグインのサポート。詳細は、「ojdeployおよびojmakeの使用方法」を参照してください。





	
内部クラスのラムダ式への変換(この機能はJDK 1.8を実行する場合にのみ利用可能)によるコーディングの簡略化。詳細は、「匿名内部クラスのラムダ式への変換方法」を参照してください。


	
データベースの使用:

	
PL/SQLの編集に関するサポートの向上:

	
PL/SQLソース・エディタでは、すべてのドメイン間でコーディングを拡張するためにJDeveloperに用意されている様々な共通機能セットを使用するようになりました。たとえば、コード折りたたみ、使用方法の強調表示、コード・インサイト(オフラインのPL/SQLの場合)などがあり、欠落したメソッドを強調表示する監査フレームワークや適切なアクションを実装するコード・アシストを使用して、コールされたメソッドのmethodsignatureやコメントを表示します。


	
オフラインおよびデータベースのPL/SQLは、データベース接続に対してコンパイルできます。


	
新しいテスト問合せ機能により、PL/SQLのSELECTが正しい行を返すことを確認できます。


	
パッケージの仕様と本体の同期により、新しいパッケージ本体をすばやく作成できます。また、仕様と本体を同期して欠落メソッドを自動的に作成できます。




詳細は、「PL/SQLソース・エディタの使用」を参照してください。


	
データベース接続のサポートの向上:

	
データベースの接続時に追加のパラメータを指定できるようになりました。詳細は、「追加のJDBCパラメータの定義」を参照してください。


	
データベース接続のテスト時にデータベースのタイプとバージョン番号が報告されます。詳細は、「データベース接続の作成方法」を参照してください。



















19 セキュアなアプリケーションの開発


この章では、Oracle JDeveloperでセキュアなJava EEアプリケーションを開発、デプロイおよび管理する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
セキュアなアプリケーションの開発について


	
フェーズでのアプリケーションの保護


	
Webアプリケーションのセキュリティとサポートについて


	
Webアプリケーションでのユーザー認証の処理


	
Webアプリケーション内のアプリケーション・リソースの保護


	
アプリケーション・レベルのポリシー・ストアの構成


	
ポリシー・ストアの移行


	
JDBCを使用した開発の保護








19.1 セキュアなアプリケーションの開発について


Fusion Middleware Suiteでは、セキュアなアプリケーションを開発、デプロイおよび管理できます。Java EEアプリケーションは、コンテナ管理セキュリティのみを使用して保護できます。Fusion Webアプリケーションの場合は、Oracle ADF Securityを使用できます。Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)を使用して開発するJava EEアプリケーションです。





19.1.1 Java EEアプリケーションおよびOracle Platform Security Services for Java (OPSS)の理解


Java EEアプリケーションは、OPSSを使用するよう拡張できます。このシナリオでは、JDeveloperの宣言エディタを使用してユーザーおよびロールを構成します。アプリケーション・リソースは、Java EEコンテナ管理のセキュリティを使用して保護します。







19.1.2 Fusion WebアプリケーションおよびADFセキュリティの理解


このシナリオは、ADFセキュリティを追加してOracle ADFリソースに対するきめ細かなセキュリティ・ポリシーを有効にする、完全な宣言実装です。JDeveloperの宣言エディタを使用してファイルベースのアイデンティティ・ストア、ポリシー・ストアおよび資格証明ストアを構成します。アプリケーションでOracle ADFが使用されるため、ウィザードを実行してADFタスク・フローやADFページ定義などのADFリソースに関連付けられているWebページのセキュリティを構成し、jazn-data.xmlポリシー・エディタを使用してセキュリティ・ポリシーも定義します。







19.1.3 コンテナ管理セキュリティの理解


Java EEセキュリティ・モデルは、コンテナ管理のセキュリティに基づくロールベースの宣言型モデルであり、ユーザーに割り当てられたロールによりリソースが保護されます。このモデルを使用すると、アプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタのアプリケーション・ロジックとは別個にセキュリティを指定できるため、基礎となるセキュリティ・インフラストラクチャからアプリケーションを切り離すことができます。アプリケーションが実行されるコンテナは、デプロイメント・ディスクリプタの仕様に応じてアプリケーションのセキュリティを提供します。このモデルでは、デプロイメント・ディスクリプタ内で参照できるアプリケーション・コードにセキュリティ・データ(注釈)を埋め込むこともできます。

コンテナ管理セキュリティの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。







19.1.4 追加機能


Oracle ADFセキュリティ・フレームワークは、認証および認可サービスをFusion Webアプリケーションに提供するための推奨テクノロジです。主な理由は、Oracle ADF Securityが、Oracle Platform Security Services(OPSS)アーキテクチャの上部で構築され、このアーキテクチャにより重要なセキュリティ・フレームワークが実現され、Oracle WebLogic Serverと緊密に統合されているためです。

Oracle ADF Securityの詳細は、Oracle Fusion Middleware ADF開発者ガイドのFusion WebアプリケーションでのADFセキュリティの有効化に関する項を参照してください。

OPSSの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareアプリケーション・セキュリティ・ガイド』を参照してください。









19.2 フェーズでのアプリケーションの保護


JDeveloperでセキュアなアプリケーションを開発する場合、一般に、開発とデプロイメント(本番環境への)をそれぞれ異なるニーズを持つ別個のフェーズと考えることが有用です。これは、開発時およびテスト時、JDeveloperはOracle Platform Security Services (OPSS)との統合を通じて、管理が容易なファイルベースのセキュリティをサポートしているためです。

JDeveloperは、セキュリティに関するアプリケーション開発ライフサイクルを簡易化し、データのフラット・ファイルへの格納を可能にすることで開発を容易にします。jazn-data.xmlファイルは、OPSSと統合するための、JDeveloperのデフォルトのファイルベース・セキュリティ・プロバイダです。jazn-data.xmlファイルには、Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)およびOracle ADF Securityを使用して構築されたFusion Webアプリケーションに定義するユーザー、グループ、ロールおよびポリシーが格納されます。JDeveloperには、セキュリティ・データ・ストアの作成を容易にするこのファイル専用のエディタが用意されています。

OPSSの機能は、本番環境のエンタープライズ・ロールで定義されたユーザーをアプリケーションの機能に固有のアプリケーション・ロールに抽出することです。開発時、アプリケーション開発者はアプリケーション・ロールおよびアプリケーション・ロールを使用するセキュリティ・ポリシーをjazn-data.xmlファイルのポリシー・ストアに追加します。その後、テストを簡易化するために、開発者は少数のユーザーをアイデンティティ・ストアに追加し、これらのテスト・ユーザーをアプリケーション・ロールに割り当てることができます。このため、アプリケーションをテストするために、jazn-data.xmlをアイデンティティ・ストアとしても使用できます。

開発時、アプリケーションは本番環境で定義されているエンタープライズ・ロールを認識する必要はありません。開発後、管理者はOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して本番レベルのエンタープライズ・ロールをアプリケーションのポリシー・ストアのアプリケーション・ロールにマップします。このマッピングにより、任意のエンタープライズ・ロールのメンバーであるユーザーは、関連するアプリケーション・ロールからアクセス可能なリソースにアクセスできます。

アプリケーションを完了した後、ポリシー・ストアをOracle WebLogic Server上の本番環境プロバイダに移行します。この時点で、テスト・ユーザー・アイデンティティ・ストアを、Oracle WebLogic Server組込みLDAPサーバーで構成済のエンタープライズ・ユーザーに置き換えます。LDAPサーバーは、jazn-data.xmlファイルとは異なり、本番環境で使用可能な分散アプリケーション・サーバー構成をサポートしています。LDAPサーバーの詳細は、Oracle WebLogic Serverのセキュリティの管理を参照してください。

このため、JDeveloperでファイルベース・プロバイダおよびOPSSを使用すると、次のようにして本番環境での要求を分離できます。

	
テスト・ユーザーおよびアプリケーション・ロールを宣言によって定義する


	
Oracle ADFリソースのセキュリティ・ポリシーを宣言によって定義する


	
デプロイ時にアプリケーション・レベルのセキュリティ・プロバイダからsystem-jazn-data.xml セキュリティ・プロバイダに容易に移行する


	
デプロイまでエンタープライズ・ロールのマッピングを見送る










19.3 WebアプリケーションのセキュリティとJDeveloperのサポートについて


Oracle WebLogic Serverでは、Java EE宣言セキュリティはOracle Platform Security Services (OPSS) (OracleのJAAS標準の実装)とともに実装されます。OPSSは、Java EEセキュリティを拡張することにより、アプリケーション開発者、システム・インテグレータ、セキュリティ管理者および独立系ソフトウェア・ベンダーに、Java SEおよびJava EEアプリケーション用の移植可能で統合された包括的なセキュリティ・プラットフォーム・フレームワークを提供します。

OPSSおよびその機能の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

JDeveloperには、Webアプリケーション用のJava EEセキュリティの構成、およびセキュアなWebアプリケーションのアプリケーション・サーバー・インスタンスへのデプロイをサポートするツールが用意されています。開発者は、アプリケーション開発時にウィザードおよびエディタを介して、JDeveloperからOPSSサービスを構成できます。

JDeveloperには、Oracle Platform Security構成(jps-config.xml)、JAAS構成(jazn-data.xml)およびWebアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタ(web.xml)を作成および編集する固有のエディタがあります。JDeveloperでは、Webアプリケーションのアプリケーション・サーバーへの直接デプロイメントもサポートされています。詳細は、「フェーズでのアプリケーションの保護」を参照してください。

Webアプリケーションを開発する場合、Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)を使用してユーザー・インタフェース内のデータ対応のコンポーネントを操作することを選択できます。ユーザー・インタフェースにADFタスク・フローやADFページ定義などのADFリソースが含まれる場合、ADFセキュリティ・フレームワークを介してこれらのリソースに依存するWebページを保護するオプションも用意されています。JDeveloperツールはセキュリティの繰返し型開発をサポートしているため、ADFリソース用として作成するセキュリティ・ポリシーを簡単に作成、テストおよび編集できます。JDeveloperでテスト・ユーザーの作成に進み、統合WebLogic Serverでアプリケーションを実行し、エンド・ユーザーがセキュアなリソースにアクセスする方法をシミュレートできます。詳細は次の項目を参照してください。Fusion WebアプリケーションのADFセキュリティを使用したADFリソースの保護方法。

Webアプリケーション・セキュリティの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverセキュリティ・プログラマーズ・ガイドを参照してください。







19.4 Webアプリケーションでのユーザー認証の処理


ユーザーが保護されたWebアプリケーション領域を要求すると、宣言セキュリティでの認証が強制されます。





19.4.1 認証タイプの選択肢について


ユーザーが保護されたWebアプリケーション領域を要求すると、宣言セキュリティでの認証が強制されます。ユーザーがこれまで認証されていない場合、コンテナはユーザーから資格証明を取得します。ユーザーはサーバー・セッション中、認証されたままです。

サポートされている認証タイプは、FORMベース認証、BASIC認証およびCLIENT-CERT認証です。認証タイプは、<login-config>要素を使用してweb.xmlデプロイメント・ディスクリプタで指定されます。





19.4.1.1 BASIC認証


BASIC認証では、ユーザーがユーザー名とパスワードを入力できるようにブラウザのログイン・ダイアログが使用されます。このダイアログ・フォームはカスタマイズできないため、使用するブラウザに応じてルック・アンド・フィールが異なります。ユーザー資格証明は認証済レルムのブラウザ・セッションに格納されます。レルムは、認証されたユーザーの一連の権限が含まれるリポジトリです。Oracle Platform Security Servicesのデフォルトのレルムは、jazn.comです。

次のコード・スニペットは、BASIC認証をweb.xmlファイルに指定する方法を示しています。


<login-config>
<auth-method>BASIC</auth-method>
<realm-name>jazn.com</realm-name> 
</login-config>







19.4.1.2 FORM認証


FORMベース認証では、アプリケーション開発者はカスタム・ログイン・ダイアログを指定できます。usernameパラメータの名前はj_usernameで、パスワード・フィールドの名前はj_passwordである必要があります。要求を認証するJava EEコンテナのログイン・フォーム・アクションの値はj_security_checkである必要があります。

次のコード・スニペットは、FORM認証をweb.xmlファイルに指定する方法を示しています。


<login-config> 
       <auth-method>FORM</auth-method>
       <form-login-config>
             <form-login-page>loginform.jsp</form-login-page>
             <form-error-page>error.jsp</form-error-page>
       </form-login-config>
</login-config>







19.4.1.3 CLIENT-CERT認証


CLIENT-CERT認証では、X.509証明書を使用してユーザーを認証します。このタイプの認証は、公開鍵の暗号化とも呼ばれます。

認証タイプの選択の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

Oracle WebLogic Serverを使用する認証タイプの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverセキュリティのプログラミング』を参照してください。









19.4.2 ターゲット・ドメインのパスワードの暗号化


パスワード暗号化はWebLogic Serverドメインに固有であるため、weblogic-jdbc.xmlファイルに手動でパスワード処理を追加する必要があります。パスワードを暗号化するには、デプロイ先ドメインの暗号化ユーティリティ(weblogic.security.Encrypt)を使用します。


注意:

パスワードはドメイン固有であるため、異なるドメインにデプロイするたびにターゲット・ドメインのパスワードを再暗号化する必要があります。



weblogic-jdbc.xmlに追加する必要があるXMLコードは、次のようなコードです。


<password-encrypted>toystore</password-encrypted>


タグ間にはクリアテキストのパスワードまたは暗号化されたパスワード文字列を入力できます。この要素は、<jdbc-driver-params>要素(概要エディタを使用して編集済の場合はweblogic-jdbc.xmlにすでに存在)の内部に配置されます。





19.4.2.1 weblogic.security.Encrypt


weblogic.security.Encryptユーティリティは、WebLogic Serverで使用されるクリアテキスト文字列を暗号化します。このユーティリティは、現在のディレクトリの暗号化サービスまたは指定されたWebLogic Serverドメイン・ルート・ディレクトリの暗号化サービスを使用します。


注意:

暗号化文字列は、使用するWebLogic Serverドメインの暗号化サービスで暗号化する必要があります。そうしないと、サーバーはその文字列を復号化できません。



weblogic.security.Encryptユーティリティは、WebLogic Serverドメイン内の少なくとも1つのサーバー・インスタンスを持つマシンでのみ実行できます。クライアントからは実行できません。表19-1は、weblogic.security.Encryptユーティリティの引数を定義しています。


注意:

ユーティリティは、管理サーバー・ドメイン・ディレクトリから、または管理サーバーをホストしてドメイン・ルート・ディレクトリを指定するマシンで実行することをお薦めします。



構文


java [ -Dweblogic.RootDirectory= dirname ] 
[ -Dweblogic.management.allowPasswordEcho=true ]
weblogic.security.Encrypt [ password ]





表19-1 weblogic.security.Encryptユーティリティの引数

	引数	定義
	
weblogic.RootDirectory

	
オプションです。暗号化文字列を使用するWebLogic Serverドメイン・ディレクトリです。指定しない場合、デフォルトのドメイン・ルート・ディレクトリは現在のディレクトリ(ユーティリティを実行するディレクトリ)になります。


	
weblogic.management. allowPasswordEcho

	
オプションです。コマンド行weblogic.securityに入力したエコー文字が許可されます。暗号化では、エコーが利用できないことが期待されています。エコーを利用できない場合は、このプロパティをtrueに設定します。


	
password

	
オプションです。暗号化するクリア・テキストの文字列。コマンド行で省略した場合は、パスワードの入力を求められます。









例

ユーティリティは、現在のディレクトリにあるドメインの暗号化サービスを使用して、暗号化文字列を返します。






java weblogic.security.Encrypt xxxxxx {3DES}Rd39isn4LLuF884Ns


ユーティリティは、指定されたドメインの場所の暗号化サービスを使用して、暗号化文字列を返します。


java -Dweblogic.RootDirectory=./mydomain weblogic.security.Encrypt xxxxxx {3DES}hsikci118SKFnnw


ユーティリティはパスワードをエコーせずに、現在のディレクトリで暗号化文字列を返します。


java weblogic.security.Encrypt Password: {3DES}12hsIIn56KKKs3











19.4.3 アイデンティティ・ストアの作成方法



アイデンティティ・ストアは、ユーザー、エンタープライズ・ロール(ユーザー・グループ)およびログイン資格証明のデータ・ストアです。資格証明は、認証時に検証され、ユーザーのアプリケーション機能へのアクセスを認証するために使用されます。





ユーザー、ロール、およびレルムの理解

ユーザーとはサービスにアクセスするエンド・ユーザーのことで、個人の場合やソフトウェア・コンポーネントの場合もあります。エンタープライズ・ロールは、同じ権限セットを付与することを目的としてグループ化するユーザーのコレクションです。レルムとは、認証ユーザーおよび認証エンタープライズ・ロールのコレクションです。





ユーザー、エンタープライズ・ロールおよびレルムの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。





JDeveloperのアイデンティティ・ストアの理解

JDeveloperでセキュアなアプリケーションを開発する際、ファイルベース・データ・ストアを使用してログオンを許可するユーザーを定義します。jazn-data.xmlファイルを介してファイルベースのアイデンティティ・ストアを定義する利点は、system-jazn-data.xmlファイルへの移行を介して本番環境へのデプロイメントとの互換性を維持しながら、簡易なテストをサポートする点です。さらに、LDAPベース・アイデンティティ・ストア用のOracle Internet Directoryサービスを設定および保守する複雑さを排除できます。





Oracle ADFを使用してFusion Webアプリケーションを作成すると、「ADFセキュリティの構成」ウィザードの実行時にアイデンティティ・ストアが自動的に作成されます。


注意:

LDAPベースのアイデンティティ・ストアはJDeveloperの設計時機能であり、実行時には使用できません。LDAPアイデンティティ・ストアの構成はすべて、JDeveloperの統合WebLogic Serverによりオーバーライドされます。



アイデンティティ・ストアの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

アイデンティティ・ストアを作成する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内の「jps-config.xml」ファイルをダブルクリックします。
	jps-config.xml概要エディタで「アイデンティティ・ストア」タブを選択します。
	ページの上部にある「新規アイデンティティ・ストアの追加」アイコンをクリックします。「アイデンティティ・ストアの作成」ダイアログが表示されます。
	必要なタイプのアイデンティティ・ストア・オプションを選択します。

	
ファイル・ベースのアイデンティティ・ストアを作成する場合は、「XMLベースのアイデンティティ・ストア」を選択し、ストアの名前を入力します。デフォルトで、ファイル名はidstore.xmlです。


	
LDAPベースのアイデンティティ・ストアを作成する場合は、「LDAPベースのアイデンティティ・ストア」を選択し、ストアの名前を入力します。デフォルトで、ファイル名はidstore.oidです。

注意: LDAPベースのアイデンティティ・ストアはJDeveloperの設計時機能であり、実行時には使用できません。LDAPアイデンティティ・ストアの構成はすべて、JDeveloperの統合WebLogic Serverによりオーバーライドされます。







	作業が完了した後、「OK」をクリックしてダイアログを閉じます。








19.4.4 アイデンティティ・ストアへのテスト・ユーザーの追加方法



アイデンティティ・ストアはXMLファイルで、ユーザー認証の間に使用されます。アイデンティティ・ストアはドメイン・レベルまたはアプリケーション・レベルで使用できます。

ユーザーをアイデンティティ・ストアに追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「ユーザー」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタを開きます。
	「ユーザー」ページで、「新規ユーザー」アイコンをクリックします。
	新規ユーザー名およびパスワードを入力します。
	「ユーザー」リストからユーザーを選択し、表示名や説明などの詳細を入力します。
	jazn-data.xmlファイルへの変更内容を保存します。








19.4.5 アイデンティティ・ストアでのエンタープライズ・ロールの管理


エンタープライズ・ロールは、同じ権限を付与することを目的としてグループ化するユーザー・セットです。エンタープライズ・ロールはアイデンティティ・ストアに追加します。アプリケーション・ロールはポリシー・ストアに追加します。


注意:

エンタープライズ・ロールにユーザーを追加する前に、アイデンティティ・ストアにユーザーが作成されていることを確認してください。







19.4.5.1 アイデンティティ・ストアへのロールの追加方法



jazn-data.xmlファイルの概要エディタを使用して、アイデンティティ・ストアにロールを追加できます。

ロールをアイデンティティ・ストアに追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「グループ」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「エンタープライズ・ロール」ページを開きます。
	「エンタープライズ・ロール」で、「新規ロール」アイコンをクリックします。「エンタープライズ・ロール」リストに新規ロールが表示されます。
	「エンタープライズ・ロール」リストからロールを選択し、表示名や説明などの詳細を入力します。








19.4.5.2 ユーザー・ロールに割り当てられたユーザーの管理方法



jazn-data.xmlファイルの概要エディタを使用して、アイデンティティ・ストアにあるロールを管理できます。

エンタープライズ・ロールに割り当てられたユーザーを管理するには、次のようにします。




	jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「エンタープライズ・ロール」ページを開きます。
	「エンタープライズ・ロール」リストからロールを選択し、「メンバー」タブをクリックします。
	「メンバー」セクションで、他のメンバーまたはロールを追加または削除します。








19.4.5.3 割り当てられたエンタープライズ・ロールの表示方法



jazn-data.xmlファイルの概要エディタを使用して、アイデンティティ・ストアにある割当て済ロールを表示できます。

割り当てられたエンタープライズ・ユーザーを表示するには、次のようにします。




	jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「エンタープライズ・ロール」ページを開きます。
	「ロール」リストからロールを選択し、「割当済ロール」タブをクリックします。










19.4.6 資格証明ストアの作成方法



資格証明ストアは、データベースなどの外部システムとの接続時にOracle Platform Security Services (OPSS)で必要とされるシステム資格証明を格納するウォレットベース・ファイルです。JDeveloperでは、資格証明ストアはcwallet.ssoファイルです。このファイルにはOPSSベースのすべての資格証明が含まれ、Oracle ADF Securityに定義する資格証明を格納するためにJDeveloperで使用されます。このファイルは通常、直接は編集されません。

JDeveloperは、ユーザーが「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで最初に接続(データベース接続など)を作成する際に、資格証明ストア・サービス・インスタンスの存在をチェックしてストアを作成します。

資格証明ストアの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

資格証明ストアを作成する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内のjps-config.xmlファイルをダブルクリックします。
	jps-config.xml概要エディタで「資格証明ストア」タブを選択します。
	ページの上部にある「資格証明ストアを追加します。」アイコンをクリックします。「資格証明ストアの作成」ダイアログが表示されます。
	資格証明ストア・ファイルの名前を入力し、「OK」をクリックします。




注意:

1つのアプリケーションに対して1つの資格証明のみ作成できます。











19.4.7 ログイン・モジュールの追加方法


ログイン・モジュールは、ユーザーを認証し、サブジェクトにプリンシパルを移入するコンポーネントです。ログイン・モジュールはプラグイン可能で、アプリケーション・コードを変更せずに使用できます。1つのアプリケーションに複数のログイン・モジュールを使用できます。

ログイン認証プロセスは、次の2つのフェーズで発生します。

	
ログイン・モジュールは、ユーザー・リクエスト、必要に応じて名前およびパスワード、またはその他の資格証明データを認証しようとします。このフェーズが成功した場合のみ、2つ目のフェーズが開始します。


	
ログイン・モジュールは、関連するプリンシパルをサブジェクトに割り当て、最終的にそれを使用して権限があるアクションが実行されます。




ドメイン内のすべてのログイン・モジュールは、次の要素を使用してファイルjps-config.xml内で構成されます。

	
serviceProvider - ログイン・モジュールのサービス・プロバイダの定義


	
serviceInstance - サービス・プロバイダの1つ以上のインスタンスの定義


	
jpsContext - 使用するインスタンスの指定




JDeveloperでは、アプリケーションの事前定義済ログイン・モジュールを選択するか、または新規のカスタム・ログイン・モジュールを作成できます。表19-2には、JDeveloperで使用可能な事前定義済ログイン・モジュールが含まれます。




表19-2 事前定義済ログイン・モジュール

	モジュール	説明
	
saml.loginmodule

	
SAMLトークン・アサーションに使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.saml.JpsSAMLLoginModuleクラスを実装します。


	
krb5.loginmodule

	
Kerberosトークン・アサーションに使用され、com.sun.security.auth.module.Krb5LoginModuleクラスを実装します。


	
wss.digest.loginmodule

	
WSS Digest仕様に基づくダイジェスト・ベースのユーザー名トークンの認証に使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.digest.WSSDigestLoginModuleを実装します。これは、JSEユースケースでのみサポートされます。


	
certificate.authenticator. loginmodule

	
X509証明書の割当てに使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.x509.X509LoginModuleクラスを実装します。


	
user.authentication. loginmodule

	
有効なユーザー名およびパスワードに基づくユーザー認証に使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.authentication.JpsUserAuthenticationLoginModuleクラスを実装します


	
user.assertion.loginmodule

	
有効なユーザー名およびパスワードに基づくユーザー認証に使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.assertion.JpsUserAssertionLoginModuleクラスを実装します。


	
idstore.loginmodule

	
JSEベースのユースケースの認証に使用され、oracle.security.jps.internal.jaas.module.idstore.IdStoreLoginModuleクラスを実装します








ログイン・モジュールの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

ログイン・モジュールを追加する手順は、次のとおりです。

	
「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内のjps-config.xmlファイルをダブルクリックします。


	
jps-config.xmlの概要エディタで「ログイン・モジュール」タブを選択します。


	
ページの上部にある「事前定義済ログイン・モジュールのリストから選択」アイコンをクリックします。「ログイン・モジュールの追加」ダイアログが表示されます。


	
追加するログイン・モジュールのチェックボックスを選択します。1つのアプリケーションで複数のログイン・モジュールを選択できます。


	
完了したら「OK」をクリックします。










19.4.8 カスタム・ログイン・モジュールを介した認証方法



ログイン・サービスは、Oracle Platform Securityのキー・コンポーネントです。概念的には、ログイン・サービスはJAASログイン・モジュールSPI (javax.security.auth.spi.LoginModule)をOracle Platform Security for Javaフレームワーク(OPSS)に結合するアダプタです。

ログイン・サービスの主な役割は、OPSSでのJAASログイン・モジュール実装の構成および使用を可能にすることです。

カスタム・ログイン・モジュールを追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内のjps-config.xmlファイルをダブルクリックします。
	jps-config.xmlの概要エディタで「ログイン・モジュール」タブを選択します。
	ページ上部で「新規ログイン・モジュールの作成」をクリックします。
	「ログイン・モジュール名」を入力して「OK」をクリックします。
	ログイン・モジュールのクラス名を入力します。プロジェクトで使用可能な既存のクラス名を検索するには、「検索」ボタンをクリックします。
	「ログイン制御フラグ」を選択します。REQUISITE、REQUIRED、SUFFICIENTまたはOPTIONALを選択できます。
	「ログ・レベル」を選択します。FINE、FINER、FINEST、CONFIG、INFO、WARNING、SEVEREを選択できます。
	「デバッグ」をクリックして、ログイン・モジュールでデバッグ・メッセージを出力するかどうかを定義します。
	「すべてのロールの追加」を選択して、ログイン・モジュールを使用して認証後にユーザーのすべての直接または間接付与ロールをサブジェクトに追加するかどうかを定義します。
	ログイン・モジュールで必要なその他のプロパティすべての、名前と値を入力します。








19.4.9 キーストアの追加方法



キーストアは、秘密鍵およびデジタル証明書のリポジトリです。

キーおよび証明書を持ち、アプリケーションのセキュア・サービスにそれらを使用する場合、JDeveloperでは、Java Key Store、Oracle Wallet (*.ssoファイルまたは*.p12ファイル)、またはPCKS12ファイル(*.p12ファイル)をインポートできます。JDeveloperでは、キーストアを作成できません。

キーストアおよびキーストア・プロバイダの詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』を参照してください。

キー・ストアを追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内のjps-config.xmlファイルをダブルクリックします。
	jps-config.xmlの概要エディタで「キーストア」タブを選択します。
	ページの上部にある「キー・ストアを追加します。」アイコンをクリックします。

「キー・ストアの追加」ダイアログが表示されます。




	キーストア・ファイルをインポートし、必須フィールドに入力します。

キーストアとしてJava Key Store (*.jksファイル)、Oracle Wallet (from a *.ssoまたは*.p12ファイル)、またはPCKS12 (*.p12ファイル)ファイルをインポートできます。




	完了したら「OK」をクリックします。








19.4.10 無名プロバイダの有効化方法



無名プロバイダとは、パブリック・ページの代替のことです。ここでは、未認証ユーザーにパブリック・ページ全体に対するアクセス権を許可するのではなく、よりきめの細かい権限を割り当てることができます。

無名プロバイダを有効にすることで、無名サービス・インスタンスと無名ログイン・モジュールを含む無名JpsContextを作成できます。アプリケーション・ユーザーが未認証の場合は、実行時に無名資格証明が使用され、認証なしで一部のリソースへのアクセスが許可されます。

無名プロバイダの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

Webアプリケーションに対して無名プロバイダを有効にする手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」フォルダ内のjps-config.xmlファイルをダブルクリックします。
	jps-config.xmlの概要エディタで「無名プロバイダ」タブを選択します。
	「無名プロバイダの有効化」を選択します。
	「セキュリティ・コンテキスト」タブを選択し、無名が無名プロバイダとして自動的に選択されていることを確認します。








19.4.11 アイデンティティ・ストアでのユーザーへの資格証明の追加方法



資格証明にはユーザーの認証パスワードが含まれます。資格証明は、デフォルトで不明瞭化されたフォームで表示されます。アイデンティティ・ストアに資格証明を追加する前に、最初にアイデンティティ・ストアのメンバー・ユーザーを定義する必要があります。

アイデンティティ・ストアで資格証明をユーザーに追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「ユーザー」を選択し、jazn-data.xmlの概要エディタの「ユーザー」ページを開きます。
	「ユーザー」リストでユーザーを選択し、資格証明を「パスワード」フィールドに追加します。








19.4.12 Webアプリケーションの認証タイプの選択方法



ユーザーが保護されたWebアプリケーション領域を要求すると、宣言セキュリティでの認証が強制されます。ユーザーがこれまで認証されていない場合、コンテナはユーザーから資格証明を取得します。ユーザーはサーバー・セッション中、認証されたままです。

サポートされている認証タイプは、FORMベース認証、BASIC認証およびCLIENT-CERT認証です。認証タイプは、<login-config>要素を使用してweb.xmlデプロイメント・ディスクリプタで指定されます。

認証タイプの詳細は、「認証タイプの選択肢について」を参照してください。

Webアプリケーションの認証タイプを選択する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションのweb.xmlファイルをダブルクリックします。
	web.xml概要エディタの「セキュリティ」タブをクリックします。
	「ログイン認証」セクションを展開し、必要な認証タイプを選択します。










19.5 Webアプリケーション内のアプリケーション・リソースの保護


WebアプリケーションのWebページおよび他のリソースは、保護する必要があります。アプリケーションのタイプに応じて、次の2つのいずれかの方法でアプリケーションを保護できます。

	
Java EE Webアプリケーションの場合、Oracle Platform Security Services (OPSS)を使用してWebアプリケーションを保護します。


	
Oracle Application Development Framework (ADF)を使用して開発されたアプリケーションの場合、Oracle ADF Securityを使用してアプリケーションを保護します。





OPSSセキュリティの使用

次のタスクは、Java EEセキュリティを使用したアプリケーションの保護プロセスの概要を示しています。





	
ユーザーに対する認証メカニズムを指定します。


	
レルム内のユーザーおよびグループを管理します。


	
アプリケーションのセキュリティ・ロールを作成します。


	
ユーザーおよびグループにロールをマップします。








Oracle ADF Securityの使用

Oracle ADF Securityフレームワークを使用して、Fusion Webアプリケーションに認証と認可のサービスを提供できます。





Oracle ADF Securityの詳細は、Oracle Fusion ADF開発者ガイドのFusion WebアプリケーションでのADFセキュリティの有効化に関する項を参照してください。







19.5.1 jazn-data.xmlの概要エディタを使用したアプリケーション・リソースの保護方法



JDeveloperを使用すると、アプリケーションのリソース・タイプを保護できます。リソース・タイプは把握(つまり、JDeveloperによる認識)が可能です。また、独自のリソース・タイプを作成することもできます。

リソース・タイプは、フロー、ジョブ、Webサービスなどのセキュア・アーティファクトのタイプを表し、基本的には特定のタイプのリソースを作成するためのテンプレートです。すべてのリソースは、タイプが関連付けられており、タイプに応じてフィルタまたはグループ化されます。

アプリケーションのリソースを保護するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	メイン・メニューで、「アプリケーション」→「保護」→「リソース権限」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「リソース権限」ページを開きます。
	「リソース・タイプ」ドロップダウン・リストで、保護するリソース・タイプ(「タスク・フロー」など)を選択します。リストには、選択したプロジェクトで使用可能なすべてのリソース・タイプが表示されます。また、新規リソース・タイプを作成することもできます。
	「ソース・プロジェクトの選択」アイコンを選択し、ソース・プロジェクトを選択します。選択したソース・プロジェクトから選択したリソース・タイプのインスタンスが「リソース」リストに表示されます。
	リソース権限を付与する権限受領者(アプリケーション・ロール、エンタープライズ・ロールまたはコード・ソース)を追加します。リソース権限は、ユーザー、アプリケーション・ロール、エンタープライズ・ロールまたはコード・ソースに付与できます。「付与先」リストの「権限受領者の追加」アイコンをクリックし、権限受領者を追加します。
	「アクション」リストで、リソースに対して許可するアクションを選択します。
	jazn-data.xmlファイルへの変更内容を保存します。








19.5.2 Fusion WebアプリケーションのADFセキュリティを使用したADFリソースの保護方法


Fusion Webアプリケーションで定義するセキュリティ・ポリシーは、ADFタスク・フローおよびADFページ定義などのADFセキュリティ対応リソースに対するきめ細かなアクセス制御をサポートします。ADFセキュリティ・ポリシーを有効にするには、まずユーザー・インタフェース・プロジェクトで「ADFセキュリティの設定」ウィザードを実行します。

ADFセキュリティを有効にしたら、ユーザーにアクセス権を付与する必要があります。これによってユーザーは、Fusion WebアプリケーションのWebページを表示できるようになります。ユーザーに付与するアクセス権は、ページのADFセキュリティ対応リソース用に指定するセキュリティ・ポリシーとして知られています。タスク・フローの入力やWebページの表示を行うユーザー権限を制御するのは、最終的にはADFリソースにおけるセキュリティ・ポリシーになります。

	
バインドされたタスク・フローの個々のWebページに対してはセキュリティ・ポリシーを定義しないでください。ユーザーがバインド・タスク・フローにアクセスする場合、すべてのページのセキュリティはタスク・フローに付与する権限により管理されます。また、デフォルトで、(ページ定義が関連付けられている)個々のWebページにはアクセスできないため、ADFセキュリティによりユーザーはタスク・フローの各ページに直接アクセスすることはできません。これにより、タスク・フローの明確なセキュリティ・モデルがサポートされ、すべてのユーザーに単一エントリ・ポイントを強制します。


	
Webページがバインドされたタスク・フローの構成要素ではない場合のみ、個々のページに対してセキュリティ・ポリシーを定義してください。ページが直接アクセスされる場合、またはページがバインドされていないタスク・フローでアクセスされる場合のみ、ページ定義バインド・ファイルが関連付けられたページに対してページ・レベルのセキュリティがチェックされます。




ADFセキュリティ・ポリシーは、ファイルベースのjazn-data.xmlポリシー・ストアで保守されます。JDeveloperでのADFセキュリティ・ポリシーの定義および更新は、このファイルの概要エディタによってサポートされます。作成された宣言ADFセキュリティ・ポリシーは容易に読み取ることができます。

Oracle ADFリソースを保護するための詳細ステップは、Oracle Fusion ADF開発者ガイドのFusion WebアプリケーションでのADFセキュリティの有効化に関する項を参照してください。

ADFリソースのセキュリティ・ポリシーを定義する手順は、次のとおりです。

	
「ADFセキュリティの構成」ウィザードを実行して、アプリケーションに対してADFセキュリティを強制します。


	
ポリシー・ストアにアプリケーション・ロール名を追加します。


	
ADFバインド・タスク・フローに含まれる一連のWebページ全体に対する権限を付与します。


	
ADFページ定義ファイルに関連付けられていてバインド・タスク・フローには関連付けられていない最上位Webページに対する権限を付与します。

データ対応コンポーネントが含まれていないためにADFリソースに関連付けられていない最上位レベルのWebページがアプリケーションに含まれる場合、必要に応じて、これらのページを保護することもできます。


	
必要に応じて、ADFエンティティ・オブジェクトにより定義されているデータの行に対する権限を付与します。


	
セキュリティをテストするためにログインするユーザーを追加して、アイデンティティ・ストアをプロビジョニングします。


	
作成したテスト・ユーザーを1つ以上のアプリケーション・ロールに関連付けます。












19.6 アプリケーション・レベルのポリシー・ストアの構成


ポリシー・ストアとは、アプリケーションおよびエンタープライズ・ポリシーのリポジトリのことです。ポリシーは、特定の場所から実行されるコードに付与される権限を指定します。

アプリケーション・ポリシー・ストアは、アプリケーション・ポリシーのリポジトリであるとともに、アプリケーション・ロール、アプリケーション・ポリシー、プリンシパル、および権限のリポジトリです。アプリケーション・ロールには、アプリケーション・ユーザーとアプリケーション・ロール、およびアプリケーション固有のロール(管理ロールなど)を含むことができます。ポリシーでは、これらのロールまたはユーザーをプリンシパルとして使用できます。同様に、システム・ポリシー・ストアは、システム・ポリシー、プリンシパル、および権限のリポジトリです。システム・ポリシー・ストアにロールは含まれません。

Oracle ADFを使用してFusion Webアプリケーションを作成すると、「ADFセキュリティの構成」ウィザードの実行時にポリシー・ストアが自動的に作成されます。

アプリケーション・ポリシー・ストアとシステム・ポリシー・ストアの違いは、その範囲にあります。アプリケーション・ポリシー・ストアは1つのアプリケーション内に制約されてそのアクセシビリティが制限されますが、システム・ポリシー・ストアにはオープンにアクセスできます。

ポリシー・ストアの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。

プリンシパルとは、エンティティ(ユーザーまたはロール)に割り当てられたアイデンティティのことです。権限とは、エンティティのグループに対して許可された一連の操作で、エンティティはプリンシパルである場合もあります。付与またはカスタム・ポリシーには、権限およびプリンシパルが含まれます。JDeveloperでは、付与を作成せずにプリンシパルおよび権限を作成できません。





19.6.1 アプリケーション・ポリシー・ストアへのアプリケーション・ロールの追加方法



アプリケーション・ロールはアプリケーションに固有で、アプリケーション・ポリシー・ストアで定義されます。アプリケーション・ロールはアプリケーションで直接使用され(Java SEまたはJava EEアプリケーションで)、Java EEコンテナに認識される必要はありません。jazn-data.xmlファイルのファイルベース・ポリシー・ストアでは、これらのアプリケーション・ロールは<policy-store>の<app-role>要素で定義され、デプロイ時にドメイン・レベルでsystem-jazn-data.xmlに書き込まれます。

アプリケーション・ポリシー・ストアにアプリケーション・ロールを追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「アプリケーション・ロール」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「アプリケーション・ロール」ページを開きます。
	「追加」アイコンをクリックし、現在選択されているロールのピアまたは子として新規アプリケーション・ロールを作成するか、新規ロール・カテゴリを作成します。「ロール」リストに新規アプリケーション・ロールまたはカテゴリが表示されます。
	「名前」、「表示名」および「説明」フィールドにロールまたはロール・カテゴリの詳細を入力します。
	jazn-data.xmlファイルへの変更内容を保存します。



詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverロールおよびポリシーによるリソースの保護』ガイドを参照してください。









19.6.2 アプリケーション・ロールへのメンバー・ユーザーまたはエンタープライズ・ロールの追加方法



デプロイメント・ユーザーおよびロールは、使用するセキュリティ・プロバイダで定義されます。ファイルベース・プロバイダの場合、デプロイメント・ユーザーおよびロールはjazn-data.xmlファイルで定義されます。


注意:

メンバー・ユーザーまたはメンバー・ロールをアプリケーション・ロールに追加する前に、まずアイデンティティ・ストアのメンバー・ユーザーおよびメンバー・ロールを定義する必要があります。



アプリケーション・ロールにユーザーまたはエンタープライズ・ロールを追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「アプリケーション・ロール」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「アプリケーション・ロール」ページを開きます。
	「アプリケーション・ロール」リストからアプリケーション・ロールを選択し、「メンバー」タブをクリックします。
	ユーザーを追加するには、「メンバー・ユーザーとロール」で、「ユーザーまたはロールの追加」アイコンをクリックし、「ユーザーの追加」を選択します。
	エンタープライズ・ユーザーを追加するには、「メンバー・ユーザーとロール」で、「ユーザーまたはロールの追加」アイコンをクリックし、「エンタープライズ・ロールの追加」を選択します。
	jazn-data.xmlファイルへの変更内容を保存します。








19.6.3 カスタム・リソース・タイプの作成方法



カスタム・リソース・タイプを作成し、これらをjazn-data.xmlファイルに指定できます。

リソース・タイプは、フロー、ジョブ、Webサービスなどのセキュア・アーティファクトのタイプを表し、基本的には特定のタイプのリソースを作成するためのテンプレートです。すべてのリソースは、タイプが関連付けられており、タイプに応じてフィルタまたはグループ化されます。

カスタム・リソース・タイプを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「リソース権限」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「リソース権限」ページを開きます。
	「リソース権限」ページで、「リソース・タイプ」フィールドの横にある「新規リソース・タイプ」アイコンをクリックします。
	「リソース・タイプの作成」ダイアログで、名前、表示名および関連付けられたアクションなどのリソースのプロパティを指定します。「リソース・タイプの作成」ダイアログの「アクション」リストを使用して、このタイプのリソースの「リソース権限」ページでチェック可能な項目リストを移入します。
	jazn-data.xmlファイルを保存します。








19.6.4 アプリケーション・ポリシー・ストアへのリソース権限の追加方法



jazn-data.xmlの概要エディタの「リソース権限」ページを更新することにより、アプリケーション・リソース権限をアプリケーション・ポリシー・ストアに追加できます。

リソースは、具体的なリソースを表すリソース・タイプのインスタンスであり、ポリシーで保護できるアプリケーション・リソースを定義します。このリソースには、URL、EJB、JSPのようにコンテナで管理するソフトウェア・コンポーネントや、レポート、トランザクション、収益チャートなどのアプリケーション・ビジネスがあります。

アプリケーション・ポリシー・ストアにリソース権限を追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」→「保護」→「リソース権限」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「リソース権限」ページを開きます。
	セキュリティ・ポリシーを定義するには、「セキュリティ・ポリシー」フィールドで項目を選択します。デフォルトでは、アプリケーション・セキュリティ・ポリシーが選択されています。グローバル・リソース権限を定義するには、「グローバル」を選択します。
	「リソース・タイプ」ドロップダウン・メニューからリソース・タイプを選択するか、「新規リソース・タイプ」アイコンをクリックしてリソース・タイプを作成します。
	プロジェクトによってフィルタされるリソース・タイプの場合、「ソース・プロジェクト」セレクタが有効です。目的のリソースを検索するためにソース・プロジェクト選択を変更する必要がある場合があります。
	選択したリソース・タイプに属するリソースは「リソース」リストに表示されます。
	「付与先」リストの「権限受領者の追加」アイコンをクリックし、リソース権限が付与されているエンティティを管理します。アプリケーション・ロール、ユーザー、エンタープライズ・ロールまたはコード・ソースに対して付与できます。
	「アクション」リストでリソースに許可されているアクションを表示および選択します。








19.6.5 アプリケーション・ポリシー・ストアへの資格付与の追加方法



jazn-data.xmlの概要エディタの「資格付与」ページを使用すると、一連のリソース権限を定義し、各権限を各アプリケーション・ロールに個別に付与する必要なく、これらの権限を複数のアプリケーション・ロールに付与できます。

資格は、権限のコレクションです。通常、これによって、特定のビジネス機能またはタスクを実行するために必要な権限のリストがカプセル化されます。

アプリケーション・ポリシー・ストアに資格付与を追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	メイン・メニューで、「アプリケーション」→「保護」→「資格付与」を選択し、jazn-data.xmlファイルの概要エディタの「資格付与」ページを開きます。
	資格付与を追加するには、「資格」リストの「資格の追加」アイコンをクリックします。
	メンバー・リソースを追加するには、「リソース」をクリックし、「メンバー・リソース」リストで「メンバー・リソースの追加」アイコンをクリックします。
	資格を付与するアプリケーション・ロールを選択するには、「付与」を選択し、「ロール付与の追加」アイコンをクリックします。「アプリケーション・ロールの選択」ダイアログで、アプリケーション・ロールを選択するか、新規アプリケーション・ロールを作成できます。
	jazn-data.xmlファイルを保存します。




ヒント

	
「付与先」列の「資格から付与を表示」アイコンをクリックすると、「リソース権限」ページで資格グループのメンバーであるリソースに対する権限を表示できます。このオプションはデフォルトで選択されます。


	
「リソース権限」ページのポップアップ・メニューでメンバー・リソースを新規資格または既存の資格に追加することもできます。














19.6.6 カスタムJAAS権限クラスの作成方法



新規権限クラスは、保護対象の論理アーティファクト・タイプに対して独自のJAAS権限を作成する場合に便利です。たとえば、Oracle ADFではすでに、セキュリティを強制するアーティファクト用のビルトイン権限クラス(タスク・フロー、ページ定義、エンティティ・オブジェクトおよびエンティティ属性など)が提供されていますが、ユーザー・インタフェースで保護する一連のUIコンポーネント用にカスタム権限クラスを作成できます。このクラスを作成すると、Java、式言語(EL)、または埋込みGroovy式を使用した強制チェックを追加でき、その後jazn-data.xmlファイルを直接編集してアプリケーション・ロールに新しいカスタム権限クラスを付与できます。たとえば、セキュリティ・ポリシーを定義してアプリケーションに表示されるメニューへのアクセスを制限し、その後、コンポーネントのrenderedプロパティ上のEL値userGrantedPermissionを使用して、メニュー表示と付与されたユーザーのカスタム権限を関連付けることができます。

カスタムJAAS対応権限クラスを作成するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	メイン・メニューから「ファイル」→「新規」を選択して「新規ギャラリ」を開きます。
	「新規ギャラリ」の「カテゴリ」で、「ビジネス層」→「セキュリティ」を選択します。
	「項目」で、「JAAS権限」を選択します。
	JAAS権限の作成ダイアログで、カスタム権限クラスの詳細を入力します。ダイアログ内でヘルプを参照するには、「ヘルプ」をクリックするか[F1]を押します。








19.6.7 システム・ポリシー・ストアへの付与の追加方法



現在、このリリースには、システム権限付与をシステム・ポリシー・ストアに追加するためのエディタがありません。jazn-data.xmlのソース・コードで付与を手動で追加する必要があります。

システム・ポリシーへの付与を追加する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを開きます。
	「アプリケーション」ウィンドウで、jazn-data.xmlをダブルクリックして概要エディタを開きます。
	「ソース」をクリックし、ソース・エディタを開きます。
	ソース・コードで、<jazn-data>要素内に<jazn-policy>要素を作成します。
	<jazn-policy>要素内で、目的のアプリケーション・ロールを持つ<grantee>、権限クラスの完全修飾クラス名を持つ<permission>、付与のターゲットとして使用する名前、およびアプリケーション・ロール・プリンシパルに付与するアクションを定義する<grant>要素を作成します。
	jazn-data.xmlファイルへの変更内容を保存します。










19.7 ポリシー・ストアの移行


JDeveloperはデフォルトで、アプリケーションを実行するたびにアプリケーション・リポジトリから統合WebLogic Serverにセキュリティ・オブジェクトをデプロイするよう構成されています。この動作は、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログでのセキュリティ・デプロイメント・オプションの選択により、次のように変更できます。

	
ドメイン・レベル・ポリシーをアプリケーションのjazn-data.xmlファイル内のポリシーにより上書きするかどうかを決定します。


	
システム資格証明をアプリケーションのcwallet.ssoファイルにより上書きするかどうかを決定します。


	
jazn-data.xmlファイルのアイデンティティ・ストアの一部をドメイン・レベル・アイデンティティ・ストアに移行するかどうかを決定する。




デプロイ設定を変更しない場合、アプリケーションを実行するたびに、JDeveloperはドメイン・レベルのセキュリティ・ポリシーおよびシステム資格証明を上書きします。また、JDeveloperはテスト目的で作成した新しいユーザー・アイデンティティを移行し、統合WebLogic Serverがそのアイデンティティ・ストアで使用する埋込みLDAPサーバー内の既存のユーザー・パスワードを更新します。ただし、統合WebLogic Server内の既存のセキュリティ・オブジェクトを更新せずにアプリケーションを実行する場合には、このオプションを選択できます。





19.7.1 ポリシー・ストアの移行方法



スタンドアロンOracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする準備ができている場合、同じ構成設定を使用して、JDeveloperでセキュリティ・オブジェクトの移行を処理する方法を制御できます。

セキュリティ・オブジェクトのデプロイを構成する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」→「保護」→「セキュリティ・デプロイメントの構成」を選択し、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログを開きます。
	「アプリケーション・プロパティ」ダイアログの「セキュリティ・デプロイメント・オプション」の下で、アプリケーションでデプロイするセキュリティ・オブジェクトを選択します。

デフォルトで、アプリケーションを実行するたびに、JDeveloperではドメイン・レベルのアプリケーション・ポリシーおよび資格証明がアプリケーションのアプリケーション・ポリシーおよび資格証明により上書きされます。これらリポジトリのいずれかを上書きしない場合は、「アプリケーション・ポリシー」または「資格証明」を選択解除します。選択を解除すると、JDeveloperでは新規ポリシーまたは資格証明のみがドメイン・レベルのストアにマージされます。詳細は、後述のセクションを参照してください。

デフォルトでは、アプリケーションを実行するたびに、テスト目的で作成する新規ユーザーのアイデンティティがJDeveloperによって移行され、統合WebLogic Serverでアイデンティティ・ストア用に使用される埋込みLDAPサーバーにある既存のユーザー・パスワードが更新されます。「ユーザーとグループ」を選択解除して、アプリケーションのアイデンティティ・ストアの移行を無効にできます。詳細は、後述のセクションを参照してください。




	「OK」をクリックします。








19.7.2 アプリケーション・ポリシーの移行


Oracle WebLogic Server環境のサーバーにアプリケーションをデプロイする際、jazn-data.xmlで指定したアプリケーション・ポリシーをドメイン・ポリシー・ストアに移行できます。必要に応じて、アプリケーションがアンデプロイされる際、またはアプリケーションが再デプロイ時に更新される際に、ドメイン・ポリシー・ストアからポリシーを削除することもできます。

「アプリケーション・プロパティ」ダイアログで「アプリケーション・ポリシー」が選択されている場合、JDeveloperによるアプリケーションのデプロイ時、パッケージ化されたweblogic-application.xmlでjps.policystore.migrationプロパティはOVERWRITEに設定されます。「アプリケーション・ポリシー」が選択されていない場合、jps.policystore.migrationの設定はパッケージ化されたweblogic-application.xmlに追加されず、すでに存在する場合には削除されます。これによりOracle WebLogic Serverではデフォルトの操作MERGEが使用されます。ポリシーが存在しない場合、アプリケーションが初めてデプロイされるときのみマージによりポリシーが移行されます。アプリケーションのポリシーがすでに存在する場合、再移行は行われません。

アプリケーション・ポリシーの自動および手動による移行の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』を参照してください。







19.7.3 資格証明の移行


アプリケーション・ポリシーを移行する際、資格証明も移行する必要がある場合があります。WebLogic環境で管理されたサーバーにアプリケーションをデプロイまたは再デプロイする際に、cwallet.ssoで指定されたアプリケーションの資格証明をドメイン資格証明ストアに移行できます。したがって、資格証明の移行には、JDeveloper内で作成されたすべての接続(Webサービス用に作成された接続を含む)のパスワードが含まれます。(これは、 jazn-data.xmlファイルのアイデンティティ・ストアで指定したユーザー資格証明には関連しません。アイデンティティ・ストアの移行の詳細は、次の「ユーザーおよびグループの移行」を参照してください)。

「アプリケーション・プロパティ」ダイアログで「資格証明」が選択されている場合、JDeveloperによるアプリケーションのデプロイ時、パッケージ化されたweblogic-application.xmlでjps.policystore.migrationプロパティはOVERWRITEに設定されます。「資格証明」が選択されていない場合、jps.policystore.migrationの設定はパッケージ化されたweblogic-application.xmlに追加されず、すでに存在する場合には削除されます。これによりOracle WebLogic Serverではデフォルトの操作MERGEが使用されます。資格証明が存在しない場合、アプリケーションが初めてデプロイされるときのみマージにより資格証明が移行されます。アプリケーションの資格証明がすでに存在する場合、再移行は行われません。

資格証明を移行できるのは、サーバーが「開発」モードで実行中の場合のみです。本番モードでは、資格証明を上書きできません。アプリケーション資格証明の移行は、JDeveloperの外部のツールを使用したデプロイ時に手動で行う必要があります。







19.7.4 ユーザーおよびグループの移行


WebLogic環境のサーバーにアプリケーションをデプロイする際、jazn-data.xmlで指定したユーザーおよびロールをドメイン・アイデンティティ・ストアに移行できます。

「アプリケーション・プロパティ」ダイアログで「ユーザーとグループ」が選択されている場合、アプリケーションをデプロイしてアプリケーションのjazn-data.xmlユーザーおよびロールに関連するOracle WebLogic Serverのユーザーおよびグループを作成すると、JDeveloperではコールが作成されます。ドメイン・ストアにユーザーがすでに存在する場合は、説明およびパスワードのみがデプロイ時に再移行されます。jazn-data.xmlファイル内のロールと同じ名前でグループがドメイン・ストア内に存在する場合、それは完全に置き換えられます。「ユーザーとグループ」が選択されていない場合、JDeveloperではアイデンティティ・ストアのjazn-data.xmlアプリケーションからの移行は試行されません。


注意:

ドメイン・アイデンティティ・ストアが上書きされないよう、ユーザーとグループを移行する前には、管理ロール(admin)およびユーザー(weblogic)がアプリケーションのjazn-data.xmlファイル内で使用されていないことを確認してください。アプリケーションを本番環境にデプロイする準備ができたら、jazn-data.xmlファイルからアイデンティティを削除するか、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログで「ユーザーとグループ」の選択を解除して、アイデンティティの移行を無効にしてください。











19.8 JDBCを使用した開発の保護



JDeveloperでJDBCデータベース接続を作成すると、マシンにインストールされているデータベース・クライアントから暗号化プロパティが導出されます。JDBCを使用してセキュアな接続を作成するには、次のようにします。





	
クライアント・マシンのsqlnet.oraファイルでパラメータを設定し、OCIドライバによる暗号化サポートを構成します。


	
JDBCシン・ドライバを使用し、JDeveloperにセキュアなJDBC接続を作成します。「データベース接続の作成」ウィザードのステップ3 (「接続」ページ)で、「カスタムJDBC URLの入力」を選択し、次に示すように、暗号化パラメータをカスタムJDBC URLの一部として入力します。


jdbc:oracle:thin:@(description
=(address=(protocol=tcp)(host=myhost)(port=1521))(connect_data=
(sid=ORCL)(SQLNET.ENCRYPTION_CLIENT=REQUIRED)(SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_
CLIENT=DES40)(SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_CLIENT=REQUESTED)
(SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_TYPES_CLIENTMD5=MD5) ))















13 Java Swingユーザー・インタフェースの実装


この章では、Swingコンポーネントを使用するアプリケーションのユーザー・グラフィカル・インタフェース(GUI)を作成する方法について説明します。

JDeveloperのSwing GUIビルダーを使用すると、Swingコンポーネントを使用したJavaアプリケーションのユーザー・インタフェース(UI)の要素を、迅速かつ容易に作成できます。このUIは、「コンポーネント」ウィンドウから選択したコンポーネント(ボタン、テキスト領域、リスト、ダイアログ、メニューなど)を使用して構成します。次に、コンポーネント・プロパティの値を設定し、コンポーネント・イベントにイベント・ハンドラ・コードをアタッチします。

これには、AWTおよびSwingベースのクライアント・アプリケーション専用のユーザー・インタフェースのデバッグに使用されるUIデバッガの説明が含まれます。UIデバッガには、GUIアプリケーションのデバッグについて代替方法が用意されています。

この章の内容は次のとおりです。

	
Java SwingのUIコンポーネントとコンテナについて


	
Java GUIの設計


	
フォームの作成方法


	
作成可能なフォームの理解


	
レイアウト・マネージャの使用


	
コンポーネントの追加


	
コンテナの使用


	
レイアウト・マネージャの使用


	
アクセス可能なフォームの作成方法


	
イベント処理の使用


	
GUIソース・コードの変更方法


	
UIデバッガの使用








13.1 旧バージョンで開発されたアプリケーションについて


旧バージョンのJDeveloperで開発されたSwingを使用するアプリケーションを本バージョンのJDeveloperに移行して開くことができます。また、以前に設計されたビジュアル・クラスの使用も完全にサポートされています。レガシー・エディタでは、jbInit()メソッドを持つすべてのクラスが使用できます。

以前のJavaビジュアル・エディタを使用する旧アプリケーションで、視覚的にフォームを編集できますが、以前の動作方法と新しいSwing GUIビルダーの動作方法は異なります。また、アプリケーション間を移行する方法はありません。







13.2 Java SwingのUIコンポーネントとコンテナについて


Java Swingのコンポーネントには、ボタン、表、テキスト・コンポーネント、および分割区画のすべてが含まれます。たとえば、JCheckboxコンポーネントは四角いボックスで、ブール値(true/false)の表示に使用します。多くのコンポーネントには、ソート、印刷、ドラッグ・アンド・ドロップの機能があり、その他にもサポートされる機能が組み込まれています。

http://docs.oracle.com/javase/tutorial/uiswing/から表示可能なチュートリアルで、Java Swingの使用例を参照できます。

JDeveloperでUIを設計するためにフォームをレイアウトする際、コンテナを使用します。コンテナもコンポーネントです。コンテナでは、その他のコンポーネントが保持および管理されます。コンテナのプロパティの取得と設定、メソッドのコール、さらに、その他のコンポーネントと同様にイベントへの応答を通してコンテナと対話します。JDeveloperには、コンテナの生成に役立つツールが用意されています。詳細は「コンテナの使用」を参照してください。

レイアウト・マネージャでは、そのレイアウト・マネージャ固有の特定のルール・セットに従ってコンテナ内のコンポーネントが自動的に配置されます。これによって、コンテナ内でのコンポーネントのサイズと位置が決まります。たとえば、BorderLayoutは、最初、最後、前、後および中央の領域にコンテナのコンポーネントを配置します。


図13-1 BorderLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







13.3 Java GUIの設計


IDEのGUIビルダーによって、視覚的にGUI(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)を設計できます。GUIの作成および変更が行われている間に、IDEはインタフェースを実装するJavaコードを自動的に生成します。

GUIフォームを開くときには必ず、ソース・ビューと設計ビューとを切り替えるためのタブが同時に表示されます。デザイン・ビューではGUIフォームを視覚的に使用できるのに対し、ソース・ビューではフォームのソース・コードを直接編集できます。

通常は、「コンポーネント」ウィンドウを使用してコンポーネントをフォームに追加し、GUIビルダー・ワークスペースに配置します。作業が進むにつれて、GUIビルダーは、追加するコンポーネントに望ましい位置合せと配置指定を提案するガイドラインを表示します。「プロパティ」ウィンドウを「構造」ウィンドウと併用すると、フォームのコンポーネントとレイアウト・マネージャのプロパティの調査と調整、コンポーネント・イベント・ハンドラの管理、およびコードの生成方法の定義を行うことができます。


注意:





	
GroupLayoutは、Javaプラットフォームのバージョン6に追加されました。このバージョンのGroupLayoutを、フォームごとにプロパティ・シートに設定できます。


	
GUIビルダーを使用するには、IDEのGUIフォーム・テンプレートで作成されたファイルを使用する必要があります。IDEの外側で作成されたGUIフォーム(つまり、Javaファイル)は、GUIビルダーを使用して編集することはできません。










13.3.1 ガード付きブロックについて


設計ビューでフォームを使用して作業を進めるうちに、GUIビルダーによってコードが自動的に生成され、そのコードはソース・ビューにグレーの背景で表示されます。このコードはガード付きコードと呼ばれ、直接編集することはできません。


注意:

ガードされていないコードはすべて、自由に編集できます。たとえば、UIの初期化またはカスタマイズ用のコードを作成できます(initComponents()コールの直後のコンストラクタの中に入れます)。

すべてのコンポーネントにはフィールドが関連付けられているため、Javaクラス内のどこからでもアクセスできます。



GUIビルダーにより生成されるガード付きテキストには、次のものがあります。

	
コンポーネントの変数宣言のブロック。


	
initComponents()メソッド(この中でフォーム初期化が実行されます)。このメソッドはフォームのコンストラクタからコールされます。これは手動で編集できませんが、コンポーネントのプロパティ・シートでCodeプロパティを編集することにより、その生成方法に影響を与えることができます。


	
すべてのイベント・ハンドラのヘッダー(および末尾のカッコ)。












13.4 フォームの作成方法



既存のプロジェクト内でフォームを作成できます。

新しいフォームを作成する手順は次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウで、フォームを作成するためのプロジェクトを選択します。
	メイン・メニューから、「新規」→「ギャラリから」→「クライアント層」→「Swing/AWT」を選択します。
	作成するフォームのタイプを選択します。
	ウィザードへの入力を完了させて、「OK」をクリックします。
	「アプリケーション」ウィンドウで、フォームのソース・ファイル(例: NewPanel.java)にスクロールします。
	ソース・ファイルをダブルクリックします。

GUIビルダーで、フォームが編集可能な場所が表示されます。












13.5 作成可能なフォームの理解



次の表に、JDeveloperでビルドできるフォームを示します。







	フォーム	説明
	
JPanelフォーム

	
新しいSwingパネルを作成します。パネルは、いくつかの他のコンポーネントを1箇所にまとめるために頻繁に使用します。JPanel自体も、JFrameまたはJDialog内でコンポーネントとして使用できます。


	
JFrameフォーム

	
新しいSwingフレームを作成します。フレームは一般に、アプリケーションのメイン・ユーザー・インタフェースとして、スタンドアロンのトップレベルのウィンドウとして使用されます。大半のSwingアプリケーションがこのフォームから開始してビルドされます。


	
JDialogフォーム

	
新しいSwingダイアログを作成します。ダイアログはモーダルまたはモードレスのウィンドウで、通常はユーザーに入力を促すために使用します。


	
JInternalFrameフォーム

	
新しいSwing内部フレームを作成します。このフレームをJDesktopPaneの中に配置すると、MDIユーザー・インタフェースを提供することができます。


	
Beanフォーム

	
任意のJavaBeansコンポーネント(ビジュアルまたは非ビジュアルのいずれか)に基づいて、新しいフォームを作成します。ウィザードでBeanクラスを指定する必要があります。


	
Panelフォーム

	
新しいAWT (Abstract Window Toolkit)パネルを作成します。パネルは、いくつかの他のコンポーネントを1箇所にまとめるために頻繁に使用します。

AWTは、旧バージョンのJDeveloperで使用されるツールキットです。現在はSwingを推奨しています。


	
Frameフォーム

	
新しいAWTフォームを作成します。フレームは一般に、アプリケーションのメイン・ユーザー・インタフェースとして、スタンドアロンのトップレベルのウィンドウとして使用されます。


	
Dialogフォーム

	
新しいAWTダイアログを作成します。ダイアログはモーダルまたはモードレスのウィンドウで、通常はユーザーに入力を促すために使用します。













13.6 コンポーネントの追加



新しいフォームが作成されると、表示および制御用にコンポーネントを追加できます。コンポーネントの追加は、次のようにいくつかの方法で実行できます。

「コンポーネント」ウィンドウから1つのコンポーネントを追加する手順は次のとおりです。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、コンポーネントのアイコンをクリックしてそのコンポーネントを選択します。


	
マウス・ボタンを押したまま、コンポーネントをフォーム内の目的の位置までドラッグします。


	
設計したコンテナのビジュアル階層の外に非ビジュアル・コンポーネント、またはビジュアル・コンポーネントを追加する場合は、そのコンポーネントをフォームの周りの白いエリアに配置します。それが、「構造」ウィンドウ内の「他のコンポーネント」ノードの下に表示されます。




「コンポーネント」ウィンドウから複数のコンポーネントを追加する手順は次のとおりです。

	
「コンポーネント」ウィンドウで、コンポーネントのアイコンをクリックしてそのコンポーネントを選択します。マウス・ボタンを離します。


	
[Shift]キーを押しながら、パレットで選択したコンポーネントのインスタンスをフォーム内で配置する各位置をクリックします。


	
最後のコンポーネントを追加したら[Shift]キーを放します。または、追加を取り消す場合は[Esc]キーを押すか、右クリックします。


	
設計したコンテナのビジュアル階層の外に非ビジュアル・コンポーネント、またはビジュアル・コンポーネントを追加する場合は、そのコンポーネントをフォームの周りの白いエリアに配置します。それが、「構造」ウィンドウ内の「他のコンポーネント」ノードの下に表示されます。




ポップアップ・メニューを使用して1つのコンポーネントを追加する手順は次のとおりです。




	「構造」ウィンドウで、コンポーネントの追加先のコンテナを右クリックします。
	「コンポーネントから追加」を選択して、適切なサブメニューから目的のコンポーネントを選択します:

	
コンテナ


	
コントロール


	
メニュー


	
Windows


	
ボックス・フィラー


	
AWT


	
Bean













13.6.1 コンポーネント・プロパティの設定方法



コンポーネントがフォームに追加されると、「プロパティ」ウィンドウでそのコンポーネントの動作と外観を調整できます。

コンポーネントのプロパティを編集する手順は次のとおりです。




	GUIビルダーまたは「構造」ウィンドウでコンポーネントを選択し、「プロパティ」ウィンドウにそのプロパティを表示します。複数のコンポーネントを選択した場合は、それらの共通プロパティが表示されて、変更が加えられた場合は選択されたすべてのコンポーネントに変更が適用されます。
	「プロパティ」ウィンドウでコンポーネントのプロパティを編集するには、プロパティを選択して、目的の値を入力します。
	編集するプロパティに省略記号(...)ボタンが付いている場合は、それをクリックすると、より高度な編集オプション(たとえば、カラー・タイプのプロパティ用のカラー・チューザなど)、あるいは、プロパティ値を表すコードを直接入力できる機能も含め、プロパティ値を指定する代替方法(たとえば、テキスト・プロパティ用にリソース・バンドルを使用)を提供する特別なプロパティ・エディタを開くことができます。

これを使用すると、プロパティ・ウィンドウで小さいインプレース・エディタを使用する方法とは別の方法で、指定されたプロパティを編集できます。また、上部のコンボ・ボックスを使用してプロパティ値を入力する場合にも、いくつかの方法から選択できます。












13.6.2 ユーザー・インタフェースでのコンポーネントの選択方法



UIの既存のコンポーネントを選択する前に、GUIビルダー・ツールバーの選択矢印が押下されていることを確認してください。そうでない場合、コンポーネントを意図せずにUIに配置してしまうことがあります。







13.6.2.1 単一コンポーネントの選択方法



単一コンポーネントを選択するには、次のいずれかの操作を実行します。





	
GUIビルダーでコンポーネントをクリックします。


	
GUIビルダーにフォーカスを置き、[Tab]を使用してコンポーネントに移動します([Tab]を押すと正方向へ移動し、[Shift]を押しながら[Tab]を押すと逆方向へ移動します)。


	
「構造」ウィンドウでコンポーネントを選択します。












13.6.2.2 複数のコンポーネントの選択方法



複数のコンポーネントを選択するには、[Ctrl]キーを押しながら次のいずれかの操作を実行します。





	
[Ctrl]キーを押しながら、GUIビルダーまたは「構造」ウィンドウでコンポーネントをクリックし、選択したコンポーネントを1つずつ追加/削除します。


	
選択するコンポーネントの範囲の外側をクリックしてドラッグします。ドラッグして複数コンポーネントを(投げ縄で囲むように)方形で囲みます。選択するコンポーネントがすべてこの方形で囲まれた時点で、マウス・ボタンを放します。必要な場合は、[Ctrl]キーを押しながらクリックして、選択したグループのコンポーネントを個別に追加または削除できます。

サブコンテナ内の選択をドラッグする必要がある場合、通常はサブコンテナそのものをドラッグします。この方法を避けたい場合は、[Shift]キーを押しながらドラッグします。


	
[Shift]キーを押しながら「構造」ウィンドウでコンポーネントをクリックして、間隔選択を実行します。デザイン・キャンバスで[Shift]をクリックすると、1つずつ選択に追加されますが、選択からの削除は行われません。














13.6.3 コンポーネントの位置合せ方法



コンポーネントが追加されたら、実行時に意図したとおりにフォームが表示されるようにコンポーネントの位置合せを調整できます。

多くの場合、ドラッグする際に提案された位置にコンポーネントを「スナップ」することによって、望ましい位置合せが達成できます。さらに、ツールバーまたはポップアップ・メニューから位置合せアクションを使用して、さらに位置合せを調整できます。


注意:

これはフリー・デザイン(デフォルトのレイアウト・モード)のみに適用されます。その他のレイアウト・マネージャには適用できません。



コンポーネントを位置合せする手順は次のとおりです。




	GUIビルダーで位置合せをするコンポーネントを選択します。
	GUIビルダーのツールバーで、適切な位置合せボタンをクリックします。

または、いずれかのコンポーネントを右クリックして、ポップアップ・メニューから「位置合せ」→「列内で左揃え」(または、「位置合せ」→「列内で右揃え」)を選択することもできます。

IDEでは、指定されたエッジの位置合せが行われて、コンポーネントのアンカー関係が更新されるようにコンポーネントの位置をシフトします。












13.6.4 コンポーネントのサイズ設定方法



モーダル・ダイアログでのボタンなどのように複数の関連コンポーネントを同じサイズに設定しておくと、類似機能を提供するものとして容易に認識できるため、役立ちます。また、コンポーネント間の関係が実行時に維持されるように、コンポーネントのサイズ変更動作を調整することもできます。

フリー・デザイン・モードでは、必要に応じてマウスを使用してコンポーネントのサイズを設定できます。ただし、マウスを使用する場合はよく考えてください。コンポーネントをデフォルトのサイズから固定サイズに変更すると、コンポーネントがハードコード化されたサイズ(ピクセル単位)で設定されるため、クロス・プラットフォームのレイアウト原則に反する場合があります。通常は、ボタンやラベルのサイズを変更する必要はありません。これらのサイズはそれぞれのテキストによってのみ定義されます。「自動サイズ変更」に設定されている固定コンテンツを持たないコンポーネントをサイズ変更することは通常は問題ありません。その理由は、このようなコンポーネントは実行時にサイズを調整できるためです(たとえば、テキスト・フィールド)。

null、AbsoluteLayout、またはGridBagLayoutを使用している場合は、最初にUIに配置するときにコンポーネントのサイズを設定したり、後でコンポーネントをサイズ変更して移動できます。


注意:

これはフリー・デザイン(デフォルトのレイアウト・モード)のみに適用されます。その他のレイアウト・マネージャには適用できません。



コンポーネントを同じサイズにするには:

	
GUIビルダーで同じサイズにする必要のあるコンポーネントをすべて選択します。


	
いずれかのコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「同じサイズ」→幅の設定(または、「同じサイズ」→高さの設定)を選択します。




コンポーネントのサイズ変更の動作を設定する手順は次のとおりです。




	自動設定変更動作を設定するコンポーネントを選択します。
	いずれかのコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「自動サイズ変更」→「水平方向」(または、「自動サイズ変更」→「垂直方向」)を選択します。

あるいは、ツールバーのボタンを使用します。

コンポーネントの自動サイズ変更動作は、実行時に水平方向のサイズ変更に設定されています。位置合せガイドラインとアンカーのインジケータが更新され、新しいコンポーネントの関係を示すように更新されます。














13.7 コンテナの使用



Java GUIは最上位レベルのコンテナで構成されたフォームであり、その中にはグループ化されたサブコンテナと、必要な情報の提供および機能の制御に使用される各種コンポーネントがあります。

GUIビルダーで通常表示されるフォーム全体ではなく、単一のサブコンテナに作業をフォーカスさせるほうが効果的です。複雑にネストしたコンテナの階層が含まれている大容量のフォームを使用する場合、GUIビルダーのフォーカスの範囲をインタフェースの特定の部分に集中するように変更できます。

GUIビルダーのフォーカスを特定のコンテナに変更する手順は次のとおりです。

	
GUIビルダーまたは「構造」ウィンドウで、編集するコンテナを右クリックします。


	
ポップアップ・メニューから「このコンテナをデザイン」を選択します。

作業領域全体に現在のコンテナが表示されるようにワークスペースの表示が調整され、フォームのその他のコンポーネントが非表示になります。フォームの階層全体は、「構造」ウィンドウに表示されたままです。




GUIビルダーの表示フォーカスをフォーム全体に戻す手順は次のとおりです。




	GUIビルダーでコンテナをクリックします。
	コンテキスト・メニューから、「親の設計」→「[トップ親]」を選択します。

フォーム全体が表示されるように作業領域の表示が調整されます。「親の設計」メニュー項目が明るく表示されない場合は、フォーム全体がすでに設計されています。










13.7.1 コンテナ内でのコンポーネントの並替え


コンテナ内のコンポーネントの順序は、コンポーネントの追加順序に従っています。コンテナ用に選択したレイアウト・マネージャで制約(FlowLayout、BoxLayout、およびGridLayout)を使用していない場合は、コンポーネントの順序によってビジュアルな配置方法も決定します。ただし、「構造」ウィンドウを使用するか、コンポーネントをフォームの中にドラッグすることによって、コンポーネントを並べ替えることができます。

制約(BorderLayout、GridBagLayout、CardLayout、AbsoluteLayout、およびNull Layout)を適用するレイアウト・マネージャを使用した場合、コンテナ内のコンポーネントの順序によってコンポーネントの表示順序が決まることはありません。このようなコンテナの場合は、「構造」ウィンドウでのみコンポーネントの順序を変更できます。GridBagLayoutでは制約を使用してコンポーネントの配置方法が決定しますが、グリッドXとグリッドYの制約が使用されない場合は、コンポーネントの順序によってレイアウトが決定します。









13.8 レイアウト・マネージャの使用


Javaプログラムは複数のプラットフォームでデプロイできます。標準的なUI設計技術を使用してUIコンポーネントの絶対位置とサイズを指定する場合は、そのUIがすべてのプラットフォームで適切に表示されるとはかぎりません。このため、製品UIではAbsoluteLayoutおよびnullレイアウトは使用しないでください。これらのレイアウトはクロス・プラットフォームUIには適していません。その制約を十分認識したうえで、プロトタイプのみに使用することをお薦めします。開発システムで適切に表示されても、別のプラットフォームでは使用できない場合があります。この問題を解決するために、Javaでは移植可能なレイアウト・マネージャのシステムが提供されています。レイアウト・マネージャを使用すると、UIのレイアウトに関するルールと制約を移植可能な方法で指定できます。

レイアウト・マネージャでは、コンテナ内でのコンポーネントのサイズと位置を決定することによって、ビジュアル・コンポーネントがGUIフォームで配置される方法を制御します。これは、LayoutManagerインタフェースを実装して処理されます。

JDeveloperのレイアウト・マネージャを使用して、コンテナ内のコンポーネントの配置とサイズを表示のたびに制御します。レイアウト・マネージャでは、そのレイアウト・マネージャ固有の特定のルール・セットに従ってコンテナ内のコンポーネントが自動的に配置されます。

レイアウト・マネージャには、次のメリットがあります。

	
フォント、画面の解像度およびプラットフォームの違いに関係なく、コンポーネントの位置を正確に設定できます。


	
実行時に動的にサイズが変わるコンテナに対応する、インテリジェントなコンポーネント配置ができます。


	
様々なサイズの文字列を容易に調整できます。文字列が長くなっても、コンポーネントの正しい位置合せが保たれます。




レイアウト・マネージャでは、コンポーネントのサイズと位置が次のように様々なファクタに基づいて設定されます。

	
レイアウト・マネージャのレイアウト・ルール


	
レイアウト・マネージャのプロパティ設定(存在する場合)


	
すべてのコンポーネントに共通する特定のプロパティ(preferredSize、minimumSize、maximumSize、alignmentXおよびalignmentYなど)


	
コンテナのサイズ




通常、UIを手動でコーディングする場合は、コンテナにコンポーネントを追加する前にデフォルトのレイアウト・マネージャをオーバーライドします。コンテナ上でレイアウト・マネージャを変更するには、デザイナ領域または「構造」ウィンドウでコンテナを右クリックし、「レイアウトを設定」メニューに移動して目的のレイアウト・マネージャを選択します。詳細は、「レイアウト・マネージャの設定方法」を参照してください。

GUIビルダー(またはビジュアル・エディタ)を使用すると、いつでもレイアウトを変更できます。JDeveloperにより必要に応じてコードが調整されます。


注意:

GUIビルダーを使用してレイアウト・マネージャのプロパティを変更する場合は、「プロパティ」ウィンドウでプロパティにアクセスできるように、コンテナのレイアウトを明示的に指定する必要があります。



コンテナに必要な設計全体に基づいてレイアウト・マネージャを選択します。レイアウトによっては、コンテナに追加した直後にコンポーネントの配置とサイズ変更を引き継ぐため、GUIビルダーで操作しにくいものがあります。初期のレイアウト・プロトタイプ作成中にこの問題を軽減するため、JDeveloperにはnullというレイアウトが用意されています。このレイアウトでは、コンポーネントの配置と指定したサイズが正確に維持されます。nullを土台にすると、コンテナでのプロトタイプ作成が容易になります。その後、コンポーネントをコンテナに追加してから、設計に適した移植可能なレイアウトに切り替えることができます。

フリー・デザイン・モードで必要な内容が得られない場合は、様々なレイアウトを試して、コンテナのコンポーネントに対する効果を確認してください。たとえば、複合レイアウトの実行可能な代替方法としてGridBagLayoutがあります。詳細は、「GridBagカスタマイザの使用方法」を参照してください。選択したレイアウト・マネージャでは必要な結果が得られないことがわかった場合は、別のレイアウト・マネージャを試すか、複数のパネルを異なるレイアウトでネストして、必要な効果を得るようにします。





13.8.1 レイアウト・マネージャの設定方法



新しいコンテナを作成する場合、通常は、IDEのフリー・デザイン機能を活用できるように、デフォルトのレイアウトを使用して作成されます。必要に応じてGUIビルダーまたは「構造」ウィンドウを使用して、ほとんどのコンテナのレイアウトを変更できます。

GUIビルダーからレイアウト・マネージャを設定する手順は次のとおりです。

	
変更したいレイアウトのあるコンテナを右クリックします。


	
「レイアウトを設定」とレイアウト・メニューを選択します。




「構造」ウィンドウからレイアウト・マネージャを設定する手順は次のとおりです。




	変更したいレイアウトのあるコンテナのノードを右クリックします。
	ポップアップ・メニューで、「レイアウトを設定」サブメニューから目的のレイアウトを選択します。



レイアウトを変更した場合、IDEでは、廃棄したレイアウト・マネージャのプロパティが保存されます。前のレイアウト・マネージャに戻った場合、フォームも以前の状態に戻ります。









13.8.2 FreeDesignレイアウトの理解


FreeDesignでは、最適な位置合せと間隔調整を自動的に提案するビジュアル・ガイドラインを使用してフォームのレイアウトを設定します。作業を進めていくうちに、GUIビルダーによってデザインの決定が機能UIに変換されていくため、レイアウト・マネージャを指定する必要がありません。フリー・デザインでは動的レイアウト・モデルを採用していて、フォームのサイズ変更やロケールの切替えが行われるたびに変更が受け入れられるようにGUIで調整されるため、コンポーネント間の関係は変更されません。

	
FreeDesignコンテナと、他のレイアウト・マネージャを使用しているコンテナを同じフォームにまとめて結合できます。FreeDesignを使用すると、最適な位置合せとコンポーネントの間隔調整を自動的に提案するビジュアル・ガイドラインを使用してフォームのレイアウトを設定できます。










13.8.3 レイアウト・プロパティの設定方法



フォームの外観を変更するには、一般的なレイアウト・マネージャ・プロパティとコンポーネントに固有のプロパティを調整します。

次の変更を行えます。





	
一般的なレイアウト・プロパティ: コンテナ内のすべてのコンポーネント、つまり、コンポーネントの位置合せやコンポーネント間のギャップなどに影響します。


	
コンポーネントに固有のレイアウト・プロパティ: 特定のレイアウト・マネージャにより管理され、そのコンポーネントのみに適用されます。このタイプのプロパティを制約ともいいます。




一般的なレイアウト・マネージャのプロパティを設定する手順は次のとおりです。

	
「構造」ウィンドウでレイアウト・マネージャのノードを選択します。


	
「プロパティ」ウィンドウで、編集するプロパティを選択して、目的の値を入力します。プロパティはレイアウト・マネージャによって異なり、一部のレイアウト・マネージャにはプロパティが割り当てられていません。




コンポーネントのレイアウト・のプロパティを設定する手順は次のとおりです。




	「構造」ウィンドウでコンポーネントを選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで、「レイアウト」にスクロール・ダウンし、編集するプロパティを選択して、目的の値を入力します。


注意:

コンポーネントのポップアップ・メニューから「コードをカスタマイズ」を選択すると、コンポーネントのカスタム・コードをより自然な方法で編集できます。














13.8.4 JDeveloperで提供されるレイアウトの理解



IDEで次のレイアウト・マネージャの中から選択できます。

	
FlowLayout

FlowLayoutでは、コンテナ内のコンポーネントを1ページに表示される単語のように配置できます。最上行を左から右へ、適合するコンポーネントがなくなるまで埋めていき、以下の行についても1行ずつ同様の処理が継続されます。


	
BorderLayout

BorderLayoutでは、コンテナの端または中央に沿ってコンポーネントが配置されます。BorderLayoutを使用すると、コンテナのComponentOrientationに対して、次のように使用可能な5つの位置にコンポーネントを配置できます。

	
最初: BorderLayout.PAGE_STARTに対応。


	
最後: BorderLayout.PAGE_ENDに対応。


	
前: BorderLayout.LINE_STARTに対応。


	
後: BorderLayout.LINE_ENDに対応。


	
中央: 内部領域に対応。





	
GridLayout

GridLayoutでは、等サイズのセルのグリッドにコンポーネントが配置されます。コンポーネントは、グリッドに左から右へ、上から下へと追加されます。


	
GridBagLayout

GridBagLayoutは強力なレイアウト・マネージャであり、コンテナがサイズ変更された場合でも、「制約」という複雑なコンポーネント・プロパティのセットを使用してレイアウトのあらゆる側面を正確に制御します。これは、プラットフォーム全体にわたって一貫性のある外観を維持する自由形式のレイアウトを作成できるため、特にマルチプラットフォームのJavaアプリケーションに役立ちます。

GridBagLayoutでは行と列のグリッドにコンポーネントが配置されますが、この場合、グリッド・セルがすべて同じサイズである必要はありません。さらに、コンポーネントは複数の行、列、またはその両方にわたることができます。


	
CardLayout

CardLayoutでは、同じ表示領域を使用する2つ以上のコンポーネントを管理できます。CardLayoutを使用する場合、それぞれのコンポーネントは1組のカードのようなもので、カードのサイズはすべて同じですが、常に一番上のカードだけが表示されます。コンポーネントは同じ表示領域を共有するため、デザイン時に「構造」ウィンドウを使用してコンポーネントを個別に選択する必要があります。


	
BoxLayout

BoxLayoutでは複数のコンポーネントを垂直に、または水平に配置できますが、その両方に配置することはできません。BoxLayoutにより管理されるコンポーネントは、左から右に、または上から下に、コンテナへ追加された順序で配置されます。BoxLayoutでは、複数のコンポーネントが追加された場合、またはコンテナがサイズ変更された場合でも、コンポーネントは2行目または2列目に折り返されません。


	
AbsoluteLayout

AbsoluteLayoutでは、コンポーネントをフォーム内で正確な位置に配置したり、IDE内を自由に移動させたり、選択中の境界線を使用してサイズ変更したりすることができます。これは、正式な制限がなく、プロパティ設定を入力する必要がないため、特にプロトタイプの作成に役立ちます。ただし、コンポーネントの固定位置とサイズが環境に応じて変更できないため、本番アプリケーションにはお薦めできません。


	
Nullレイアウト

Nullレイアウトは、レイアウト・マネージャを一切使用しないでフォームをデザインする場合に使用します。AbsoluteLayoutのようにクイック・プロトタイプの作成には役立ちますが、コンポーネントの固定位置とサイズが環境に応じて変更できないため、本番アプリケーションにはお薦めできません。












13.8.5 BorderLayoutの使用


BorderLayoutは、最初、最後、前、後および中央の領域にコンテナのコンポーネントを配置します。

	
最初および最後のコンポーネントには高さの推奨値が指定され、コンテナの幅全体にわたって拡張されます。


	
前および左のコンポーネントには幅の推奨値が指定され、最初と最後の領域に挟まれた空白を埋めるよう垂直に拡張されます。


	
中央のコンポーネントは、残りのすべての領域を埋めるよう拡張されます。





図13-2 BorderLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


図13-2に示すBorderLayoutは、コンテナの1つ以上の端にコンポーネントを配置したり、コンテナの中央を1つのコンポーネントで埋める場合に効果的です。また、単一コンポーネントでコンテナを完全に埋めるために使用するレイアウトでもあります。

BorderLayoutは、UI内の大き目のコンテナに最も有用なレイアウト・マネージャであることがわかります。BorderLayoutの各領域内にパネルをネストしてから、これらの各パネルに各種レイアウトのその他のパネルを移入することで、非常に複雑なUI設計を実現できます。

コンポーネントは、constraintsプロパティに基づき、BorderLayout内の5つの領域のいずれかに配置されます。「プロパティ」ウィンドウで、コンポーネントのconstraintsプロパティを、「最初」、「最後」、「前」、「後」または「中央」のいずれかの値に設定できます。

たとえば、BorderLayoutコンテナの最上部全体にツールバーを配置するには、ボタンの FlowLayoutパネルを作成し、これをコンテナの「最初」領域に配置します。このためには、パネルを選択し、「プロパティ」ウィンドウでconstraintsプロパティに対し「最初」を選択します。

この5つの領域にはそれぞれ、任意の数のコンポーネント(または、コンポーネントのパネル)を含めることができます。ただし、最上位のコンポーネントが不透明でないかぎり、同じ領域内の下位コンポーネントはすべて最上位コンポーネントによってカバーされます。

複数のコンポーネントおよびBorderLayoutの使用に関する一般的なガイドラインを次に示します。

	
コンテナ内に含まれるコンポーネントが5つ以下になるようにします。


	
BorderLayoutの1つの領域に配置するコンポーネントを増やす必要がある場合には、「含める」ポップアップ・メニュー・オプションを使用して、選択したコンポーネントを1つのサブパネルにグループ化します。





注意:

BorderLayoutでは、コンポーネントをコンテナに追加する順序は無視されます。



デフォルトにより、BorderLayoutが管理するコンポーネント間にギャップは挿入されません。ただし、「プロパティ」ウィンドウを使用して、コンテナに関連付けられたBorderLayoutに対し、水平または垂直のギャップをピクセル単位で指定できます。

BorderLayoutコンポーネントの周囲のギャップを変更するには、「構造」ウィンドウで、(BorderLayoutが管理するコンテナの真下に表示される) BorderLayoutオブジェクトを選択してから、「プロパティ」ウィンドウで、水平ギャップおよび垂直ギャップ・プロパティのピクセル値を変更します。







13.8.6 CardLayoutの使用


CardLayoutでは、コンポーネント(通常はパネル)が1組のカードのようにスタック内に相互に重ねられます。一度に1つのコンポーネントのみが表示され、別のコントロールを使用してパネルを順にめくり、最上位にくるパネルを選択できます。


図13-3 CardLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


CardLayoutは、異なる時点で別のコンポーネントが含まれる可能性のある領域がある場合に使用すると効果的なレイアウトです。これによって、同じ表示領域を共有する必要がある2つ以上のパネルを管理できます。

「構造」ウィンドウでCardLayoutを選択すると、「プロパティ」ウィンドウ内のコンポーネント・スタックを囲む水平ギャップおよび垂直ギャップの量を指定できます。







13.8.7 FlowLayoutの使用


FlowLayoutでは、各コンポーネントのpreferredSizeを使用して、コンポーネントが行内に左から右へ、続いて上から下へ配置されます。FlowLayoutでは、1行にできるだけ多くのコンポーネントが並べられた後、新しい行に移動します。通常、FlowLayoutはパネル上にボタンを配置する際に使用します。


図13-4 FlowLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


FlowLayoutコンテナの行内にコンポーネントを配置する方法を選択するには、左、右または中央の位置合せの理由を指定します。また、コンポーネントと行の間のギャップの量(水平および垂直間隔)を指定できます。GUIビルダーを使用している場合、alignmentおよびgapプロパティを両方とも変更するには「プロパティ」ウィンドウを使用します。





13.8.7.1 位置合せの変更



位置合せを変更するには、「構造」ウィンドウでFlowLayoutオブジェクトを選択してから、「プロパティ」ウィンドウでalignmentプロパティの値を指定します。









13.8.7.2 ギャップの変更



FlowLayoutにおけるコンポーネント間のデフォルトのギャップは5ピクセルです。

水平または垂直のギャップを変更するには、「構造」ウィンドウでFlowLayoutオブジェクトを選択してから、「プロパティ」ウィンドウで水平ギャップまたは垂直ギャップのプロパティのピクセル値を変更します。









13.8.7.3 コンポーネントの順序変更



FlowLayoutコンテナ内のコンポーネントの順序を変更するには、コンポーネントを新しい位置にドラッグするか、コンポーネントを右クリックし、「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。











13.8.8 GridBagLayoutの使用


GridBagLayoutはきわめて柔軟かつ強力なレイアウトであり、グリッド内のコンポーネントのレイアウトをGridLayoutよりも厳密に制御します。GridBagLayoutでは、コンポーネントが動的な矩形グリッドに水平および垂直に配置されます。各コンポーネントのサイズが同じである必要はなく、複数のセルを埋めることもできます。


図13-5 GridBagLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


GridBagLayoutでは、各コンポーネントの制約と最小サイズ、およびコンテナの優先サイズに基づいてコンポーネントの位置が決定されます。

このトピックで使用する用語の意味は次のとおりです。

	
コンポーネントのセルは、コンポーネントが占めているグリッド・セルのセット全体を指します。


	
コンポーネントの表示領域は、コンポーネントが占めているセルのうち、コンポーネントの外部余白(空間)に使用されていないすべてのスペースを指します。




GridBagLayoutは複合グリッドに対応できますが、コンポーネントを小さいパネルに編成してGridBagLayoutコンテナ内でネストする方が正常に(かつ予測どおりに)動作します。このようにネストしたパネルでは、他のレイアウトを使用したり、必要に応じてさらにコンポーネント・パネルを含めることができます。この方法には、次の2つのメリットがあります。

	
ボタン・バーのような特定の領域に、より適切なレイアウトを使用できるため、コンポーネントの配置とサイズを個別に正確に制御できます。


	
使用するセルの数が少なくなり、GridBagLayoutが簡素化されて制御が容易になります。




一方、 GridBagLayoutの方が使用するコンテナ数が多いため、他のレイアウト・マネージャを使用した場合に比べてプログラムのメモリー使用量が大きくなります。





13.8.8.1 GridBagLayoutコンテナへのコンポーネントの追加



コンポーネントをデザイン・キャンバスに追加した場合、それらのコンポーネントは、デフォルトでは、1行に表示されます。そのコンポーネントをマウスを使用して配置することはできません。かわりに、GridBagカスタマイザを使用する必要があります。詳細は、「GridBagカスタマイザの使用方法」を参照してください。









13.8.8.2 「プロパティ」ウィンドウでのGridBagConstraintsの設定方法



「プロパティ」ウィンドウを使用して、いくつかのGridBagConstraintsを指定できます。


図13-6 「プロパティ」ウィンドウでのレイアウト・プロパティ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


GridBagLayoutコンテナ内のすべてのボタンに同じ内側のパディングを使用する場合は、[Ctrl]キーを押しながらボタンを1つずつ選択し、対応するレイアウト制約プロパティを編集できます。

「プロパティ」ウィンドウでのレイアウト・プロパティの設定方法:




	「構造」ウィンドウまたはGUIビルダーで、GridBagLayout コンテナ内で変更するコンポーネントを選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで、「レイアウト」を選択します。
	「プロパティ」ウィンドウでconstraintsプロパティの値を選択します。
	プロパティ・エディタで必要な制約を設定して「OK」をクリックします。








13.8.8.3 GridBagカスタマイザの使用方法



GridBagカスタマイザを使用すると、GridBagLayoutでのコンポーネントの配置と制約を視覚的に調整できます。


図13-7 「レイアウト」ダイアログのカスタマイズ

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


これには、GridBag制約のプロパティ・シート、制約調整ボタン、およびコンポーネントのレイアウトの概略描写が含まれています。GUI Builderでは、コンポーネントが実行時にどのように表示されるかがより詳細に反映されます。

GridBagカスタマイザを使用する手順は次のとおりです。




	フォームに必要なコンポーネントを追加し、そのコンポーネントに対してGridBagLayoutが設定されていることを確認します。
	カスタマイザを開くには、「構造」ウィンドウでGridBagLayoutノードを右クリックして、ポップアップ・メニューから「カスタマイズ」を選択します。
	コンポーネントを右側のペインにドラッグして、必要に応じて再配置します。

コンポーネントをドラッグしている間、その「グリッドX」および「グリッドY」プロパティは新しい位置を反映するように変更されます。




	コンポーネントのおおよそのレイアウトが確立されたら、コンポーネントを1つ選択して、左側のペインで必要に応じてその制約を調整します。

値を直接入力することも、表示されるボタンを使用してコンポーネントの制約を調整することもできます。

編集しながら、次の操作を行います。

	
右側のペインの上のツールバーに、「再実行」、「元に戻す」、「パディング」、および「レイアウトをテスト」の各ボタンが必要な場合があります。


	
列/行ヘッダーを右クリックして、列/行を追加または削除することができます。


	
また、空のセルを右クリックして、新しいコンポーネントを追加できます(したがって、パレットにアクセスするために、GridBagカスタマイザのダイアログを閉じる必要がありません)。




数行を追加し、設計が特定数の列に適切に収まった後、コンポーネント数が奇数である必要のある1行に気づいた場合は、1行全体を占めている行にパネルをドロップし、そのパネル内で別のレイアウトを使用して必要な外観にすることを検討してください。




	そのレイアウトに満足できる場合は、「閉じる」をクリックしてカスタマイザを終了します。










13.8.9 GridLayoutの使用


GridLayoutでは、行および列内のセルのグリッドにコンポーネントが配置されます。GridLayoutでは各コンポーネントが拡張され、セル内の使用可能な領域が埋まります。各セルはサイズが完全に同じであり、グリッドは均一です。GridLayoutコンテナをサイズ変更すると、コンテナに使用できる領域が与えられて、GridLayoutによりセルができるだけ大きくなるようセルのサイズが変更されます。


図13-8 GridLayout

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]


グリッド内の列および行の数を指定できますが、ゼロにできるのは行または列の一方のみです。少なくともどちらか一方に値を指定し、GridLayoutマネージャがもう一方を計算できるようにする必要があります。

たとえば、15のコンポーネントが含まれるグリッドに対して4列およびゼロ行を指定した場合、GridLayoutでは4列および4行が作成され、最後の行には3つのコンポーネントが含められます。または、3行およびゼロ列を指定した場合、GridLayoutでは3行および5列が作成されます。

行および列の数だけでなく、水平ギャップおよび垂直ギャップのプロパティを変更して、セル間のピクセル数を指定できます。デフォルトの水平および垂直ギャップはゼロです。

GridLayoutコンテナのプロパティ値を変更するには、「構造」ウィンドウでGridLayoutオブジェクトを選択してから、「プロパティ」ウィンドウで、rows、columns、horizontal gapおよびvertical gapの各プロパティの値を編集します。







13.8.10 ユーザー・インタフェースのプレビュー



コンパイルおよび実行時のGUIの表示状況を簡単にテストするには、GUIビルダーのツールバーで「デザインのプレビュー」ボタンをクリックします。フォームで実際に表示されるとおりにコンポーネントが配置されたダイアログ・ボックスが表示されます。

プレビューされたGUIフォームをクリックすると、マウス・イベントが実際のコンポーネントに伝えられて、「動作中」のコンポーネントを確認できます。したがって、たとえばスライダを動かしたり、テキスト・フィールドに入力したり、ボタンをクリックしたときに「押下」されたように見えますが、クロス・コンポーネント・コードやイベント処理コードは実行されません。











13.9 アクセス可能なフォームの作成方法



作成したGUIフォームとその中に含まれるコンポーネントがアクセシビリティ要件を満たしていることを確認するために、それぞれのアクセシビリティ・プロパティを調整できます。スクリーン・リーダーなどの各種アシスティブ・テクノロジで動作する場合、GUIはアクセス可能であると見なされます。

次のプロパティを編集して、アクセシビリティを支援することができます。





	
アクセシビリティ対応の名前: コンポーネントの名前を設定します。デフォルトでは、この名前はコンポーネントのtextプロパティ値に設定されます。


	
アクセシビリティ対応の説明: コンポーネントの説明を設定します。


	
アクセシビリティ対応の親: アクセス可能な親コンポーネントの名前を設定します。




フォームまたはコンポーネントのaccessibilityプロパティを編集する手順は次のとおりです。




	「構造」ウィンドウで、変更する必要のあるaccessibilityプロパティを持つフォームまたはコンポーネントを選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで、Accessibilityプロパティまでスクロール・ダウンします。
	省略記号(...)ボタンをクリックしてプロパティ・エディタを開き、目的の値を入力します。

あるいは、現在のプロパティ値をクリックして選択し、新しい値を入力できます。












13.10 イベント処理の使用


JDeveloperのUI設計ツールを使用して、コンポーネント・イベントとメニュー・イベントにイベント・ハンドラ・コードをアタッチします。

Javaプログラムの構築時は、コードを初期化コードおよびイベント処理コードの2つのカテゴリに分けられるものとみなすことができます。

	
初期化コードは、UIコンポーネントの作成時に実行されます。これは主にコンポーネントの起動コードとみなすことができます。この初期化コードには、JDeveloperで設計されたすべてのGUIクラスに含まれるinitComponents()メソッド内のすべての要素が含まれます。JDeveloperでは、UI設計に基づいてこのコードが生成されます。たとえば、「プロパティ」ウィンドウを使用してボタンのtextプロパティを「OK」に設定したため、JDeveloperでは button1.setLabel("OK")メソッドのコールが生成されます。


	
イベント処理コードは、ユーザーがボタンを押したりメニュー項目を使用するなどのアクションを実行したときに実行されるコードです。そのコンポーネントのイベント名を「構造」ウィンドウに入力し、[Enter]を押すと、JDeveloperではスタブ(空)イベント処理メソッドが作成されます。そのスタブにおいて、イベントにより引き起こされる実際のアクションを処理するコードを記述します。




プログラム全体は、要素が最初に表示されたときの外観を示す初期化コードと、ユーザー入力に応じた処理内容を示すイベント処理コードで構成されています。





13.10.1 メニュー・イベントへのイベント処理コードのアタッチ方法



Swingでは、メニュー項目にactionPerformedイベントがあり、CheckboxMenuItems には itemStateChangedイベントがあります。メニュー項目のactionPerformedイベントに追加するコードは、ユーザーがそのメニュー項目を選択するか、対応するアクセラレータ・キーを使用するたびに実行されます。

メニュー項目のイベントにコードを追加する手順は、次のとおりです。




	ビジュアル・エディタでJFrameフォームを開きます。
	UIフレームにメニュー・バーを追加し、メニュー・バーにメニューとメニュー項目を挿入します。または、すでにメニューが含まれているファイルを開く方法もあります。
	メニュー・エディタまたは「構造」ウィンドウでメニュー項目を選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで、Eventsノードを開いて、目的のイベント値フィールドをクリックします。
	イベントの「値」フィールドにイベントのスタブ名を入力し、[Enter]を押して、イベント処理メソッド・スタブを指定の名前でソース・コードに作成します。

イベントの「値」フィールドに名前を入力すると、JDeveloperではコード・エディタが開いて「構造」ウィンドウにソース・コードが表示されます。カーソルは新規に作成したイベント処理メソッドの本体に置かれており、コードを入力できます。




	左カッコと右カッコの間に、ユーザーがこのメニュー・コマンドをクリックしたときに実行させるコードを入力します。








13.10.2 コンポーネント・イベントへのイベント処理コードのアタッチ方法



「プロパティ」ウィンドウの「イベント」カテゴリを使用すると、コンポーネント・イベントにハンドラをアタッチしたり、既存のイベント・ハンドラを削除したりできます。

コンポーネント・イベントにイベント処理コードをアタッチする手順は、次のとおりです。




	GUIビルダーまたは「構造」ウィンドウでコンポーネントを選択します。
	「プロパティ」ウィンドウで、「イベント」タブを選択して、そのコンポーネントのイベントを表示し、目的のイベント値フィールドをクリックします。
	イベントの「値」フィールドにイベントのスタブ名を入力し、[Enter]を押して、イベント処理メソッド・スタブを指定の名前でソース・コードに作成します。

JDeveloperでは、イベント・ハンドラが新しい名前で作成され、ソース・コード内でそのイベント・ハンドラにフォーカスが移ります。また、JDeveloperではイベントからイベント処理メソッドへの接続を確立するために、adapterクラスに追加のコードも挿入されます。




	イベント・ハンドラのスタブ内でコードを記述して、そのコンポーネント・イベントに対するレスポンスを指定します。








13.10.3 コンポーネントのデフォルト・イベントに対してイベント・ハンドラをすばやく作成する方法



GUIビルダーでイベント・ハンドラを作成できます。

コンポーネントのデフォルト・イベントに対するイベント・ハンドラをすばやく作成する手順は、次のとおりです。




	「コンポーネント」ウィンドウでコンポーネントを選択して、それをUIに追加します。
	GUIビルダーでコンポーネントをダブルクリックします。イベント・スタブが作成され、ソース・コード内でそのイベント・ハンドラにフォーカスが移ります。
	イベント・ハンドラに必要なコードを追加して完成します。




注意:

デフォルト・イベントはBeanInfoで定義されるか、未指定の場合はactionPerformedとして定義されます。













13.11 GUIソース・コードの変更方法



GUIビルダーでGUIフォームを作成すると、IDEでは、グレーのガード付きコード・ブロックが自動的に生成されます。ただし、初期化コードの生成方法は変更可能であり、初期化コード内に配置されるカスタム・コードを作成することもできます。

コンポーネント、フォーム、またはコンポーネントのプロパティに対する初期化コードの生成方法を変更するには、「プロパティ」ウィンドウでそのCodeプロパティを編集します。さらに、カスタム・コードを作成して、それを初期化コード内に配置する場所を指定できます。

フォーム・コンポーネントのガード付きブロックを変更する手順は次のとおりです。




	「構造」ウィンドウで、編集する必要のある初期化コードを持つコンポーネントを選択します。
	ガード付きコード内の指定されたコンポーネントに対して生成されるカスタム・コードを追加するために、個別のプロパティを示したCode Generationプロパティ・グループまでスクロール・ダウンします。

あるいは、コンポーネントを右クリックして、ポップアップ・メニューから「コードをカスタマイズ委」を選択します。こうして開いたダイアログでは、あらゆるタイプのカスタム・コードをより快適に編集できます。








注意:

Javaクラス内でガードされていないその他のすべてのコードは自由に編集できるため、必要に応じてUIをカスタマイズできます。すべてのコンポーネントにはフィールドがあるため、任意の場所でさらに変更できます。最適な場所は、initComponents()コールの直後のコンストラクタの中です。通常は、ここにコードを作成するだけで十分です。これは、GUIビルダーで適切なコード・プロパティにコードを入力することによってinitComponents()の中にそのコードを表示させようとするよりも、ずっと簡単に行えます。この方法は、特殊な場合のみ使用してください。









13.11.1 IDE外部でのGUIフォーム・コードの変更


IDEでは、それぞれのフォームは次の2つのファイルで構成されます。

	
.javaファイル: フォームのJavaソース・コードが含まれています。


	
.form ファイル: GUIビルダーでフォームを変更する際、.javaファイルの生成に使用される情報が格納されています。このファイルは、アプリケーションで配信する必要はありません。このファイルが削除されると、GUIビルダーを使用してフォームを変更できなくなります。




.javaファイルは、外部エディタを使用して編集できます(IDEでフォームを編集中の場合を除く)。ただし、次の例外があります。

	
initComponents()メソッドのコンテンツを変更しないでください。このメソッドの本体は、IDEでフォームが開かれると常に再生成されます。


	
IDEのGUIビルダーによりソース内に配置された特別のコメント(// GEN-...)を削除または変更しないでください。これらのコメントは、フォームを正しく開くために必要です。これらのコメントは、IDEのソース・エディタ内では表示されません。


	
イベント・ハンドラのヘッダーまたはフッターを変更しないでください。










13.11.2 プロパティのコード生成の変更方法



プロパティ値はカスタム・コードとして設定できます。

コード生成を変更する手順は次のとおりです。




	GUIビルダーまたは「構造」ウィンドウでコンポーネントを選択し、「プロパティ」ウィンドウにそのプロパティを表示します。複数のコンポーネントを選択した場合は、それらの共通プロパティが表示されて、変更が加えられた場合は選択されたすべてのコンポーネントに変更が適用されます。
	「プロパティ」ウィンドウでコンポーネントのプロパティを編集するには、プロパティを選択して、目的の値を入力します。
	編集するプロパティに省略記号(...)ボタンが付いている場合は、それをクリックすると、より高度な編集オプション(たとえば、カラー・タイプのプロパティ用のカラー・チューザなど)、あるいは、プロパティ値を表すコードを直接入力できる機能も含め、プロパティ値を指定する代替方法(たとえば、テキスト・プロパティ用にリソース・バンドルを使用)を提供する特別なプロパティ・エディタを開くことができます。

これを使用すると、プロパティ・ウィンドウで小さいインプレース・エディタを使用する方法とは別の方法で、指定されたプロパティを編集できます。また、上部のコンボ・ボックスを使用してプロパティ値を入力する場合にも、いくつかの方法から選択できます。














13.12 UIデバッガの使用


JDeveloperでは、JDeveloperの標準的なJavaおよびPL/SQLデバッガ機能に加え、AWTおよびSwingベースのクライアント・アプリケーションおよびアプレット専用のグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)のデバッグもサポートしています。

UIデバッガには、GUIアプリケーションのデバッグについて代替方法が用意されています。従来のデバッガでは、データ構造を調べてプログラム・フローをトラッキングしていました。UIデバッガでは、かわりにGUI構造とイベントの順序を調べることができます。UIデバッガを使用すると、画面に表示されるUIコンポーネントと実際のデータの関係を確認できます。また、UIコンポーネントにより起動されるイベントとイベントを受信するリスナーも表示されます。

UIデバッガを使用するには、「ヘルプ」→「更新のチェック」を選択し、ウィザードの指示に従い、最初にUIデバッガをダウンロードする必要があります。

UIデバッガの使用に特別な追加前提条件はなく、JDeveloperデバッガを使用する場合と同じですが、「プロジェクト・プロパティ - ライブラリ」ページでJDeveloperランタイム・ライブラリ jdev-remote.jarを選択する必要があります。

従来のほとんどのデバッガでは、GUIアプリケーションのツリー構造を調べるのが容易ではなく、アプリケーションに表示される内容の詳細も表示されないため、GUIアプリケーションのデバッグは困難な場合がありました。

デバッグを開始するには、プロジェクトを選択して「実行」→「UIデバッグ<projectname>.jpr」を選択することで、デバッグを開始できます。





13.12.1 「UIデバッガ」ウィンドウの使用


JDeveloperで公開されるUIデバッガ機能は、3つのドッキング可能ウィンドウを介して使用できます。「UIツリー」ウィンドウと「UIアウトライン」ウィンドウは、UIデバッガの起動時に自動的に表示されます。「イベント」ウィンドウは、イベントを初めてトラッキングする際に表示されます。この3つのウィンドウはいずれも、「表示」→「UIデバッガ - <UI_debugger_window>」を選択することでトグルできます。


注意:

「UIデバッガ」ウィンドウには、スナップショットを生成するまでは情報が表示されません。「スナップショット」 ボタン([F5])をクリックすると、「UIツリー」ウィンドウと「UIアウトライン」ウィンドウに移入されます。



	
UIツリー: アプリケーションのコンポーネント、サブコンポーネントおよびその親子関係を表す階層構造が表示されます。ツリーからコンポーネントを選択し、右クリックしてポップアップ・メニューのオプションを表示します。そのコンポーネントが「UIアウトライン」ウィンドウでも選択されていることがわかります。


	
UIアウトライン: アプリケーションのGUIのイメージまたはアウトライン・イメージが表示されます。GUIアプリケーションのグラフィカル表現からコンポーネントを選択し、右クリックしてポップアップ・メニューのオプションを表示します。


注意:

AWTコンポーネントが正しくペイントされない可能性があるため、Swingベース以外のアプリケーション場合はアウトライン・モードを使用することをお薦めします。




	
イベント: 「リスナー」ダイアログでリスニング対象として選択したイベントに関する情報が表示されます。「リスナー」ダイアログは、「UIツリー」ウィンドウまたは「UIアウトライン」ウィンドウで「イベント」ポップアップ・メニューのオプションを選択すると表示されます。このウィンドウでイベントを選択すると、そのソース・コンポーネントがツリー・ウィンドウとアウトライン・ウィンドウで選択されます。










13.12.2 UIデバッガの起動方法



UIデバッガ・タスクを実行する前に、まずUIデバッガを起動する必要があります。

UIデバッガを起動する手順は、次のとおりです。




	「アプリケーション」ウィンドウで、デバッグするプロジェクトを選択します。
	実行構成を選択します。詳細は、「プロジェクトを実行用に構成」を参照してください。
	「実行」→「UIデバッグ<projectname>.jpr」を選択し、プロジェクトのデフォルト・ターゲットを起動してアプリケーションを実行します。

JDeveloperによって、UIデバッガが起動します。アプリケーションが起動し、「UIツリー」ウィンドウと「UIアウトライン」ウィンドウが自動的に表示されます。ただし、UIデバッガのウィンドウにはまだ情報が表示されません。




	アプリケーションが完全に起動した後、デバッグ対象のダイアログまたはウィンドウに移動して選択します。
	一方のUIデバッガ・ウィンドウで「スナップショット」([F5])ボタンをクリックします。

JDeveloperでは、「UIツリー」ウィンドウにアプリケーションの階層構造が表示され、「UIアウトライン」ウィンドウにアプリケーションのユーザー・インタフェースのグラフィカル表現が表示されます。












13.12.3 アプリケーション・コンポーネント階層の検査



「UIツリー」に表示される情報、「UIアウトライン」ウィンドウに表示される情報、および両者間の関係は、常に同期化されています。「UIツリー」ウィンドウと「UIアウトライン」ウィンドウには(表示方法が異なるのみで)同じ情報が表示されるため、「UIツリー」階層でコンポーネントを選択すると、JDeveloperでは「UIアウトライン」ウィンドウ内で同じオブジェクトが検索されてハイライトされ、その逆も同じです。

アプリケーション・コンポーネント階層を調べる前に、UIデバッガを起動してスナップショットを生成する必要があります。アプリケーションのUIが更新されるたびに、「スナップショット」を再度クリックして、UIデバッガのウィンドウに表示される情報を更新する必要があります。

アプリケーション・コンポーネント階層を検査する手順は次のとおりです。





	
「UIツリー」ウィンドウのツリーを使用してコンポーネントの階層構造を調べるか、「UIアウトライン」ウィンドウを使用してコンポーネントを目視で探します。


	
「UIアウトライン」ウィンドウの上部にある「イメージ」および「アウトライン」チェック・ボックスを使用して、それぞれコンポーネントのイメージと枠線をトグルします。


	
「UIアウトライン」ウィンドウの下部にあるアイコンを使用すると、アプリケーションのイメージをズーム・インまたはズーム・アウトできます。イメージがウィンドウよりも大きい場合は、イメージをクリックしてドラッグすると必要な部分を表示できます。


	
「UIアウトライン」ウィンドウで選択されていないコンポーネントは、赤い網掛け付きで表示されます。


	
非表示のコンポーネントは、「UIツリー」にグレーのテキストで表示されます。


	
どちらのウィンドウでもコンポーネントを右クリックすると、ポップアップ・メニューのオプションが表示されます。詳細は、「UIツリー」または「UIアウトライン」を参照してください。












13.12.4 「監視」ウィンドウでのコンポーネント情報の表示方法



コンポーネントに関連付けられているデータを調べるために、JDeveloperの「ウォッチ」ウィンドウでウォッチ対象のコンポーネントを選択できます。監視式を使用すると、プログラムの実行に従って変化する、変数および式の値を監視できます。

「監視」ウィンドウにコンポーネント情報を表示する手順は、次のとおりです。




	まだ実行していない場合は、UIデバッガを起動してスナップショットを生成します。
	「UIツリー」または「UIアウトライン」ウィンドウでコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「監視」を選択します。

「監視」ウィンドウが「スマート・データ」ウィンドウのタブとして開き(まだ開いていない場合)、このタブにコンポーネントの構造を表すツリーが表示されます。












13.12.5 「プロパティ」ウィンドウでのUIコンポーネントのインスペクト方法



JDeveloperの「プロパティ」ウィンドウで、UIコンポーネントの状態を表示できます。

「プロパティ」ウィンドウでUIコンポーネントを表示する手順は次のとおりです。




	まだ実行していない場合は、UIデバッガを起動してスナップショットを生成します。
	「UIツリー」または「UIアウトライン」ウィンドウでコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「インスペクト」を選択します。

「インスペクト」ウィンドウが「スマート・データ」ウィンドウのタブとして開き(まだ開いていない場合)、このタブにコンポーネントの構造を表すツリーが表示されます。












13.12.6 コンポーネントにより生成されるイベントのトレース方法



イベント・トレース機能を使用して、UIコンポーネントにより生成されたイベントのうち、選択したイベントの起動を監視できます。この情報を使用して、イベントの内容と順序を判別します。

コンポーネントにより生成されるイベントをトレースする手順は、次のとおりです。




	まだ実行していない場合は、UIデバッガを起動してスナップショットを生成します。
	「UIツリー」または「UIアウトライン」ウィンドウでコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「イベントのトレース」を選択します。

「イベントのトレース」ダイアログが開き、コンポーネントにより起動されたイベント・タイプを受信するリスナーのリストが表示されます。


注意:

表示されるのは、スナップショットの生成時に参照可能だったUIコンポーネントのイベント・リスナーのみです。以降の実行によりUIコンポーネントが追加または削除されていても、その変更はリストに表示されません。






	(オプション)「子を含める」を選択します。これにより、選択したコンポーネントの子により起動されるイベント・タイプも追加表示されます。
	「リスナー」ダイアログで、トレース対象のイベント・リスナーを選択します(複数選択可)。たとえば、FocusListenerを選択すると、すべてのフォーカス・イベントがトレースされます。
	「OK」をクリックします。
	選択したリスナーにより起動されたイベントが「イベント」ウィンドウに表示されます。ウィンドウを右クリックしてウィンドウの内容を消去するか、または特定のリスナーを削除します。








13.12.7 イベント・リスナーの表示方法



「リスナーの表示」機能を使用すると、UIコンポーネントにより起動されたイベントの受信者を検索できます。この情報を使用してUIイベントのエクステントを判別します。


注意:

表示されるのは、スナップショットの生成時に参照可能だったUIコンポーネントのイベント・リスナーのみです。以降の実行によりUIコンポーネントが追加または削除されていても、その変更はリストに表示されません。



コンポーネントにより生成されるイベントをトレースする手順は、次のとおりです。




	まだ実行していない場合は、UIデバッガを起動してスナップショットを生成します。
	「UIツリー」または「UIアウトライン」ウィンドウでコンポーネントを右クリックし、ポップアップ・メニューから「リスナーの表示」を選択します。

選択したコンポーネントの「リスナー」ダイアログが開き、コンポーネントにより通知されたリスナー・タイプ、各リスナー・タイプの登録済リスナーのクラスおよび各クラスで実装されているイベント・メソッドのリストが表示されます。


注意:

リスナーのリストにはデバッガのトレーシング・フィルタが適用されます。フィルタによりクラスが除外されたリスナーは、リストに表示されません。






	メソッドを選択します。
	「ソースに移動」をクリックします。

編集ウィンドウが開き、選択したメソッドのソース・コードが表示されます。












13.12.8 GUIアプリケーションのリモート・デバッグ


JDeveloperでは、コマンドラインを介したGUIアプリケーションのリモート・デバッグをサポートしています。そのためには、デバッグ対象のプログラムを手動で起動する必要があります。プログラムが開始し、JDeveloperのデバッガがアタッチされた後は、リモート・デバッグとローカル・デバッグの動作はよく似ています。

UIのリモート・デバッグの実行方法は、アプリケーションのリモート・デバッグに似ています。最初に、次の要件が満たされていることを確認してください。

	
ライブラリにJDeveloperランタイムjdev-remote.jarを追加すること


	
UIデバッガ・エージェントのメイン・クラスをアプリケーションのメイン・クラスの前に指定すること。








13.12.8.1 GUIアプリケーションのリモート・デバッグ方法



GUIアプリケーションのリモート・デバッグは、コマンドラインにコマンドを入力して実行します。

GUIアプリケーションのリモート・デバッグを実行するには、次のようにします。




	デバッグ用のプロジェクトを構成して、リモート・デバッグに使用可能であることを確認します。
	次のコマンドを実行してアプリケーションを手動で起動します。


java -XXdebug -cp ...\jdev\lib\jdev-remote.jar 
oracle.jdevimpl.runner.uidebug.debuggee.Debuggee <MainClass>


ここで

	
...¥jdev¥lib¥jdev-remote.jarは、JDeveloperランタイム・ライブラリのクラスパスです。これをコマンドに追加する必要があります。


	
oracle.jdevimpl.runner.uidebug.debuggee.Debuggeeは、UIデバッガのエージェントのメイン・クラスの名前です。







	コマンド・ウィンドウに次のようなメッセージが出力されます。


*** Port is 4000 ***
*** Waiting for JVM debugger connection. ***




	UIデバッガはソケットを使用してアプリケーションと相互作用します。ソケットのデフォルトのポート番号は4030ですが、次のようにアプリケーションのメイン・クラスの前に-uidport,<port>を挿入すると、別のポート番号を指定できます。


java -XXdebug -cp ...\jdev\lib\jdev-remote.jar
oracle.jdevimpl.runner.uidebug.debuggee.Debuggee -uidport,5678 
mypackage1.Application1


この場合、JDeveloper IDEでUIデバッガを起動するときにもポート番号を指定する必要があります。












13.12.8.2 UIのリモート・デバッグのためのJDeveloper IDEの起動方法



JDeveloper IDEを使用して、プロジェクトのUIのリモート・デバッグを実行できます。

UIのリモート・デバッグのためにJDeveloper IDEを起動するには:




	リモート・デバッグ用に設定した実行構成を選択します(「実行」→「アクティブな実行構成を選択」)。
	「デバッグ」→「UIデバッグ<project_name>.jpr」を選択します。

Javaアプリケーションのメイン・メソッドが起動します。




	「JPDAにアタッチ」ダイアログが表示され、ホスト名とUIデバッガ・ポートを指定するように要求されます。

-uidportオプションを使用していないかぎり、この値をデフォルトの4030のままにしてください。




	UIのローカル・デバッグを実行しているかのようにUIデバッグ・セッションが動作します。任意のUIデバッガ・タスクの実行を開始できます。










13.12.9 リスナーの自動検出


UIデバッガによりトラッキングできるイベントのリストはハード・コード化されていませんが、実行時に動的に検出されます。したがって、次のガイドラインに従っていれば、すべてのリスナーにより起動されたイベントをトラッキングできます。

	
コンポーネント・クラスに、リスナーを追加および削除するためのパブリック・メソッドが必要です。


	
メソッド名がaddまたはremoveで始まってListenerで終わる必要があります。


	
戻り型はvoidでなければなりません。


	
メソッドの引数が1つのみである必要があります。


	
引数のタイプがjava.util.EventListenerを拡張するインタフェースである必要があります。


	
メソッド名がaddまたはremoveで始まるインタフェース名と同じである必要があります。


	
指定したインタフェース内の各メソッドの戻り型が voidである必要があります。


	
メソッドに使用できる引数は1つのみ(イベント)です。


	
引数のタイプがBeanとしてアクセス可能なクラスである必要があります。


	
getterの戻り値はvoid以外の値でもかまいません。プリミティブ型でない場合、UIデバッガに表示される値はオブジェクトのtoString()メソッドをコールすることで取得された文字列になります。





例





	
たとえば、Xxx型の新規イベント・リスナーを定義する場合、コンポーネントには次のシグネチャを持つメソッドが必要です。


public void addXxxListener(XxxListener); 
public void removeXxxListener(XxxListener);


	
XxxListenerインタフェースの例を次に示します。


public interface XxxListener extends java.util.EventListener
{
   public void methodOne(XxxEvent xxxEvent);
   public void methodTwo(XxxEvent xxxEvent);
   public void methodThree(XxxEvent xxxEvent);
}


	
XxxEventクラスの例を次に示します。


public class XxxEvent 
{
   public int getA(){...} 
   public String getB(){...} 
   public OtherType getC(){...}

















6 ソース・コントロールを使用したアプリケーションのバージョニング


この章では、チーム環境で開発されたアプリケーションのバージョンをソース・コントロール・システムを使用して管理する方法について説明します。使用可能なバージョン・コントロール・システムについて、およびOracle JDeveloperで使用可能な各種バージョン・コントロール拡張機能のダウンロード方法について説明します。また、JDeveloperで使用可能な各ソース・コントロール・システムに関する指示も含まれます。

この章の内容は次のとおりです。

	
ソース・コントロールを使用したアプリケーションのバージョニングについて


	
ソース・コントロール拡張機能のダウンロード


	
ソース・コントロールの設定と構成


	
ソース・リポジトリの設定と構成


	
ソース・コントロールのファイルの操作


	
ブランチおよびタグの操作


	
ファイルの履歴、ステータスおよびリビジョンの操作


	
ソース・コントロールのパッチの操作








6.1 ソース・コントロールを使用したアプリケーションのバージョニングについて


チームでの開発では、同一のファイルを変更する複数の開発者をコーディネーションし、プロジェクト管理またはバグ・レポート・システムに対してこれらの変更を追跡し、最終的には進行中のプロジェクトに組み込まれるコンテンツで共通に使用しているリポジトリに編集済ファイルをチェックインまたはコミットする必要が生じることがよくあります。

JDeveloperに関連しているため、バージョニング・システムを管理して維持するには、少なくとも1人のチーム・メンバーが通常必要です。バージョニング・システムの管理者である場合は、ファイルのチェックインおよびチェックアウトのみではなく、追加作業が発生する可能性があります。







6.2 Oracle JDeveloperでのソース・コントロール拡張機能のダウンロード


他のバージョニング・システムに慣れているユーザー、またはSubversionおよびGit以外のシステムをチームで使用しているユーザーに対して、JDeveloperはダウンロード可能な拡張機能として次のシステムへのアクセスも提供しています。

	
Concurrent Version System (CVS) olink:OJDUG4067


	
Mercurial


	
Perforce olink:OJDUG5473


	
Microsoft Team System olink:OJDUG5476




バージョニング・システムをJDeveloperと統合するために、JDeveloper拡張機能をダウンロードする必要がある場合、「ヘルプ」→「更新の確認」を選択すると、更新センターでバージョニング・システムを参照できます。使用しているバージョニング・システムを検索するときは、必ずすべての更新センターを選択してください。







6.3 ソース・コントロールの設定と構成


JDeveloperには、チームでの開発のためのツールが複数あります。これには、Mercurialなどのダウンロード可能な拡張機能に加えて、SubversionおよびGitなどの統合されたソリューションが含まれます。さらに、ダウンロード可能な拡張機能として、アプリケーション・ライフサイクル管理システムが使用可能です。「チーム」メニューまたは「バージョン」ウィンドウを使用すると、JDeveloperインタフェースから、これらのシステムのすべてのコマンドに直接アクセスできます





6.3.1 SubversionとJDeveloperの設定


JDeveloperには、Subversion (SVN)というポピュラーなチーム開発ソリューションが統合されています。Subversionを使用するチームのメンバーである場合、JDeveloperの「チーム」メニューに含まれているコマンドから、Subversionを使用して、チームのリポジトリとの接続を保持し、変更、マージなどを追跡しながら、作業中のコンテンツを管理できます。Subversionを設定するには、ソース・コントロール対象ファイル用のリポジトリの作成、JDeveloperがリポジトリに接続できることの確認、リポジトリへのファイルのインポートなどを行う必要があります。

一般に、ファイルのバージョン・コントロールを有効にするには、まず作業用ファイルをSubversionリポジトリにインポートします。リポジトリに入れると、Subversionの作業用コピー用のローカル・フォルダにSubversionリポジトリからファイルをチェックアウトできるようになります。JDeveloperでファイルを作成するとき(またはJDeveloperにファイルを移動するとき)には、Subversionの作業用コピーに保存します。自分の作業結果をチームに提供できる状態になれば、Subversionの管理下にこれらの新しいファイルを追加します。変更したファイルや新しいファイルを他のユーザーが使用できる時点になれば、Subversionリポジトリにコミットして、使用できるようにします。チームの他のメンバーが行った作業を利用するには、変更されたファイルをSubversionリポジトリから自分の作業用コピーにコピーして自分のファイルを更新します。

設定を完了した後、Subversionでの作業は、ファイルのチェックアウト、JDeveloperでのファイルの編集、変更後のファイルのチェックインが中心になります。また、自分の変更とチームの他のメンバーの変更の競合を解決することが必要になる場合もあります。Subversionの管理下からファイルの出し入れが行われる場合もあり、さらに不具合、お客様の要求および他の特性を追跡するために特定のバージョンに関連付けられたファイルの特別なプロパティを使用する場合もあります。





6.3.1.1 Subversionクライアント・ソフトウェアのインストール



ソース・コントロール対象ファイル用のリポジトリの作成、JDeveloperがリポジトリに接続できることの確認、リポジトリへのファイルのインポートに加えて、次の状況ではSubversionクライアント・ソフトウェアのインストールが必要になる場合があります。





	
JDeveloper Subversion VCS拡張機能を使用して、ローカルSubversionリポジトリを作成する場合。


	
拡張機能で提供されているSVNKit以外のJavaバインディング(ヘルパー・ライブラリ)を使用する場合。


	
プロキシ・サーバー経由でSubversionリポジトリに接続する場合




前述の場合はすべて、Subversionクライアント・ソフトウェアを別途インストールする必要があります。代替のJavaバインディングを使用する場合は、バインディング・ソフトウェアを追加でインストールする必要があります。

Subversionクライアント・ソフトウェアをインストールするには、次のようにします。




	Subversionのインストーラ(svn-1.7.8-setup.exe)をhttp://subversion.apache.org/から(c:\downloadsなどに)ダウンロードします。
	インストーラを実行して、Subversionクライアントを便利な場所(c:\subversionなど)に置きます。コンピュータを再起動します。



この手順では、オペレーティング・システムがWindowsであると仮定しています。Windows以外の環境の場合は、オペレーティング・システムのパッケージ管理システムのドキュメントを調べて、ベンダー提供のSubversionクライアントにJavaHLが含まれていることを確認してください。

これまでのインストールを確認するために、コマンド・プロンプトを開いてsvn helpと入力します。サブコマンドのリストが表示されます。表示されない場合は、クライアント・ソフトウェアがインストールされた場所のbinディレクトリ(この例では、c:\subversion\bin)がシステム・パスに含まれていることを確認します。









6.3.1.2 Subversionクライアントのインストールの確認



Subversionクライアント・ソフトウェアのインストールが完了したら、Subversionクライアント・インストールを確認できます。

重要: この後に、更新センター(Oracleの公式拡張機能および更新)からJDeveloper Subversion拡張機能の更新を受け入れると、以前に代替クライアントを選択していた場合でも、クライアント・プリファレンスがSVNKitにリセットされます。

インストールを確認するには:




	JDeveloperで、Subversionをバージョニング・システムとして選択します(「チーム」→「構成」→「Subversion」)。
	Subversionのメイン・プリファレンス・ページを開いて(「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」)、必要なクライアント・インストールが使用可能であることを確認します。複数がリストされている場合は、使用するものを1つ選択します。








6.3.1.3 Subversion接続の作成



JDeveloperからSubversionリポジトリを使用する前に、リポジトリへの接続を作成しておく必要があります。なんらかの理由で接続の詳細が変更された場合は、後で編集できます。

通常は、チームまたはバージョン・コントロールの管理者から、Subversion接続の詳細(サーバー名、ユーザーID、パスワードなど)を入手します。Subversionリポジトリへの接続を作成する前に、これらの詳細を入手しておく必要があります。

Subversion接続を作成するには、次のようにします。




	「バージョン」ウィンドウ(「チーム」→「バージョン」)で、Subversionノードを右クリックし、「新規リポジトリ接続」を選択します。

「Subversion接続の作成」ダイアログが開きます。このダイアログ使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。




	Subversionリポジトリの場所のURLを入力します。
	オプションで、接続の名前を入力します。
	Subversionリポジトリがパスワードで保護されている場合は、ユーザー名とパスワードを入力します。
	Subversionリポジトリへの接続をテストする場合は、「接続のテスト」ボタンをクリックします。結果は「ステータス」領域に表示されます。
	接続を完了するには、「OK」をクリックします。








6.3.1.4 Subversion接続の編集



Subversion接続の詳細(IPアドレス、ポート、ユーザーID、パスワードなど)になんらかの変更が生じた場合は、JDeveloperで接続を編集し、新しい詳細を使用して接続できるようにします。

Subversion接続を編集するには、次のようにします。




	Subversionナビゲータ(「チーム」→「バージョン」)で、Subversion接続名を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「Subversion接続の編集」ダイアログが開きます。このダイアログ使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。




	必要な変更を行って「OK」をクリックします。








6.3.1.5 Subversionリポジトリ接続の詳細のエクスポート



ファイルへのSubversionリポジトリ接続の詳細をエクスポートできます。接続の詳細を後でファイルからインポートすれば、Subversionリポジトリの接続を再作成できます。これにより、リポジトリ接続ファイルをチームがアクセス可能なサーバーに保管し、新しいメンバーが加入したときに必要に応じてダウンロードできるため、新しいチーム・メンバーが加入した際にSubversionリポジトリに接続するプロセスを大幅に簡略化できます。同様に、新しいサーバーが追加された場合は、チームのリーダーまたは管理者が新しい接続情報を接続詳細ファイルで配布し、そのファイルをチームの全メンバーがインポートできます。

Subversion接続の詳細をファイルにエクスポートするには、次のようにします。




	Subversionナビゲータで、「Subversion」ノードを選択し、ポップアップ・メニューで「接続のエクスポート」を選択します。

「Subversion接続のエクスポート」ダイアログが開きます。




	接続の詳細を格納するファイルの場所と名前を入力して、「OK」をクリックします。








6.3.1.6 Subversionリポジトリ接続の詳細のインポート



ユーザーまたはユーザーのチームがSubversionリポジトリ接続の詳細を保存していれば、その詳細をJDeveloperにインポートすることにより、リポジトリへの接続の作成を簡略化できます。

Subversion接続の詳細をファイルからインポートするには、次のようにします。




	Subversionナビゲータで、「Subversion」ノードを選択し、ポップアップ・メニューで「接続のインポート」を選択します。

「Subversion接続のインポート」ダイアログが開きます。




	インポートする接続の詳細が格納されているファイルを参照して、「OK」をクリックします。








6.3.1.7 プロキシ・サーバー経由のSubversionリポジトリへの接続



プロキシ・サーバー経由でSubversionリポジトリに接続する場合は、まずSubversionクライアント・ソフトウェアを別途インストールする必要があります。

Subversionクライアント・ソフトウェアをインストールすると、WindowsのApplication DataディレクトリにSubversionサブディレクトリが作成されます。Application Dataディレクトリを見つけるには、c:/プロンプトでcd %APPDATA%と入力します。次に、Subversionサブディレクトリを開きます。(Linuxでは、このサブディレクトリは~/.subversionになります。~はホーム・ディレクトリを表します。)


注意:

プロキシ設定をJDeveloperプリファレンスに入力してある場合は、以降のパラグラフで説明するサーバー・ファイルの編集を省略できます。



Subversionサブディレクトリには、serversという名前のファイルがあります。このファイルをテキスト・エディタで開いて、[global]セクションを検索します。コメント・マーカー(#)をhttp-proxy-host行から削除して、使用するプロキシ・サーバーの詳細情報でプレースホルダのプロキシ情報を上書きします。コメント・マーカー(#)をhttp-proxy-port行から削除して、プロキシ・サーバーのポート情報でプレースホルダのポート情報を上書きします。特定のURLを除外してプロキシ・サーバーを使用しないようにする場合は、コメント・マーカー(#)をhttp-proxy-exceptions行から削除して、除外するURLでプレースホルダのURLを上書きします。

他にもプロキシ・サーバーを使用する場合は、http-proxy-host行とhttp-proxy-port行を追加して、詳細情報を記述します。

Subversionで使用されるすべてのhttp方式がプロキシ・サーバーでサポートされていることが重要です。一部のプロキシ・サーバーでは、PROPFIND、REPORT、MERGE、MKACTIVITY、CHECKOUTがデフォルトではサポートされていません。プロキシ・サーバーを使用してSubversionリポジトリにアクセスする際に問題が発生する場合は、これらのhttp方式がサポートされるように設定を変更するようにサーバーのシステム管理者に依頼してください。









6.3.1.8 作業用コピーからのSubversion管理ファイルのエクスポート



Subversionの管理下にあるJDeveloperファイルを次の2つの場所のいずれかからエクスポートできます: 「アプリケーション」ウィンドウ(この場合はSubversionの「作業用コピー」からファイルがエクスポートされます)、または「Subversionナビゲータ」(この場合はSubversionリポジトリからファイルがエクスポートされます)。ファイルをエクスポートするとは、指定したローカル・ファイルシステム・ディレクトリにファイルをコピーすることです。

「アプリケーション」ウィンドウからファイルをエクスポートするには:




	「アプリケーション」ウィンドウで、エクスポートするファイルを含むプロジェクトを選択します。
	「チーム」→「ファイルのエクスポート」を選択します。

「ファイルのエクスポート」ダイアログが開きます。




	「宛先パス」ボックスで、ファイルをコピーする場所を入力または参照します。
	ファイルをエクスポートするには、「OK」をクリックします。



これにより、選択したファイルがSubversionの作業用コピーからローカル・ファイル・システムにエクスポートされます。









6.3.1.9 Subversionナビゲータからのファイルのエクスポート



Subversionの管理下にあるファイルのコピーをSubversionナビゲータからエクスポートできます。これにより、ファイルは(「作業用コピー」からではなく) Subversionリポジトリからエクスポートされます。さらに、Subversionナビゲータを使用してエクスポートする場合は、エクスポートするファイルのリビジョンを指定できます。

Subversionナビゲータからファイルをエクスポートするには:




	Subversionナビゲータで、エクスポートするファイルがあるリポジトリ・ノードまたはディレクトリを選択します。
	「チーム」→「ファイルのエクスポート」を選択します。

「ファイルのエクスポート」ダイアログが開きます。




	「宛先パス」ボックスで、ファイルをコピーする場所を入力または参照します。
	ファイルの特定のバージョンをエクスポートする場合は、「リビジョンの使用」を選択して、隣のテキスト・ボックスにリビジョン番号を入力します。
	ファイルをエクスポートするには、「OK」をクリックします。



これにより、選択したファイルがリポジトリからローカル・ファイル・システムにエクスポートされます。











6.3.2 Gitリポジトリの設定方法と構成方法



Gitはポピュラーなオープン・ソースのバージョン・コントロール・システムで、ユーザー・コミュニティが成長しつつあります。JDeveloperでGitを使用する場合、まずローカル・システムにチームのリポジトリのクローンを作成します。

この手順を完了するには次の情報が必要です。チームのGit管理者から入手してください。





	
リポジトリの名前


	
リポジトリが格納されているURL


	
リポジトリへのアクセスに使用するユーザー名とパスワード。チームでパスフレーズを含む秘密鍵を使用するオプションもあります。Gitへの接続時にチームに適したオプションを選択できます。


	
開発用にチームが使用するリモート・ブランチの名前。


	
ローカル・リポジトリの格納先となるローカル・システムの宛先パス名。




Gitに接続するには:




	「チーム」→「Gitに接続」を選択します。「Gitからのクローニング」ウィザードのようこそ画面が表示されます。「次へ」をクリックして続行します。
	チームのリモートGitリポジトリに関する情報を入力し、「次」をクリックして続行します。
	チームが開発用に使用するリモート・ブランチを指定し、「次」をクリックして続行します。
	ローカル・リポジトリを作成するローカル・システムのパス名を指定し、「次」をクリックして続行します。
	「Gitクローンの要約」画面に表示されたすべての情報を確認し、「OK」をクリックします。



JDeveloperによってリモート・リポジトリに接続され、選択したブランチに基づいてローカル・クローンが作成されます。このローカル・クローンから、ファイルのチェックアウト、編集、マージおよびメイン・リポジトリへのコミットを実行できます。









6.3.3 CVSとOracle JDeveloperの設定方法


一般にCVSではJDeveloperにアクセスできるファイルの共通リポジトリが使用されます。このリポジトリは、ソフトウェア・プロジェクトの開発時にユーザーおよびチームで共有します。リポジトリ内のファイルを変更するには、最初にファイルをチェックアウトし、CVSがだれがいつどのようにファイルにアクセスしたか追跡できるようにします。2人のチーム・メンバーが同時に同じファイルを編集する場合、CVSに含まれたツールがこれらの変更が競合するかどうかの判断をします。そして問題解決のために単一または包括的ファイル内の変更をマージする場合があります。最後に、CVSでは、これらの変更済ファイルをチェックインしてリポジトリに戻し、新しい内容やマージされた内容を含む最新のファイルにビルド・ツールでアクセスできるようにします。


注意:

CVSの使用方法および管理方法の詳細は、http://www.cvshome.orgにあるCVSオンライン・マニュアルを参照してください。



CVSを使用して共有コンテンツを管理する前に、JDeveloperをCVSに接続する必要があります。JDeveloperの設定、チームのCVSリポジトリへの接続、ローカル・リポジトリの作成などの作業を行う必要があります。この項のトピックでは、「更新のチェック」からCVS拡張機能をダウンロードした後にJDeveloperからCVSを使用可能にするために必要なすべてのステップについて説明します。チームでCVSをすでに使用している場合は、組織でCVSがどのように実装されているかを確認してください。

CVSとJDeveloperを設定するプロセスには、JDeveloperの構成、CVS接続の作成、CVSリポジトリへのプロジェクトのファイルのインポート、および編集するCVSモジュールのチェックアウトが含まれます。





6.3.3.1 JDeveloperと使用するためのCVSの構成



CVSを使用する前に、プリファレンスを設定してJDeveloperを構成する必要があります。

JDeveloperをCVSとともに使用するように設定するには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」を選択し、「プリファレンス」ダイアログの左側のペインから「バージョン」を選択します。
	右パネルで「拡張機能のロード」をクリックします。CVS設定のメイン・パネルが表示されます。その他のCVS設定パネルは、「CVS」ノードの下の項目をクリックすると表示されます。
	必要に応じて設定を変更します。特定の設定に関する詳細は、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。
	「OK」をクリックして「プリファレンス」ダイアログを閉じます。








6.3.3.2 CVS接続の作成



CVS拡張機能をJDeveloperにインストールした後、CVSへの接続を作成するとリポジトリにアクセスできるようになります。

CVS接続を作成するには、次のようにします。




	「チーム」→「CVS」→「モジュールのチェックアウト」を選択します。

CVS接続の作成を求めるプロンプトがJDeveloperに表示されます。「OK」をクリックして、「CVS接続の作成」ウィザードを開きます。




	「CVS接続の作成」ウィザードの作業を完了します。

ウィザード使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。












6.3.3.3 CVS接続の編集



作成後に接続詳細のいずれかが変更された場合は、CVS接続を編集できます。

CVS接続を編集するには、次のようにします。




	CVSナビゲータ(「表示」→「CVSナビゲータ」)で、接続名を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「CVS接続の編集」ウィザードが開きます。




	ウィザードを使用して、必要に応じて変更します。

このウィザード使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。












6.3.3.4 CVSモジュールのエクスポート



CVSエクスポート・ウィザードを使用して、デプロイメント可能なファイル構造を作成するモジュールのファイルのリビジョンをエクスポートします。

CVSエクスポート・ウィザードを使用するには、次のようにします。




	「チーム」→「CVS」→「モジュールのエクスポート」を選択します。CVSエクスポート・ウィザードが表示されます。
	ウィザードの要求に従ってエクスポートを完了します。ウィザードの使用時に詳細を参照するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。



指定した場所にファイルがエクスポートされます。









6.3.3.5 クリップボードへのCVSROOTパスのコピー



CVSROOTのパスは、他のアプリケーションで使用できるように、CVSナビゲータのノードからクリップボードにコピーできます。

CVSROOTパスをクリップボードにコピーするには、次のようにします。




	接続ナビゲータで、接続名を右クリックします。
	ポップアップ・メニューから「CVSROOTをコピー」を選択します。



CVSROOTの完全パスがクリップボードにコピーされます。コピーされたパスは、クリップボードから別のアプリケーションに貼付けできます。











6.3.4 JDeveloperと使用するためのCVSの構成方法


CVSを使用できるようにJDeveloperを設定することに加えて、JDeveloperとともにCVSを使用可能するために必要なタスクがいくつかあります。これらのタスクの一部は、管理者が実行することもできます。これらのタスクのいずれかがインストールで実行されているかを常に確認する必要があります。

通常、作業時にファイルを格納するためのローカルCVSリポジトリが必要です。また、CVSと通信するためのセキュア・シェル(SSH)を構成したり、文字セットを選択する必要がある場合もあります。最後に、CVSにログインする必要があります。





6.3.4.1 文字セットの選択(ローカル・クライアントのみ)



インストールでローカルCVSが使用されている場合、文字セットを選択する必要があります。

CVSリポジトリの接続ごとに、ファイルのエンコーディングに使用する文字セットを選択できます。デフォルトでは、プラットフォームまたはオペレーティング・システムに指定されている文字セットが使用されます。

「エンコーディングの設定」ダイアログを使用して、IDEのデフォルトまたは特定の文字セットに変更できます。

キャラクタ・セットを選択するには、次のようにします。




	CVSナビゲータで、接続を選択します。
	マウスの右ボタンをクリックして、「エンコーディングを設定」を選択します。
	必要な文字セットを選択します。










6.3.5 PerforceとJDeveloperの設定方法


Perforce拡張機能をダウンロードするとともに、PerforceをJDeveloperとともに使用する前に、多数のPerforce機能をインストールしてJDeveloperで使用可能にする必要があります。インストールしたら、JDeveloperを構成し、Perforceクライアント・ワークスペースに接続します。最後に、作業用ファイルをPerforceの管理下に置き、Perforceの使用時にJDeveloperでこれらのファイルを使用できるようにする必要があります。

目的のJDeveloperユーザーからアクセスできるマシン上に少なくとも1台のPerforceサーバーがインストールされている必要があります。Perforceサーバーのインストールがまだ存在しない場合、必要なソフトウェアを(www.perforce.comなどから)取得し、Perforceの説明書に従ってインストールします。Perforceサーバー・ソフトウェアがインストールされているマシンのアイデンティティを記録します。このアイデンティティは、JDeveloperを介してこれに接続する際に必要になります。

Perforce拡張機能をダウンロードするとともに、PerforceをJDeveloperとともに使用する前に、多数のPerforce機能をインストールしてJDeveloperで使用可能にする必要があります。インストールしたら、JDeveloperを構成し、Perforceクライアント・ワークスペースに接続します。最後に、作業用ファイルをPerforceの管理下に置き、Perforceの使用時にJDeveloperでこれらのファイルを使用できるようにする必要があります。







6.3.6 JDeveloperと使用するPerforceコンポーネントのインストール


目的のJDeveloperユーザーからアクセスできるマシン上に少なくとも1台のPerforceサーバーがインストールされている必要があります。Perforceサーバーのインストールがまだ存在しない場合、必要なソフトウェアを(www.perforce.comなどから)取得し、Perforceの説明書に従ってインストールします。





6.3.6.1 Perforceクライアントのインストール


JDeveloperが含まれる(またはJDeveloperが含まれる予定の)マシンにPerforceクライアント・アプリケーションをインストールする必要があります。Perforceクライアント・アプリケーションは、www.perforce.comから取得可能なサーバー・ソフトウェアと同じソフトウェアからインストールできます。インストールにはコマンドライン・クライアント(P4)が含まれている必要があります。

Perforceクライアント・アプリケーションを初めて実行する場合、Perforceクライアント・ワークスペースを作成する必要があります。Perforceクライアント・ワークスペースには、Perforceの管理下にあるファイルの作業用コピーが格納されます。JDeveloperのデフォルト・ディレクトリは、このディレクトリにJDeveloperファイルがすでに含まれるかどうかとは関係なく、Perforceクライアント・ワークスペースとして使用できます。JDeveloperのデフォルト・ディレクトリは、<installation_directory>\jdev\myworkです。また、デフォルトのPerforceクライアント・ワークスペースをそのまま使用することも、独自のワークスペースを指定することもできます。このような場合、使用していた場所をメモしておく必要があります。これは、JDeveloperでアプリケーションおよびプロジェクトを作成する際にこの場所を指定する必要があるためです。

Perforceクライアント・アプリケーションでパスワードを設定する場合、JDeveloperを介してPerforceに接続する際もこれらのパスワードを使用する必要があります。







6.3.6.2 JDeveloperのインストール


JDeveloperは通常の方法でインストールする必要があります。JDeveloperの各インストールは、Perforceのクライアント・アプリケーションとして機能します。Perforceクライアントとして使用するすべてのマシンにJDeveloperをインストールできます。または、JDeveloperインストールとPerforce独自のクライアント・アプリケーションを組み合せて使用することもできます。JDeveloperとPerforceクライアント・アプリケーションは、シームレスに連携して機能します。JDeveloperに組み込まれたPerforceに対するサポート以外にも、JDeveloperインタフェースを介してPerforceクライアント・アプリケーションにアクセスすることもできます。







6.3.6.3 Perforceと使用するためのJDeveloperの構成



Perforceを使用できるようJDeveloperを構成する前に、Perforceサーバーおよびクライアント・ソフトウェアがインストールされている必要があります。

JDeveloperをPerforceとともに使用するように設定するには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」→「Perforce」を選択します。
	Perforceクライアントへのパスがインストールしたとおりであることを確認します。
	チームがコメント・テンプレートを使用している場合は、左側のペインから「コメント・テンプレート」を選択し、チームのコメント・テンプレートを構成します。topicid:f1_scsversiontemplates_html
	「プリファレンス」ダイアログの左ペインで、「一般」を選択し、次にアイコン、メッセージのロギング、編集用に自動的に開くファイル、タイムアウトの前のアイドル時間の長さを選択します。topicid:f1_pfcpreferencesgeneral_html
	「プリファレンス」ダイアログの左側のペインで「一般」を選択し、「保留中の変更」ウィンドウおよび「エディタのマージ」に関して選択します。
	設定した構成を保存するには、「OK」をクリックして「プリファレンス」ウィンドウを閉じます。








6.3.6.4 Perforceのバージョン・システムとしての選択



Perforceとともに使用するようにJDeveloperを構成すると、バージョン・システムとしてPerforceを選択できるようになります。これにより多くのデフォルト設定が指定されるため、すべてのチーム操作においてPerforceが選択済のバージョン・システムとしてデフォルトに設定されます。

Perforceをバージョン・システムとして選択するには、次のようにします。





	
「チーム」→「Perforce」を選択します。




後日チームが別のバージョン・システムに移行した場合は、このデフォルトの選択をいつでも変更できます。











6.3.7 Team SystemとJDeveloperの設定方法


Oracle JDeveloperのTeam System拡張機能を使用すると、JDeveloper内でMicrosoft Visual Team Systemのソース・コントロール機能を使用できます。「Team System」と連携して動作するようにJDeveloperを構成した後は、ソース・コントロールにファイルを追加し、これらを「アプリケーション」ウィンドウでチェックインおよびチェックアウトできるようになります。

Team SystemとJDeveloperの使用を開始するには、最初にTeam Systemソフトウェアを使用してワークスペースを作成してから、このワークスペースにTeam Systemサーバーの内容を移入します。ファイルはワークスペースにチェックアウトされ、ここで作業できるようになります。JDeveloper内に新しく作成されたファイルは、バージョン・コントロールに追加する必要があります。変更および新規ファイルは、Team Systemサーバーにチェックインすることによって他のユーザーが使用できるようになります。

Team SystemとJDeveloperの使用を開始する前に、実行が必要な初期ステップがいくつかあります。

	
Team Systemクライアント・ソフトウェアを設定します。「使用するためのTeam Systemの設定」を参照してください。


	
Team Systemと使用するためにJDeveloperを構成します。これには、Team SystemをJDeveloperによって認識されるソース・コントロール・システムにするためのプリファレンスおよび他の設定が含まれます。「Team Systemと使用するための構成」を参照してください。




Team Systemは実際には(任意のバージョン管理システムと同様)、製品のライフサイクル内の位置に応じて様々な場面で使用する複数の操作で構成されています。たとえば、新規ファイルを作成する場合、これをTeam Systemコントロールに追加する必要があります。開発の段階に応じて実行できる場合がある他の操作には、次が含まれます。

	
ファイルをサーバーからチェックアウトして作業できるようにします。「Team Systemでのファイルのチェックアウト」を参照してください。


	
Team Systemワークスペースに保存されたファイルを変更し、他のユーザーが使用できるようにします。「Team Systemへのファイルのチェックイン方法」を参照してください。


	
Team Systemのシェルブ機能を使用して、ファイルをチェックインする必要なくTeam Systemサーバーにファイルの変更を保存します。「Team Systemファイルのシェルブとアンシェルブ」を参照してください。


	
Team Systemファイルに対して自分で行った変更とチーム・メンバーによって行われた変更の間の競合を解決します。


	
ファイルをTeam Systemサーバーにチェックインします。








6.3.7.1 JDeveloperと使用するためのTeam Systemの設定



Team SystemをJDeveloperとともに使用する場合、ソフトウェアのインストール、サーバーへの接続、ワークスペースの移入などの設定手順が必要です。

JDeveloperとともに使用するためにTeam Systemを設定するには:




	Team Systemサーバーをインストールします。
	Team Systemクライアント・ソフトウェアをインストールします。
	Team Systemクライアント・ソフトウェアをTeam Systemサーバーに接続します。
	Team Systemクライアント・ソフトウェアを使用して1つ以上のワークスペースを作成します。
	Team Systemクライアント・ソフトウェアを使用してTeam Systemサーバーの内容をワークスペースに移入します。



前述の作業の実行に関する指示は、Team Systemオンライン・ヘルプを参照してください。









6.3.7.2 Team Systemと使用するためのJDeveloperの構成



Oracle JDeveloperと使用するためにTeam Systemを設定したら、Team Systemを使用するようJDeveloperを構成できます。「使用するためのTeam Systemの設定」の手順以外にも、JDeveloper Team System VCS拡張機能が(Official Oracle Extensions and Updatesセンターから)すでにインストールされていることを確認してください。

Team Systemと使用するためにJDeveloperを構成するには、JDeveloperで次のアクティビティを実行します。





	
JDeveloperバージョニング・システムとしてTeam Systemに接続します。


	
JDeveloperと使用するためのワークスペースを設定します。


	
ワークスペース・ファイルを保持するためのJDeveloperプロジェクトを作成します。


	
JDeveloperでワークスペース・フォルダをリフレッシュします。












6.3.7.3 バージョニング・システムとしてのTeam Systemの選択



デフォルトのバージョニング・システムとしてTeam Systemに接続すると、Team Systemが「チーム」メニューからの多くのアクションのターゲットになります。

バージョニング・システムとしてTeam Systemに接続するには:





	
「チーム」→「Team Systemに接続」を選択します。




Team Systemの接続メニューが表示され、使用可能な操作から選択できます。この操作に関する詳細な指示は、Team Systemオンライン・ヘルプを参照してください。









6.3.7.4 JDeveloperと使用するためのTeam Systemワークスペースの設定



開始する前に、選択したTeam SystemワークスペースをJDeveloperと使用するように設定する必要があります。

JDeveloperと使用するためにワークスペースを設定するには、次のようにします。




	「チーム」→「Team System」→「ワークスペースの設定」を選択します。
	リストから必要なワークスペースを選択します。








6.3.7.5 ワークスペース・ファイルのためのJDeveloperプロジェクトの作成



選択したTeam SystemワークスペースにJDeveloperプロジェクトを関連付けることにより、作成および編集したファイルが、チームが使用しているワークスペースの一部に留まるようになります。

ワークスペース・ファイルを保持するためにJDeveloperプロジェクトを作成するには、次のようにします。




	「ファイル」→「新規」をクリックして、「新規ギャラリ」を開きます。
	新規ギャラリを使用して、新規アプリケーションおよびプロジェクトを作成します。
	「アプリケーション」ウィンドウで、新しく作成したプロジェクトを選択し、ツールバーで「プロジェクト・コンテンツに追加」ボタンをクリックします。

これにより、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログの「プロジェクト・コンテンツ」ページが開きます。




	「Javaコンテンツ」領域の「追加」ボタンを使用して、ワークスペースの場所を追加します。

ワークスペースにJavaソースが含まれていた場合、ダイアログが表示され、これを使用して、このソースをプロジェクト内容に追加することを確認する必要があります。

混乱を避けるために、workspace以外の場所をJavaコンテンツ・リストから削除することもできます。




	「OK」をクリックして、「プロジェクト・プロパティ」ダイアログを閉じます。



完了したら、「チーム」→「ワークスペース・フォルダのリフレッシュ」を選択して、JDeveloperのワークスペース・フォルダをリフレッシュします。









6.3.7.6 Team Systemサーバーからのファイルのバージョンの取得



JDeveloperでは、「アプリケーション」ウィンドウにあるファイルのバージョンを(Team Systemサーバーから)取得できます。以前にTeam Systemクライアント・ソフトウェアで取得コマンドを使用してワークスペースにソース・ファイルが移入されている必要があります。

この手順を使用して取得できるファイルのバージョンは、最新のバージョン、前に保存した名前付き変更リストのファイル、特定の日付スタンプを持つファイル、前に作成した名前付きラベルのファイル、特定のワークスペース・バージョンのファイルです。

Team Systemサーバーから取得されたバージョンにより、現在「アプリケーション」ウィンドウ内にあるバージョンが置換されます。

ファイルのバージョンをTeam Systemサーバーから取得するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、アプリケーション、プロジェクトまたはファイルを選択し、「取得」操作の範囲を設定します。
	「チーム」→「Team System」→「取得」を選択します。

「取得」ダイアログが開きます。




	ダイアログを完了します。

ダイアログの使用中に詳細を参照するには、[F1]を押します。












6.3.7.7 Team Systemコントロールへのファイルの追加



ファイルをTeam Systemソース・コントロール下に置くことができます。ファイルはTeam Systemサーバーに追加され、ファイルを次回チェックインするときに他のユーザーが使用できるようになります。

ファイルをTeam Systemコントロールに追加するには:




	「アプリケーション」ウィンドウで、Team Systemコントロールに追加するファイルを選択します。
	「チーム」→「追加」を選択します。

「追加」ダイアログが開きます。




	ダイアログを完了します。

ダイアログの使用中に詳細を参照するには、[F1]を押します。




	ファイルをサーバーに追加し、他のユーザーが使用できるようにするには、ファイルをチェックインします。










6.3.8 Mercurialを使用したアプリケーションのバージョニング


Mercurialは、非常に大きな分散プロジェクトを効果的に処理するために設計されたソース制御システムです。Subversionとは異なり、Mercurialは、今日のオープン・ソース・プロジェクトの多くで一般的に使用されており集中管理を行わずに分散開発をサポートする分散リポジトリを扱います。Mercurial Pluginサポートにより、随時変更をバージョン制御されたファイルで管理できます。「プロジェクト」、「ファイル」および「お気に入り」ウィンドウのファイルとディレクトリの両方にMercurialコマンドを呼出しできます。

Mercurialのような分散リビジョン管理システムの利点は次のとおりです。

	
集中されたボトルネックを除去することにより分散チームでのサポートの向上


	
多数のコンカレント・ユーザーによるスケーラビリティの向上


	
最初のクローニングの後、すぐに使用するために、ユーザーのネットワーク・インフラストラクチャから独立








6.3.8.1 Mercurial視覚化機能について


JDeveloperでは、次を含むバージョン制御ファイルとともに動作するプロセスを簡素化するための複数のファイル・ステータス情報ツールを提供しています。

	
カラー・コーディング。バージョン制御ファイルの現行ステータスを表示できるようにします。


	
注釈。バージョン制御ファイルのそれぞれの行の改訂および作成者情報を表示できます。




JDeveloperのMercurialサポートはSubversionサポートのスタイルに似ています。主な違いは、Mercurialが分散リビジョン管理システムであることです。そのため、一般に、操作する外部リポジトリをクローンすることから始めます。このクローンは、リビジョン履歴を含むリポジトリの完全なコピーです。このローカル・コピーは何回でもクローンできます。必要な場合、権限があれば、元のリポジトリに変更を戻すこともできます。または、権限がない場合には、変更をエクスポートして所有者に送ることもできます。

Mercurial PluginサポートおよびMercurial自体に関する詳細なドキュメントについては、次のリソースを参照してください。

Mercurialホーム: http://mercurial.selenic.com/wiki/

Mercurialについて: http://mercurial.selenic.com/wiki/UnderstandingMercurial

Mercurialマニュアル・ページ: http://www.selenic.com/mercurial/wiki/index.cgi/ManPages






6.3.8.2 Mercurialのインストール方法


Mercurialサポートを活用するためには、システムにMercurialクライアント・ソフトウェアをインストールする必要があります。JDeveloperのMercurialサポートは、Mercurialのコマンド行インタフェースと同じコマンドで動作します。

MercurialはJDeveloperの更新の確認機能を通じて使用できます。Mercurialを設定すると、MercurialコマンドをJDeveloperメイン・ウィンドウの最上部にある「チーム」→「Mercurial」メニューから実行できるようになります。

Mercurialをインストールする手順は次のとおりです。

	
JDeveloperのメイン・ウィンドウから「ヘルプ」を選択し、「更新のチェック」を選択します。


	
「更新ソースの選択」ウィザードの最初のページで、「更新センターの検索」が選択されていることを確認します。


	
「Official Oracle Extensions and Updates」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。

ウィザードはインストールできる拡張機能の一覧で更新されます。


	
ウィザードの「インストールする更新の選択」ページで、Mercurial VCS拡張機能の隣にあるチェック・ボックスを選択します。


	
「次へ」、「終了」、の順にクリックします。

Mercurial拡張機能がインストールされます。JDeveloperを再起動すると、インストールが完了します。




「更新の確認」ウィザードには、「ツール」→「機能」→「更新の確認」を選択してアクセスすることもできます。詳細は、「拡張機能の操作」を参照してください。

Mercurialクライアントを設定すると、Mercurialコマンドをメイン・ウィンドウにある「チーム」→「Mercurial」を選択することで実行できるようになります。






6.3.8.3 Mercurial実行可能ファイルのパスを設定する方法


「更新のチェック」からインストールすると、hg.exe実行可能ファイルへのパスを設定できます。hg.exeはMercurialの実行可能ファイルです。システム・パスにない場合には実行可能ファイルのみを設定する必要があります。

Mercurial実行可能ファイルのパスを設定するには:

	
JDeveloperのメイン・ウィンドウで、「ツール」→「プリファレンス」を選択します。


	
「プリファレンス」ダイアログの左ペインで「バージョニング」を展開し、「Mercurial」をクリックします。


	
「バージョニング」: 「Mercurial」ページで、次を選択できます。

	
Mercurialの実行に使用する実行可能ファイルの名前。たとえば、hg.exeです。


	
存在する場合、システム内のhg.exeまたは異なるリビジョンのhg.exeのインストールのいずれか。


	
hg.exeの他の場所。たとえば、システム・パスに存在しない場合。












6.3.8.4 外部Mercurialリポジトリにクローンする方法


リポジトリは、ソース・ファイルとその完全な履歴が格納されているディレクトリです。クローンすると、別のリポジトリの完全なコピーを作成するため、作業するためのプライベート・バージョンのリポジトリをローカルに持つことになります。書込み権限のあるディレクトリであればどこにでもローカル・リポジトリを作成できます。

クローンする際には、IDEで作業するためのリポジトリ全体のコピーまたはクローンを効率的に作成します。そのためには、読取り権限のあるMercurialリポジトリにアクセスできる必要があります。

Mercurialリポジトリのクローンを作成するには:

	
JDeveloperのメイン・ウィンドウで、「ツール」→「Mercurial」→「クローン」を選択します。


	
「リポジトリをクローン」ウィンドウで、リポジトリの「ソースの位置」を入力します。

これがクローンされるリポジトリの場所です。URLまたはローカル・パスのいずれかを入力できます。たとえば、 http://selenic.com/hgです。


	
「宛先」フィールドにローカル・リポジトリの宛先、たとえばC:/JDeveloper/mywork/hg1を入力します。


	
必要に応じて、リモート・リポジトリの「ユーザー名」および「パスワード」を入力します。


	
「OK」をクリックします。









6.3.8.5 バージョン・コントロールにプロジェクトを配置する方法


作業中のプロジェクトをバージョン・コントロールに配置することができます。これにより、現行ディレクトリに新規のローカルMercurialリポジトリを作成し、ソースをその中にインポートします。リポジトリ・ファイルは、プロジェクト・ディレクトリの.hgディレクトリに置かれます。

プロジェクトのバージョン管理に配置するには:

	
(JDeveloperの左側にある)「プロジェクト」ウィンドウで、バージョニングされていないプロジェクトを選択します。


	
JDeveloperのメイン・ウィンドウから、「チーム」→「Mercurial」→「初期化」を選択します。

リポジトリに追加されたファイルおよびそのステータスをメッセージ・ログ・ウィンドウから表示できます。

完了すると、すべてのプロジェクト・ファイルがリポジトリに「ローカルで新規」として登録されます。


	
プロジェクトのポップアップ・メニューから「Mercurial」→「コミット」を選択し、これらのプロジェクト・ファイルを「Mercurial」リポジトリにコミットします。


	
「コミット・メッセージ」テキスト・エリアにコミットされた変更に関するメッセージを入力し、「コミット」をクリックします。

コミットされたファイルが、.hgディレクトリと一緒にMercurialリポジトリ・ディレクトリに配置されます。









6.3.8.6 ファイル・リビジョンのマージ方法


リポジトリ・リビジョンとローカル作業コピー間で変更をマージできます。現行作業ディレクトリは、最新のリビジョン以降、要求されたリビジョンに対して行われたすべての変更で更新されています。

ファイル・リビジョンをマージするには:

	
JDeveloperのメイン・ウィンドウから、「チーム」→「Mercurial」→「初期化」を選択します。


	
「作業ディレクトリのマージ」ダイアログの「作業ディレクトリ」フィールドで、リポジトリの最上位レベル・ディレクトリ(たとえば、 c:\JDeveloper\mywork\hg1)を入力します。


	
「リビジョンの使用」チェック・ボックスをチェックし、リビジョン番号を入力します。

リビジョンの番号がわからない場合には、「リビジョンの選択」をクリックします。ダイアログは、直近、リビジョン日、リビジョンの作成者およびコメントからリストされる、有効なリビジョン番号を表示します。









6.3.8.7 変更のコミット方法


作業中のバージョン制御ファイルのコピーが編集されると、「Mercurialコミット」アクションを使用してリポジトリに変更を配置できます。

競合が発生しないようにするため、コミットを実行する前に、リポジトリに照らして存在するコピーをすべて更新することをお薦めします。これは、ローカル・リポジトリを更新して最新の変更を含めます。

変更したソースに対して更新を実行するには:

	
JDeveloperのメイン・ウィンドウで、「チーム」→「Mercurial」→「更新」を選択します。




ローカル・ファイルでリポジトリに対する変更をコミットするには:

	
バージョン・コントロールされたファイルを選択し、(たとえば、「プロジェクト」ウィンドウから)右クリックします。


	
ポップアップ・メニューから「バージョニング」→「コミット」を選択します。

「コミット・ダイアログ」が開き、ローカルの変更を含むすべてのファイルを表示します。


	
「コミット・メッセージ」テキスト・エリアにコミット・メッセージを入力し、コミットの目的を示します。

「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」→「テンプレート」で作成したコメント・テンプレートまたは「コミット」ダイアログで以前に入力したコメントのいずれかを選択することもできます。


	
「OK」をクリックします。

JDeveloperによってコミットが実行され、ローカルの変更がリポジトリに送信されます。リポジトリに対してコミットされたファイルをメッセージ・ログから表示できます。

「すべてコミット」を使用して、Mercurialリポジトリに対してコミットできる変更されたすべてのファイルを表示します。選択されたファイルまたは未処理のすべての変更をコミットできます。[Shift]または[Ctrl]キーを使用してコミットするファイルを選択します。














6.4 ソース・リポジトリの設定と構成


バージョン・コントロール・システムをJDeveloperで初期化した後、次の重要なステップとしてソース・リポジトリを構成します。一般的に、作業中のファイルのローカル・コピーを格納しているローカル・リポジトリは個人のシステム上で管理します。通常、作業するファイルをチェックアウトし、ローカル・システムでバージョンを編集してから、リモート・リポジトリにファイルをチェックインして戻します。通常、バージョン・コントロール・システムでは、複数のユーザーが同時にファイルを編集しているときに、変更や矛盾が生じていないかを追跡または少なくとも通知します。メニューのオプションや詳細はシステムによって異なります。相違点については次の項で個別に説明します。

JDeveloperでSubversionの使用を開始する前に、リポジトリをコンテンツとともにロードして、編集するローカル・バージョンを入手する必要があります。詳細は、「リポジトリをコンテンツとともにロードする方法」を参照してください。





6.4.1 ソース・リポジトリの作成方法


通常、リポジトリの作成は、プロジェクト/リリースごとに1回のみ行う作業です。いったんリポジトリを作成した後は、日常業務の一環としてファイルのチェックインやチェックアウトを行います。多くのチームにおいて、ソース・リポジトリはリポジトリの管理者ロールを割り当てられたチーム・メンバーが作成します。そのようなケースでは、この項をスキップして、既存のリポジトリにアクセスしてファイルのチェックアウトやチェックインを行えばよい場合があります。

ソース・リポジトリの作成および接続に関する詳細は、チームが使用しているバージョニング・ソフトウェアによって異なります。以降の項では、JDeveloperで使用可能なバージョニング・システム用にソース・リポジトリを作成する手順を説明します。





6.4.1.1 Subversionリポジトリの作成



ほとんどの場合、チームのSubversionリポジトリに接続します。プロジェクトおよびアプリケーションを開発するときは、Subversionリポジトリからファイルをチェックアウトし、変更してからチェックインします。Subversionを使用する場合、これが最も一般的で推奨される方法です。

ただし、インストールによっては、JDeveloperを使用して、ローカルのファイル・システムにSubversionリポジトリを作成する必要が生じることがあります。このとき、リポジトリへの接続も同時に作成されます。

JDeveloperでは、file:///プロトコルを使用して、新しく作成されたリポジトリへのアクセスが試みられます。JDeveloperとともにインストールされるSubversionクライアント(SVNKit)では、file:///プロトコルがサポートされています。file:///プロトコルがサポートされていないSubversionクライアントを使用する場合は、別のアクセス方法(http://、https://、svn://またはsvn+ssh://)を使用する必要があります。設定方法はSubversionのドキュメントを参照してください。

Subversionリポジトリを作成するには、次のようにします。

	
「チーム」→「ローカル・リポジトリの作成」を選択します。

ローカル・リポジトリの作成がサポートされていないインストール方法の場合は、エラー・メッセージが表示されます。それ以外の場合は、「Subversionリポジトリの作成」ダイアログが開きます。


	
「Subversionリポジトリの作成」ダイアログの作業を完了します。

ダイアログ使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。




Subversionリポジトリを参照するには、次のようにします。




	「バージョン」ウィンドウでSubversionリポジトリへの接続を開きます。
	フォルダをダブルクリックし、内容を表示します。
	要素を右クリックし、使用可能な操作を表示します。








6.4.1.2 新しいGitリポジトリの初期化



既存のGitリポジトリにまだ含まれていない新しいファイルがある場合は、Gitリポジトリを初期化する必要があります。

すべてのファイルが新しい新規プロジェクトがある場合は、Gitリポジトリを初期化します。通常、この操作は各プロジェクトの最初に1回のみ実行します。継続中のタスクの場合は、既存のGitリポジトリに新しいファイルを追加するか(「既存のGitリポジトリへの新規ファイルの追加」を参照)、ファイルをチェックアウトして編集し、Gitリポジトリに戻して変更をコミットする(「Gitリポジトリへの変更のコミット」を参照)可能性が高くなります。

Gitリポジトリを初期化するには:




	「チーム」→「Git」→「初期化」を選択します。「リポジトリの初期化」ダイアログが表示されます。
	ローカル・リポジトリへのパスを入力し、「OK」をクリックします。








6.4.1.3 既存のGitリポジトリのローカル・コピーの作成



すでにチームにセントラルGitリポジトリがあり、そのローカル・コピーが作業に必要な場合は、ここに記載する方法でGitリポジトリのクローンを作成できます。

次のプロトコルを使用して、Gitリポジトリのクローンを作成できます。





	
Git (git://)。Gitサーバーに接続する最も簡単な方法です。接続は認証されません。


	
HTTP (http://)。サーバーに簡単に接続する方法としてHTTPもあります。ファイルがクリアで転送されるため、http://接続は認証が行われる場合でも安全ではありません。


	
HTTPS (https://)。パスワード認証を使用してサーバーに接続します。https://接続は、完全にセキュアであり、Webプロキシ経由で動作します。


	
セキュア・シェル(ssh://)。これは、公開鍵認証を使用します。ssh-keygenなどのユーティリティを使用して、認証鍵を生成する必要があります。これは、既存のGitリポジトリのクローンを作成する最もセキュアな方法です。ただし、Webプロキシ経由で接続しようとする場合、追加の設定が必要です。




Gitリポジトリのクローンを作成するには:

	
「チーム」→「Git」→「クローン」を選択します。




「Gitからのクローニング」ウィザードが開きます。各画面でリクエストされる情報を入力します。[F1]キーを押すか「ヘルプ」をクリックすると、詳細が表示されます。









6.4.1.4 既存のGitリポジトリへの新規ファイルの追加



既存のGitリポジトリに新しいファイルを追加する場合、ファイルを選択してから追加し、最後に変更をコミットしてリポジトリに組み込みます。

既存のGitリポジトリに新規ファイルを追加するには:




	追加するファイルを選択します。
	「チーム」→「Git」→「追加」(または「チーム」→「Git」→「すべて追加」)を選択します。「追加」ダイアログが表示されます。
	「OK」をクリックします。








6.4.1.5 ローカルCVSリポジトリの作成



JDeveloperから、新規CVSリポジトリをローカル・ファイル・システムに作成できます。この機能は、CVS拡張機能の一部としてJDeveloperにインストールされる内部CVSクライアントではなく、外部CVSクライアント・ソフトウェアを使用している場合にのみ使用できます。

ローカルCVSリポジトリを作成するには、次のようにします。




	「チーム」→「CVS」→「ローカル・リポジトリの作成」を選択します。
	「リポジトリ・フォルダ」ボックスに、新規ローカル・リポジトリを作成するディレクトリのパスを入力します。

既存の空のディレクトリを指定または選択するか、新規ディレクトリを指定できます。指定した既存のディレクトリが空でない場合は、リポジトリに対して空または新規のディレクトリを指定するように伝える警告ダイアログが表示されます。




	作成しているローカル・リポジトリへの接続を作成する場合は、「リポジトリ接続の作成」ボックスを選択します。

接続には、:local:{path}の形式で名前が指定されます。この名前は後で変更できます。変更する場合は、CVSナビゲータで、接続名のポップアップメニューから「プロパティ」ダイアログを開き、「名前」タブで既存の名前を新しい名前で上書きします。




	「OK」をクリックします。新規ローカル・リポジトリが作成されると、確認ダイアログが表示されます。








6.4.1.6 JDeveloperプロジェクト・ファイルのCVSへのインポート



JDeveloperプロジェクトをCVSで使用するには、CVSリポジトリにプロジェクト・ファイルをインポートする必要があります。インポートすると、フォルダおよびファイルすべてがCVSリポジトリにコピーされ、ソース・コントロール下に置かれます。

CVSリポジトリにプロジェクト・ファイルをインポートするには、CVSへのインポート・ウィザードを使用します。

CVSへのインポート・ウィザードを使用するには、次のようにします。




	「チーム」→「CVS」→「モジュールのインポート」を選択します。「CVSへのインポート」ウィザードが表示されます。
	ウィザードの要求に従ってインポートを完了します。このウィザード使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。



ローカルで作業できるように、ファイルを変更する前にマシンにコピーする必要があります。









6.4.1.7 Perforceの管理下へのファイルの移動



Perforceでは、ローカル・ディレクトリ構造を使用して、仮ソース・コントロールの下に配置されるファイルを受信します。この場所はPerforceクライアント・ワークスペースと呼ばれます。JDeveloperで作成(またはJDeveloperに移動)されたファイルは、この場所に格納する必要があります。ファイルがPerforceクライアント・ワークスペースに格納された後、Perforce保管庫と呼ばれる中心的な場所にファイルを発行し、ファイルを完全にソース・コントロール下に置きます。バージョン管理して他のユーザーからアクセスできるようにするには、Perforce保管庫にファイルを発行する必要があります。

JDeveloper内で作成するファイル、または外部からJDeveloperに移動するファイルがJDeveloper Perforceバージョニング機能を使用するには、これらのファイルをPerforceの管理下に置く必要があります。

Perforceの管理下に置く必要がある既存のJDeveloperプロジェクトがある場合、「Perforceへのインポート」ウィザードを使用します。

JDeveloperの個々のファイルをPerforceの管理下に置くには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウでファイルを選択し、「チーム」→「Perforce」→「追加のため開く」を選択します。

ここでは、自分の作業ファイルまたはJDeveloperで使用するアプリケーションやプロジェクトをファイルとして選択できます。

「ファイルをPerforceに追加」ダイアログにファイルがリスト表示されます。


	
ファイルをロックし、他のユーザーが編集できないようにするには、「ファイルのロック」ボックスを選択します。


	
Perforceの管理下にファイルを追加するには、「OK」をクリックします。

これで、ファイルは赤い十字とともに「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。これは、これらのファイルはPerforceクライアント・ワークスペースに格納されているが、Perforce保管庫にはまだ格納されていないことを意味します。バージョン管理して他のユーザーからアクセスできるようにするには、Perforce保管庫にファイルを追加する必要があります。


	
「Perforce」保管庫にファイルを追加するには、「アプリケーション」ウィンドウでファイルを選択し、「チーム」→「Perforce」→「発行」を選択します。

「ファイルの発行」ダイアログが表示されて、ファイルがリストされます。


	
バージョニングのコメントを「コメント」ボックスに追加します。

特定のファイルのバージョンのリストを表示すると、これらのコメントが表示されます。


	
Perforce保管庫にファイルを発行するには、「OK」をクリックします。

ファイルが緑色の点とともに「アプリケーション」ウィンドウに表示されるようになります。これは、ファイルが「Perforce」保管庫に認識され、最新状態であることを示しています。




JDeveloperの外部で作成されたファイルをPerforceの管理下に置くには、次のようにします。




	JDeveloperファイル記憶域ディレクトリの下にある既存の\srcディレクトリ(これはPerforceクライアント・ワークスペースと同じである必要があります)にファイルをコピーまたは移動します。
	アプリケーションまたはプロジェクトをリフレッシュします。

ファイルは「アプリケーション」ウィンドウで、\srcディレクトリを使用したプロジェクト内に表示されるようになります。青地に白の斜線の十字でファイルがマークされるようになります。これは、ファイルがJDeveloperに認識されているが、ソースの管理下にはないことを示しています。




	前述の手順に従って、ファイルをPerforceの管理下に置きます。










6.4.2 ソース・コントロール・リポジトリへの接続方法


ソース・コントロール・リポジトリを(ユーザー個人またはチーム管理者が)作成すると、通常「チーム」メニューからそのリポジトリに接続して、バージョニング・システムを「接続先...」オプションから選択します。





6.4.2.1 Subversionリポジトリの内容の表示


Subversionリポジトリの現在の内容は、「バージョン」ウィンドウで表示できます。選択したSubversion接続の下のノードを展開すると、Subversionリポジトリの構造とファイルの内容が表示されます。

対応するポップアップ・メニューから「開く」を選択すると、Subversionリポジトリ・ファイルの読取り専用バージョンを表示できます。これにより、ローカル・バージョンをチェックアウトまたは更新した後でSubversionリポジトリ内のファイルに対して行われた変更内容を確認できます。

「バージョン」ウィンドウから表示可能なSubversionリポジトリ内のフォルダには、次の操作が用意されています。

	新規
	
新規ギャラリを開き、アプリケーション、接続、プロジェクトおよび他のエンティティを作成できます。


	新規リモート・ディレクトリ
	
「ディレクトリの作成」ダイアログを開き、右クリックした要素のURLに関連付ける新規ディレクトリを作成できます。


	削除
	
確認ダイアログを表示せずに、選択した要素をJDeveloperビューから即時削除します。慎重に使用してください。


	チェックアウト
	
デフォルトでは、「Subversionからのチェックアウト」ダイアログを開きます。




様々なバージョン・コントロール・システムに応じてJDeveloperを構成した場合、「チェックアウト」を選択すると、選択したバージョン・コントロール・ソフトウェア用のチェックアウト・ダイアログが開きます。







6.4.2.2 CVSへのログイン



CVSリポジトリへの接続の一部のタイプでは、接続とは関係なくログインする必要があります。CVS接続が存在するにもかかわらず、CVSのいずれの機能にもアクセスできない場合は、ログインする必要があります。

CVSリポジトリにログインするには、次のようにします。




	CVSナビゲータで、「チーム」→「ログイン」を選択します。

「ログイン」メニュー・オプションが使用不可で、「ログアウト」オプションが使用可能な場合は、すでにログインしています。




	「CVSにログイン」ダイアログで、パスワードを入力します。パスワードを記憶して、今後CVSリポジトリに接続する際に自動的に入力されるようにする場合は、「起動時に自動的に接続」ボックスを選択します。
	「OK」をクリックしてログインを完了します。








6.4.2.3 CVSでのローカル・ファイルへのアクセス


JDeveloperがマシン上のCVSクライアントへのパスを検出すると、JDeveloperのCVS設定は、そのCVSクライアント(JDeveloperとともにインストールされた内部CVSクライアントではなく)を使用するようにデフォルトで設定されます。CVSクライアントへのパスが見つからない場合は、内部CVSクライアントを使用するように設定されます。

内部CVSクライアントは、ローカルCVSリポジトリ(つまり、ユーザーのマシンのリポジトリ)へのアクセスには使用できません。ローカルCVSリポジトリにアクセスする場合は、CVSの完全なクライアント/サーバー・バージョンをマシンにインストールし、JDeveloperのCVS設定を適切に設定する必要があります。

外部CVSクライアントを使用する場合は、次のクライアントをお薦めします。

	
Windowsプラットフォーム用CVSNT 2.0.58a以上- http://march-hare.com/cvspro/


	
cvshomeにあるCVS 1.11.9 (その他のプラットフォームの場合)





注意:

クライアント専用バージョンのCVSがすでにインストールされている場合があります。その場合、ローカルのCVSリポジトリにはアクセスできません。完全なクライアント/サーバー・バージョンをインストールしてください。CVSナビゲータで接続ノードを展開できない場合や、CVSウィザードの「モジュール・リストの取得」ボタンでモジュール・リストが開かない場合は、ローカルCVSリポジトリにアクセスを試みるクライアント専用CVSソフトウェアがインストールされていると考えられます。インストールされているCVSのタイプは、CVSコマンド・プロンプトからcvs -vと入力することで確認できます。クライアント専用バージョンがインストールされている場合は、バージョン情報行の最後に(client)と表示されますが、クライアント/サーバー・バージョンがインストールされている場合は(client/server)と表示されます。



ファイアウォールを介してCVSにアクセスするには、次のようにします。

ファイアウォールを介してCVSサーバーにアクセスする場合、接続するには次のどちらかの条件を満たす必要があります。

	
ファイアウォールでCVSポートによるTCP/IP通信が許可されていること。


	
HTTPトンネリングをサポートするCVSクライアント(CVSNTなど)を使用していること。




ログインの際に認証に失敗した場合は、CVSコマンドラインを使用して接続してください。それでも失敗した場合は、ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性があるため、ネットワーク管理者に相談してください。

必要な場合は、ファイアウォールを介した接続をサポートするようにCVSルート変数の値を変更できます。





6.4.2.3.1 CVSファイル・タイプの処理


CVS管理者は、JDeveloperで作成されるイメージ・ファイル形式などのバイナリ・ファイルが自動的に処理されるよう、CVSリポジトリを構成する必要があります。

他のファイル形式の場合は更新されるような状況で、これらのファイルに対してはマージが試みられます。これが行われないようにするには、CVSリポジトリの構成を変更する必要があります。

CVSの詳細は、CVSのドキュメントまたはWebサイト(http://www.cvshome.org)を参照してください。このサイトから、CVSのソフトウェアをダウンロードすることもできます。









6.4.2.4 Perforceへの接続



JDeveloper内でPerforceを操作できるようにするには、Perforceに接続する必要があります。

Perforceに手動で接続するには、次のようにします。




	「チーム」→「Perforceに接続」を選択します。

「接続」ダイアログが開きます。ユーザー名、ポートおよびクライアント情報が自動的に導出され、「接続」ダイアログに表示されます。




	表示されていない場合は、正しいユーザー名、ポートおよびクライアント情報を入力します。
	Perforceサーバーがパスワード保護を使用して設定されている場合、パスワードを入力します。(次回接続するときのためにパスワードが記憶されるようにする場合は、「パスワードを保存する」ボックスを選択します。)
	Perforceサーバーへの接続をテストする場合は、「接続のテスト」ボタンをクリックします。結果は長方形のテキスト領域に表示されます。
	接続を完了するには、「OK」をクリックします。








6.4.2.5 Perforceへの複数接続の作成



一部開発環境では、Perforceに複数回接続する必要がある場合があります。次に例を示します。





	
自社では、開発用として1つのPerforceサーバーを使用し、テスト用としてもう1つのPerforceサーバーを使用しています。


	
2つの異なるPerforceクライアントを使用して接続する必要があります。


	
異なるPerforceユーザーIDを使用する必要があります。




JDeveloperに対するPerforce拡張機能を使用すると、これらすべての操作が可能になります。この場合、Perforce接続を作成するたびに名前を付けることから始めます。

名前付きPerforce接続を作成するには、次のようにします。




	「チーム」→「Perforceに接続」を選択します。

「接続」ダイアログが開きます。ユーザー名、ポートおよびクライアント情報が自動的に導出され、「接続」ダイアログに表示されます。




	表示されていない場合は、正しいユーザー名、ポートおよびクライアント情報を入力します。
	このPerforce接続に使用する名前を入力します。現在開いている他の任意のPerforce接続とこれが異なることを確認してください。
	Perforceサーバーがパスワード保護を使用して設定されている場合、パスワードを入力します。(次回接続するときのためにパスワードが記憶されるようにする場合は、「パスワードを保存する」ボックスを選択します。)
	Perforceサーバーへの接続をテストする場合は、「接続のテスト」ボタンをクリックします。結果は長方形のテキスト領域に表示されます。
	接続を完了するには、「OK」をクリックします。



Perforce変更リストには、変更リスト内の各ファイルに適用される接続が表示されます。変更リストの詳細は、「変更セットと変更リストの使用方法」を参照してください。











6.4.3 ソース・リポジトリ用のJDeveloperの構成


JDeveloperにデフォルトで含まれているSubversionを使用している場合は、ソース・リポジトリ用にJDeveloperを構成する必要はありません。リポジトリに接続し、ローカルの作業用コピーを更新し、ファイルをチェックアウトして作業を行い、変更が完了したファイルをチェックインするだけです。ただし、その他のバージョン・コントロール・システムには構成要件があり、使用する前にそのシステムとJDeveloperを構成する必要があります。





6.4.3.1 JDeveloperと使用するためのCVSの構成方法


CVSを使用できるようにJDeveloperを設定することに加えて、JDeveloperとともにCVSを使用可能するために必要なタスクがいくつかあります。これらのタスクの一部は、管理者が実行することもできます。これらのタスクのいずれかがインストールで実行されているかを常に確認する必要があります。

通常、作業時にファイルを格納するためのローカルCVSリポジトリが必要です。また、CVSと通信するためのセキュア・シェル(SSH)を構成したり、文字セットを選択する必要がある場合もあります。最後に、CVSにログインする必要があります。

JDeveloperでは、CVSリポジトリに対するアクセス方法としてSSHレベル1および2をサポートしています。







6.4.3.2 SSHレベル1 (SSH)の構成



JDeveloperでは、CVSリポジトリへのアクセス方法にSSHレベル1を直接使用できません。ただし、リモート・シェル・アクセス用にSSHレベル1を設定することは可能です。

リモート・シェル・アクセスを使用できるようにSSHレベル1を設定するには、次のようにします。

	
ssh-keygenコマンドを使用して公開鍵および秘密鍵を生成します。


	
~/.ssh/identity.pub公開鍵ファイルと~/.ssh/authorized_keysをCVSリポジトリのあるマシン上で連結します。




JDeveloperを実行してCVSをSSHレベル1で使用するには、その前にユーザーが明示的に認証され、環境が正しく設定されている必要があります。環境を正しく設定するには、次の手順に従ってください。

SSHレベル1用に環境を設定するには、次のようにします。




	CVS_RSH環境変数をSSHクライアントの場所に設定します。
	UNIXのコマンドラインで、ssh-agent {shell}と入力し、[Enter]を押します。
	UNIXのコマンドラインでssh-addと入力し、[Enter]を押します。
	JDeveloperを起動します。
	CVS接続ウィザードを使用している場合は、CVSのアクセス方法として「外部」を選択します。








6.4.3.3 SSHレベル2 (SSH2)の構成



JDeveloperには、CVSリポジトリへのアクセス方法にSSH2を直接使用できます。

リモート・シェル・アクセス用にSSH2を使用するには、次のようにします。




	JDeveloperのCVS設定ページで、「CVSクライアント」設定を「JDeveloper [...]内」 [...]に設定します。
	CVS接続ウィザードが起動します。
	「CVS接続」ウィザードの「接続」ページで、「アクセス方法」に「SSH2によるセキュア・シェル」を選択します。ヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。
	「接続」ページで「SSH2キーペアの生成」をクリックします。「SSH2キーペアの生成」ダイアログが開きます。このダイアログ使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。
	SSH2キー・ファイルが生成されると、ファイルのインストール場所を説明する情報ダイアログが表示されます。
	ダイアログの説明に従って、SSH2キー・ファイルをインストールします。
	CVS接続ウィザードを完了してCVS接続を作成します。



内部CVSクライアントを使用している場合は、いつでも「チーム」→「CVS」→「管理」→「SSH2キーペアの生成」を選択してSSH2キー・ファイルを生成できます。外部CVSクライアントを使用している場合、このメニュー・オプションは使用できません。









6.4.3.4 CVSでのファイルの編集および監視



編集および監視は、外部CVSクライアントの実行可能ファイルを使用している場合にのみ使用可能になります。

次の手順により、ファイルに対するエディタの取得や終了、チーム内でどのユーザーがファイルを編集しているか、およびどのユーザーがファイルの編集を監視しているかの確認ができます。2人以上の開発者が同じファイルを同時に編集できます。

編集および監視を使用するようにJDeveloperを設定するには、次のようにします。

	
「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」→「CVS」を選択してプリファレンス・ページを開きます。


	
「外部の実行可能ファイル」が選択され、有効な詳細情報が入力されていることを確認します。


	
「編集/監視モードでCVSを実行」を選択します。


	
「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」→「CVS」→「一般」を選択してプリファレンス・ページを開きます。


	
「自動的にファイルを編集可能にする」の選択を解除します。




ファイルに対するエディタを取得するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウで選択したファイルで、「チーム」→「編集」を選択します。


	
ファイル選択ボックスでハイライト表示されているすべてのファイルにこの操作を適用するかどうかを確認します。


	
このファイルの監視を設定するには、「監視するアクションの設定」チェック・ボックスを選択し、ドロップダウン・リストから監視するアクションを選択します。


	
「OK」をクリックします。




ファイルに対するエディタを終了する(ファイルを未編集にする)には、次のようにします。

この操作により、現在の編集で行われた変更は無効になります。エディタが終了すると、ローカル・ファイルへの変更内容は失われます。

	
「アプリケーション」ウィンドウで選択したファイルで、「チーム」→「編集解除」を選択します。


	
ファイル選択ボックスでハイライト表示されているすべてのファイルにこの操作を適用するかどうかを確認します。


	
「OK」をクリックします。




ファイル監視機能を有効または無効にするには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウで、通知を受け取るファイルが含まれているプロジェクトを選択します。


	
「チーム」→「ウォッチ」を選択します。


	
「CVSファイルのウォッチ」ダイアログで、「コマンド・タイプ」ドロップダウン・リストから「ウォッチの開始」または「ウォッチの終了」を選択します。


	
「OK」をクリックします。




ファイルに対する処理の通知を受け取るユーザーのリストに自分自身を追加するには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、通知を受け取るファイルが含まれているプロジェクトを選択します。
	「チーム」→「ウォッチ」を選択します。
	ファイル選択ボックスに表示されているすべてのファイルにこの操作を適用するかどうかを確認します。
	監視設定タブで、「コマンド・タイプ」にドロップダウン・リストから「ウォッチするファイルの追加」を選択します。
	オプションで、「監視操作の設定」チェック・ボックスを選択して、通知を受け取る特定の操作を選択します。
	「OK」をクリックします。



ファイルに対する処理の通知を受け取るユーザーのリストから自分自身を削除するには、次のようにします。

	
(前述の)自分自身をリストに追加する手順に従います。ただし、「コマンド・タイプ」ドロップダウン・リストから「監視するファイルの削除」を選択します。




どのユーザーがファイルに対する変更を監視しているかを確認するには、次のようにします。

	
「チーム」→「編集の通知」を選択します。




「編集の通知」ウィンドウが開きます。「ウォッチャ」タブに、監視中のファイルと現在変更を監視している1人以上のユーザーが表示されます。

どのユーザーが現在ファイルを編集しているかを確認するには、次のようにします。

	
「チーム」→「編集の通知」を選択します。




「編集の通知」ウィンドウが開きます。「エディタ」タブに、エディタを現在確保しているファイルと、それらのエディタを取得したユーザーが表示されます。











6.4.4 リポジトリをコンテンツとともにロードする方法


選択したバージョン・コントロール・システムのリポジトリを使用するには、通常、チームが作業するコンテンツとともにリポジトリをロードする必要があります。この操作は次のようなときに必要になる場合があります。

	
チームがプロジェクトの新しいバージョンの作業を開始するとき(特に、パッチ・セットやメジャー・アップデートなど、複数のバージョンで同時に作業しているとき)


	
チームが、旧バージョンまたはファイル・テンプレートのいずれかを使用して新しいプロジェクトを開始するとき


	
作業時にリポジトリのファイルを保管するローカル・ファイル・システムがまだ含まれていない新しいワークステーションで、JDeveloperのクリーン・インストールを実行するとき




通常、リポジトリとコンテンツのロードは1つのプロジェクトで1回実行します。この初期ロードの後は、ローカル・リポジトリ内のファイルやフォルダを定期的に更新し、チームが作業している最新版のファイルと同じになるようにします。





6.4.4.1 SubversionへのJDeveloperファイルのインポート



JDeveloper内で作成した(またはJDeveloperに持ち込んだ)ファイルは、Subversionによる管理を使用する前に、Subversionリポジトリにインポートしてから、チェックアウトする必要があります。

JDeveloperの既存のプロジェクトやアプリケーションをSubversionにインポートするには、次のようにします。




	「アプリケーション」ウィンドウで、Subversionにインポートするアプリケーションまたはプロジェクトを選択します。
	「チーム」→「ファイルのインポート」を選択します。

「Subversionへのインポート」ウィザードが開きます。




	ウィザードを完了します。ウィザード使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。

インポートされたファイルのチェックアウトをウィザードで許可した場合は、横にバージョン番号が付いたファイルが「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。ファイルを表示する前に、表示をリフレッシュすることが必要になる場合があります。

インポートされたファイルのチェックアウトをウィザードで許可しなかった場合は、ファイルの作業を始める前に、この時点でファイルをチェックアウトする必要があります。












6.4.4.2 Subversionへのプロジェクトのインポート



JDeveloperの「アプリケーションのバージョニング」機能を使用して、Subversionにプロジェクト全体をインポートすることもできます。

「プロジェクトのバージョニング」を使用してファイルをインポートするには:




	バージョン管理に追加するアプリケーションを選択します。
	「チーム」→「プロジェクトのバージョニング」を選択します。これにより、「Subversionへのインポート」ウィザードが開きます。
	ウィザードを完了します。ウィザード使用時のヘルプを表示するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。

インポートされたファイルのチェックアウトをウィザードで許可した場合は、横にバージョン番号が付いたファイルが「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。ファイルを表示する前に、表示をリフレッシュすることが必要になる場合があります。

インポートされたファイルのチェックアウトをウィザードで許可しなかった場合は、ファイルの作業を始める前に、この時点でファイルをチェックアウトする必要があります。







「アプリケーションのバージョニング」機能を使用してファイルをSubversionにインポートすると、Subversionによって2つのディレクトリが作成されます。1つは作業領域として、もう1つはバックアップ・ディレクトリとして作成されます。

例: Catalogという名前のアプリケーションを新規作成した後に、「バージョニング」→「アプリケーションのバージョニング」→「Subversion」を選択します。必ず「オプション」ページで「チェックアウトを実行」を選択してからウィザードを終了してください。

ウィザードが完了すると、Subversionでアプリケーションのソース・ディレクトリとして指定したローカル・ディレクトリを参照します。リストされたCatalog.svn-import-backupとCatalog.svn-import-workareaの2つのディレクトリが表示されます。

JDeveloper (およびSubversion)は、Catalog.svn-import-workareaディレクトリをファイルのアクセス、チェックアウト/チェックイン、および他のアクティビティに使用します。これらのディレクトリ内のファイルは、JDeveloperおよびSubversionの外部から編集、移動または操作しないでください。









6.4.4.3 Subversionへのファイルの自動追加



ローカル作業用コピーの一部である新しいファイル(つまり、バージョニングされてSVNリポジトリからチェックアウトされたアプリケーション)をJDeveloperで作成するときには、JDeveloperのSubversion機能を使用する前に、Subversionの管理下にファイルを追加してコミットしておく必要があります。JDeveloperの「プリファレンス」メニューで、この作業を自動的に実行するように設定することをお薦めします。

コミット時に新規ファイルを追加するには、次のようにします。




	「ツール」→「プリファレンス」→「バージョニング」→「Subversion」→「一般」の順に選択します。
	「作業用コピーのコミット時に自動的に新規ファイルを追加」を選択します。
	「OK」をクリックします。








6.4.4.4 Subversionへのファイルの個別追加



個々のファイルをSubversionの管理下に置くこともできます。

個々のファイルをSubversionの管理下に置くには:




	「アプリケーション」ウィンドウでファイルを選択し、「チーム」→「追加」を選択します。

ここでは、自分の作業ファイルまたはJDeveloperで使用するアプリケーションやプロジェクトをファイルとして選択できます。

「ソース・コントロールに追加」ダイアログが開いて、ファイルがリストされます。




	Subversionの管理下にファイルを追加するには、「OK」をクリックします。

「アプリケーション」ウィンドウに黒い十字とともにファイルが表示されるようになります。これは、ファイルがJDeveloperの作業領域に保存されているが、Subversionリポジトリにはまだコミットされていないことを示しています。バージョン管理して他のユーザーからアクセスできるようにするには、Subversionにファイルをコミットする必要があります。




	Subversionリポジトリにファイルをコミットするには、「アプリケーション」ウィンドウでファイルを選択して、「チーム」→「コミット」を選択します。

「リソースのコミット」ダイアログが表示されて、ファイルがリストされます。




	バージョニングのコメントを「コメント」ボックスに追加します。

特定のファイルのバージョンのリストを表示すると、これらのコメントが表示されます。




	Subversionリポジトリにファイルをコミットするには、「OK」をクリックします。

「アプリケーション」ウィンドウにオレンジ色の点とともにファイルが表示されるようになります。これは、ファイルがSubversionリポジトリに認識されていて、最新状態にあることを示しています。












6.4.4.5 Gitのリモート・リポジトリからのファイルの移動



編集中に加えた変更に対してローカルGitを使用する場合でも、多くの場合、分散チームではリモート・リポジトリを操作する必要があります。プッシュ、プルおよびクローンが、リモートGitリポジトリに適用される3つのコンセプトです。

リモート・リポジトリからコンテンツを取得するには、フェッチとプルという2つの方法があります。リモート・リポジトリからフェッチする場合、Gitはすべての変更をローカル・リポジトリにロードしますが、既存のブランチはなにも変更しません。これにより、変更を調査して適宜マージできます。

既存のブランチを変更せずにリモート・リポジトリからコピーするには:




	「チーム」→「Git」→「フェッチ」を選択します。
	ウィザード画面の指示に従って、フェッチするリモート・リポジトリおよびリモート・ブランチを指定します。
	「終了」をクリックして、リモート・リポジトリからファイルをフェッチします。



一方、プルするとリモート・リポジトリからファイルをコピーし、ローカル・リポジトリのHEADブランチを更新します。topicid:f1_git_pull_wizard_1_html

ローカル・リポジトリからリモート・リポジトリに変更をコピーするには、プッシュ・コマンドを使用してください。









6.4.4.6 PerforceへのJDeveloperファイルのインポート



Perforceでは、ローカル・ディレクトリ構造を使用して、仮ソース・コントロールの下に配置されるファイルを受信します。この場所はPerforceクライアント・ワークスペースと呼ばれます。JDeveloperで作成(またはJDeveloperに移動)されたファイルは、この場所に格納する必要があります。ファイルがPerforceクライアント・ワークスペースに格納された後、Perforce保管庫と呼ばれる中心的な場所にファイルを発行し、ファイルを完全にソース・コントロール下に置きます。バージョン管理して他のユーザーからアクセスできるようにするには、Perforce保管庫にファイルを発行する必要があります。

Perforceとともに既存のJDeveloperプロジェクトおよびソース・ファイルの使用を開始する前に、これらをPerforceクライアント・ワークスペースにインポートする必要があります。これらがPerforceクライアント・ワークスペースに格納された後、Perforce保管庫にファイルを発行し、ファイルを完全にソース・コントロール下に置きます。

「Perforceへのインポート」ウィザードを使用して、JDeveloperプロジェクト・ファイルおよびソース・ファイルをPerforceクライアント・ワークスペースにインポートします。

Perforceへのインポート・ウィザードを使用するには、次のようにします。




	まだPerforceに接続していない場合は、「チーム」→「Perforceに接続」を選択して接続します。
	「アプリケーション」ウィンドウで、Perforceの管理下に置くJDeveloperプロジェクトを選択します。
	「チーム」→「プロジェクトのインポート」を選択します。「Perforceへのインポート」ウィザードが表示されます。
	ウィザードの要求に従ってインポートを完了します。ウィザードの使用時に詳細を参照するには、[F1]を押してください。

「アプリケーション」ウィンドウにプロジェクトとファイルが表示されます。オーバーレイ・アイコンを表示することを選択した場合、これらのアイコンにファイルの現在のソース・コントロール・ステータスが示されます。




	ファイルを完全にPerforceソース・コントロール下に置くには、これらをPerforce保管庫に発行します。








6.4.4.7 CVS内のプロジェクト、フォルダまたはファイルの更新



CVSの更新操作では、ローカル・ファイルがCVSリポジトリ内のデータで更新されます。または、ローカル・ファイルをCVSリポジトリに保持されているファイルで完全に置き換えるように選択できます。

個々のファイル(プロジェクト・ファイルも含む)を更新したり、プロジェクト・フォルダの内容全体を更新することもできます。

CVSリポジトリの内容は、CVSナビゲータで表示できます。CVSサーバーの下のノードを展開すると、CVSリポジトリの構造とファイルの内容が表示されます。対応するポップアップ・メニューから「開く」を選択すると、CVSリポジトリ・ファイルの読取り専用バージョンを表示できます。これにより、ローカル・バージョンをチェックアウトまたは最後にコミットした後でCVSリポジトリ内のファイルに対して行われた変更内容を確認できます。

個々のファイル(プロジェクト・ファイルを含む)を更新するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウでファイルを選択し、「チーム」→「更新」を選択します。


	
必要に応じてオプションを設定します。これらのオプションの詳細は、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。


	
リストに表示されているファイルをすべて更新するには、「OK」をクリックします。




プロジェクト・フォルダの内容を更新するには、次のようにします。

	
「アプリケーション」ウィンドウでプロジェクト・フォルダを選択し、ポップアップ・メニューから「プロジェクト・フォルダの更新」を選択します。


	
必要に応じてオプションを設定します。これらのオプションの詳細は、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。


	
リストに表示されているファイルをすべて更新するには、「OK」をクリックします。




「保留中の変更」ウィンドウに表示されるファイルを更新するには、次のようにします。




	受信変更モードの「保留中の変更」ウィンドウで、更新するファイルを選択します。

「保留中の変更」ウィンドウの詳細を参照するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。




	「更新」ボタンをクリックします。




注意:

「保留中の変更」ウィンドウに候補を移入するには、それらの候補を含むプロジェクトが開かれている必要があります。予想されるファイルが表示されない場合は、そのプロジェクトを開きます(「ファイル」→「開く」→「プロジェクト」を開き、プロジェクトを選択します)。













6.4.5 WebDAV接続の作成方法


Web-based Distributed Authoring and Versioning (WebDAV)はHTTPへの拡張であり、ユーザーが共同でWebDAV対応サーバー上にあるファイルを編集および管理できるようにします。JDeveloperでWebDAV接続を使用すると、WebDAVサーバー上でホストされているファイルを、ローカル・ファイル・システム上のファイルを表示するのと同じ方法で表示できます。WebDAVサーバー上にあってJDeveloperでWebDAV接続を使用してアクセスするファイルは、ローカル・ファイル・システム上やLAN上に格納されているファイルと同じ方法で表示できます。

WebDAVクライアントはHTTPを使用してアクセスを提供するため、他の方法ではFTPファイル転送が防止されるファイアウォール(WebDAV拡張をサポートするように構成済)を介してファイルにアクセスできます。JDeveloperでのWebDAVの読取り専用実装では、バージョニングをサポートしていないWebDAV 1.0標準をサポートしています。WebDAVクライアントと同様に、JDeveloperではすべてのOracle Internet File Systemに直接接続できるため、データベースからWebDAVファイルの表示が可能です。





6.4.5.1 WebDAVサーバーの要件



JDeveloperをWebDAVクライアントとして使用するには、WebDAVサーバーを実行する必要があります。WebDAVサーバーは、次のいずれかである必要があります。

	
Apache 1.3.19 (以上)


注意:

Apacheサーバーがバージョン1.xの場合は、mod_davモジュールもインストールする必要があります。




	
WebDAV 1.0標準に準拠するサーバー





注意:

ファイアウォールを介してインターネットにアクセスする場合は、WebDAVで使用する拡張HTTPコマンドを処理するように構成する必要があります。

WebサーバーがURLを別のサーバーにリダイレクトするように構成されている場合(たとえば、ApacheでJkMountを使用して特定のファイル拡張子に対するリクエストをTomcatにリダイレクトしている場合)、リダイレクト先のサーバーがそのコンテキストでWebDAVをサポートしていなければ、WebDAVは該当リソースに使用できないことに注意してください。



WebDAVの詳細は、次のWebサイトを参照してください。

	
http://www.webdav.org


	
http://httpd.apache.org/docs-2.1/mod/mod_dav.html












6.4.5.2 WebDAV接続の作成



JDeveloperで作成したWebDAV接続を使用し、JDeveloperプロジェクトの一部としてファイルとフォルダを表示できます。


注意:

同じJDeveloperクライアント上で複数のWebDAV接続に同じURLを使用することはできません。



JDeveloperでWebDAV接続を作成する手順は、次のとおりです。




	「新規ギャラリ」で、「一般」→「接続」を選択し、「OK」をクリックします。
	「WebDAV接続」ダイアログを使用して接続を作成します。

このダイアログの使用方法の詳細は、[F1]を押してください。












6.4.5.3 プロキシ・サーバーを介したWebDAV対応サーバーへのアクセス



プロキシ・サーバーを介してインターネットにアクセスする場合、インターネット上のWebDAV対応サーバーにアクセスする前に、JDeveloperを構成する必要があります。

プロキシ・サーバーを介してWebDAV対応サーバーにアクセスする手順は、次のとおりです。




	プロキシ・サーバーがWebDAVに対応していることをネットワーク管理者に確認します。
	JDeveloperで、「ツール」→「プリファレンス」の順に選択し、「プリファレンス」ダイアログ・ボックスの左ペインで「Webブラウザとプロキシ」をクリックして、「HTTPプロキシ・サーバーを使用」チェック・ボックスがチェックされていることを確認し、プロキシの詳細を入力します。
	アクセスしようとするWebDAV対応サーバーがファイアウォール内にあり、アクセスの際にプロキシ・サーバーを経由する必要がない場合は、デフォルトのWebブラウザのプロキシ例外リストにWebDAVサーバー名を追加します。通常、これは他のプロキシ設定とともにブラウザのプリファレンス/設定ページで設定されます。








6.4.5.4 WebDAV接続の変更



WebDAV接続は、「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」セクションの「接続」ノードの下にリストされます。

既存のWebDAV接続を変更できます。

WebDAV接続を変更するには、次のようにします。




	変更するWebDAV接続を右クリックします。
	「プロパティ」を選択します。
	「WebDAV接続プロパティ」ダイアログで、WebDAV接続の詳細を変更します。

ダイアログの使用中にヘルプを参照するには、[F1]を押します。




	「OK」をクリックします。








6.4.5.5 WebDAV接続のリフレッシュ



WebDAV接続は、「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」セクションの「接続」ノードの下にリストされます。

フォルダおよびファイルにWebDAVサーバーの現在の内容が正確に反映されていることを確認するには、WebDAV接続の表示を手動でリフレッシュします。


注意:

WebDAV接続に対してリストされているすべてのフォルダおよびファイルがリフレッシュされます。フォルダおよびファイルのプロパティとその内容がリフレッシュされます。



WebDAV接続の内容全体をリフレッシュする手順は、次のとおりです。




	リフレッシュするWebDAV接続を右クリックします。
	「リフレッシュ」を選択します。








6.4.5.6 WebDAV接続の削除



WebDAV接続は、「アプリケーション」ウィンドウの「アプリケーション・リソース」セクションの「接続」ノードの下にリストされます。

JDeveloperからWebDAV接続を削除しても、WebDAVサーバー自体のファイルやフォルダには影響しません。

WebDAV接続を削除する手順は、次のとおりです。




	削除するWebDAV接続を右クリックします。
	「削除」を選択します。



削除した接続は以降に再作成できます。その場合、接続の一部になっていたファイルとフォルダは再び接続の下に表示されます。













6.5 ソース・コントロールのファイルの操作


一般的なルールとして、チームが使用するバージョン・コントロール・システムでは、次のような基本的なワークフローに従って作業が行われます。

	
リポジトリからファイルをチェックアウトします


	
変更の実施


	
ファイルをチェックイン(またはコミット)してリポジトリに戻します




状況によって、コミットしようとしている同じファイルを他のチーム・メンバーが編集していたことがわかる場合もあります。この場合は、ファイルの競合を解決する必要があります。

また、多くのバージョン・コントロール・システムでは、他のユーザーがチェックアウトできないようにファイルをロックできます。これにより、解決を要するファイルの競合を防止できます。





6.5.1 ファイルのチェックアウト方法


一般的に、バージョン・コントロール・システムでは、変更を開始する前にファイルをリポジトリからチェックアウトする必要があります。この場合、ユーザーがファイルにアクセスしたことが記録され、多くの場合、そのユーザーがファイルを編集中に他のチーム・メンバーがアクセスしないように、チェックアウトされたファイルがロックされます。これにより、複数のチーム・メンバーが同じファイルに対して競合する編集を行う問題を回避できます。





6.5.1.1 Subversionリポジトリからのファイルのチェックアウト



プロジェクトのファイルで編集やリビジョンを開始するには、作業するファイルをチェックアウトします。このとき、Subversionリポジトリからアプリケーション全体をチェックアウトすることをお薦めします。これにより、ローカル作業領域でそのアプリケーションのすべてのファイルにアクセスできます。Subversionは条件モジュールを使用して、チェックアウトが推奨されるアプリケーションを参照します。


注意:

Subversionには「チェックイン」手順がないため、更新したファイルをチェックインしたり、次にそのファイルでの作業が必要になった場合に再度チェックアウトしないようにしてください。かわりに、ファイルのローカル・コピーで作業を完了した後、それをSubversionリポジトリにコミットしてファイルを最新の状態に保ちます。



Subversionのファイルをチェックアウトすると、Subversionリポジトリからローカル・マシンの新しい場所(ユーザーが指定します)にファイルがコピーされます。この場所とそこにあるファイルによって、Subversionの作業用コピーが構成されます。

Subversionリポジトリからモジュールをチェックアウトするには、次のようにします。




	「バージョン」ウィンドウで、チェックアウトするファイルを含むリポジトリ・ノードまたはフォルダを選択します。
	「チーム」→「Subversion」→「チェックアウト」を選択します。

Subversionリポジトリに現在接続されていない場合は、接続できるように「Subversion接続の作成」ダイアログが表示されます。

「Subversionからのチェックアウト」ダイアログが表示されます。ダイアログの使用時に詳細を参照するには、[F1]を押すか「ヘルプ」をクリックします。




	ダイアログが表示したSubversion接続が正しい接続であることを確認します(複数のSubversion接続またはリポジトリがある場合)。
	チェックアウトするアプリケーション・ファイルが含まれたSubversion接続のパスを参照します。
	チェックアウトしたファイルをコピーするコピー先を作業領域に入力するか、「参照」をクリックして、ローカルの作業領域にナビゲートします。
	チームで使用する場合は、オプションで特定のタグをチェックできます。
	このSubversionモジュールに含まれるフォルダ内のファイルをチェックアウトする場合、必ず「深さ」を選択してください。

すべてを選択したら、「OK」を